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天然林 二 於 ケルと ど ま つ稚樹 ノ消長 卜 

森林土壌 トノ 關係 ニ對ス ル研究

(図版1至XXX1

北海道 駐 技師 石原供三

Untersuchung uber Zuwachsdauer und Verschwinden 

bei jungen Pflanzen der Sachalintanne und das 

Verhaltnis zum Waldboden (TAF.I-XXXI)

von

K. Ishihara

緒 論

天然更新ヲ 目的 ト スル場か成否ノ岐ルル ト コ ロ ヲー言=シチ基 

J新源ト シテ 必要ナル後船 稲 樹ノ 年 否= 歸 着スペ シ.此 事 タル同- 條 

件 ノド = 母 樹 ノ 存 t シ ﾡ 下欄 子 又 均 ーニ 分散 * ラルル場合ヲN 提 ト ス 

ルト*--環 境 因 チ間ノ a 旗 關係 = 影 響 スモ ノ = シ み後継稚樹ガ量 

城 = 適M シ テ 行 ﾡ シ 得 ル カメ然ラズシテ消スルカ ノ柄現象= ・ y 

ラセ ラルルコ ト至大ナ り.姓= 稚樹ノ消長 ・稲スル 殺生後 o年間= 

於 グ ル存績消失 ノ 経過 ヲ企獣スルセノ=シテ 存績求 ト 消央率 卜〜正負 

ノW係=於子環境子ノ適否ヲ炎明スベキナ ッ益ヲ以チﾡ= ※下メル



2 北海道林業状喩明報告第十二號 然林 ニ 於 ケ,レ とど ま つ樹 ノﾡと ト 探 出土壌 トノ 関係 二ﾡスン 研 3

種子僅少ナ ツ ト スルモ若シ環境因子二 シ テ好適終件 ヲ 具 へ消失率少ナ 

クな績率大ナル場合〜之=反スル場合=比 シ写▽1新ノ 目的 ヲ連成ス 

ル可能 ノ大ナル理ナ ッ.』チ 天然更新ヲ 目 的 卜 * ル以上確ﾡノ 編消失 

=隅スル研究第一ﾡ的ノモノ ト云フラ 得 べ シ。

本道天然林中と どまつ Abics Nfayriana Miyabe Ct Kud。 えぞつ Picea 

jezoensis Carr. 及ビあかと ぞ女つ Picea Glehnii Mast. 等卜=主林木r シテ 

共 分 布K 域脈大=シラ本道及ビ千島= 於 ヶ ル 図 ィ 林地 方豊林ノ ﾡ 積ノ 

ミ = テ 97,156,8j。 fmn=達メト 部 ハレ 遙 カニ 後 二者 ヲ凌 例 シ用途亦ﾡル 廣

= シ子ﾡ楽=極ノ み要ナル樹種 ト ス.シ ア施業上多 ク 、探伐更新 

法 = 準據 シ テ連年伐採利用 セ ラ ル ・=マvナル ガ之ガ更新 ノ Tf臨 = 見 

ル=必ズシモ伐探=呼ﾡシチﾡ行シ業キ ト = p ア ッ テﾡ積ヲﾡスル 

ﾡ向ナ * フ保シ難*モ ノ 7 ツ技=と どまっノ天然更新上北成果ノ充分 

期待 セラアルク メ ニノ、少ナク ・で 幼命確樹 ノ な試清央 ノ 關係 二就*研 

究スョトノ極メ ラ要ナ ルニ 鑑 ミ 本試験 とどまつ ヲ選ビ 之 ガ天然 

下種 ニ ヨ ッ 發生後少ナ ク ト モ 1○年生 =至ル ノ 存績消失 ノ 細 過 ト 環境 

ﾡ千 ト ノ相關 關係 ヲ 考察 セ ン ト スルモ ノ ナ y.

従楽とど女つ天然更新二剛スル研究方面=児ル=一般=条象的囚子 

殊二陽光 ニ 關スル方面 ヲ主 ト シ テ未グ森林土壌 ト ノ 關係 ・ リ 幼簡ﾡ樹 

ノ 存績消失 二 封常 シ テ 研究 セラレ クル モノ アノレヲ 開 カ ズ.回 ・ッ林木 ガ 

共適所ヲ 求メチ 分布 シ証盤 ナ ル生近 ヲ 微抑 シラ成林セ ン= 氣象開 

係ノ如何二俟ツトコロ至大ナルベキハ論ナシト雖モ決シテ土壌性ヲ度 

外視 シ得ザルノ、明瞭ナ 九例へ/、.近接セル林分 二 シ テ 陽光照射又共i 

ノ 条ﾡ因子・ y見ラ著シキ特興性ヲ示ッザ ル 場 合 ・ 雖 モ 幼 齢 確樹 ノ 存 

績消央ノ上=著り ・遂興 ノ 生ズル實例八本道天然林中隨所 二見 ラ ルル 

卜=ロ=シ ラ本試験場附屬林中 ニ於 ラ e 共例ﾡナ カ ラ ズ ノ 如 キ → 共 

原 因 ヲ土規上ノ特処性二求ムルノ要ァル= ・諭ナ カ ベ シ本 研 究 常 

場附國林中 と どまつ=側シ採伐新作業ヲ探レル林分中母樹ノ 配分状 

態 ニ大差 ヲ見ズ シナ 常 =幼齢稚樹 ノ 存績消失 ノ紙道ノ上= 顯 ※ = 特巣 

性ヲ示ボス ト コロ ヲ 6ケ所選定シ量モ分布多キ I一 1○年生稚村 ヲ到象 

・ シ 之 ガ存績 消失 ノ 經過 二 就キ 陽光! 量及 ビ他氣象 因 子 ノ 差興 ヲ 

通ジみ考祭ス ル他面主 ト シ テ 森林土境ノ 理化學性 =ﾡス ル特興性 ニ 問 

心シラ 此ﾡ依討 シ 内之= 関納 シチ確樹 形質 ヲ究メ 進 ミ ア林型 トノ 關 

係=松到シ之ガ天然更新=及ス影響? ッ 延み特楽ノ森林施業上=於 

ヶ ル然更新及 ビ人工ﾡ新ノ 分野 =言及* ン ト ス.

本研究二常リ林學博士新島善直氏.前北海道題技師林駒之助氏及ビ北 

海道 ﾡ 技 姉 林 常 夫氏ノ指 導並 ニ 北海道 恵 技 師 原m 楽,北 海 道 應 技手 林 行 

元同松江質 修同等 ・ カ 先,同内『 夫 及 ビ刷 石 納 厚各ノ 助 カ ニ 對 シ 

深甚 ナル 謝 意 ヲ 表 ス。
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第一章 試験地ノ概況

試験地選定 ノ 誘準 シ チ 、冊樹 ノ 本數 •結實呆及 ビﾡ賞年等 ヲ 考厳 

シ主トシラ 胸高 直徑 30 cm以上 ノ 上ﾡ木 二就キ 結實 スベ キ 母樹 ノ な立数 

略均等ナッ ト認ノﾡヒ子種子ノ格下状況-於テで近似セル林地=シ チ 

上方博閉 ノ 差異亦甚 シ カラザル= トヲ 條件 トシ とどまつ 天然 生 稚樹 ノ 

存 績消失 ノ 經過 ニ於 ラ 從來 ヨ り著シク 特具性 ヲ示ス ﾡ域 ヲ選ビテ 試験 

地ヲ6 ヶ所選定セ ッ.以下是 ガ概況 =就*過 ブル所 ァラントス。

第一節 位運, 地形, 面積及 ビ植生権況

地形図ノ示セル如ク本図有林"無敷ノ 小 ノ東西 商側 = 走 ル 価i 私 約 

3427maノ丘唆林ナル ガ間 と どま つ幼丘稚樹 ノ存續 消失 ノ 紙迫= 關 ス

比ﾡ試験ヲ目的 トスル ト キ ﾡ 好適ノ価所決シテ少ナシ トセザルモ 試 

ﾡ因子ノ 測定ﾡ察 ノ 精密 ヲ 期 ス ル上 ニ 遠距離 ニシラ 不便 ナ ル林地 ヲ 選 

擇 シ 得 ザ 開係上多少 位 m 的 =ス地形 的 = 制 限ヲ受クル止 ム ヲ 得 ザ 

ルト=p トス:(圖 版 I 塗照)

A. 試ﾡ地I

本試験地節I施業ﾡ第 I 林班ろ小班 =年 シ林縁 ョッノ 短距離 

北方へ 約 0.25 kmナ y。

地形 ハ 南方 へ 約 5-6, 東方へ約 2-3即 チ商市東へ級ﾡ斜ヲ ナシ 商市 側 = 

小澤 ヲ控フル林地ナ ッ。

面 積 025ha=シラ菱形ヲナセ ッ。

林相 - 南東 小澤沿及 ビ西北 ノ ー部 = ﾡ 葉樹 ヲ僅カー 混 ゼルと ど*つ 

純林般 ヲ呈シ ななかまど, こしあぶら 及 ビかへてﾡ下木 トシタ多ク 又藤 

本ﾡ ノ樹件= ﾡ続メル そノ多シ。

1) 北海道震:林梁びﾡ報・ 第3裁・ 札幌・19I2. I・ IO5.

2) 北海道醜： 林業状お視告 • 第to載. 札幌.1924. 頁. 3.

然 ニクンとどま つ机樹 ノ i消奨 ｝表林土ﾡ トノ 関係 =岩 スル 西究ビ 5

地徴ﾡ物ト シテち女9ざさ西北岡及ビ北力小深ロ ッ本林地=迫レ 

ル形勢ヲ示ッ ぴ ナﾡ=、と どまっ 確樹 -5年(確樹 ノ年齢纏テ 

・9304現作ナ リ)多 ク發生生育 シ 局所的 ニ 2 年生以上 ノ e ノ 存績ス事* 

類小形ノつるあり どう しちゃく さうﾡ=ﾡム。

讃験地II

本讃験地第I施業W第4林班ろ小班=存シ林線ロ リ ノ最短距離東 

方 へ 約 ○.97 km ナ ツ。

地 形 商 方 へ 約プー8 東方 へ 約 2一3J チ商 東へ級傾斜ヲ ナシ商側= 

小 深 ヲ控フル林地ナ ッ.

面i 積 o.25ha=シラ短形ヲナセッ.

林欄前試験地 = M似シ下木 トシみあをだもななか会どそしあぶら 

及 ビかへてﾡ多 シ桃仲 = 新続ス ル藤本ﾡ多 ク 地ﾡ植物常 ﾡ流木類町 

チ2ぞいWがや父どゆづりは及ビみや女し8み等殆ンド金林地=存シ 

此 間 =とどはつ稚 勝-5 年生 多ク發 生生 商 シ倒木= 依 ル疎開ﾡ所- ハ 

源葉樹ノ 幼ﾡ樹 卜 共= o4生以上 ハと ど1つ生ﾡセル ヲ見ル*類 

少 ニシチ主ト シヌ小形ノつるあ り どう し及ビいちゃく さ うﾡス。

C. 試驗 地 HI

本讃ﾡ地第 I 旅業席第 9 林班い小班二存シ林綠 ヨ ッ ノ 最短距離西 

北方へ約 092 km ナ ツ・

地形 ハ 殆 ン ド 平 坦 ニシチ 南 東 約I50mニシラ小ボノ起ﾡァルノ ミナソ。 

面 積 0.25 iaニシテカ形ヲナ ス。

林和 とどはつ純林映ヲ星シかつらノ老ﾡ照メルノ外下木トシ 

ノﾡ 葉桃償少ナリガ幹 = 細 続スル藤 本 ※ 少ナッ。

地ﾡ植物 灌木類 殆 ン ド無ク ¥歯ﾡ及 ビゆ り科=ﾡスルモノ証盤= 

シ チ四季ノ植物景ﾡ=量で遊具ァ ッ と どはつ確樹!一5年生此等本 

類ノ疎ナルﾡ=極メテ僅力=在メルe 5 4生以上 二 達 スルモ ノノ、著 

シク少ナシ。

D. 試ﾡ地IV
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本試験地第I 施業町第 9林班い小班 =シ 前試験地III =接ﾡセル 

林地 =シラ 林線 ヨ ッ ノ 最短距離北方へ約093km ナ y.

地形〜ﾡヒ テ前者=相似シ商市東償 =傾斜ス。

面 積 0.25 ha ニシテ短形ヲナ ス。

林相亦前者=ﾡ似セルそ河業樹全クセズ下木〜(往試職ノ グメ= 

伐探セラレ殆ンド見ルベキモノナク 唯期 ﾡ状=ななかは どあづきな し 

及ビしなの8等ノ成立セルヲ見 藤本麺 モ 總 ラ 小 徑 ナ り.地ﾡ植 物 ハ 羊 

歯類多ク稀地性 ノ 本細 ヲジラ 種ﾡ最でﾡ多 ナッ.とどま つ確樹 ・ 

一 5 年生 間=感シク袋生スレ ドモ0年生以上ノ e ノ極メ テ僅少ナ ッ.

E. 試験地V

本試験地第 I 施業ﾡ第9林班 小班 = g シ前試験地III ノ 商西約○.7o 

km ニシテ 林 総 ヨ リ ノ最知距離北方へ約1.06 km ナ ッ。

地形 平坦 ニシア 南西 約 com ニ シナ 小澤 ノ起隠 ア ッ。

而秋0先 ha -シラテ方形ナ ッ。

林欄"と どま っ純林 狀ヲ呈 シ いち ゐ及 ビﾡ葉樹 ヲ 混 ズル コ ・ 利多 ク 

ﾡ閉 ﾡナラ ズ下木少ナ シ藤本ﾡ ノ樹幹=細続スルモノ&ク 直 ﾡ大 ナ ッ。 

地ﾡ植物羊歯ﾡ及 ビゆり科二属スルモノ= 高ミ 北西側 =ねすがりだ 

け散在シ市側 ・yちまき ざさ疎 二迫ノレ。と どま つ確樹1一54生商側= 

局 所 的 =位カニ 存 在 スルモ 5 年 ホ 以上 二 達 スルモ ノ殆ン ド無 シ。

r. 試験地VI

本試験地第I施業町第0林班は小班=イシ林総。ッ ノ量短距離東 

方へ約 0.30 km ナ ツ。

地形北方へ約 一2, 西 方へ約2一3』チ北西=極メ ラ級傾社ヲ ナ シ 

東 側 約 ioom=小ヲ控フ。

面 積 o.25 haニシテカ形ナツ。

林相 ノ、潤葉樹小徑級 ノeノ ヲ(力=逃ズルと ど 立 つ 純林 狀ヲ呈 ン 1 

閉 稍 密 ナッ下木トシテななかは ど,あ づきなししう り及ビは りぎり等 

シﾡﾡ-細ﾡスル藤本類多 シ地破植物草木m催少 ニシチタ ぞいWが

然 林 三 於 クン と どきつH掛消兵上み林土ﾡ上 ノ 関係三型スン研究 :

や. ぞゆづ ・ は及 ビみやま し 2 み等ノ常線潴木類多ク とどは つ確樹 ・ 

- 5 年生ﾡ シ ク殺生 シ 5 年生以上 二逆スルモノ位力 =花 x。

第二節 試ﾡ地既社 ノ紙過概況

山 來 木 関 布 林 I S99年明 治 32 年前後=於テ 派 葉樹=公枯ヲ行ヒ と ど 

まつ純林タラシメントセル= トア リク 九又試驗規 殺 後 以來 各所 =試験 

地 ヲ 設 ヶ 夫々 作業 ヲ施スト 共=金株 = 到 シ(但 シ 天然紀念物 保存ほ ヲ 除 

クﾡ木及 ビ風側木 ノ 資拂 ヲ行ヒポレ ッ絶 ヒテ 嚴正 ナル意味 ニ 於テ天 

然 林、本W行林ノ何ﾡ=そ之ヲポムル= ト ヲ 得 父。

4介上記 とどっノ 績清失 =ﾡス ル試験地 ノ各=就* 見ル=次ノ 

如シ。

A. 試驗地 I

本び験地 、書別祭道齢 二にユッ 書試験地第 7戦及ビ第23ﾡ=近接 

セルタメ 小征枯損木 ノ 伐採 セラレタ ノレ痕跡 ヲ僅カニ認メ 得 ル モ ﾡ往 = 

※シ ・菱化殆ン ドナカリシナ ッ.唯東方=接績セル岬映林地 ノ ー部=ﾡ 

払 木 ノ 風 側=ロルﾡ 開 箇所 ヲ見ルノ ミ ナ 引.

p. 試験地II

本 試 駅 地 ﾡ試験 地 第 । 號 及ビ第 2 號(明 治4 4 設 定 現 在 木 1 閉 度 試 

驗 地 ニシテ 後 風倒 ニョ ツ テ殆ン ド 皆伐 狀遞 トナリ 孔 狀=疎 開 ス)ノ 東 側 

=接シ小 徑 木大 御 木共 = 枯 損 木ノ代探ヲ行ヘルモ ノ ヲ認メ 得 ルモ概シ 

チ大ナル愛 化 ナ シ.風 倒ニョル 小 孔状 疎開価所ヲﾡ々=見受クル= ト 

前試験地 -似タ ッ:

C. 試験地III

本 ボ 驗 地 書試験 地第I 製(明治 43 4置定下種 伐 試 驗 )ノ - 部 ナe

・) 北海道亮：林業試喩組作 締reﾡ. 札幌・】93 r 3一+
2) 北海道艇： 林集試験领告. ﾡ1製.札幌19i.. I. 59-6o.
3) 北i沖道:19t..(2) I.53-6..
4) 北iﾡ道盤:林ﾡ改ﾡ報"。第2戦。札幌・ Im-t24.
5) 北褥道11： 19补 (1) It. 6-13.
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枯損木伐探殆ン ド認メ得ズ,一部変切ノ行レタルモノ ア ソ・メ天然下 

種武験=ﾡ シ地排 ト シ ラ 拡起刈ﾡ及 ビ現在ノ 3Mノ設ケラ レク ルﾡ跡 

ヲ處々二認メ得ルモ現在ニラノ、羊齒類及ビゆう科二屈スノレ植物ノ被覆 

ノタメネク書映態=復セルヲ見ル

D. 試験地IV

本試験地前試験地III ト 等 y ク書試験地 ノー部=該シ 東側書償験 

地第 3 製(明治41年設定下種伐後伐試験地 ニシ ラ 後風倒 ノク メニ 殆ンド 

ﾡ伐映態 ト ナル=接シ 外線林状 ヲ星セ 九又下木伐採及 ビ変切等 ノ 痕 

跡比止較的明映=イシ東側ﾡ開=依ル影ﾡヲモ認メ得ルモノ ア ッ.

地#ノ 痕跡 ノ認メ ラル= ト 前 試験 地=同ず。

E. . 試験地V

本試験地本岡行林中央道路= 沿 ・ ﾡ業ﾡ(主 ・シチかつ ら)ノ 大徑木 

ノ卷 枯ヲ受 ケシ 後 伐採 セ ラ レタルモ ノ或ﾡ生セルモ ノ ヲﾡ々 =見 

受クル外 とど会 つ枯損木伐採 ノi跡明 ラカ=シ ラヌv ちるノ枯立* ル 

そノ散在セルヲ 認 ム。

4と ど+つ共他ノ役根株及ビ枯損木ノ直ﾡヲ校ヌ レ 大炎 ノ 如 シ。

第 I表 ( cm)

樹 ﾡ i ﾡ i 備 考

とどまつ 24.0 上3ocm 
ニグデス とどまっ 24-5 ルu 上3ocm 1H,=ァ定ス

255 グ 3t.5 グ

285 グ 2t.5

グ 335 かつら 130.5
, ニテ

グ 305 グ いちo 28.O 松ボ, 定べ

グ 40.0 グ グ 32.0 〃

4..5 グ い:やかへて 42.0 り

グ 29.5

上表伐根株中 かっ らヲ除キテI925 年及 ビ 1926 年 ノ 商年度 ニ 於 ケア 

資ﾡ材木ノ根株ナ ッ.

I) 北海道2:林戦報イ・第IO効・札幌・I924. ・ 6-I3.

2) 北i道盤:林業び戦報. 第 I 皴. 札碟. I9F rt.53-Gr.

3) 北海道盡： 19m.(I) 頁• 6-13.

天然林ー於ケルとどまつ的樹ノ泊吴ト 課林土壊ト ノ型保三討スン研究 9

mシテ 此影ﾡ、地徴粒物 ノ上= 使 カナル變化ヲ 局所的 =認メ得ルモ 

米グ原映ヲ製> =充分ナ ッ.

F. 試験地VI

本試驗地 八 西一 號線 ニ 沿 ・ﾡ葉樹 ノ %枯後伐探セ ラレタ ル跡量モ 

明ﾡナルモノ ア ッみづな ら及ビしなの3等ノ大征木ノ多敷立セシヲ 

ﾡ e 得又 ・924年以前 ニ 枯損伐採 セシ と どはっノ ﾡ株 ヲ認上.

4介伐根i御 ヲ校スル= 次表 ノ 如 シ.

第2 ( cm)

樹 i 何 ゃ

とどまっ 26.o *流段 みづ*ら sao u 上3ocm ロ=テ定ス

26s 69.o グ

58.0 445

7.5 Si-5 グ

57.5 67.0

41.5 72.5 グ

グ 30 いホ:やかへて 39.0

グ 44-5 しの 56.5

みっら 52.0 リ

第三節 試驗地ノ気象概況

氣象因子=Wシ賞験地誠定後IIl,III=於ラ19294S月 ・ッV.VI= 

於 テ 19304 8月ロツ 陽光条温,地温源ル及 ビ蒸殺量ノ 5 要素 =就◆う 

ﾡ測 ヲ 行 ・ 目下 尙船績 中 ナリ,但 シ試験地 u 劇ノ裁更,認 測 器 具ノ 不備 等 

=コッ正拠ノ同 防ﾡ 消 ヲ 行ヒ 得 タノレ八 陽光 ニ 關 シラノ、193。4 4 月 以 降 

ニ シ 仙 ノ 氣象要素ハ 1929年 丨丨 月 以除=ﾡス。

介等ノﾡ測納果 ノ 概要 ヲ舉グレ バ次ノ 如 ン。

A. 陽光ﾡ測納果概要

1930 年 4 月 以除o月 ニ至ル7 ヶ 月間 毎 月 晴 ミノ日ヲ選ビ Gorczynski 氏 

ノ 創成=係ル 日 計(Solarimetcr) =岐ッ ﾡメ路在選定セル常 該 試験地 内 

稚樹 ノ 横消 ノ 経過 ポチ 代表的 ナ ル価所 二就キ 林床上高 サ 2ocm
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黙=於み節7時 り第17時=至ル。 時 間ノ 同 時製 測 ヲ行ヒクリ 結 果 

I5分間毎 二 毎分各1 cms 内=照スル光量フグラムカP ッ - (gr. cal./cns. 

min.) ニテ算出シ比等ノ ﾡ位ノ合計ヲ ・日 間 ノ 光種卜 看做 シクソ.此結 果 

次表ノ如シ。

但シ本取測特 = 確樹ノ 存績清失 ノ 特』性 = 於 チ代炎的 ナル I, II,TII 

二 就 キ行フ コ ト トシ IV,Vヲ除外シ VI、7 月 以降 ノ ﾡ果 二 依 ル。

第 3 求 県 分 衆 (gr.cal./cn.min.)

4 月 ﾡ武0/
I 11 11 • - M

光 表不 均 光 位 T 1 光 審 T 均 光 審 1 ポ 均

林 外 26.223S O.G6396 26.223S o.6396 ; 26.2238 o.0396 ___

林 1.154S 0.0282 1.1405 O.027S o.8o6o O.0197 — —

株 外 47.0707 I.I4St 47.0707 t.t4St 47.0707 1.t4St — —

林 1.9759 o.04S2 1.2c95 O.0295 I.O021 O.0244 一 ・..

林 外 45.3228 1.o54 45-3228 1.105+ 4532 空 1.IO54 — —

1930

61
林 内 1.0906 00266 1.1579 o.ozSz 0.9554 0.0233 — -・

林 外 28.19S4 o.6S7S 228055 O.6oOI 36.6299 o.99oo 26.S754 o.6555

# 内 I.o924 ○.026o 1.02I7 O.0269 I.0209 0.0276 ○.9462 O.023I

8 !
林 外 32.7104, o.7978 32.7104 ○.7978 32.7104 0.7978 29.5279 O.7202

1 林 内 0.9592 o.0234 0.9772 0.023S 0.4507 o.oIIO o.6678 o.0163

林 外 26.5045 o.7163 32.8003 O.91II 32.8003 O.9III 32.8003 O.9III

9 1 林 内 I.2274 o.0332 0.9334 0.0259 O.498o c.oI3S o.865S O.O24I

,。/ 林 外 I7.7I75 0.5537 17.7'75 O.5537 I4.7497 o.433S 14.7497 o.433S

1 林 内 o.5238 0.0164 ○.3276 047I5 0.0I39 O.6234 O.OI83

夏=上 ヨ リ 全期中ノ 各試ﾡ地 ノ 照射 卜 裸地 ニ於ケ ル 照量 ト ノ 

比ﾡヲ見ルニ次ノ 如 シ。

第 4 表

献歌ﾡ I " 1
比 率(%) 

分ﾡ止

3.6287

1/27

3.ro7t

"32

2.3129

・/43

3-162I

天然 =ポケ ンとどま つﾡ樹 ノ i 卜森林士 ト ノ 開係 二討 ス ウ研究

・裸地 ノ 2.3%-37%以内 ニ ア ツ メ符献験地間 ノ 差異 モ 些少 ナ ソ。

k 気温地 温及 及 ビ 蒸 發 ﾡ ﾡ 測 締果 概 要

各試験地 ノ 氣温.地温及 ビ源=就キテノﾡ測〜 地表 二 接 セシメタル 

百葉術内=於子自記器=マ ッ み行ヒあすはん通風統選計林映ﾡ計及 

ビi管ﾡ吸計 ヲ併用シラ之ヲﾡ正シ映途ヲﾡナカ ラシメタ ッ.森税量 

紙 面ﾡ義 計 =Wリラ 測 定 t ッ.mシ テ 氣 温選 及ビ蒸袋 量 地 表 上 2ocn 

ノ州=於子,又地温地下+em ノ=於み諏測セ y.

4I,II, III = 於 ヶ ル 1929 411月 ヨ リ r93o 年12月 =至ルﾡ 測 精 果 卜V,VI 

= 於 ケ ル ・930 年 Sョッ同 年 12 月 = 至 ﾡ測精果 ト ヲ界グレ 次表 ノ 

如 シ但 シ 193o 年 ( 月 = 於 テ ハ 暴 風 等=依ッﾡ 測セルダ メ之ヲ除外セ

第5ﾡ 氣 温 (°C)

4
I

11
ロ V

不均 4d6 爪低 え代 イ高1 i催 T均| ii5 最価 T均 状低

1 3.23 6.94 O.o5 3co o.6; 川 65s o.7o ・— ...
1929

- ・ 1.37 - 4.3e 一 I.29 1.54 -4-3G 一 I.I4 I.45 -374 ---- ・ -- 「- 「ご

I ・

2 - 4.6G 一 1.54 -773 一 +.O1 - I.34 - 7.13 -389 - ..s - G.66 •— ・

う - O.52 1.06 - 3.06 - O.I7 2.1O - as0 一 o.18 I.7o 一 2.34 一 ・ 一 —

1 4.9G 1o.45 o.2 4.35 926 一 o.O4 4.72 9.06 o.85 一

5 10.5 16.29 5.90 1o.26 : S-74 oss I4.99 5.Ss .. .. —

5 14.35 18.32 11.I5 I430 18.38 10x95
■

I7.2S 1o.28 ... 一

1ッぷ° :
• 19.52 22.95 16.90 19.14 22.33 16.43 I9.03 22.I7 IG.4o — 一 一

; 21.85 24.2S 19.54 21.31 23.93 1S87 2【.72 4.09 19.53 21.I1 23.55 1S.7S 21.22 2376 IS.9t

) I7.56 20.03 1459 I7.21 20,37 I小43 I7.03 I9.94 I4.34 16.S7 '9.7o I4.06 16.70 19.5$ t405

1

1

O 11.29

1 ハ=

«5-41

行o

7.07 1o.82 

os

15.02 

so。

7.05

o.22

11,O1

2.4L

1..6

5.12

7.66

1 Oo.

Io.91

2,6

I4.73 7.45

- ○Oご

1o.57

2(x

I4.29 7.20

1

" ・フ"ッ

2- 4.3I
1

-ザ

-が。 1
-4.1S - I.31 - 7.6e -- 4.50

・・*

- 2.13 一 7.29 - 4.4S, - 7.37 - 4.34

・・

- 7.02

以上2ﾡ=依V 各試地 ノ林床二 投下ス Y陽光 ノﾡ 即 チ 照 毋 知
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第 6 表 地 溫 (°C)

天然林 三がク とどさ 二つ世 ノ治艮 ト 課 土災 } 型保 三 2研生

第s s 炎 蒸 發 状 (gr)

4 月
1 11 ロ V W

平均 以址 T均 i高6 最 T均 1 l役 T均 輦低 最s

1929
11 627 ・s 5.5o 5-33 6.o3 *5, 493 5.42 +4 一 - - — ・
『2 2.61 3o1, 2.I4 ! ○.5 I.2O I.7I O.51

!

I

2 1.o5 1.32 o.78 043 o23 o.76

1 コ -

—
_

3 0.97 I.24 o.65 0.40 o.I7 0.49 0.73 O.3l —
- — ・ ・

4 3.66 4-59 2.66 3ぷ6 2.19 25 3y ・

5 8.11 9.04
・ 1

7.8 7.85 674 7.77 8.74 cS3 一 ___ —

1930
6 II.59 I2.22 1o.93 11.49 12.33 ro.6S II.JO 1 I74 1e4 一 一 一

--
— --

7 1552 I6.2I I4.8o, I55r I6.29 14.71 I5.I2 15.73 14.49 ・-*
s 18.76 19.18 rS.3t 18.65 19.23

Isos
18.45 1S.s7) ・7.8S 一 — -- —

9 16.47 I7.oI Is8s 16.30 16.96 1551 I5.69 16.29 15.15

to 12.t4 I2.77 1..28 I2.II I293 1I.I5 II.IG It.77 Io.41 11.S2 12.26 II.23 1I.43 I2.O5 1O.69

1 6.22 6.74 s61 5&4 645 5.21 4+73 5at41° 5.6r 6.oS 5.03 5.o2 5.52 4.44

I2 267 2.92 2.39 2.42 2c6 ・83 2.01 I.65 ・95 2.20 1.68 1.94 2.14, 1.79

第7表 ﾡ 度(%)

年 月
I V 灯

T 均 最 ﾡ T 均 最 低 不 均 最 征 T 均 最 征 T 均 1

1929
II 8597 65.5o 87.26 59.8o 89.33 6673 — — - -

12 86.t6 74.29 s6.27
1 .

67.52 S9.61 71.77 — ・

I 一-

2 87.19 79.71 $6.13 73.29 89.35 78.89 — —

3 S7.49 76.23 8+96 70.39 9o74 78.7r 一 ・ — —

4 79.15 5t.57 $2.5o 53.20 $1.48 1 s683 — 一 — ・

5 su.69 56.sS $6.79 6o.74 S5.r9 59.52 — — —

6 89.67 71.03 92.62 73.07 91.47 72.50 — — — 一

1930
7 92.66 77 74 92.85 76.29 92.75 77.65 ・ 一 一

8 9t.29 80.55 92.89 80.42 94.72 8377 92.46 8r.35 93.24 s2.4s

92.26 7685 92.OI 73.17 9+.15 79-S7 94+-16 77.97 95.37 8o.oo

。 90.42 67.94 87.65 6o.52 91.25 c98 9o.52 G67.84 90.62 68.35

8496 64.40 82.29 5887 s83r 68.83 84.87 64.47 85.27 66.23

87.38 7435 84.54 69.13 8.32 1 76.5S 88.S4 75.90 87.50 76.26

4 I ロ 1 a

総 量T 均

V ﾡ 定

11 tT均
------------------ 1 

ﾡ 量 ポ 場 ﾡ 量不 場 T 均
---- 

5 265.o 1325 223.o 11.15 215.5 1o.7S 20

6 II5.O S.at 1oI.5 7.25 765 5.6 — — — I+

7 119.5 797 99.5 6.65 9o.o 6.oo — 15
190

8 s6.o 6..4 Sc.o 5.S6 s 546 6s 4.54 7a。 s.u ・

9 So.s 474 72.5 4.26 70.5 +15 50.0 2.9+ 64.5 379
・

・
1O 855 +.75 Sns 4.69 76.5 4.25 65.o 61.o 3S9 IS

II cos 6.o5 69s 6.95 5t.5 5.I5 57.0 5-7o 56.o s6o to

以上符炎 ニ依リ 示レダ ルﾡ米I II ニ ゲ テ 気温地温共 ニ 高ク濕 

度、低 ク 11. ッ蒸 發 朵 大ナルヲ示セル=到シ IILV,VI 之 =相反セ ル 粘 果 

ヲ示セッ。

C. 氣象問測ﾡ果 ノ概括

林 内 氣条叫 子 = 關 ス ル取聞測 定林外ノ = 比 シア 甚ダ 困難 ニシア 

更-地炎 用 附 近 ノ測 定=特牛複 ﾡ ナ ル 關 係 ア ッ 短期 的 =-ユッ僅少 

同ﾡヲ以テ容易= 論 ズル f ズ蓋 シ森林ヲ構成ス粒物ﾡﾡノ局所 

的 =極メ テ變化=広ム=ﾡ囚スルモ ノ ナル シ総 レ ドで該結果引 ッﾡ 

察 シ 得ル = 卜各試験 地 IIII ノ差異極メテ当少ニシテ且 ッﾡ々ナルモ 

ノァJﾡヒラ 本ﾡ ノ目 的トスルとどつ 稚樹 ノ 積清失 ニ 關 シ 明確 

ナ ル 列 定ヲドシ難キ成ァ ッ.

第二章 林分ﾡ成ﾡ態 並 = 地被ﾡ物 = 附 ス ル訓査

林分構成狀態 並 -地徴植物 =開 ス ル間 ハ 各試験地 間 =於ケル稚樹 

ノ な積消失 =釣ス ル特巣ﾡ ヲ 考祭ス ル場合T要 ナルヲ 以テ 上ﾡ木下ﾡ 

木ﾡ 総 藤 本 処地 被 横物 等 ニ M別 シ 各 精密 ナ ル間在ヲ避グ に4 敵ヲ考究 

セ ッ。

以下間 査方法及ビ 結 米=就キ述ブル所ラントス。
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第一節 間 査方法

本即査"主 トシチとどま つ確樹ノ 試消失 ヲ 對象 ト シ 林み構成植物 

ヲ 便宜上下記 ノ如クニ分チ間査セ ッ。

上層木........朋商面役胞高 I.2mト ス)5cm 以上 ノ 林木

下ﾡ木........胸 商 直 徑 5 cm 以 下ノ林木

製畿藤本如 …… 樹件ノル高以上=細続セルe ノ

地被植物 .....高 I m 以下 ノ 林木藤本ﾡ及 ビ草本ﾡ

A・ 上ﾡ木間査

上府木ニ 開 シテハ 全林地二 謝 シ本 数樹 種樹 高5( ッ イ ビ測 75 器 = 依 ル枝 

下 高(同 上駒 商i 商 福(輸 尺=吹リ2方 向 = 型 定 均 樹 ﾡ it 徑.林 木 配 m樹 船 

(駒高 =於ラ 生長ﾡ ニ依ッ 4方面 = 測定平均) ノ S項=立り調 在セッ。

B. 下ﾡ木調査

ド木=W シテI0m卒方町 5価ヲ選 ビ本数謝種及 ビ樹商ノ3項= 

互ッ調査セ ッ。

C ■繞藤本類構査

藤本類ニ關 シ ラ上財木訓在 ト 同間=行 ヒ 本ﾡの高5以上 -総シi 

徑 o2cm以上ノ モ ノ ニ就キ ﾡ 以 下 二於ケル 分枝 ヲお厳セ ズ)種 ﾡ及ビ 

商福 ノ 3項=互ッ 調在 セ y。

D. 地被植物調査

本間各試験地中 二 2m 方W20仙 ヲ ト ッ 春秋兩季 = 於 ア 種類( 

幌図有林野生ﾡ物調在報告書 = 吹ッ和名→、継チ 該書ノ第一名フ以ス 

ﾡ及 (Markgrafo.9ao)Braun-Blanquct (928)商 氏 ノ 定 法 ヲ併用 ス)及 ビ位 イf 慶 

ノ 3項-互ッ調在 セ ッ。

1) 北海道談： 好幌周行林野 生融物籌先報 告決. 札・I923.
2) Nlarkgraf, F.: Kleines Iralktikumder Vegctationskunde.Ierlin.1926. S. 5.

3) lraun-llariuel, J・: Planzensoxiologic, Grundziige der Vegctationskunde.ljcrlin. 19:8. S. 22.

第二節 林分構成状態

上遣 ノ側在ル法 = 依リ 得タノレ結果 = ﾡ キ 各試驗地間 ニ於 ヶ 林み橋 

成 狀態 ノ 差異 ニ 關 シ 比 ﾡセント .

A. 上ﾡ木比校

林み ノ 外税 ヲ 成 ス上ﾡ木 ノ 構成状態該林分ﾡ往 ノ 經過 - 封 シ指示 

スル ・ = P ァル ・ト モ=更=後績的=更生セ ラルキ稚ﾡノ消長= 開 

シ li 示スッ トコロ大ナリ。

4を試験地 =於ヶ ル本数及 ビ樹種 =就ラル= 大炎 ノ 如 シ. (附炎 

第I 塗照)

第 9 表 上ル木樹種別間査求

試 ﾡ 1 I ロ V 1

"Taxus cuspidata いらo 。 一 — 5

bies NInyriama とどまっ 1 I25 1o。 ; 6: t7

Juglans Sicloldiann おにぐ・るみ 1 ■ — — _ 1 —

Ostrya japonicn 1 — 2 —

hetula NInximowiciana う だいかんI ・ — 一 I —

Inus hirsuta var. silirict や ま tんの3 I — 一 — 3 I

Qucrcus grosseserrata みづら 3 I ・ 一 一

Ulus jnponica あ か,だ し I
— 3 4

Ulmus lnciniatn お い ょう ・ — 3 5 ・

Cercidiplyllum japonicum ・つ ら 一 6 2 I

Ntagnolia hypolcuc ほほの3 ・ — 一 1 — 2

Nagnolia Kolbus var. borcalis 3:こぶし — — 4 — 5 6

Sorbus commixta な tかまど 2 I — ・ X

Nlicromelcs nliiifolia 力っ3なし 2 一 ・ 一

Prunus Ssiori し う ッ 2 4 一 2 I4

Phcllodlendron amurensc var. .
sachalinensC ひろの3だ — 一 — 一 一

Evonyius sachnlinensis
むらさ3 

つ り な — ・ — — X

Acer japonicum めいつかへて -- s ・ *- — 一

Acer palmatum やま ・みぢ -
一 一 1

Acer Mayri あ か い : や
1 3 I 一
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地 ロ E l V

Tilia japonica しなの3 — I 7

Kalopanax ricinifolium it り ざ り 1 3 1 I 3 2

K alopanax sciadoplylloides こしあ"ら 3 X — — ・ー 2

Cornus controversa 2 4 3 2 X —

Iraxinus longicuspis このとり こ — 2 1 — 一 —

とどま つ * 宴 14S 125 76 . XOO 62 I47

m業樹 木 製 27
・

2ふ 3 34 42

総 * 175
・

IOI 1o3 96 ・s9

II 9 3 I4 I3

上炎二 依 レ バ試験 地 O.25 ha 中 本数モ多キ VIノ I89本ニ シテ I, II ノ、 

相近似シ ラ之=亜IV,IIIノ順ト ナ リ V〜、96本= シ ア 最少 ナ ッ。

樹種 別= 之ヲ見ル=と どまつ最で多*〜I ノ・48本= シVI,II之=近 

似 シ IV,IIIﾡ 亞 "V62本 ニシラ量少ナ り.ﾡ 葉 樹ノ 最多 ナル、VIノ42本= 

シラV, III I,III之=亜 " IV位カニ3本=シテ量モ少ナ シ之 ニョリラ針 ﾡ 

混清歩合ヲ見ルニと ど*つ=就キテIVノ 97.09 %ヲ最大トシVノ 64.5S 

% ヲ 最 小 ト ス。 ・

更=岡業樹ノ種ﾡ=就キテ見ル=大ﾡ級ノモノ多 ラザレ ドモ I,II 

= 於 テみづな ら, は り き り及ビなやﾡ III,V=於チかつ ら及ビや* 

はんの 2 等ヲ擧ゲ 得 ベ シ小 優級木=於ラI =テ 乙しあぶら及ビみづ 

2 U ニテ し 5 り,そしあぶら及ビみづ9I二»ひ x う,合なこぶししう 

り及ビみづきVニテあかだ いゃ ひょ う,2 たとぷ し 及ビは り ぎ り等フ羽 

ゲ 得 べ シ。IV, VI 上過ノ如ク人公 的 作用 加ル= 卜大ナルヲ以比 彼 

上不充分=シテI,II王III,V ノ各 特 微 = 對 シ 局 部 的 - 相 Mズルトコロ 

ア九

次=モ本数多キ i径級 =就キチ見ルニ次ノ 如 シ。

然 =於ケルとどま つ松 ノと t. 保 林土出 トノ 関係 ニ 対 ス ル研究 Iア

第ゞ 1O 工 (J%)

i ﾡ 誠 H 脚 1 1 V n

5-21 C1111
t如出くと どまつ) 49.2 45.6 9.o 24.0 64 4s.2

1
針 ﾡ 温 in s47 o 22.0 26.o 21.S 59.7

29-45 em!

•

お業州：とどまっ)

針 ﾡ 混 油

39.9

355 so..

43.7

35.+

42.0

10.6

4s.6

41.9

3t.9

:6.5

チ 上米 ニ 依 レ バレ徑 級 5-2! cm ニ 於 テ I,II,VI 何 レ モ全本ﾡノ 

過 ギ 数 ヲ 占 ムル=反 シ IIL,IV,Vハ ( 力 = ' 内外=シテ 血御 級29-45cm 

ニ ポ チ 企本数 ノドラ 占 ム。

村 高 級 別 二 比較 ス レ バベ交 ノ 如 シ。

第II (単 %)

I ロ N V n

30-14.5
H出くとどまつ)

r 江 混 f .

46.6

53.

ぷ4

45.1

7-7

22S

16.0

IS.+

3a ～

17.7

+s6

54.0

t5o - 2s。 m 針菜楙(とどまつ)

r iffl iL

534

46.9

61.6

54.9

92.3
7:

S+o

S..6

96s 

s:s

544

46.0

上衣依ル粘果央役殺別 二がケルﾡ米 ト等シク I,II,VI ゲう村 

高 3.。 - I45m 卜I5.0- 2Somr = 於 ラ企本ﾡ殆ン ド折 ギ サルルニ シ III, 

IV, v 〜 3o ー ・4.5mn =於テ(カ = ・s外 ヲ占メ 50-28.。 m ニ 於テ 過半 ﾡ 

y 占 ム。

以上本数樹 私 in 步 合it催 級 別 及 ビ樹 商s 級 削等 ・ ッ 岐 考 祭メルー 

I,IIニ示サレタルー 2 ト III,V=示 レタ ル他 型ト ノ 2種ノ上ﾡ木構成 

型N ヲ認 メ 得 ベ ク,ii シ テ IV〜 後 ポ = VI 前 ※ 二。近 似セ ル 傾 向 ヲ見 ル 

ナ ッ.4便 宜 上前 番ヲA 型後 者ヲリ型トナセA 側(I, II及ビVD=於テ ハ 

と どまつ=混ズル=ﾡ葉 勝 ノ利強 地性ノ モノヲ 加 へ it 徑 級 別 及 ビ ﾡ 商5 

級別 = テ概 シテ 逆績的=構成セ ラル= 對 シ B型(HLV 及ビ IV) ニ於テ 

、利源地 ﾡノﾡ薬 樹 ヲジ前 型 二 比ﾡ シﾡローﾡ的=成立セル型ヲ示
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* (圖 版 vin - xix 參 照)

本 關係 ノ、主 林木 クル と どまつ=就* に 樹 高.胸 高s it 補枝下商 及 ビ樹 ﾡ 

商 征 等 ヲ ﾡ 關 的 = 比較祭スル ト キ- ル 明 Mニセラルルト=ロァルベ 

シ.』チ 以上 ノ 各形態災業 ニ 關 シ各試験地毎 =菱化係 数 ヲ 求 ・ = 交 

ノ 如 シ。

第 12 (.9る)

氏職地 1 ロ N V

樹 高 3292士I2 34.20土L.62 1 15.87士o.88 27.59士 I5
13-5 1±083 |

45.23士2.I

B 高 i 径 5233主2.55 52.87±2.S1 35協士 2.17 +.30士2.2S 3o.63士2.o2 : 6ふ.51士334

枝 下 高5 31.69士1.36 
■

3I.S5士1.49 22.03+I.25 2S.oS±l.44 19.2ふ士 1.2! 43..46士 2.o1

ﾡなit御 3499土I.55 40.41士1.99 2S.45士1.66 2S.33士I.46 30.33士2.00 +.4土I.S7

本表 二 依 Y A 型 ハ ﾡ商 テ於テ 共 變 化 係 数 32-92 土!.42% (I) 以 上 ヲ 示 

セル=反シ 1型I5.87士O.88%(III)以下 ヲ示セ ッ。

胸 商 血 征枝 下商 及 ビ伊 冠直征=於ラモA 型 -脱スルモ ノ 、各52.33士 

2.55%(I), 31.69士 1.36%(I) 及 ビ34.99士 1.53%(I) 以上 ヲ示 スニ 對 シ B 〜、 

各 35・84土2”%(山),22.03士 1.25%(IID)及 ビ30.33士2.00%(V)以下ラ 示 スmi 

シ チ IV,VI ガリ型若シクA型型 =相近似シ ﾡ 通ズルモ ノ アルヲ ﾡ! 示スベ 

シ。

納 A,B商型 ノ 關係 ヲﾡ齢上ョ りお祭スル=之 構術 ナル 間 査 ハ 伐 採 

=俊クザルベカ ラ ザルモ姓=→各 試脇 地 =於ケル 3ocm前y 後 ノ 同 徑 級 木 

各0本宛 ヲ 選定 シ生長ﾡ ヲ以ヌ4 方面 = 小山椎 ヲ 探収 シ 年齢 ヲ在定セ 

ル 結 巣=就キ比 俊 スル=次ﾡノ 如 シ。

第 13 表

地 ! 1 I
w। " 1 V

平均 値 1

不均価
w導****w導

30.97

士 1.o3

30.47

士 1.3o 土 0.69

30.94

主 1.51

3o.0s 1

士 1.66 '
士

30.49 

o.89

午.格 製 .年メ 平 均位 at3 os 55.2 59.1 5S.3 59.7

土 30+ 主 7.00 土 3.64 士 3.10 土 3.90 l 土 3S2

然 = ポケルとど ま つ印ノ 消 卜 林::ﾡ 1ノ 認 ご対ス ン研究 I9

チ A 型 ニ 於 テ 6+3年(I) 及 ビ 65.5年(ID)ヲ示ス=封シ型=於テ55.2 

(I)及ビ 533 年 () ヲ示セ ッ.是地 上 ・.2 m以下ノ部 分=於ヶ 年 輪 數 ヲ 

考 厳シテ 明 ラカ=同 飛 級 二於テA型1型ョ り年齢多クシテ本数及 ビ 

林木記m ト ﾡ剛逃シ チ 商型 ノ 特興性 ヲ示ストコロアッ。

之ヲ要メル=上木= 於 ケ ル比ﾡ務条 ノ 精果権折的 ニ 各 試驗地間ノ 

ﾡ興ヲA,Bノ 2型=みチ得ルョ ト ニシテI,II及 ビVIノﾡスルA型ノ 構 

成 ﾡ 態 〜 稍 乾 地性 測 葉 ﾡヲ交ユルと どはっ 押 代 林 2 枚 =近似セ ル 形 態 ヲ 

示ス=到シ IIII V 及ビIVノ腸スルP型=於テ 、ﾡ地性ﾡ葉樹 ヲ変ユ 

とど女つ一斉林型=近似セル形態ヲ示スモノ ト 謂 フヲ 得べ シ.

凡 下R木止ﾡ

下刷木上ル木 =W"テ 該林分 ノ 經過 ヲ 示ス ット コロプ リテ 更 ニ 

又上ル木ノ 林相 ノ 新過 =世スル考祭ヲ容場ナラシムルモノ ・ス.

今 下ﾡ木P 番 木 類 =就キ 試験 地 別 = 見ル=大表ノ 如 シ。

第 14 表 下ル木樹種別間在 (G木類)

試 ﾡ 追 1 I V W

lics Iayriana とどまつ 9 1 I •
-- 6

Salix Capren つ こやざ 1 一 ..
一

— --

Carpinus cordaln さstし - I ・- —

Ostrya joponica お さ だ 14 — 2

letula NIaximowiczxiana う だいかん 6 - 丨 — — —

AInus hirsutn var. sihiricn やまんのゝ I --- —

Qucrcus grosscsermta みっら 35 3 - 2 t

UIus jnponic か か : ・ ・ — 1 2 — —

Ulmus Iaciniatn おひ:う I 3 2 ・o

Nlorus lomlycis PまぐIt ... — 12 2 2 5

Cercidinhyllum jnponicim から I —1 - X X

Ningnolia hypoicuca iほの3 + II 2 2 : - < 6

Ningnolia Iolus var. lorenlis 3ミ"し 4 8 7 9 6

Sorbus commix{a な なかまど ilS 77 34 75 27

Nlicromelcs aInifolin めづミ L 42 12 I 28 X 12

Prunus scrrallata var. sachslinensis えぞやまさく ら I ....
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試 略 ロ N
二」

Prnus Maximowicッii みやまざく ら I 19 13 1 I

Prunus Ssiori し う り 2 1o 21 s

Moackia amurensis var. Buergeri いえんじ 4 I — 一 i

Phellodendron amnurense
var. sachalinensc ひろ屋のうはだ — — 1 I ・ —

Picmsma quassioides に が: 3 I I 1 7 t --

Acer japonicuimn めい!つかへで 4o 33 ・ 5 2 4

Acer palmnttim Pま ・みャ 16 9 I

Acer pictumn var. Nono い t:やかへて Io 13 6 5 1 6

Acer ゝtayri あ かい : や I7 27 1 s 5 6

'Tilia japonica しtの3 18 s 4 a6 2 2

"Tilin Niaxiowicziana ガ ほ r 
iざいじ(少

— I — ・... —
ご

I

Kalopanax ricinifolium は り ざ り 7 2 5 I+ — 17

Ialopanax sciadophylloidics こ し力ぶら 40 16 — 3 1 3

Corrius controversa 4 9 7 1 2 5

Styrax Olassin itく うん ぼく 12 I ・ —

Iraxinus longicuspis このとりこ 94 — 9 ・- 6

Fraxinus mandshuricn やらだい I 一 2
,

II 二 1

総 ボ 數 397 379 1t2 242 59 16.

製 25 a 18 22
・

22

本炎= 依ソ 見ル 二 間在町 IOm 平方町 5 徜 中下附木 トシ テノ 両木類 

=於み本数モ多*Iノ397本= シラI, IV,VI,III之=亜ギV 、僅 力 = 

59木= シテe少ナ シ。

樹種別二就キ チ各試ﾡ地ヲ通ジ 及 多ナルら 科(Rosaccae) 二ﾡス 

ルななかまどあづ9なし及ビしう り 等 ニシテ めいげつ か へ て,や もみ 

ぢ なやかへて及ビあかいなや等ノ かへて科 (Aceraceae) 之=亜グと ど女 

つ此 間 =価シラバカ=午試駒地ヲ通ジ7本存スルノ ミ ナ ッ。

樹 種 别 ニ 於 ケ ノレ 各 試驗 地 間ノ 差異 ,、上 府木ニ 於 ケノレ ・ y モ溢力 =明 

ラカナ ッ.』チみづな ら, ほ の 合,あ づきな しみ やざく ら, Wえんじゆ, 

めいげつかへてやは もみぢ,いたや かへで,あかい た や,乙 しあぶ ら,は く う 

んぼく及ビ乙ばのとねりZ4= 於 テ I,II、ﾡシク近 似 シ VI亦之 = 亜 ゲ

然 林 三ポケ 之とどき っ他樹 in兵上 -林:ヒ壤 トノ朋係ニ対x丘研究 2 I

ッ之=反シラ II,V= 於 テ 前記 諸樹種 =乏シクあかだもゃひ』う,やは 

ぐは及ビやちだもな=高メ ッ.商 シ テ IV弥之 二共通セルモノヲ合ム+ ト 

e = 1前 番=そﾡ通ズル ト = ロ ゲ ッ。

変 = ﾡ高 別=之ヲ 見 = I,l〜 殆 ン ド近似セル本ﾡ配分 ヲナセルヲ 

認メ VI、本救配み疎= シラ 高 稍 高 シ.

II,V、亦近似ッ み前3* ・ り戦高柄高クIV、〔遣ノ 如ク期ﾡ映= シ 

ラ i商・+20m ヲ 出 デズ. (附求第 2 参照)

更 二 同弱 中下府 木 ト シテノ 海木類 二就 キテ 見ル二 次表 ノ加 シ。

第 I5 ﾡ 下局木樹種別調査表 (注木類)

過 1 I a

Cephalotaxus drupacen var. nann えぞい以がや 4s 2 56 39

Snsa Paniculatn n ま が りだけ — ・. — IO

llydrangea paniculata のりの3 3 9 9 23 6 6

Skimmia joponicn みPましみ — X — — —

Iaphniphyllum humilc え ぞゅっ り 2 一

Ilex crenata い ぬ つ ・ 2 ・ — 2

lvonymus alata var. striata こゅみ 4 2

Evonymus saclalinensis むらさミ
つ り ぱ な S 3 I — 2 一

Aralia chincnsis var. canestens めだら — ・ 3 4 —

Symnlocos paniculata さ t ふ ホ: ざ ・ 5 2 ・

Snmbucus latipinna var. Nliquelii :の3 ・ — X 2 一 ・

Vilurnum furealum じ しかり 23 23 I

Viburnum Wrightii みやまがまずみ , 8 一 — — X

ﾡ ボ 4 23
・

M 類 S 7 ' 4 5 4

上炎 二 依 V バ本数量モ多 キIIノ93本ニシテVIVL,IV之 二 亞 ギIII 

23本ニ シテモ少ナシ。

種類数 二開シテIIﾡ多ニシテ S種フ示シI,VI各4種シう

で少ナ シ.此 等 ノ 中 2ぞいWが や, み やま し9みえさゆづ » は及ビW 

つ げぐ ノ 終 流 木ﾡ、本 國 有林=量モ多ク征スル流木ﾡニシテ殆ン
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ド 地表府 二 存 スルヲ 以 ラ 寧 口 地ﾡ植物 ノ項 が テ 考 察スべ シ介他 ノ ﾡ 

種=就キ子見ル=各試験地ヲ通ジ存スルの りのき = シチUしか り及 

ビみやまがずみ等〜I,II=特=多クVI=でスル=反シ III,V,IV -
上記稲題 =乏シクめだらさは人たぎ及ビこぶのき等多クV二〜ねは 

がりだけ多シ。

要スル=下財木=於ラ モ上ﾡ木=於ケル ・等シク I,II,VitIll,V,IV 
トノ間= 特興性 ヲ示ストコロアリ.

C 翎鏡藤本類比較

藤本ﾡﾡ生的性質 ヲィシラ 程皮之= 依リ 林分 ノ 紙過 ヲ考祭シ 舞 

ベ ク 特 =本図行林 ノ如 ク 共 数及 ビ =於み著シ* 發達 ヲ 見 ルト=ロ= 

がラ剛係一府術ナルモノ アルベシ。

今各試驗地別 =間査 セ ル結果 ヲ撃グレ 次 ノ 如 シ。

第 I6 表 ﾡ統藤本ﾡ種ﾡ別間査

就 略 坨 1 V

Hydrangea peliolaris

Schizophragma hydrangcoides

Rhus orientalis

Gelastrus nrticulatus

Vitis Coignetine

Actinidia arguta

つるあいさな 
い tが らみ 
つ:うるし 
つるうめいど3 

やまだう 
さる*し

28+

I27

74

3

I

247

S2

62

4

216

3t

7I

1

s

I

43t

164

2t I

I4

96

1S

2

2

X

2ぷ
G7

74

3

18

3

總 * 489 395 32S I S2o I19 4o3

稲 類
--

5 4 5 6

本表 二 依 レ ﾡ続藤本類 ノ 本数 ノ ﾡ モ多キIVノ S2○本 ニシI,VI 
II,III之=亜VI9本=シチ最少ナ ッ。

和ﾡ別=之ヲ見ルニつるあぢさゐ各試験地ヲ通ジ テ多= シテつ 

なうるしへはがらみやはぶだう及ビつるうめもどき之=亜 グ。而 シテI 
II ノつるうめもどきやはぶだう及ビさるな し等ノ 継続 セルモノ 無ナ 

ル カ 或ノ、億少 ナル ニ反 シ III, V,IV,VI -於チ比ﾡ 的 多 シ。

更 二 t径級別 ニ 比ﾡスル ニ I,II,VI ガ極 メテﾡ的ナル=反シV 然 

ラズ シテ 大御設 ノモノノ多* 即 チ 又前上ル木及 ビ下ﾡ木=示ナレ 

" ル各 試 驗 地 間 ノ特はトー致スルトコロアッ。III, IV = 於 チ変切ノ行

レシコトアリラ4=後ポ= 於 テ 其 影響茶 シ*ヲ越ム シ:

愛メル= ﾡ機藤本題= 於チモ 亦各試験地間ノ 旣往 ノﾡ選 ヲ示シIII 
ノ 連 績 的 =成立シ行グニ反シVノ然ラザル= ・ ヲ究ヒ得ルモノナリ。

(附炎第3な!)

第三t位 地被 植 物

地 被 H 物 商i ﾡ地 衣 知A 苔 知 等ヲ除ケ ル 商s " Im以 下ノ 草 本 類及 ビ 

木*ノ継子ヲ合メルセノ - シチと どまつ確ﾡ卜 略 同 一ﾡ=生活ヲ 

谷 ミ 關係 自 ラ 紡 ナノレモ ノア 九更 二 草 本類,、和加=於多クユッ 適 應 力 

並 = M カニ於チモﾡ 化性 ニムヲ以チ 各試験地 ノ 特興 性 ニ 應 ジテ 各 

迷具ヲ示スコ ト 著 シ キモノ プ リ。

4地 被 備 物間在 发 = パり各 試 職 J地 間ノ ※県 ヲ 草 本 題藤 本 類ﾡ 木類及 

ビ帝木ﾡノ 4種- 大別 シ テ 比 被 スベッ。

該 表 = 依ッ チ 出 現 和 數 ヲ 見 二次ノ如シ。(附 炎第4な 照)

本ﾡ...............99種

藤本類............... o和

流木畑...............I7種
ﾡ木如.............. 32 種丿

計 154種

今之 ヲ 各試坂地別 二 比桜ス レ バ次ﾡ ノ 如シ。

第 I7 表 出 現 種 數

川
I ・ n M|v "

w * 知 40 37 56 6o s2 4+

* 類
64 5 6 4 6

ポ 如 97 5 S 6

25 2I XX 19 12 23

S6 |8 77| 9s 74 S4
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上炎二 依 V 種数量モ多 キ IVノ93種 ニシテ I,VI,III,V之 二 亜 II ハ 

69種=シラ量少ナ ッ。

更=上記4みﾡツ=見ル=次ノ如シ。

草本題=ﾡモ富メル、IVノ 6o種 ニシラ II,V, I. VI, 11 ノ順ト ナ ル.II 

37種ニシテﾡ少ヲ示セ ッ.

藤本ﾡ種ﾡ価 カニ 6 種ニ シナ H, UI, V各 1-2 種ヲ缺クノ ミナッ. 

流木ﾡノ量モ多キ VI ノ "種ニ シテ】,IV, II,V, III ノ順iト ナ ル。III ハ 

備力= 5種=シみ最少ヲ示セ ッ.

ﾡ木ﾡ ノ最で多キIノ25種=シ パ1,11 之 = 近似シIV,VトナリIII〜、 

・I種=シテ最少ナッ。

以上 ノ 結果 二基 ヶ 各試戦地間ノ遊果草本ﾡ及ビ命木ﾡノ上= ﾡ 

そ明ラカ= シテ I.II=於本額少ナヶ レ ドモﾡ木ﾡをク之=到シ 

III,V -於 草本ﾡ著 シク多 キニ 反 シ 命木額特 =少ナ シ.IV= 於 テ ハ 

兩 ﾡ共二多キヲ 見ル 〜 該 林 地 ガ 旣述 ノ如ク 林床 二人 爲 的 作用 ヲ受ケシ 

影春ヲラカニセルモノ ・調フベク=VI=於ケ ル 粘 果ﾡI,II -近 

似セルヲ 認 メ得ルナ ッ.

海木類 二 就 キラノ 結果 モ ﾡ木ﾡ =於ケルモノ ・ 相作 フヲタルモノ 

ニシテ町チIII至VI二於チ其稲ﾡ 何 レモ多キ=反シ I,V=於チ〜 

共種額何レそ少ナ キ ヲ示 スmi シ ラIV、小間 = 位 ス。

次=側々 ノ種ﾡ=就キ I,II卜IlI,V卜= 於 ァ各通セルe ノ ヲ 認 ム ル 

ヲ以テ之ヲ商型=分チ各共通セル稲畑 ヲﾡグ レ次ノ 如 シ。

I,IIニノ ミ存スル 力 戦 、特=多キモノ

みゃまわら びほ そ ぱ しけ しだ,しし がし ら,な ち+んねんす ぎ,ひ か げ 

のかづ らあ をすげえ ぞなかねさ う,つばめゝも と,ちごゆ り,みやす な る 

こゆ りひめみやま うづらじがちさ うさいはw ら ん,な けぜ b,う めが 

ささうじん2 ういちゃく さう,こいちゃく さう,ひとつぱ いちやく さう, 

つるりんだうつるありど5 し,ゃ ほばのよつびぐらあきのき んさ

うはんごんさうかうぞりな。

のりのき,みや女し3みえぞゆづり は,び らさきつりなあく しばび 

しかり,みやまがまずみ.

c. る木ﾡ 
・

さはしあ さ だ,みづな らWえんじゆめい げっかへてや もみぢ, 

い な や かへてあ かいた や,は りぎらこしあぶ ら, は く うんにく,こ ばの と 

ね り こ.

III,V=ノ ミ存スルカ或特=多キモノ

a. 草本類

いWがんそ くみやまべにしだ,じふもんじし な,ゃ ほめし な,こ な に わ 

な りなつのはなわら びな つのひ げゃ ほ か は ず す げび ろうどす げざぜ 

んさう,てんなんせう,ばいけいさうかほうばゆ り,ゆ？ ざさ,はう ち やく 

さう,く る女ばつくばねさうかほあはどころさるめんえび ,。 と り し 

づかび かごいらく さ,は こ べ,る ゐえふしょ5 は.え ぞと りか ぶ と,こ ん ろ 

んさう,にりんさうゃく人く じゆさうるるえ人ぼた ん,2 ぞの2んごさ 

く,だい乙んさうなち つぼすみれ, と ち ば にんじ んは な 5 どががい もみ 

や は な ふば なれ んぶく さう.あまちやづるたにさ8やラあそ ぶ.

b. ﾡ木題

ねさがり だ け,は なひりの3えぞい な。

e. ﾡ 木 類

や ち な も.

以 上 ニ依 ラ見 ノレ = 前 者 1111 チI,II =ポ ハ 草 本ﾡノ概シテ小形多年 

生草 本ﾡ=富 ・ﾡ系ク 且 ッ散羽ナルﾡ 植 生 植 物 (Humuspfanzen) ナルー 

封 シ 後 ※ 即 チ III, V二が子大形=シラﾡ系 淺 ヶレ ドe 强 初 ナル羊歯類 

及ビゆ り 科粒物 = 富 ミ 温地性 ヲ示スモノ多ヲ認ム。

流木畑及 ビﾡ木ﾡ=於ケルﾡ県〜前記上ﾡ木及 ビ下ﾡ木 =於ケル遂 

具=等シク且ッ種類二於チ後ﾡノ著シク少ナ キ ヲ改ム。
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IV,VI =就キ 比 校スルニ次ノ 如シ。

IV=於テ I,II = 特 =共通セ ル種類 ヲ邪グレ ベ

草本類

ならゐ しな,つ く ばね さうじんえういちゃく さう,こいちやく さ う,つ 

る りんだう。

b. ﾡ木如

ちまきさ さ,みやま しきみ2ぞゆづりは,こ女ゆみ。

e. 番木 類

あさだみづならほほのさみやまざく ら,えぞやま ざく ら,あかいなや, 

しなの eは りさら,こばのとねり こ.

IV =於テIII,V= 特=共通セ ル 種ﾡヲﾡグレ バ

a. 草 本

いWがんそ く,えぞめん は,み や 女 べに しだ,し ら ね わ ら び,じふ もんじ 

し だび ろうどす げ,て んなんせうかほうばゆ りゆきざさは う ちゃ く さ 

う,ふほあまどそ ろ,ゃほばな えんれいさうさるめん2 び ね, ひ とりしづ 

かび かごいらく さ,えぞと りかぶとなく人く じゆさうるゐ父ふぼなん, 

そんろんさうづなやく しゆなちつぼすみれとち ばに ん じ ん.や ぶ に ん 

じんく るはばさ うゃほ は のやへび ぐ ら,れ んぷく さうなにぎきやう。

b. i 木 類

2さい にな。

や* ぐは,や ちだも.

以 上 =依 ラ 見 ル ニ IVIII, V = 草 本ﾡ= 於 テ 特 =共通セルモ ノ ア y. 
羊歯類及ビゆり科植物ノ、全然相通ービリ。但 シ I,II -共通セル小形ﾡ植生 

草本類 二統*子後過ノ と ど1 つ確ﾡﾡ間ﾡ =ポケルﾡ巣 卜 

シ注意ヲ災スベキモノ ト認 ム.之 =反シテG木ﾡ全ク I,II = 共通 t ノレ 

eノ多 ク本試験地ガ此等命木ﾡ稚樹及 ビとどま つ確ﾡ ノ 發生生育 = 對 

シ人公 的作用 二依 ル ノ 外 尙 立 地 的 要素 ニ於テ 其中 間］ 二位スルモ ノ ァル

ミ然三がクルとど主 つ探樹 派長 ト ﾡ株奨 トノ曜係三到スと研究 27

ヲ 考察 セ シ .流木如= 於 テ 、常報ﾡみや女 しきみ及ビ ぞゆづ り は ノ 

進 出 ヲ見III =近似セルヲ示ェ ッ.

=VI=於テ I, II = 4特 =共通セルモ ノ ヲ景グレバ

a. 本如

ならる しだ,みや女いWわ らうめがささうじんういちゃく さう, 

こいちゃく さう,お ほばの よつ ばび ぐ ら,はんごんさ う.

b. 流木畑

の り の 3みや* し 9 み,え ぞゆづり は,Wつげび らさきつり ばなび 

しかり

e. ﾡ木ﾡ

あ さ だ,み づ な ら,ほ ほ の 3,みやま ざく らやまもみ おル な や かへては 

りさりこしあぶらこばのとねり 乙。

VIニ於テ III, V 卜特 ニ 共通 セル モノ ヲ 界 グ レ バ

a. 草 本 類

なちつ ぼす みれや ぶにんじ んが がいもほばのゃへび ぐ られ ん ぷ 

く さ う.

b. 流木類

2 ぞいぼ な。

c. ﾡ木ﾡ 

ひxう。

以上 = 依ッ >見ル=本麺流木ﾡ及 ビ番木類 ヲ通ジ何レ モ VI ハ I, II 
=共通セルモ ノ特-多ク之=反シ III, V=ﾡ通ズルモ ノ少ナシ.

更 = 各試驗地 = 就 キ 地被植物制作表 ・ ッ 彼派及 ・(D.)以上 ニシ ア 恒 

存度4(K.4)以上 ノ モノ ヲ舉グレ 次 ノ 如 シ. (附表第 4 塗照)

I 女ひづるさうじんえういちゃく と う,乙いちやく さう,つるあり 

どう しつるあぢさゐはがらみつるうめもどきちま9さ さ,と 

ど ま つ,あ か 〜 な や.

II ひづるさうつるあぢさ ゐいは が ら み,つ なうる し,え ぞいWが
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やみやま しaみえぞゆづゝ は,と どま つ:なな かま ど,あ かい2や, 

こばのとねり こ。

III 父ぞめん女しらねわらびじムもんじ しだ,女 ひづるさうえんれ 

いさう,びかごいら く さふつきさうやぶにんじんく るまばさ う, 

れんぶく さうなにきSや う,つ るあぢさ ゐ,つ なうる し.え ぞ い Wa 

がや.

IV えぞめんすしらねわらび女ひづるさ う,おほばな えんれい さう, 

ひと り しづか2ぞしょ う ま, ふ つ3さうやぶにんじんく る ま ば 

さうまるばのひ れ あ ざ み,つ るあぢさ ゐ,はが ら みつ なうるし, 

えどいぬがや,とどまつ。

V えぞめんしらわらび,じ人もんじ しだゆ 合 ざさ,念 ひづるさ

うおほばなえんれいさ う,ぴかごい ら く さふつき さ う,やぶにん 
/

じんく る*ばさ うれんぷく さ うへはがら み,つ なう る しえぞい 

W が や。

VI ふつきさうつるあぢさ ゐは が ら み,つ なうるしえぞVW がや, 

みやしき み,え ぞゆづり は,と どはつ。

以上= 依 レ ネ讃験地 = 遍 在 ス ル藤本類 及ビと どま つ 稚樹 ヲ除キ 各 

試験地 夫々 特微植物 ヲ 異 二*ルヲ認 .。

而 シ テII,V著シク近 似 シIV之=亜ボ II, VI近似シI之ニ 亜 グコト 

ヲ示セッ。

そフ要スルニ地破植物二於ケル比ﾡ 考奈ノ 結 果 → 其 出 現 種 数及 ビ 種 

類=於テ 前項 間査結果=示サ レタ ル I, IIア 至 VI卜 III,V5玉IVト ノ 2型 

二分 チ 杼ノレ モノニ シテ 4 = 本類及 ビﾡ木ﾡ ノ出現ﾡ敷 ト 和m = 依 

ソ2型ノ間 =明ラカナル ※ 票 ヲ 部 メ得タ y.

第四節 摘 要

前 記 各項ノ 間 査 ﾡ果ヲ摘要ス レ バ 次ノ 如 シ。

1) とど ま つ天然生ﾡけ ノ 存新消 ノ細過-W ル比桜試験地 ト シ

株 二於ク ツ と どきつ樹消共卜森林士型上ノ関係三対ス 研究 29

ラ採レルG6価ノ林分〜 嚴 正ナル意映=於み原始林=アラ *.GE =生少ノ 

人爲 的 作川 ノ施 サレク ル形跡 ア ッ t 難で程度極メ ラ 転後 ニシチ未ダ 

原生状1ヲﾡ> =-足ル.

2) 該6簡ノ 林分 構成状態= 見テ槪 シラ 擇伐林型 ・柄スべキモ 

Ii,V稲一ﾡ林型-近シ.

3) IV〜 立地 的 = II,IIIノi 間 -シ林型亦雨番=相通ズル ト = P ア 

九人爲的作用 ノ加ヘラレシ= ト 、下木及 ビ地彼植物 ノ上ロッ明ラカ 

ナ り.

4) VI、I,II -亜"採伐林型=近クﾡ葉樹大征木ノ 伐根株明 ラ カナ 

ッ。

5) 揮伐林型 ニ近キ 林分即 チ A 型 = 、乾地性ﾡ葉樹 ヲ混ジーﾡ林型 

=近*林み 即 チ1 型 二 地性 ﾡ 葉 樹 ヲ ズ.

6) とど ま つ林み構成映態= 於 ナ 勝高ﾡ高直極枝下高及 ビ樹冠直征 

ノ 變化係ﾡ〜 A,B雨 型間 -特微ヲ示シテ迷興アルヲ認ム.

7) 同御般とどはつ各r0本宛= 依ル年師間査 ノ結果A型B型引 

ッ老齢ナルヲ示セ ッ.

s) と どまっノ形質=Wシテー般=A型=不良=シテ D型=可良 

ナルヲ認 ..

9) 下ﾡ木A型=多種多=シテB型=少ナシ。

to) 下ﾡ木 ノ 樹種〜 A型= 靴地性ﾡ葉樹,1型 = ﾡ地性ﾡ 葉樹ノ多 キ 

ヲ 認 ム。

u) 創統藤*如〜 A型= ﾡ的 二 發生 セ ル映態 ヲ示 シナ B 型 ニ然 ラ 

ザルヲ認 ム。

12) 地被 植 物両林型= 於 ラ著シク 相 違 シ 特= 事 本類=於ラ県明 

M ナ 九即 チ A 型、小形注棋性ﾡﾡ植物 = 高: B 型大形 =シテ 泄 根 

ナレドモﾡ初ナ ルﾡ植生植物多 シ.

13) 常 線、浦棄油木 を ぞゆづり はみ やま し S み仙いWつ げ等概シ 

テA型=多ク 12=殆ン ド存 北 ズ。
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第三章 とどま つ稚樹 存績消失 ノ 經過

並=形質ニ關スル調査

'928 年 ・ リ ・9304=至ル紙過= 型 キ 稚樹 ノ 存粒消失 ヲ 考祭 シ 併セ テ 

稚樹 ノ 形質 ヲ 調在 シ各試験地間 =ポヶ ル特興性 ヲ 比ﾡ セントス。
・

第一節 調 ﾡ 方 法

本調在前章地ﾡ植物調在中 と どま つ稚樹 ニ 關 シ 納 = ﾡ密ナ ル間在 

ヲ行ヒシモノナッ.

A. とどまつ確樹ノ存績消失調在方法

a. とどま つ稚樹存績訓査方法

各試驗地中二 ・m方町30箇所ノ標巡地ヲ散黙的=探ツ とどまっ稲 

樹 ノ 本数及 ビ年命ヲ調在ス年齢 節 數 =依ッ み在定シ次ノ如ク 分郷 ス。 

但 シ 高齢 ノ モノ =於往々 ﾡ 測ヲ発レ 得 ザルトコロアルモ何レそ比 

ﾡ目的ノ上ョッ許サルベキモノ トナシタッ.

I 年生, 2 年 生,3年 生,4年 生, 5 年 生,6-1o 年 4生,1一15年4生, 

16一20年 生,2 t一25年 4生,26 年 生 以上.

b. と どまっ稚樹消失調査方法

本岡符献験地中 = 永ﾡ調布町 ・シs 個所 ヲ 選定 シ ・928 年F ・ ッ 

1930 年=互ッ季(6月)=於チ 雅樹ノ消失ス ル経過 ヲ 間 査 セリ。

B.とどまつ5年 生 確樹 ノ 形 価 調 査 法

各試験地ヲ通ジラ最モ多ク育スルと どはつ 5 年 生稚 樹 = 就 * チ 外 

部形 態 並 = 個 ﾡ 量ヲ次ノ 如ク調在セ y。

a. 地上樹體

地上樹像 二 就 キナ ハ幹長 (累上府第 ・ 次側根塞部 ヨ ッ ﾡ仲端 =至ル 

實 長 = 依りヌ各4次ノ 伸長、節間 ヲ 訓定 ス ), 幹 福( 上 用 第1 次 側 根

部=於テ測定ス), 業長(各年次毎二北長葉長ヲ測定ス), 葉ﾡ条4次 

每 テ 測定スが ヲ調在七 ツ。

b. 地下樹盤

地下ﾡﾡ=就* テ 、ﾡ系長(主机長〜量上ﾡ第 i 次側棋部 ヨ リ 主根 

先 端 =玉ル1長 フ 測 定ス.第, 次 側根 及ビ第2次 側 松〜 サ o.oscm 以 上 

ノモノヲ 測定 合計 シア 各全長 ト シ附番ノ和ヲ 側根全長 ト 看做 ス). 側根 

製(第1 次 側 根 數 及 ビ第2次 側 根 數 ト 主 机第5 ・ 次 側根 及 ビ第2大 側根 = 

於 ケ ル 長 サ 0.05 cm 以下ノ所調 地映側 根 数 ト ヲ 測 定 ス)等 ヲ間査セ ッ.

c. 仙盤 I ﾡ
各個 體ヲ幹 部葉 部及 ビ 根部 ノ 3 部 二分 チ絶對 乾燥 後 杯量 測定 ス.

以上間査 = 對 ス 供試本ﾡ試験地毎 = 各50本 ヲ 選探探取 シ長ナ及 

ビ ゆ御 ハ ・/z。 mm 遊標尺= a y テ測定シ T 量 ハ 成 度 ・/1o00o gr ノ 兩 皿 天 科 

= a リ テ利量と ッ。

第三節 とど ま つ確ﾡノ 横清失

とどま つ確樹 ノ な繊清失耗ﾡ ノ 各試驗地間 ニ 於 ケ ル遊』ノ著シキ 

CEﾡセルト=ロ=シテ4 前記 間 在 方法 =伏ツ テ 存 満並 = 清 失=就* 

間 査 セ ル粘 果→次ノ 如 シ。

A. とどまっ 稚樹 ノ 年頼間 査ﾡ果

条試験地4 = m 平方証3○価所=就*存績セと どま っ 確樹本ﾡ及 

ビ年齢 ヲ 調査セ シ ニ 大 ノ 如 シ。
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4 I (位 木)と どはっ確樹 イ 績 調 査 表 試驗用

I 2 3. 4 翻 6-・IO 1t-I5 16-20 21-25 26- 1 at

I — - — - 9 3 5 — : 18

2 ・ 2 IX 9 4 5 3t

3 2 — 6 2 3 6 I 一 20

4 -: I -・ — I6 8 21 it I ss

5 - 1 2 I 6 3 2 2 - — — I7

6 - 1 — — 30 3 X - 1 — 34

7 一 . _ 3 — 24 I 4 — 一 32

8 — I 1 ・ 5 2 — - I — 一 8

9 I ・ 22 23 I2 — — ss

Io — — X 9 X 2 2 一 ・ I5

II . — I 5 53 X ー・ 一 6i

12 一 3 IX — 一 — ・ — I4

13 2 一 26 I — 29

14 一 3 4 29 ・ 1 — 37

I5 - 3 2 26 6 2 ・- — 39

16 - — — 7 3 28 — 39

17 — 2 2 — 43 ・ — 一 ・- 47

t8 一 2 一 37 2 4 — — 45

19 ・ I 一 19 ・ 20

20 - 4 一 I6 I — -- .... 22

2I — 5 2 2 5 X -、 I5

22 — 一 一 4 9 6 X I ・- 2I

23 ... * 1 I — 6 27 34 5 1 — 74

24 ・- ・.. -- 2 5 I5 9 2 X 34

25 — 2 ' ・ー・ X ・ ! 39 24 — — — 85

26 X 3 2 33 7 7 — ・ 一 53

— 1 X — 12 9 27 9 3 I 63

28 — X ・〜 — 24 8 — — ・ 33

29 *マ ! ・ 19 1 36 IO X — 66

30 一 I I IO 3 2 一 一 — I7

附 o ! w 5 539 205 功 1 g 「 2 I,1o5

然三がケンと どきつ地樹ノ清上や林土状ト ノ関係三型スン研災ビ
第 9 表 とどまっ稚樹存績調布表 試験地II (n*)

I 2 3 4 5 6 - Io u—15 16-20 21一25 26- t1mス方 \
-3

I — — 2 2 -
一 1 ・ XX

2 3 3 — 9 — ・

3 ・ 一 I — — -I 9

4 ・ I — 5 6 3 — 15

5 — — — — 3 4 一 — — 7

6 一 1 3 5 3 1 一, 13

7 — — — 6 4 3 — — 13

・ I 1 ・ 1 I 2 6

9 — — 7 4 1 X — 14

Io — ・・ 9 — — — — — 9

11 — 一 11 4 4 — 19

12 ・ 4 — 35 2 3 — — ・ 45

13 — 5 2 42 ・ — — 49

I4 — ・ — ・ 9 12 2 — 3

I5 ・. ・ 2 2

16 6 4 2 23 — 一 4s

I7 ・ 一 I 1 2I 7 一 一 — — 3o

18 — 一 ・ s 6 I7 4 2
-

37

19 — — s 3 3 2 16

20 2 3 75 I — Si

2I 3 一
--

66 一 —

22 I 26 1 2 -・ 30

23 I 3 I --
- • 6

24 - 4 4 2 ァ I — — Ss

25 3 6 I 19 6 1 X 37

26 一: I 13 2 74 — 2 - 1 ・ 92

27 — 6 13 ・ st 一 , i — 70

28 — 11 8 I 75 7 1 — — 1o3

29 — — 5 95 一 ・ ・ ・ IO2

30 3 3 二 s 2 ; 2 一 一 1 -:: S8

5 o 44 33 ・ st3 99 7s 12 5 X I,I47
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第 2。表 とどを っ稚樹存級調査表 試ﾡ地III (it. )

"営AN 1 * 2 1 4 5
6-。 j Ii-15 16—20 2I-25 20- at

I _ 1; I 一 4 -1

1
6

2 一 I 1 — 3 — — — —' 5

3 - 一 ・ I — — 一 — X

4 -, — — 3 — ・ 一 — 3

5 
♦

1 — 2 — — ・ 3

6 — I I X 2 — 一 —; ■ —
7 — I X X 3 — ・ — 1 ' 6

8
一

2 一 3 — — ・ — — 5

9 一 3 1 1 I — — 一 — 6

1o 一 — ・ 1 2 X — — 一 4

11 — 2 2 4 ・ — — —' s

I2 一 ・ I — ・ — — — 1

13 ・ 1 一 X — 3 — 一 — — - i 4

>4 一 5 3 I3 ・ 21

15 — — I 一 1 2 2 — — 5

16 一 — — ・ — 一 — — X

>7 ・ 3 ! X 4 — 一 ・- s

18 -1 2 2 — 3 ・ — — ・ — 7

19 2 — ・ 4 — — — ・ ・ 6

20 ・ 4 3 ・ 7 X ・ — ・ — I5

21 一 ・ 2 — ・ー — ・ 2

22 - 1 1 I 4 ・ — ・ — — 6

25 一 — — I 一 — — I

2+ 一 I ・ — — — — I

25 — ・ 2 6 I ・ — — 9

26 * 1 - I — I 一 — ・ — 2

27 一 1
— X X — ・ ・ ・ 2

28 - 3 1 X 3 — — — ・
29 ・ 2 — ・ I 一 — 4

30 — — I 二 I 二 — 一 ・・ 2

BI- 0 3! 25
1 ・o 1 s

5 °
O 〇 。 ・

ミ然林ジ及ケ ツ と どまつ曜地流史 卜森株土ﾡ トノ関係三労 スン町究ビ 35

第 2! 表 とどまつ稚樹試間在衣 試験地IV (取*)

X 2 3 4 5 6-1o 11-15 I6-20 21-25 26-
1___________

I - ・ 2 1 .. -- 4

2 一 — 2 — s ・.- — — ro

3 ・ 1 5 3 4s 2 一 —
-- , 59

4 — I 12 2 — — Is

5 3 3 ・ 3 2 —
・

XX

6 一 — 1 — 2 X — — -
6

7 S G 3 20 2 * .. 一 39

S ・ 15 S — — IS

9 ・ 3 1 s X — — ・ —

Io I 2 ・. 5 — 一 — ・ — 7

II — 旺
ae 2 6 4 ・ — — 9s

12 2 I I7 -I — — — 2I

I3 4 IO I 52 7 — — — 74

I4 — ・ Io5 X 1is 3 ・ 35

Is X 4 G 一 2o X 一 — 一 32

16 X 7 IO 3 S7 >4 X — — 'a5

I7 一 一 — — 4 3 — — ・ 7

1S ・ 21 39 X 4S 1c9

19 — — I is — 一 — — 19

20 ・ 2 ・ — — 4

2X 2 ・ io I ・ 13

22 — 3 9 — 37 3 1 — 52

23 s 7 45 I i ... — — ・ Gt

24 — I5 I6 49 I .... Si

25 13 7 ・ 120 X — — ・
26 — — 3 X 73 3 — — 一 So

27 — 23 7 119 ・ ・ — I57

2S IO 9 3 Iss 4 ・ ・ - 1 1S4

29 2 X — 39 —i I ・ ・ * 43

30 一 s IO 2 ss 14 X 一 — 123

[
附 2 239 aSs 24 1,273 $5 6 o 〇 t9i4
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第 22 表 とどをつ稚樹存続調査表 試戦地V (Jt化) 第 23 表 とどまつ稚樹存続調査表 試感地VI (爪木)
年面

, - た、 I 3 4 5 6 — io II 一I5 I6-20 21 - 25 26ー 片

管 _________

I .. 一
1

- 4 一 4

・ 2 — I 4 ・ 1 — — 5

3 - — 4 — — — — — + -

4 — 1 — 一 — ... 6

5 — — 2 —
-- 1

— ・ 2

6 一 — I I 7 — — -1 — ・ 1 9

7 一 2 ・ I ・- 3

. — 2 — 一 2

9 — I 2 * -1

IO — .. 一 7 — - — — 7

XI 2 2 — IO — — .... ・・ 一 1

t2 ・ ・ ** 1 — 5 — 6

I3 ・ .. 1 — — — * I

I4 ・ 2 12 — — — I4

I5 一 ' 一 4 — 5

16 4 5 — + — 13

I7 — 2 i i X 4 ・ 一 1 s

18 一 i
3 — '3 — — — — — 16

19 ・.. 5 4 — — 9

2o — 2 1 — 5 *- — _ 1 — 7

2t —- - - ・.. X ・ — I

22 — I I

23 一. i i i — — 一 1 2

24 — 7 ! I . . 1 —i — 26

as - 1 ・o 4 6 ； ・- — 26

26 —i 一 | 1 3 l — 一 ! — 一 4

27 — — — 4 : ・- 1 .. : — 4

as — - i ... , 1 — - 1 I

a9 . 1 。 7 ・ 72 i — 一 i 一 — —i Ss

30 一 ' 5 4 ・ ! 4 一 — - 5o

o
・」

32 ! 2 246 〇

・

o o ° 34t

年然

3 4 5 6—io ・-s 16-2o 
I

21-25 - 計

X — 7 28 X 41 ・ 77

2 — 3 一 37 2 — — 42

3 — — 5 一 1O 一 一 一 I5

4 I 3 — 3o 5 一 一 — 39

5 — 一 — 6 2 — 一 — 8

6 — •ー 2 ・ 1 一 — — 3

7 一 ・ — — 3 — 4

S — 16 一 31 4 — — 5I

9 — 3 1 72 11 — — — ・ 95

1O 5 M 3 41 I — ・ a4

11 1 1 — 3 — — — — — 5

I2 ・ 8 I7 4 72 io 1 ・ ・ — II2

I3 — I 4 1 8 3 2 ・ — 一 19

I4 — 一 3 3 3 — — 一 9

I5 2 7 ・ :9 , i — 一 — 29

i6 一 一 一 一 8 — — 一 — — 8

17 2 5 — I7 2 一 ・ ・・ 26

— 1 II I +I — — — 54

19 s 1 72 1 2 ・ —

20 — 1 — — is 2 — — ・ 2I

21 — IO 29 7 129 1 7 ・ ・ — 1S2

3 ss 1 1S7 1 9 一 — — 25S

23 ・- Is 71 3 ・s5 ii 一 ・ — 235

24 — 4 27 I 56 ! 13 — — 1OI

25 — 6 5 5 186 I 3 ・ — — 25I

26 — 9 22 3 199 6 — ・ 一 — 239

27 一 5 1s — 73 I5 一 — 111

2s I I4 39 I So 4 — 一 — I39

29 — 5 I3 2 1c9 7 ・ — 一 ・ 136

30
1

— 3 40 3 i
• 1

I ・ 一 一 19s
-- .....ーー

tt

1 

・ 卬 506 4I I 41 0
。1

0 2,629
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上表 依リテ兄ルニとどまつ 稚樹 ノ最 モ多ク 績 スルVI^ Im 平 

方ﾡ常均87.63本= シ テ IKILI栩亜ギテ 多クV〜、11.37本,III〜、523本 ヲ 

示シテ最少ナ ッ.即 チ in 〜 VI ノカ=6%=過 ベ ズ。

之 ヲ 年齢別 =見ル=第24炎及ビ第 ・ 圖 ニ 依 リテ 明 ラカナル ガ 如 ク 各 

試験地ヲ通ジテ 5年生合計本ﾡ 4793 本= シ量多ヲ示シ継本数ノG5. 

72%= 常ル シラ3年 生 332 %, 2 年 生 698%ニシ子26 年生 以上ノ 

モノニ至ッラ僅カ= o04% =過ギズ。

更 ニ 試驗 地 別 =比較スル=高次ノ年齢" デ績 ス 稚樹 ノ存え ル 

I,IIニシテ 1○年 生 以上ノモノ I ハ 295 本 即 チ 26.7o%,II 、96 本 即 チ S.37 % 

ヲ示シ IV,VI 之=亜"v, IIIニポテ 、殆 ン ド 皆 無 ナルヲ認 ム。

第 24 表 とどまつ稚樹存続比較表

1. とどまつ 

確ﾡ清失間 

査結果

永績調査以 = 

於ケルと ど*っ 

確樹ノ r928年 

季ョツ 1930 年 秋

=至ル3 ヶ年 

Iノ清失現象 ヲ 

見ル=次炎ノ 如 

シ。

第I聞 とどまつ稚樹年齡別存続曲線 (1m)

年 B

I 、I E N W t

本
ニ釣ス
ルな分 
空22-

木
仝木數

ル
(22

本

員

=み'• 
ル分

2担2%2

木
ニ?へ 
ル百分 
当(2る

木
企 
=ニス 
ルロ分 
当(222

木

致

金ﾡ 

=1ス 
ルずナ 
-222

余木載 

ニス 
ルYバ 
空222)

I o o.co 〇 O.CO 〇 O.OO 2 O.1O o o,co 1 O.04 3 O.O4

2 21 1.9o 44 :ss 31 19 75 239 I2.49 6o 17.6o 114 4-3+ 509 6.9S

3 40 36 83 7.24 as 15.92 285 14.89 32 9.ぷ8 sc6 19.25 97 I3.32

4 5 o45 12 1.05 1O 6.37 24 1.26 o.s9 41 1.56 94 1.29

5 539 4.8 sr3 7o.88 s6 s4.78 I,273 66.5t 246 72.14 69.83 4,793 65.72

6-Io 205 1S.55 99 8.6; 5 318 85s 4-44 0.00 127 4.S3 52I 7.I4

- 221 2o.co 78 6.8o o 08 o.31 I 0.29 4 o.5 310 425

IG 一 2o s6 5o7 I2 I.O5 o o.co o.0Q o o.cG 68 0.93

2I - 25 i6 1.45 5 043 〇 0.00 O.oc o 0.00 〇 O.oC 21 O.29

26 ー 2 o.t8 1 o.09 〇 

______

C o.oc 〇 0.8 o O.oc 3 ○.04

t I,IO5 100.00 1,147 IoO.co ICO.co 1,9I4 ICO.oG 341 1co.co 2,629 7,293
I ・coco



北海道林采戦場報 告 第 十 二 ﾡ
第 25 表 とどまつ確風消失調査衣 (I)

4O

.状 略 坨 1 II 匚 V W

5 4 4 L ﾡ 樹

1928) 36 307 22 49I -6 95

r929 現在: 293 265 I7 443 1G7 789

1930, 262 232 IO 418 I45 730

1929, ( 53 42 5 79 126

m 央 製く木)1
I930 | 3t 33 7 25 22 59

1929 ( 15.32 13.6S 22.73 9.78 32.1! I3.77
清 父 %>

I930 1 ro.sS I2.45 4t.S 5.at 13.17 7S

3 4 生 : ﾡ 掛

1928) 1s 38 I 85 to6 357

I929- ﾡ 存 本 数 t9 7 33 2S 230

1930) 5 12 4 25 19 212

1929 ( IO 19 7 52 7S 127
滑 失 ﾡ(才)

I9ぷO 1 3
•

7 3 9 18

1929) I 55.56 50.co 5o.oo 61.18 73ぶ 35-57
i 央 (夕%)1

19 1 37.50 30ぶ+ 42.86 24.24 32.14 7Ss

2 4 生 税 オ

19291
f * 6 47 86 66 44+

r93o 4 3t 8 47 42 36

( 失 駅木> 2 16 I9 39 24 s
I9301

mm 率:％) 33-33 34.04 70.37 45-35 36.36 IS..s

上ﾡ依 レ バ 5 年生稚村於 ヲ 1929年不季 =ポケル消尖率ノ最大ナ 

*、V32.11%= シテ III 22.73%之 二亜他何レモ16%以下ナ y.1932 年 

季=於ケル消失率=於テ 、III41.18%最大 =シV之=亜グ。

3 年 生 稚 樹 =於テ ・929 年ポ季= 於 ヶ ル消失 率 ノ 最 大 ナルV 73.58 % 

ニシテ發 生年 次ニ於ア殆 ソ ド消失 シ終ルヲ示セ ッ.mi シ VI〜 消失率量 

小ニシテ 35.57% ナ ッ 山= 1930年が季=於ケル 消失 ホIII 42.86 %ヲ量大 

トシII,V之=亜 グ。

天然林ニ於クルとどまつ般視ノ泊ルト 森林士状!I ノ関係=対スル研ビ 4t・- = -キ-マ-マ--------------------ママ-マ ------------------------------------------

2 年生 ﾡ樹 二於テ ・930 年 春 季=於ヶ ル 消 失 ハ III70.37%ヲ量大トシ 

Vh&iS% 最小ナ り.シテ本粘果、I92S年袋生種樹ノ 1929年季=於ヶ 

ル消率 ・ ッ 冊小 ナルヲ示セルモ 尙發生年次 二於ヶ 消失 ノﾡシキ= 

ト ヲ示セ ッ.

-第25炎= ・ ッ '92S 年ョッ ・93o 年=至ル3 ヶ年間 =於ケル5年生 

及ビ3 4 生 稚 樹 ノ 消 失率ヲ ー括 スノレ二 次表 ノ 如 シ。

第 26 表 とどつ稚ﾡ消失調査 (kII)

略 地
1

I I

s 4 生 : ﾡ 樹

'os1
存 木 gt」

36 307 • 22 491 249 95

t9so/ 1 262 232 1O 4s i45 730

t 央 ﾡk() S+ 75 12 73 101 •S5

央 報(の) 24.2S 24-42 5+55 '4.S7 4tc6 20.22

3 年 4 : ﾡ 樹

作 木 則
逐 I4 Ss 1o6 357

'93o) 1 5 12 + 25 19 212

'oy。 |
公 ﾡ() ・3 26 Io 6o 87

it 央 執(る) 72.22 6S.42 71.43 70-59 S2.oS 4O.62

本表 二 依 レ バIII,V 何レモ他シ 消失商 キヲ設メ 付ル モノニ 

シラ4= 發生後 3 ヶ 年間 =ポヶ ノレ消失 ハ 各試驗地 ヲ通ジラ著シキヲ 知 

ッ得ルナ ッ。

C 總 括

以上兩結果 ヲ 綜合 ス* ニ I, ロ ニ 於 テノ、とど ま っ稚樹ハ後触的 二 績 

成 立シ且ッ 清失率低 *=反シ IIL,V、 績成立 スモノ殆ン ドナク 消失 

率 ノ高キ コトヲ 示セ九 IV, VI = 於 ラ人 的作公ノ結果ヲ究フ=足ル 

モノアリテ 消失率か低 シ.此北等 ノ ﾡ果 ・ ッ 各験地 ヲ通 ジテ とどまつ稚 

樹一定幼齢 期 間 = 共 消長 シ定セ ラルルヲ 知 ッ 得 ルeノ ニシテ 即 チ 

o4生以上ノ 稚付ノ 存紙セルモ ノ 、I,lI ヲ除ク他試驗地 二 、殆ン ド無
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シ之 ヲ第26炎 ト 比較ﾡ照 スル ト *とどはつ 確例 ガ少ナク ・モ o年以 

前 =於最城ﾡ子ノ 特異性 二 支配 セラノレノレコ ・ノ※シネヲ 認& メ 得ル ナ 

九斯 ル事 實 前 章ニ 於テ 述ベ クノレ ガ 如ク 旣往ノ とどまっ 稚 ゆ消尖 調 査 

二於テ幾力指示セラレッツモ向北囚山=就キテ究ﾡセラルル= トナ 

カ シモノニシテ本研究ノ主 眼 トスルト = "亦姓=イスルナ り.

40年生以下 ノとどは つ確ﾡ ノ 績数 ヲ 見ル =VI2,625本 ヲ最多 ・ シ 

IVと =亜ギラをク II,I中位=シチ V,III=少ナ シ。(第 1S一 第 23 震 塗 照) 

本結果〜母樹 ノ 本数結賞量及 ビ結14度等 ニョリテ 右 セ ラ ル ル ト コ 

ロナルモ 上ﾡ木調在炎中胸高i征3ocm以上 ノ で ノ ヲﾡグレ次炎ノ 如 

クニシテ比等ヲ 主要 ナ ル母樹卜 見ルト* ハ 各試職地 ト e 略均 締 ナル 

数ヲ保ッコ トヲ知ルナリ。

第 27 米

改戦 1 I II V

LaXsit径3ocm 以バ 
とどまつ 上ボ木木ﾡ 52 67 53 Go

(『3と第 t !!

他 方 ﾡ賞火 ビ 結 實 年ド モ 第25 表 及 ビ 第 I 二見テ 低 次 4ド 齢 稚 樹ノ 

存績ﾡ ノ開係 卜上炎 ト ヲ 比ﾡﾡ照 シ ラ 各試.験地間 ニ大生 ナキヲ 推定 シ 

得ルナ ッ之ヲ以子 現ス ノレ 9年生 以下 ノ とどまっ 確樹 ノ オ ﾡ数→、第26

と どま っ 確樹清央 間在 表(共 II) ト 相 俟 チ テ ﾡ納的 ニ 各 試 戦 地 Mノ 幼 齢 

確樹 = 對 スノレ環境 因子 ノ 絶作川ノ ﾡ果ヲ 知セシムル=足ルベ シ.依 ッ

40年4生以下 ノ稚 樹 ノ 存 績 數 r み 布量 モ多キ 5年生 稲 樹 ノ3ヶ4 間 

二於ケル消央率 ト ヲ 使 スレバ次及ノ如クニシラ 兩 者 ハ 略逆 比 ノ形 ヲ 

示 ン 順位 的 ニ IV,VI〜、何 レモ上位ヲ 占 メII,I之=亜" v,II 常 = 下 位 = ・ 

なルナ ッ。

坐トニがク ル とどきつ 前上森土リ上ド保三 : 43

第 2s 表

I
*

II a N V 4

-0年職樹ノイ作ﾡﾡ(木)

sm和樹ぶク4W!ノ清央中 %)

So

2+.2S

I,ost 

24.42

・57

54.55

・,9oS

I4.S7

340

4I.O6

2,6-5

20.22

(IS一年2ぶ, $26で!)

第三節 とど*つ5 年生稚村 ノ 形質

前記調査方法 = 伏ッ 符賞ﾡ地 =於ケルとどまっ5 4生確樹ノ形皿 = 

關 シ a 在セシ= 其 ﾡ果〜次ノ 如シ.

A. 地上樹ﾡ

n. 幹 長

除長則チ量上府節, 次側机ﾡ部 ヨ ッ 樹幹端=至ルT長 ヲ比較スル 

二次ノ 如 シ。

第 29 求

I 11 _ _ 1
ド 均 t (cw) 6.S65士o.08s 7.093士o.08S 6.942士0.076 7.351士O.0S2 7.272士oGS5 7.049士0.07S

ﾡ 送 ボ 製 5o so 50 50 50

上 表 二 依 レ バ長 ボ モ 長 キ ハ IV7.35『 土 ○.082 cm ニシテ V, II,VI,III 之 二

亜 I最短=シテ 6.865 士 o.o8s cm ヲ示シ IVト ノ 送o.4SG6cm ナ ッ。

4介之ヲ各年 仲長 駅 = 就 * テ見ル= 次 表 ノ 如シ。

第 30 表

試 ﾡ 增 ロ V

1926 3-375士O.044 3.4S7士0.065 3-394士0.052 3.057士O.044 3-377士O.oI 3.125士0.049

TMt(em)
1927

1 ・S

1929

I.322士0.026

1.161士O.030

I.007士C,O27

13!3士o.。 ;

1.209士0.02S

1.0S4士0.02S ;

1.170士0032

1.374士0.027

1.064 土0.029

1.397 ±0.038

1.364 ±0.31

1.533士oo3S

1.193士0.027

1.370士0.035

1.332士o.o3S

1・295土。.。33

1.376士0.032

1.250士0.032

ﾡ 改 木 製 5o 50 5o so so
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本炎=依レIIL,IL,I、ﾡﾡ常時ノ央好ナル仲長=比シ4能トト モ= 

潮誠ノ傾向フ示ス= 到 シ IV,V,Vi〜、之卜相反 ス.4 = IV ハ 袋 ﾡ常 初仲長 

極メテ 少量 ナル= 拘 ラ ズ第 2 年 目 以後 =於チ良研ナルヲ示セ y.

b. 神 徑

幹征即 チ 最上ﾡ第 ・ 次側ﾡ部 = 於 ケル樹体ノ it福 ヲ 比較 ス レ次 

表 ノ 如 シ。

第 3 表

改ﾡﾡ I ロ
T 均 位 (mm) o.S3S+o.0r5 0.784士o.oII o.676+o.ors 1 o.896士o.0I3 0.S74士0.012 0.930 士 0015

____________________

供試本数 s 5o
1

50 5 5 5o

上 表 二 依 レバ 各 試験 地 ト モ Imm 二述スルモ ノ ナクﾡ大VIノ O.93O ± 

o.oi 5 mm ニシテIV, V, I,II之= ギIII ノ、○.676 士 0.01 5mm ニシテ最小ヲ示シ 

VI ノ73%= 常.

以上幹長及 ヒ.幹徑ニ於ケ ル各試験地間ノ 差興何 レモ 些少 ニシテ 順 

位的 =W々タル映態ヲ示ス ・難で 大ﾡ = 於 ラ Iv,VI,V ニ 於 ケ ル確樹→ 

外 形 的 = 良 好 ナル 幹 形ヲ保 テノレヲ 表示 ジ I, II, IU = 於 ヶ ル 稚 樹 "等= 

先レル= トヲ認ムベシ。

c. 葉 長

供催 ﾡ樹ノ各年度=於ケル最長葉=就キ 比較 ス レ次 ノ 如 シ。

第 32 表

T場u(em)

2

1927
1928

1929

I
i 

1.16410.018

I.390土O.022

1.588+o03t

ロ
・..a6too:2 1

I.354士OoI9

1.516士o.025

ロ
・o54主oor7

I.316土0.020

1.5 <4 120.025

p;

I.I6S士o.OI7

I.466士O.027

1.856士0.029

I.o6o 士o.o18

I.440士O.027

I.664士0029

1.10S £0.017

«-5 54 ±0.023

1.888士o.032

5o ・」 50 50

上 衣 ニ 依 レ パ第 2 年目(I927年)=於 テハ V, VIハ I, II二比シ労レルモ 第 

然二於ケル と どまつHﾡノ清卜森林土ﾡ ト ノ関係= 斜スル研究 45

3 年 目(22S 年)二 於 テ VI,IV,Vy II II, III ノ順位 トナソ第4年 目(I929年)モ 

亦 同 順 位ヲ示シ VI ハ 1.88S ± ○.032 cm ニ シ テ量長,IIIハ 1.514士 0.025cm ニ シ 

ラ量短ナ ッ.

d. 葉 數

5 年生確樹 ニ 於 テノ、着生葉 ノ、殆 ン ド第2年目 以後 ノモノニシテ 各試 

感地卜そ第1年日ノモノ仲着生セルモノアルで極メみ値少ナ ッ4全葉 

數 二 就 キラ 見 ノレ 二次 表ノ 如 シ。

第 33 求

試喩地 I q

T 均 w (#o) 1 40.04+0.71 40.62土o6S j 3+52土0.69 4+.76土0.73 41・36土0.64 49/S+o.So

ﾡ 試 ボ 製 ・。 so 50 50 5o

上依レ バVI 4 49.78 土 0.80 枚量多ヲ示シI,V,IL,I之=亜ギII ハ 34.

52 ± o.69 枚少ニシテVIト ノ差 ハ 15.26枚 ノ多 キヲ示 セリ。

之ヲ各4及=就*テ見=次ﾡノ如ク第3年 目(1928年)以後 =於各 

試驗地葉 數 ノ順位 葉長=於ヶ ル順位 卜略一致シ第4 年目(19294)=於

チ ハ VI19o6 ± o.44 枚= シテ量多ヲ示シIV,V, II,I之=亜"IIII2.7S ± 0.32 

枚=シチ最少ヲ示セ ッ。

第34表

試 驗 地 I 11 ロ• V

Tt(em)

1927

1928

19:9

I2.20士O.37

I3.90士0.30

I3.90土0.32

12.60土O.41

I3-78士0.29

«4.iS±o.29

9.00土0.36

I2.74士0.28

12.7S士o.32

ts.otoぷs
14-34士O.4I

17.20士043

IO.I4士O.29

14.52+o.3>

I6.84士0.36

13.22士O.44

17.16士0.35

19.06+0.44

ﾡ 試 木 敦 so So 50 s° 5o

以上葉長及ビ 葉 數 テ 於 ヶ ノレ 比較結 果 幹長及 ビ特役 テ於ケルモノ ト 

t傾向一致シ テ 各び験地間ノ差興ヲ良ク明示セルモノ =シ IV,VI良 

好ナルﾡ達ヲ示シ V, I,II之= 亞 ギ III、劣レルヲ部ムルナ リ.
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地下ﾡ盤

供試確樹 ノ 地下樹銀即 チ根系=就*>見ル=次ノ如シ。

n. 根系長

供試確樹 ノ 主ﾡ長節1 次側根全長及 ビ第 2 大側機金長 =就*比ﾡ ス 

ルニ次表ノ如 シ。

第 35 表

就 験 地 I ロ ロ NVロ

T均位 

(em)

主 ﾡ 氏

幼 I 次 
ﾡ根全史

8.007士O.191

to.S18士o.3S8

2.598±o.217

S.564士0.248

Io.So8士O.31I

1.992士0.135

7.95S+0.213

S.514士o.193

1.23士o.115

9.3r9士o.19I

13.753士0.3S7

2.317士o.r61

S.6S7 ±0.271

13.476士0.390

2.707 ±o.3<>S

7.793士O.147

15.693士0.395

G.1S2土o.304

供試 5 5o 2 50

上衣 二 依 レ 主根長 二 於 テ IV J、9.319士O.I9! cm長 ニシテV,II,I, III 

之=亜ベ VI 7793 ± O.147 cm 短ナ ソ。

第1 次側根全長 ニ於 ラ 、VI〜、・5.6903士0.395cmﾡ長 ヲ示シ IV, V, II I 之 

二 亜 ギIII 8.54 ± 0.193 cm最と短 ニシテVI ト 7.179 cmノ大差ヲ示セ ッ。

第 2 次側 根 全 長 VI 6.182土 o.304em 最 長=シラV, I, IV,II ﾡ 亜 III 1.243 

士o.rscm最短 =シテ VI ノ リ 5 - 過 ギズ。

更 = 上表 = 依 リラ第1 次 側根全長 及 ビ第 2 大側ﾡ長 ノ 和 即 チ 側根 

全長 卜之=主 根 長 ヲ 加 ヘタルﾡ根長ヲ求ム レ バ 次炎ノ如ク ニシテ 側 根 

全長 ニ 於 アノ、VII VI IV卜e= 16cm 以上ヲ示シI,II〜、I3.5 cm 以下=シテ 

III、rocm = 滿 タザルナ ッ.メ総棋長=於 モ 略 同 一 傾 向 ヲ iメ 得ルモノ 

=シラ VI最長 ヲ示シ IV,V之 = 順 ッ I,II相 亜 ベ ラ III 最短 ナ ッ.i シ ラVI 

卜 IIIト ノ差I.953cmノ大ナルニ及 プ。

第 36 表

I ・ n " 1 V W

平均価
1 御机金長 13.416 I2.8o0 9.757 I6.o;O 16.183 21.875

(cm) ﾡﾡ長 21.423 21.365 17.7I5 25.3S9 24.S7o 29.60S

名 三 出 三クンとごきつ型バ上社士状上 ビ怪三研 47

b. 側 機 数

第 ・ 大 側 棋数 及 ビ 第 2 次 側根 數 卜 主 根第 ・ 次 側 第 2 次 側根 =於ヶ 

ル 長 » o.o5cm 以下/ 照 狀 側 根 数 ヲ 比 使 スル=大炎ノ 如シ。

第 3- 表

1 V 
_________

均位t 

()

ゆ・簡I 

納2次叫Hk 

・ 映 側山製

20.26 土O.65

S.70土O.72

5.56士o.34

20.20士O.57

7.96士0.46

5.So主o.35

・S.92士o.63

5.02 土o.40

3.9+士O.19

27.10士0.69

S.t2士O.47

6.9さ 士oぷS

2.ぶo士o.7S .

9.92:o.S9 i

5.6S士o39

2+.S+ to.6S

21.2S士o.76

9.So士o.65

fit 2 : 米 敗 5o 5o 5o
。。-

50

上交依レ 第 ( 側 根数 ニ ゲチIV 27.10 土。物 本衆多 ヲ示シ VI,V, 

I,II之= 亜 III〜、・ S.92 ± o.63 本= シチ量少ナ 九此 關係 ハ 側 根 長 -於ケル 

で ノ ト 略和 等 シク第2 次 側根數 及 ビm状側供数=於 テモ亦権シラ 同一 

傾向 ヲ認 ムベシ.J=等三番ヲ合計セル総 側濃 ﾡ=於子亦同様=シ 

テ VI,IV,V、I,II, III=比シテﾡ力 =多ク VI 55.92 本ナル=到シ III 、価 力 

= 27.SS 本=過 ズ。

以上 地下樹後即 チ 根 系 ニ 於 ケ ル客試職地間ノ迷県略地上樹ﾡノ比 

枝結果 = 順 ジ Vl,IV, V=於 根 系發達 ノ証盤ナルヲ 認 ・=反vII, 

III=於チ然ラザルヲ 知 リ 代 ク ッ。

C. 側體量

供試稚樹 ノ 絶ﾡ常様重 二 就 キア 処ル =次炎ン 如 ン.但 シ 比ﾡ上供償 

確謝 ヲ 除葉及 ビ機 ノ 3部み=分ラ y.

第 38 表

I ロ

平均值

(gn)

除 5: 量 

楽量 

H 量

0.0273土0.000?

O.05I7土O.00I7

0.0197土o.cooS

O.0259 土o.00oG

0.0505 士o.o0I4

O.O177 土o.cooS

0.0220士O.0005 

©.o405 土o.coI4 

O,0137土O.c005

0.0300士0.c003

o.0656士0.002

O.0206士0,0007

0.025おまO.0co7 O.036! □o.cco9

0.0553土o.coIs O.0SIo+o.0o25

o.0176士o,coc6 o.O3tI 土o.coo9

it o.o9S7士O.0029o.o9ti ±0.0020 O.0762 士O.0020 0.1I62 土0.0034 O.C9S7 土o.002S o.14S2 土o.0039

償 試 木 敗 5o 50 5o 50
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上交依レ バ 供 試 稚樹 個間ノ絶釣 化 ﾡVI O.1482士 O.0339 gr ヲ 示 

シ テ最モク IV,V,I,II之 = 亜 ギIII ハ 0.0762 土 o.oo2o gr= シテモ軽 シ4 

之ヲ各部分=就キ見ルニ次ノ 如シ。

a. 件 T 飛 ノ 最 モ 正 キ〜VIノ 0.0361 土 o.ooc9 gr=シラ IV,I, III V 之 = 亜 

ギIII 0.0220 士 ○.0005 gr ニ シテモﾡシ。

b. 薬 T ノ最モキ〜VIノ OOSlO 土 0 0025 grニシラ IV,V,I,II之= 亜 

ギIII。 ○405 士 o.ooi4gr ニシテ 最 モ軽ク VI ノ a 朶 = 當 ル。

c. ﾡ量 ノ量モキVI ノ o.o3tI 土o.oooっgr ニシテ IV, I, II,V之= 亜 

ギIII ハ O.つI37 ± 0.0005 grニシテ最モﾡクVIノaョ ッ小ナ ッ。

以上幹正址葉正疑及 ビ機量 ノ 比較 =吹ッ テ示サ ルルト=v 、形態 

間 査 ニ 於 ケル 結 果 ガ量 = 於 ラそ略同ーノ ﾡ向 アノレコ トナ ッ.』チ 形 

態=於テ 可良 ナ リ ト 認メ 得タル試験地ノ確樹 概シチ 量比校=於 

そ亦他=勝レル= ト ヲ知ルナ リ。

D. 総 括

各試験地間ノとどまつ5 年生確樹 -ク形皿= 關 ス ル比校調 在 ノ 結 

果 ヲ 株合スル=側盤 各部ノ間 = ハ 略 相 關 的 關 係アルフ示シ生可良ナ 

ッ ト認ノイルモノ、概シチ総ラノ部 分=於ラ勝レル形 質 ヲ具北備スル= 

トフ示セ ッ期 シ テ 各試験地間ノ 確樹 ノ 比較結果 ・ ッ vL,IV 、ﾡ在部 

分ノ各 ニ於テ 常二 他 二 勝 リ V, I, II之= 相 亜 ざIII、最モ劣レルヲ認メ 

ク y.

数-一括シチ上記ノ各要索= 關 シ 指数は大価 ヲ I トセルトキノ百み 

ホヲ求メみ炎示ス レ交炎ノ如ク ニシ等ノ 關 係ヲー 府 明 瞭 = 認 * 

得 ぺ シ。

第 39 表

が ﾡ ﾡ 1 ロ N V

ﾡ Ji 93.39 96.49 9+.++ 1co.co 9S9s 95.S9

・ 紐 9o.1t S4.so 72.69 96.34 91.oS IoO.cO

最 Ji 蛇 Jと S+II So.3o S0.19 9S3r SS.t4 ICO.cO

全 葉 敗 So.43 Sufo c9.35 S992 Ss.c9 10o,0O

主 山 此 $5.92 91.o 85-40 1oo.0o 93.22 Ss6a

納 ・ 次劇山金 6S9+ 6S.S7 54.25 S7.64 S5.S7 Ico.00

締2次制山金 42.03 32.22 2O.II 37.4S 43.79 1o0.00

第1次間山 74.76 74・5+ 69.82 1co.00 91.5t ot.66

第2次側 供ﾡ 4o.S8 ・.37.41 2359 39.57 46.62 IOO.0O

仲 :朮 知 75.62 7t.75 6o.9+ S3.1o 71.47 Ioo.co

葉 紀 衆 63.S; 62.35 5o.co So.99 6S.27 IOo.0O

根 T i 6334 56.9t 44.05 66.24 56.59 1c0,00

第四部拘 要

本間査=依9 テ 得グ ルﾡ果〜次ノバ項= 要約 セラルベシ.

A. と どまつ確ﾡノイ試清央=開スル間査

1) Im 不方ﾡ3○箇所ノ標準地=於テ得タルと どまっ稚樹存ﾡﾡ 

VI,IV -多ク シテII,I之=亜"V,I少ナク ・m不方ﾡ常VI ノ 87.63本= 

對 シ III 僅力 = 5.23 本=ﾡ" ズ。

2) 年齢別=見ル=高次ノ 4能～ ディ績 スルLIIニシァ VL,IV二於 

テ 催 少,V, III = 於 みﾡ無ナ 九此等ノ 關係 ノ、to4年 生 以上 = 於 テ 明 ラカ= 

認メ ラルル ト コ ・ = シテー般=飛樹、殺ﾡ後○年以内=生死ヲ略決 

定セ ラルルヲﾡフ =足ル。

3) 永績間査証 =於ケと ど4つ確掛 ノ消失IIl, V 他 讃験地 = 

比 シ 大ニ シナ 彼券 直後 =於>殆ン ド清央 シ 行ク ヲ 認 ム.

とどまっ5 年生確ﾡノ形質=期スル間在

・) 各試験地=於う最モ多クみ布スルとどまつ5 年生稚樹 各試験地 

5o本宛 ニ 關 ス ル外部形態 ノ 比ﾡ間 在ノ粘果 地上ﾡ盤 ニポ VI,IV 良
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好ナ殺達ヲ示シ V,I,II之=相亜II〜、量モ劣レ リ.

2) 地下樹般 ニ於テ で亦略同一ﾡ向 フ 示 シ上記順位 ニ於テ ﾡ系ﾡ進 

ノ優劣ヲ認メタ九

3) 絶到統燥量又大體形態調査 ノ ﾡ果 ・ﾡ件ヒ テ 各讃験地間 ノ 

特徴 ヲ示セリ.

4) 此等=依リラ 得 ク ル粘果= 從 へ 幼ﾡ ナ ル天然生確樹 〜、仙ﾡ ノ 

各部間 = 略相 関的開係ヲ保ッモノ=シテ 例 へ 地上樹ﾡ ノ殺述 貴好 ナ 

ルモ ノ 、地下樹盤モ殺述可良ナルヲﾡ> =足ル。

第四章 土壌ノ形態的調査

各試験地 内代炎的ノ位証於テ 稚村 ノ オﾡ消失 ノ紙過二 母 モ著シク 

特異性 ヲ示ス 箇所 ヲ選 ビテ rm ノ 従統 ヲ垂直=堀路シ着色程=* 

ﾡ階 ヲ 區 分 シ形態的特徴 ヲ 以下 ノ 要価順F =雀e 比ﾡ セ ッ.(ﾡ版XX 参 

照)

然林 =ポケルとど まつ税樹ノ 消 ト 森林土じ ・ノ保=労スル研究 5I

C. 土 性

本兆ﾡﾡﾡノ場才=ﾡ* 細土粒 子 徑 2 mm 以 下) 中 ノ 粘 土(粒 子 征 0.01 mm 

以下)ノ 合量 = Wッみ加ス。

砂 土 ﾡ土合行量 .......... 12.5 % 以下

砂境土 ﾡ土合行量.........  12.5%-25.0%

壊 土 .ﾡ土合量.........  25.0%-375%

拡墳土 粘土合行量.........  37.5%-50.0%

姐 土 粘土含有毋.........  soo%以上

次 = 布機 質ノ合有量次ノ 用 話 = 依 ッ 表示ス。

合 ム 金土中ノ機質合量…… 2%-5%

高 ・ 金土中ノ機質合量 …… 5%-0%

Nル高ム 金土ヤノ機質合量…… to%-20%

腐植土 金中ノ 行機質合行量 …… 20%以上

D. 構 悲

空数量 ノ大小=依りﾡ密 =分チ結合状態=ﾡりﾡ卜軟及ビﾡ ト ニみ 

チ ッ。

第一節 調査方法

A・ 調 査月 日共他

第40表

状 验 地 I I
■ 1 " 1 V W

nefflEfl 13 (1930) 5JIGH 6JsH 5J21H 5J23日 5J2SH sJ3oH

調ﾡロ ノ使 墨 時

調口前Iﾡ可 1 
ノキ水iに (mmm) ' 76 232 1s.9 16.6 5.8

J3. 厚

E・ 濕 度

土壌 ヲ 掘メ ルトキノ感ﾡ=依ッベノ如ク M別 ス.

水ノ 滴下スルモ ノ...........................濕

混 ソ ヲﾡズルモ水ノ滴下セザルモ ノ.........潤

ﾡ ヲ感 ズル コ ト少ナキモノ .............  乾

ﾡノ厚す Cm ヲ .位 ト ス計 位 ハ常 =水ナ ラ ザ ルヲ以テ 測 定 中 数 二

テ示セリ。

第二節 調 査 ﾡ 果

A. 府防ノ細就

a. 試験地I テ

第 ・ 府

... 落 業 府(0.0-o.5cm)

1) n8合:キJノ分ﾡ及じ命名1=:イの及ビ作関=WスルW6報件. 京.1926. 5.
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ﾡ色ヲ星スとど*つあかいなやあづaなしはがらみ及ビもすきざ 

さ等ノ ﾡ葉枯枝及 ビ少量ノ と どま ○種子 ・ ッ 成ル構ﾡ極メ ア 粗 ニシテ 

継ナ ッ.

8.A横用0.5-2.5cm)

ﾡﾡ色ヲ星シみﾡ 力性ヲ ス構 ﾡ加= シ子最ナ ッ。

第 2用 通土 用(2.5-250cm)

ﾡ色ヲ星シ布機質ヲ合 ム構ﾡ"上ﾡ加 ニシ ア ﾡ ナ ル e下府 公 密 = シ 

み利ﾡナ y.

第3用 拉土 用(25.0-35.ocm)

黄白色 ヲ呈 シ殆ン ド行機質ヲ合マ ズ構 地術=シチ 利ﾡ ナ ッ第2 R卜 

ノ み城和明ﾡ ヲﾡク。

第 4 ﾡ i土用(35.oc"以.下)

灰白色 ヲ呈シ上脣 ニ 比 シ 構道一府密二 ンテ 堅ナ ッ.

b. 試験地II

第 ・ 用

. 落 葉 F(o.o-0.5 cm)

褐色 ヲ呈ス。めい げっかへて,そ ばのとねり乙2ぞゆづり は,こ ぶ の 3 

はがうらみつるあちさる及ビと ど*つ等ノ格葉枯枝及 ビ少量ノ と どまつ 

種子ョッ成り構ﾡI ・同様加=シ子ﾡナ.

8. 腐 横用(O.5-2.5cm)

邪柳色ヲ塁ス構ﾡﾡ=シラﾡI ・如似 ス。

第2用 埼壊土 用'2.5-270 cm)

淡褐色 ヲ 呈 シ行機ﾡ ヲ 合 構癌 〜上ル極メ ラ加=シテ 稍軟, 中府川 密 

ニシテ稲 ﾡ下用 稍 ﾡ ニシチﾡナ ッ。

第3届 拡 土 用(27.0-45.。 cm)

赤褐色 ヲ呈シ 殆ン ド有機ﾡヲ合マ ズ構 ﾡ 稍 密ニ シテ 堅ナ y第2府卜 

ノ分境ハ 明瞭 ヲ映ク。

第4ﾡ ﾡ 土H(45.。 cm 以下)

赤相色稀日除フガブ)ラ ユシ火山がヲ谷ム構選宿ニ シテ監ナ ・

c. 試騎地II

第 ・ H

.. 落 葉 Ro.0-0.5cm)

褐色 ヲ呈ス.と どは つかつ ら,う だいかん ぱ, やま はんの s,し らねわらび 

及ビ えぞ めんま等ノ ﾡ葉ﾡ枝及 ビとどはつ 種子 ・り成り構ﾡI ヨリ 稍 

締=シチ 軟 ナリ. .

8.ﾡ植用0.5-r.ocm)

収ﾡ色 ヲ 星 ス構地ﾡク利席 ニシテ 秋ナム

第2財 域 ﾡ土 屛 "0一45 o cm)

柳色ヲユシAルィ機= ミ 火灰ノ合量多 シ構池加= シラ岐 

ナ ッ.

第3 用 拡 土 府(45Q-65Q cm)

赤ﾡ色 ヲ星シ殆ン ド有機質 ヲ合* ズ構造ﾡ =シテ ﾡﾡナ ッ第 2 ﾡ ト 

ノ 分城極メ テ 明映ナり。

第4用 i土R65ocm以下)

赤 納 色(前 資味ヲ希プ)ヲ量シ構ﾡ密=シラ墜ナッ.

a. 試験地IV

第 ・ 財

落 葉 R(0.0-0.5cm)

柳色ヲ量ス。とど1つ,うだいかんてのとねり こびらさ3つ な 

及ビつるあぢさる等ノ 落葉, 枯枝 ・ り成J少量ノ とどはっ種子ヲ ズ橋 

ﾡ極メテ粒ニシラ感ナッ。

■ 腐 植 Jfjfo.5—2.0 cm)

県柳色ヲ 星シﾡ獅力性ヲ行ス構道加= シチﾡナ ッ.

第2用 拡上店(2.0-29.0cm)

ﾡ色(稀ﾡ味 ヲ 帯 ブ)ラ 呈 メ機質 = 高 ミ 構遣、上ﾡ稀ﾡ ニシ較ナル 

モ下層宛ニシテ堅ナ ツ。
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第3ﾡ 加土店(29.0-44.OCm)

黄色 (稍赤味 ヲ 希 ブヲ ユシ殆 ド根質 ヲ合～ スン構紀 締-シﾡナ ッ. 

第 2 用 ト ノ 分境稍明瞭 ヲ 映ク.

第 4 府 埼土用4+ocm以下)

灰季色ヲユシ構ﾡ極ノみ密=シラ緊ナ ッ.

e. 試驗地 V

第 ・ 用

.. 落 葉 用(o.0-I.。 cm)

ﾡ色ヲ星 ス.と ど ま つか つ ら,な や かへてや ち な も, は が ら み, や は ぶ 

だう,つるあぢさる,つたなう る し及ビえぞめんは等ノﾡ葉枯枝及 ビとどま 

つ種子ョ ッ成り構ﾡIII=ﾡ 似 シ和術= シラ戦ナ ッ。

A.堀航H(1.0-25cm)

興柳 色ヲ塁シみﾡ シ.III = 似 み構地前密= シラ散ナ y.

第 2府 通ﾡ 土 用(2.5-300 cm)

黒柳色ヲ星シ 顔ル機質 ニ 高 ム.火山 灰 ヲ 合 ン構ﾡﾡ= y ラ 稍 軟 ナ 

y.

第 3 ﾡ i土用(30.0-42.0cm)

資ﾡ色ヲ星シ ラ有機ﾡヲ合マ ス.,構造 密二 シチ 堅ナ ッ.第2用 ト ノ分ﾡ 

極ノみ明歌ナッ. .

第4用 ﾡ土 用(42.。 cm 以下)

灰白色 ヲ呈シ 火山 灰 ヲ合ム.構造 密二 シテ 堅ナ ッ.

「 試験地VI

第 ・ 用

.. 落 葉 用(0.0-0.2 cm)

ﾡ色 ヲ星ス.と ど を つ,2 ぞゆづり は,つな 5 る し,つ るあぢさゐ及ビさる 

を がせ等 ノ ﾡ葉枯枝及 ビ少ノとど女 っ種子 ・リ成ツ 構地極メ ラ 加 = 

シチ懸ナリ。

8. 腐 植 層(0.2-2.0 cm)

然三ポケンと ど ま世ク消兵上み林土りトノ関係三到スン研究 55

収柳色ヲ星スぷ力性ヲイシ構地細= シ みﾡナ ッ.

第 2 川 加土F(2.0-25.ocm)

ﾡ 色(前 黑 味 ヲ帯 ブ)ヲ呈シ 有機 質 二 富 ・構 地上 局 加 =シテ 利ﾡ下ﾡ 

、麻=シテ 稍軟 ナ ッ.

第 3 用 加土F(25.0-35.。 cm)

黄 褐色 ヲ呈シ ィ 機ﾡヲ合 マ ズ納 土分多ク構地席=シナ ﾡ ナッ第2 ﾡ

ト ノ 分境 精明 瞭 ヲ映ク.

第4 用 i土用35ocm以下)

日普 色(上 肝)、サ「黄味 ヲ希プヲ星シ極メラ 粘土み多ク構地密 ニシチ戦

ナ ッ.

p. ﾡ崎 ノ及及 ビ機 ノ 分布

a. 試験地 I

業用〜、利ﾡ= シ みﾡ植府、洞ナ ッ第 2 財稲統= シ テ 下ﾡ=至ル

= 及 ピ滋度増加 シ第4 R最大 ニシテ 潤ナ九

ﾡノ み布"主ト シラ 腐植麻 ・第2府トノみ城=多ク之ョ ッ 下財 = 少

ナ シ第 4用=至 ラテをグ在セズ。

b. 讃ﾡ地II

格葉用〜刑然= シ みﾡ横ﾡ利洞ナ ッ第 2 府及ビ第 3 ﾡ共 =利靴備 

4ル〜潤ナ リー般=本び験地I ・ リモ 乾燥 ノ 狀態 ヲ呈入

根 ノ 分布 主ト シラ第2府ノ 上ﾡ及 ビﾡ植府 =多ク第2ﾡノ下ﾡヨ 

ッ登-誠少シ第4ﾡ="全ク在セ ズ.

c. 試 驗 地 HI

#葉府及 ビ層植府 ハ 共 = 冊洞第 2 府 ハ 潤. 第 3 ﾡ及 ビ第 4 府,、濕ナ 九 

本試験地一般=ﾡ度大ナ り.

机〜第 2 ﾡ=略一様=分布ス第 3 脣以下 ニノ、殆ン ド認メﾡシ。

d. 讃験地IV

#葉ル、乾 ニシチ ﾡ権府稀洞 ナ ッ第 2 、ﾡ戦 ニシテ第3ﾡ

ナ 。第4 ハﾡ又へ消 ナ ツ。
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根I ト 同様 = ﾡ粒府及 ビ第 2 府 ノ 上唇 =多ク節2 府 ノ 下H ・ ッ 減 

少シ第3財ノ 下ﾡ = 〜 存 在 セ ズ。

e. 試験地V

※葉ﾡ〜統 = シ チﾡ植府、利洞 ナ ッ第52 ﾡ耐ﾡ ニシテ 之 ヨ ッ下届 

=源度ヲ 加シ第4ﾡ ハ 洞ナ ッ。

根、第2用= 略一樣 = み布ス第 3 層 ニ テノ、著シク 減ジ第 4 用 = ハ 4 

在セズ.

f. 試験地VI

ﾡ葉府及 ビﾡ植府共=洞 =シラ第2 ﾡ稀ﾡナ ッ.第 3府コッ 温度 ヲ 

シ第4 用 ノ、河 ナ ッ.

ﾡ主トシテ ﾡ植府 ・第2用ト ノ分城=多ク之ロ ッ下ﾡ=少ナク第 

4府=至ッ ラ殆ン ドイF 在 セ ズ。

各び験地 ヲ通ﾡスル=遊興アル主トシチ第2ﾡ以上ナ ッ.該状況 

一括再揚ス レ次炎ノ 如 シ。

第 4t 表

金 地 IIMW I V

ﾡ 造
Aﾡノル況 
動 納ノ映扱

細発。空点及 ビ水 ノ通火真。
ﾡカス。
蚓蚯多ク横患ス.

ﾡ。空然及 ビポノ 流通不真。
Mン。
蚯蚓横忠七 *。

Hノ色 
勝ノ分境'

褐色.
第3形トノ 境呼ﾡワ メ,湖次第 
3符へ理化％.

m利色.
第3ト ノ分境忸メア明峡ナ り.

第 2 时• 構 述
土 件
幼物ノ映祝

上席八迎一シテ衲昧 下層e密】シ 
テ!。
I【ゥ除キテへ多少布機賃+含メル地 
土
A6ﾡI他ノキユ.多シ。

金形ン r均一=ﾡ=シみﾡ。
1=ム 地り士 ニ シ テ山Iルミ 

-ム。
Mﾡ仙比ぬﾡ ノ H.、材メ 少ナ 
シ・

天然林=於ク ルとど ま つ祖協 ノ 消 卜 森林上堤 トノ問保=討ス ン研じ 57

第五章 土壊ノ 理学性 = 關 ス ル考祭

各試験地間 =於ケルと どま つ天然生稚樹 ノ 消長 =現レタ ル特具性 ノ 

原四 ラ 土ﾡﾡ學性ノ 止ﾡ =ﾡ*考祭セントス。

第一節 優往 =於ヶ ル林木 ノ 土堺型學性 =ﾡスル

災求度 ニ 關スル研究概要

止ガノ理 學 的 性 ﾡ 林木ノ養 m 上 化 學 的 或、生 物 的 性 質 二比シ 

決 シテ 軽視 スベ カ ラザノレ要素 ニシテ 土堺中 ノ 水, 空氣及 ビ温度 ノ 本衛濃 

態フ適常ナ ラ シ ムル ・否 ト 〜蓋シ林木ノ殺生生育及ビ攻穫ノ上=重大 

ナル効果ヲ招ク ベ*推 知 スル=難カ ラ ズ。

・ s 世 ﾡ 上 期=於 Tull 氏 0730レ、土 麋ノ理 學性ノ 正要 性 二着 眼 シ 次 

デ Sciicbicr (1782), clc Saussurc (1814), Licbig(IS47), Boussingault (1851 - 1S56) 氏等 

ニロ ソ研究セラレ特二 Schuibler 氏 (1838) ニ ヨ ツ科学ト シテノ礎ノﾡ立 

ヲ見タルナ y。Trommer 氏 (1857)、門 學 性 ガ多ク ノ場合 化 ﾡ性引 リ T 要 ナ 
8、

リ トシメ同ジ 味 ヲ Schumacher 氏 (I 864) ニ ヨ ツ テモ殺炎七 ラレタ ソ。

共 後 Mayer(IS74), Haberlandt (1S77),Wollny(1885) 氏等二日 ツ テ金研究モう
・*マw-T-キャキ-キキ-帝季マャマ---マ----------マ--

I ) 'Tull, J. : 'The horse hocing industrie. londlon. 1730.

2) Scncbicr, J. : Memoircs nhysico.chimiqucs. Cicneve. 17S2.

3) de Sausxure, Tl. : Recherches chimniques sur la vegetation. Paris. ISt4.

4 ) licbig, J. v. : Chemie in ihrer Anwendung nuf landwirtsclnftund Physioloxic. 4. Aufl.1お+ブ・
5) loussingnult, J. B. ： Die Landwirtschaftinilren Bezichungen zur Chcmic, Physik undl Nleteorologie・ 

Deutsch von Griger. IIalle. IS51-1S56.

6) Schiibler, G. : Grundsaitze derAgrikkulturchemie inniherer Bezichung zu land-undforstwirtschaulichen 

Gcwerbcn.l.cinzig.IS38.

7) "Trommer, C. : Die lodenkunde. lerlin. 1857.

8) Schumachcr, W.: Die Physik des lodens.Berlin. 1864.

9) Mayer, A. : Ueberdns Verlnlten erdartiger Gemische gegen das Wasser. Iandwirtsch. Jahrbicher. 3. 

Hd. 1874. S.753.

10) IIaherlandt, F. : Wissenschaftlicl-praktische Untersuchungcn aufdem Gcbiete des Pflanzcnbaues. Nlitt. 

Iandw.I.nborat. K. K. IIochsch. f. lodenkultur Wien. 2.Bd.1S77.

11) Wollny, E. : Untersuclungen iilerdicWasserkapazitit der lodenarten.Forschgn. Gcb.Agrikult.-Physik.

S. Bd.I8Ss. S. 177.
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レ次デ Kraus (9) Lundegirdi (1925)両氏ノ如キそ生態 的横 物 地 理 學 ノ 研 

究上型學性ヲ極メテ要ナッ トシ殊= Kraus及 ビKiessling氏(1919) ニョレ 

バ農地土壌ニ於テ旣往長年月間化學性ノ 過大祝セ ラ レグル精果〜金肥 

使用ノ極端ナ ル 流 行トナ 却 ッ ラ 集約 農業ノ 賞 際 的置 価 ヲ 低下 スルノ 

誘因 ト ナ リ シ 嫌 ナキ 能ノ、ズト 稱セ り.雨氏又 普通 = 石 灰 植 物卜稲セラ 

ルルモ ノ寧ロ石灰ニ ヨ ッ墳型ﾡ 性ノ良好ナ ラシメ ラルルグメ共地 

ヲ選探スルモノナッ ・ﾡセり最近 Dengler 眞 (95o)〜、Kicrer 林 ノ 比ﾡ 試験 

ニ於テ 土壌 中 養料 成分 ノ間 二大ナル※』ナ*= 拘 ラ ズ北4生 長 狀態 二 著 

シキ迷等ノ存在ヲ認メ 共 原 因 ヲ I： ﾡノ型 4 性 = 山 來 ス ル 水 分 供 給 ノ順 

否=求メク ッ。

要メル= 9世紀下ギ期以迷額 = 理學性方而 ノ 研究道 ・=及 ビ地位 ヲ 

判 ズル 指 針tトシテ化 學 性 =見クルﾡ 料 成分 ノ 多寡 ヲ 陥 ー ノ 四 子トナス 

ガ 如 キ 見 解〜潮次袋化メル=至り農地ﾡ-ア ッ チe 4 -構式 組 総 

卜 容水量及 ビ容氣ト ノ ﾡ係 =就* Blolf"('9a6,r927,r929), Nitzsch (1925» 

1926,1937), Pieper (1929) 氏等=伏り近ﾡ研究殺表セ ラ レタルモ ノ ゲ り森 林 

土堺=於チ 特 = 理 學 性ノ研究=手ヲメ シRamann 氏 (1s8s,r9ir) = シ

I ) Kraus, G. : loden undKlima auf kclcinstem Raum.Jcna.1olt.

2) Lundegardh,II.:Klima und lodlen in ihrer Wirkunu auf das I,ilatizcnlcbcn. Jena. 1925•

3) Iraus, C. & Kicssling, ド.: DerAnbau des Getreidesmitneuenltilfsmitteln.L.andw.lIefte Nr. 22. 
2. Aufi.Hicrlin.I9I9.

4) Icngler,A・:Waldlnti auf okologischer Grundlage.lerlin.19so. S.I7+.

5) Blohm,G.:Einflussder Dodenlenrlcitungaufdie wasserfuhrungdcslodens. Kiihn-Arch. 12. 

1926. S. 324.

6) llohm,G.: IerEinfiussder Bodenstrukcturaufdic physilcalischcn Eigensclaften des lodens. Ian- 

dwirtsch.Jahrliicher. 66. ld.1927. S.I47.

7) Blohm, G.: Studicn flherdie Einwirkung von lcarbeitung und Pnanzenwachstum auf Wasscrfiilrung 

und Durelluftung desnatiirliclien lodicns.Wiss.Arcl.Iandw.1.I.19z9. S. 642.
S) Nitzsch, \V. : Zustandund Veranderung dcr Strukturdes Ackkerhodens.Wiss. Veroff. Siemens-Konzcrn. 

4. IM. 2. Ht. 1925. S.75.

9) Nitzscl,W.:Fortschritte aufdlem Gcbictc derlandwirtschnftlicienlodcnbearbcitung. Dtsch.I.andw. 

Pressc. Nr. 53, 9. Jit. 1926. S. 107.

te) Ntscl,W. :Die lczichungenzwisclenIcarbcitung, Stiuklur un(l Ertrag des Ackerlxodcns. Wiss. 

Veroff. Sicmens-Konzern. 6. Bd. t. lit. 1927. S. 1.

"J PePen G.: DerPinflussdlerIockerung auf dicWasscrfithrungundlurchluifuungversclicdcncrIoden. 
Wis. Aich. Landw. 1. JM. 1929. S. 16L.

I2) ドaman", E: Untcrsuclaungen ubsrWalab,pden. rorschgn. Gcu. Agrileult.-Physik.. u.. nd. 18S8. S. 29り. 
13) Kamlant, E.: lodenkunde. 3. Aull. Berlin. 1911.

然二がケンとどま つ千樹 ノ 消こ ト 森林ﾡ トノ 区係 二封 スル 硏究 5O

か 9) o 5)
テ 共 後 Hoppe(IS9S), Hcnry(I9oS),Albert(I9i2),\Viegner(I9IS), Engler,(I9I9),Bur- 

gef'(922), Nemec 及 ビ Kvapil (1925) 氏等=伏ッ研究進メ ラ レタ ッ。

以上 パ 研究 = 依 リ 森林土城ノ 理學性 ・地位 ト ノ 関係=就 *究明セう 

レシ要 黙 =問シー 括 考祭スル= Ramamn 氏 ハ 土ﾡ 理学性中空ﾡ 量 ヲ以テ 

地 位 ノ 列定 因 チトナシ Hopve 氏 = 依 ・ バ 容 水量ノ大小ヲ以テ列定因子 

タラシムベシトナシ又 Albert 氏 (1913)〜、器 械 的 分析 ノ方 面ョ り研究シテ 

土 ﾡ ノ 粒子徑 級 ノ 配合量 ノ比 ヲ以テ 判定 因子 クラ シム ベシ トナ セ ッ.』 

チ氏Atterberg 氏 (I9II) ノ ﾡ 別 法 二基キ ﾡ砂 (Grobsand,札子径2.0mm-O.2 

mm) 卜 細 砂 (Feinsand, 粒 子 徹 0.2 mm-0.0 2 in m) b ノ配分 比 =於細砂ノ多キ 

ヲ以テ地位ノ優レルモノ トナセッ但シ氏ノ研究ハ Eberswald ノ飛砂地= 

關 ス ル 納果ナレ i 質 或 、納ﾡノ土城ノ場合ﾡ用上考厳ノ 餘地 ア ル 

ベ シ。
1o

又 Kopecky 氏 (19•4)二 依 レ容気量ヲ以地 位 ノ 判 定上モ重要ナ 

岡子トナシ Burger 氏 (1922)〜 容 水 派 及ビ空察 品： ノ大小= 順 ジ テ地 位 ノ 判 

定フナス 常 ヲ 得ザル ノミナラ ズ寧 ・ 容水量 ノ大ナ ル場合 =却ッテ地 

位 ヲ 低下スル モ ノ ト シKopecky氏 ノ恋見ヲ支持 シ容氣 ヲ以テ 列定因子

Barth 氏 (1928) Eiche 横 栽地ノ試験二於テ 地 位ノ決定 上 化 性 二 則 ル

1) Ifoppe, E.: Ucler Vertnderungendes waldlodensdurchAbholzung. Zentralbl.f.d. ges. Forstw. 24- 

Jg.1S9S. S.sr.

2) lienry, E. : I.cs sols forestiers. Paris.I9oS.

3) Albert,R.:Bodenuntersuichungen iin Gclicte der I.iincburger IIcide. Zcitschr. f. Torst-u. Jogdw・44 

Jg,I912. S. 2,136,353, 655.
4) Wiegner,G. :loden undlodcnbildungin kolloidchemischerIctrachtung.Iresdcn und Ieipzig.I9IS.

5) Engler, A. : Untersuchungen iiberden Einnluss des Wnlaes aufden Stand der Gewisser. Nittcilg. d. 

sciweiz. Zentralanstalt f. <1. forstl. Versuchswcscn. 12. Bd. 19t9.

6) lfuirger,II.:Physikalischc ligcnsclinftendlerWald.undIrcilandboden. Nlitteilg.d. schweiz. Zcntralans- 

talt f. d forstl. Versuichswcscn. I3. l. 1. Ift. 1922.

7) Nemec, A. & Kvapil, K.: Studieniller einige physikalische Tigenschaftender Waldbodlenuind ihic 

Bcrieliungen zur Iodlemnziditat. Zcilschr. f. Torst-u.Jagdlw.57.Jg.1925. S. 54o.

8) Allcrt,ド.:ljodcnuntlersuchungenim Gcbicteder I.iincburgcr lIcide. Zeitschr.f.Forsk-u.Jagdlw. 45.Jg・ 
I913- S. 22I.

9) Aterherg,A・ : Ucler die physiksalische Todcnuntersuchung. Internat.Mlitt.lodenkdlc.I.Bd.I9II. S. 7.

Io) Kopecly, J. :Dieplysikalischen Eigenschaften des lodens.Internat. Mitt.Jodenkdc.4.ld.191+- S.I3S.

II) lurger,II.:1922.(6)

12) Tarth, IL.: l:ichenstandort und Todencigenschaftcn. Forstw. Zentralbl.so.Jg,1928. S. 793.
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マッモ寧v 理ﾡ性 = 則ル ノ 要性 ヲ認 メクモ 容水ﾡノ大ナルヲ以テ 

地位ノ優レッ トナッザルト トモニ必ズシモ亦容氣量ノ大ナルノ ミ ヲ以 

ラモ優レッ ・列定シ雑キヲ設ケリ。

斯 ノ如ク 森林 土壌 二 登スル地位 ト 理 學性 ト ノ 關係 =就キテ〜 種 々 研 

究セ ラ レ又各意見=於テ興ナル ト = ロ ア レ ドで概シ ヲ理ﾡ性ノ重要ナ

ヲ認メ シ煦 ニ 於 テー致セ り.総レ ドそ本償験ノ 目的 トスル天然生幼齢 

稚樹 ノ 存績消失 ノ艇迫 ト ﾡﾡ性ト ノ馴係=到シテ未グ殺表七 ラ レク 

ルモノ フ聞カ ズ本 奈森林地位ノ等級タルャー般=共處=存 立 ス ル 林 木 

ノ生長量ヲ登象 ト シテ決セ ラルモ ノ ナルガ生長量ノ大小必 ズ シ

確樹ノ 存 績 消失 ノ 經過 ・-致 セザル 場合 ア 2期 二本試驗 ニ 於 ノノ、 

要黙 ヲ 幼齢稚樹ノ なF編清失 ノ 經過 ノ上=ﾡ*之卜土堺 ノ 理學性ノ 4微 

トヲ對照考察セントスノレモノナリ.

第二ﾡ ﾡﾡ性ノ測定方法

從來 土 壌 ノ理4性= 關 ス ル償験、概 シ テ 人工的作為 = 成 ル城 = 就 

・主トシテ 賞験室 内 ノ 研究 = 依ル 関係上 自然狀態 ノ儘二 在 ル所間 自 然 

土壇 (natirlichgclagerte loden) ノ實狀 = 副～ザルﾡナキヲ発レ ズ. 映略= 

着眼セル Schumacher 氏=シテ氏鋼ﾡ 製 I ﾡヲ土堺中= 映 入シ自然 

細織ノ位=ポケル土堺ノ探政ヲ考業セ ッa4 ヲ 加 フルヲ原 則 ト ス ル農 

地 堺 =比シ著シク特催ヲイメル森林 土ﾡ ノ 場合一ﾡ要性ノアルモ 

ノ=シラ Heinrich 氏 (1882) ノ 如 、農地 止にﾡノ場合=モ叫ﾡ ヲ月ヒ 自然 

細総 ノ岐=於ラ 探取 ヲ試ミタッ。

森林土ﾡ ノ 理ﾡ性研究 = 於 ラ回簡法ヲ試: シ、Ramann 氏ニシ氏 

徑 rocm, 商s ッ iocm ノW 筒ヲ用ヒテ 探取シ 生 軍* ヲ 利量 シ クル後 → 山 

ﾡ中催 力 = 20gr-3ogr ノ試量 =就* 全靴量5眞比 ヲJ定シ合 

水 呆 ヲ知ッ之ョ ッmﾡノ金 土 堺 ﾡ = ﾡ スル容 積比 正 ヲ算出シ

I) Heinrich,R.: Grundlngenzur Beurteilung <lcr Ackerkrumein Iexiehung auf landwirtschaftlichc Pnlanz- 

enprodulction. \ismar. I882. S. 116, 218.

然林=クルとどまつ樹ノ池卜ﾡ林土摂トノ岡保=野スル研 GI

票一容種比 

眞 比 示

式=キ空吸ヲ決定セルモ本20g-3Ogr ノ 小 試 ヲ悲礎 ト シ換算 

セ ル精果 ナルヲ以テ充分ナ ル精慶 ヲ製:難シ トス ル評 ア ッ.

Kopecky 氏('914)モ径 5o.5 mm 及 ビ So.。 mm, 容 積7occ 及 ビ2oocc ノ 2種ノI 
ﾡヲ刑ヒシ ガ探収後叫ﾡ ヲ 其 •儘適常装 員 ヲ施シラ 水相中 -沈メ 飽和 シ 

タ ル後24時間透通水 ヲ商下流出 セシメ獲和セ ル水分 ヲ 以 み容水量ヲ 

決定 シ 共 他 因子 二 對 ス ル 測 定 ハ Ramann 氏ノ方法 卜同ジク2ogrノ 小 試 並 

=就金靴ﾡ少至奨比Tヲ型定シ之 ヨ ッ 金土規量=ﾡメル容種比重 

若シク空ﾡ量ヲ算定セ y。

Burger 氏ハ Ramann, Kopecky 兩 氏ノ如クﾡ法ニロ ツ シモ 唯 異ナル懸 ハ 

Ramann,Kopecky 雨 氏 ガイ カ 20 gr -3ogr ノ 小 ﾡヲ礎 トスル結果= 對 

シ充分ヲ置キ 難 シ r スル見解ョ リ Engler 氏ノ行ヒ シ如ク iooocc ノ 内 

容 ヲ スルロﾡ ヲ 用 ・ i接金土墳量 = 統*容積比及 ビT積量 ヲ 測定 

シ Nemec 及 ビKvapil 氏 亦 Burger 氏ノ方法ヲ採用セ ッ。

然ル=一方 Kottgen 民 (1926) ノ研究= 依 レ ペ Burger 氏ノ探ッ シガ法ガ必 

メシモ Kopecly氏 ノ方法=比シ 精度 二於チ高シ トﾡ定シ得ザルョ ト ヲ發 

求シメ Trnka 氏 (1914)ノ 如 キ ハ 法ナ ルモ ノノ、決 シナ 報期ノ 如ク自然 

細織 ノ儘 ニ於ヲ 土墳 ヲ探取 シﾡ クﾡヒラ 賞積量 ノ 上二モ 過誤ヲ來 スベ 

・モノ ・ナシ別= Slavik 氏卜協シ自 然状態 ノ盛=於適 大 ノ 土ﾡ 

塊ヲ選 ビ之 ヲ 全乾秤* 後 バラフイ ンヲ以 包被 シ 時殊考案 ノ 排水ﾡm 
ニ ・ ッ 容積比Tノ 訓定 ヲ 主 セ y.

以上ノ如ク探 取 方法ノ可否= ヨ ッ北土ﾡノ 自然 狀態 ニ 於ケル 組織 ノ 

破坂セ ラルル ト否 ト ハ 理 學 性 試 ﾡノ 目的ノ上=大ナル影ヲ及ボス

I) Kopecky,J. : bie physikcalischen Figenschaften des Bodens.Internat. Mlitt.Todenksde.4 ld. 1914. S.I3S.

2) Kottgen, P. : Ziir Nethodlik der physikalischen Standortsuntersuchungen von Waldbbden. Iorstw. Zen- 

tralll. 48.Jg. 1926. S. 677.

3) Trnka,R. : Eine Studieiibercinigcphysiltalischen Eigenschaften des Dodcns.Internat. Ntitt.Bodenkde.

4. 1W. 1914. S. 363.
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モノニ シラ 極 メラ 愼 正 二 考究 スペ キモ ノナ 九從來 ロ ソ各種ノ校 試 ﾡ 

=於ラ何レノ方法で定的=優歩ヲシ得 ズ ・ 方 法以外 = 實驗操作 

ノ上=於ケル 拙 ノ如何二著シク支配セラルルトコ"多キ=鑑ミ ラ本 

試験= ラテ操作上=充みナル刑意ヲ以テロﾡ法= 依 ッ 比 ﾡ 試 職 ノ 目的 

ヲ達セントセ九

mﾡ法ノ ー般=不備 ・ ス照〜(土堺ノ T積量+空氣容種+ 水分容税 

= 回筒容積) ノ ﾡ件=ポ子 ﾡ粒質及 ビ林土 ノ 如 ・ 膨張性物ﾡ ノ多量ヲ合 

有スル場合往々容気量トシテ負鉄ヲ得ルコトナッ。 本現象〜 Sigmondi 

(191 ・),Burger (1922) 雨氏ノ 試験成統 ニ 於 テモ 見ルト コロ ト ス。本試 ノ 目 

的比ﾡヲ主トスルモノニシナ 絶ﾡ価 ヲ得ントスルモノニアラザル 關 

係上此程度 ノ ﾡ差ﾡ月上 ・リ見 発際ス ルゃT大ナル過ﾡク ラズト 

思惟 セ ッ.

本試験= 使用 * ノレ 四簡鋼織製 ニシテ 高サ 5.ocm 及 ビro.ocm,ﾡ面石 

roocm,容石5oocc及 ビ,ooocc ノ 2種ナリ何レモ 下端部 ヲ.r狀 = ﾡ利 = ナ 

シ地中ヘノ折入=便ヲ図レ ッ.

A. 土ﾡノ賞積量

叫 ﾡ内 ノ 全試 料 ヲ 乳4 中 ニラ處理 シ2mm ノ簡ヲ通ジテ 細土 ・ﾡ及ビ 

ﾡ卜=ﾡ分シ更-細土ヲ Kopecky氏ノ改良 ﾡ よ分析法= ヨ ソ テ ﾡ砂(2.00 

mm —— 0.25 mrn), 細 砂(o.25mm - o.05mm), 微 砂(o.o5mm —— o.ot mm) 及 ビ 粘土(o.o! 

mm以.下ノ 4種ﾡ =分ﾡセ」。(括ﾡ内ノ 救字 粒子徑 ヲ示ス)

a. 根ノ 容積

根ノ 締積ヲ 調定スル =先立チ之 眞比 ヲ 知ル必要 ァルe 本試験 ノ 

目的=鑑: Hartig 氏 (1882) ノ 試驗成績 =クモ 比ﾡ ノ 程度 ノ上ニ大ナル

1) Sigmond,A.v.: Erfahrungcnuberdic Vcrlesserung von Alkalibixlen. Internat. Nitt.lodcnlcdc. I. B. 
r9it. S. 4+.

2) Burgcr,II. :Physilcalische Eigenschaften der Wald-und Ireilandloden. Nitteilg. d. schweiz. Zentralanstalt 

f. d. forstl. \ersuchswcsen. I3- I. IIt. 1922.

3) ぬﾡ:北ﾡノ分ﾡ及ビ命名9=代調及ビ作図=閉スル調花報。 東京.1926. It. 5.

4) Ilartig, R・ : Uebetdie Verleilung derorganischen Substanz,dcs Wassers undLuftraumes in den litumen. 

Berlin.I882. S.14.

過説ナキモノ ト シ票比トシテ 1.56 ヲ ー般二採 セ ツ。

b. ﾡノ容 積

群卜稲ス ノレ ハ 乳 中 ニラゴム枠= 伏 ッ容易= 崩 解 シ 得 ザル粒子征2 

mm 以上ノ モノ=シ チ之ガ容" ハ比近: 携ヲ用 ヒ み測定セ 九唯操作中注 

恋 ヲ要 セ シﾡ全部多少タッ トモ 風化 ヲ受ヶ接 傷,空隙 及 ビ排裂等ノ 

年スルク メ北部分=氣池 ノ ﾡﾡ集積ッ み振置スルで全ク 除去シ能→ 

ザルコ トナ り。

從 ヒテ 全部 ヲ逆離セシムルコトノ不可能ナ ル場合容積 、賞際 ・ ッ 

モ大=倣ス結果ヲ招致スルモノ ニシテ 此誤差ハ試驗操作 ノ 巧拙以外

礫 ノ 風化程 ノ強明=原ﾡスルモノ ニシ み本試験 = テ 〜、煮読法 = 吹ツ 

影響ヲ可及的=避ケク y.

c. 細ノ容種

微 細 ナ ル 細土ノ 場合 ハ 甚シク 吸 源田難=シラ之ヲ比止 ﾡ 中ニラ振量 

スルe 水 hニリテ懸 T シ 表 用 ガ或 程度 二 透明 ニナル 迄 、多クノ時間 

ヲ災セザルベカ ラ ズ又 順 植質=メル土ﾡノ場合=〜池ポヲ生ジ ラ殆 

ン ド除去メルコ ト ヲ 得 ザル= ト ア ッ。

土 ﾡ 粒 子 =黙着セ ル 氣 泡 - 到 シ Ramann 氏〜容 積 決定前= 比 m ﾡ 内 ノ 

空 氣ヲ胴 除 シ 興空狀 ニナ スコ ・ ヲ提 誠 セJ。又 Wrociem, Albert,Bogs 氏 等 

ノ 如 キハラレビン 汕 ヲ利月セ ッ然レ ドモ 何 レノ 方法 ニモー 利ー害 ア ツ 

ラ未ダ次定的ノ良法、ﾡ見セラレズ。 ・

Kopeckey 氏 ハ ﾡ 沸 法 ヲ採リ シ ガ 本 方 法、欄 作比較 的 容易ニシヌ且ッ 經 

費ヲ要スル= 卜少ナン。Burger 氏方法 ヲ 採 川 シ roo°C - [20'C =加熱七 

ッ氏 、又冷水 ヲ 使用 シタル場合卜 総沸 t ル場合 ・=於ヶ 用 * ノ 成績 

比 校 ヲナセシ ガ 結 果=岐v バ 前 番=扱ルト* 細 土ニテII.O3 %,ﾡ 二 

アッチ ・o.o。 %ノ中 誤差 ヲ得タ y.

要スル=救 法= ・ル場合 ハ 氣 泡 ヲ驅除 シ 得 ルヲ以ラ冷水 使 用ノ 場 

合=比シ著シク精度ノ高キコ ト→、認メ ラルルナ ッ.総レ ドモ煮 沸 法ノ映 

トシチ往 々 過熱 ノ ﾡ果Jヲ 損傷 スルョ ト ッ.内一旦怒沸 シ テ
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ダ池 ヲ脱透シ測定 シ.タ ル結果 卜 ﾡモ(土堺 ノ Tf種量 + 水分 容税 十空気容 

積 =.皿 筒容 私)ノ 式=ﾡキ 常 = 正 価 ヲ 得ル= トナキ事Tョ ッ見ラ多少ノ 

誤差発レザル ト = ロナ ソ。

Purger 氏 〜 別法トシテ煮ﾡ 法 ト 同 時 = 眞 空 法 ヲヒ テ完 全二 空 気 ヲ 

除去シTf積量ヲポメント努メシそ格段ノ効果ナカリシ= ト ヲ報ゼッ. 

Schlapfer 氏キシロ ールヲ使用メル= r ノ行効ヲ主張セ ッ。

以上各種方法存在 セルモ何レモ 完全ナ ルモノ ト〜、調 シ。

本試験= テ必ズシモﾡ種ノ絶ﾡ価ヲ知ラ ン ト スルモ ノ = ア ラ ズ。 

要 比ﾡ償験 ヲ 日的 ト ス ノレ 關係上操作 簡易 二 旦 ッ所耍經費 ノ大ナ ラッ 

ノレ 煮沸 法 ニ ヨ ノレ コ ト ・セッ。

器械 的 分柝

土堺 ワ 構ル ス ル粒子ノ 大小及 ビ配分映態、土壌 ノ 理學性 ノ上ニ 著 シ 

キ影晋ヲ齎スモノトシテ古クヨリ論議セラルルトコロナ九特二該方而 

=Wスル研究者ト シテ 〜Wollny, Atterberg 商氏ニシ就 中 Atterberg 氏、 

土 ﾡ 粒子 ト 包 水 エセ (Wasserfuihrung) トノ 關 係 = 就 * テ 研究 セ ノレ 大ﾡ= 

Wollny 氏ノ研究 トー致 シテ 即 チ 札 子 徑 2 mm ハ モ 管 水 ノ動及 ビ保 水 能 

カノ量 大 限度ニシテ 粒 子 徑 0.20 mm -○。 mm ノ 範 W量 モ優労ナルモ 細 

管引カヲ示スト ・そ=北運遭動で急逃=シテ益シ最大ノ 容水 = ﾡ常. 

ル範町ナ ッ トセ 九而 シテ 粒子 徑 0.02 mm 以下 二 及べ バ之 ガ挹粒 組織 ノ場 

合ﾡ物細ﾡ ノ 如 キ 〜 土地中 ヲ審行ﾡ設スルョ ト難=シチ石炎砂ノ 

如 キ そ粒子役0.02mm以.下 =降レ 材土 ・同様ノ性質 =ﾡ化 シ 1以下 二 

粒子 彳附 ジテ o.02mm-0.002mm ノ 範 ﾡ=至レ湖クﾡﾡ分散系 トナ ッ テ

解ﾡ及ビ水素4 オン等=ョ ッﾡ集ヲ起ス ト トe=水酸イ オ ン=ﾡッ 

テ若シクベプチザチオ ン (Peptisation) ヲ ナ シテ分散度ノ蛇巡スルヲ認 

メクリ。

獅 ノ 如ク粒子ﾡ ノ 變移 = 件ヒ ラ土堺ノ ﾡ化み性ヲ 變ズル原 因 、所調 

粒 子ノ 炎 面 私(比 面)ノ 如何=ﾡスルモノ トセラ ヒ從 ヒ チ土壌 粒子ノ配分

I) Vgl.Ramann, E.:Bodlenkunde. 3, Aufi.lerlin.rtr. S. 284. 

比 ガ土堤性 二形シ総二 地位 ヲ左右スルモノ ト 想像 セラルルナ 九

Ramamn (91 ・) 粒 子 徑 範 Wノ配 分狀 態 ・土 壊 性 トノ 關 係=就*地 

位 ノ良好ナルタメ ="粒 子 径 0.01 mm 以下ノー定 M： ヲ必要ナツ トシ粒子 

得 o.o5mm 以下ノモノ ノ内 o.o5mm —— o.oimm ノ 範 別 = ﾡ スル細 砂 ガソ5 - 1/3 

ノ 範 W -スル 時 ハ 役○.c02mm以下 ノﾡ状粒子= コル害ヲ四止スルモ ノ 

トナシ又 徑 o.o5mm 以下 ノ 粒子 中 o.oi mm 以下 ノ粒子 ro.oImm - ○.o5mm1 範 

W ノ粒子トノ配 分 比ガ・:2一3ノ 場 合最モ優良ナル型み性ヲ示シ若シ該 

比 ガ 丨 ： 丨 -< ・トナレ バ 細 繊 ﾡ合=過ざう有告ナッ ト 稱セ九

Mlitscherlich 氏 (1920) ノ如*モ 農 作物 ノ 穫=就*粒子微細=シテ水 

分-到ス ル吸着性 ノ大ナ ル土ﾡ 然 ラ ザル土ガ =比シチ攻種ノ大ナ 

ル= ト ヲ報ビy。

森林土ﾡ=隅シ粒子ﾡノ配み開係ヲ研究セルハ Albert 氏 (1924,1925) ナ 

ル 氏 地位 ヲ 列 定スル= 器械的み析 ヲ必要ナッ トシ粒子径 0.20 

mm 以上及 ビ以下 ノ 土城粒子配分比 ヲ以ラ 4 =砂土 バ場合 決定スル 

ヲ 適 トナシ粒 子 徑 o.20 mm-0.02 mnm 範 W =ﾡスル細成分 ヲ以テ地位 

定ノ標準因子ナッ ト 稱 セリ。

之ョJ従 Kostytschefr 氏ノ如*モ森林 ・ 草原ト ノ群型 (Formation) ノ、同 一 

氣候冊岡内 =於テ交々出現スルモノ トナシ北原因ヲ 土ﾡ粒子 ノ 配分 二 

基 ク 土 ﾡ 理 ﾡ性ノ差興=ﾡシタ Duikutchaefr 氏土墳粒子ヲ径o.oImm 

以 下卜 o.ot mm 以上卜 =ﾡみシ雨者ノ配分ﾡ態=於>例へ 径0.0!mm 以 

下ノモノノ 配分率大 ナ ル 土墳 ノ 場合、欄 シ テ 原 ヲ出現スルモノ トナ

I) Ramann, E.: Bodenkunde. 3-Aul,ljerlin. I9lI. S. 294.
2) Nlitsclicrlich, E. A・:Podenkurdle (iirIand.und Forstwirtc. 3. Aufl.lerlin.I9zO. S.IO7-

3) Albert,l. : Die ausschlaggchende Iiedeulung des Wasserhaushaltes fuir die Ertragsleistungen unserer 

diluvialen Sande, emnitteltdurchIodcnuntersuchungen in dcm Watdgebietder Standlesherrschaft Lic- 

lerosc, N.-L. Zcitschr.f. Iorst-u.Jagdw. 5G. Jg. 1924. S. 193.

4) Albert, R. : Derwaldbauliche WertderDiinensande, sowicder Sandboden im allgemcinen. Zeitschr.f. 

Iorst-u. Jagdw. 57.Jg・1925. S.I29.

5) Vgl. wollny, E.: Dic Zerselzung derorganischen Stoffeunddie IIumuslbildungen. IIeidelberg. 1S97. 

S.19S.
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セ リ。他 Krassnoff, Richthofen,WVhitney 氏 等 モ Dukutchaeff 氏ノ説ヲ支持セ ツ。

以上 ノ如ク 土境 ノ 粒子征 ト 地位 ト ノ 關係 二就キ説ヲナスモノ多キモ 

W = 秋子徑 ノ配分比ノ ミニ テノ、充分 ナラズ ジテ 共實 地ノ 配列狀態 即 チ 

構造 組織 二 對照 シア 考察スベ キモ ノ ナ ッ.』チ 粒子 ノ 配列空数 ノ 価的 

状態=及ボスﾡ接ナ開係=ﾡキ延テ 容水量 卜容氣量 卜 = 影ﾡ シ 之 ガ 

植生ノ生型作用=及ボス結果=ﾡ到セザルベカ ラ ズmi シ ア 常 =粒子間 

ノ配分比二り空数 朶 ガ 容 水 量 ト 容気 景 ノ上二 i 行 シテ 關係 ヲ 有 ス ル 

モノニアラズシア 土堺 ノ 自 然細繊 ノ 迷巣 = 起因 スノレモ ノナ ラザル ベ カ 

ラ ズ.

Albert 氏 ノ試験成都〜砂土=ポラ = ッ適 用 シ得べ*e性ヲ 帶 ル 

祐質土拠 ノ 場合粉末状 ニセクレシそノノ器機的分析ノ軸果、決シァ 

兵ヲ得タルモノ ニアラズシテ lurger 氏ノ試験成統ョ ッ見ルモ博カルル 

トコロナリ。

Kottgen 及 ビKlitsch 氏 (I927)/ 如キ モ 性 土ﾡノ場合器械 的 分析= 於 

ラ 粉末状 ニナセルモノノ 粒子徑 ヲ以ラシテ到ﾡ正確ナル 列所 ヲナシ 

難キ= トヲ設ヶ り.即 チ 自 然状態位 ノ細織 ノ 研究 ニョ リテ初メラ指標 

タルベキナソ ト セリ,

Albert 氏=阪レ バ 粒 子 徑 0.20 mm - 0.02 mm 範 ﾡ 以 下 ノ ﾡ 粘土=ﾡス ル 

モノガ多ナ場合二土ﾡノ細繊堅トナルモバ トセ シ Kottgen 氏 

ノ試験= 依 レ細械ノﾡ=過 グル原四 ヲ 土 ﾡノ賞積ノ多少=ﾡシ Albert 

氏ノ稲スルガ如ク 粒 子 徑 0.02 mm 以下ノﾡ粘ノ量ト ノ 間 ニー定ノ ﾡ 

間ヲ殺見セずッ キ,即 チ細織ノ墜ナル土ﾡ卜ﾡﾡナル土ﾡ卜 =就*合行 

七"材土ノ重量率卜 土地 ノ 賞積ト ヲ求 メ ヲ 到照 スルトさ ﾡﾡ土、" 

ロﾡﾡナル土ガ=多=シチ堅ナル土ﾡ=於子却ッラ少量ナ リ シ= 對 

シ 之ヲ士 壊ノ實 積ノ比 被 =見卜 条監ナル土堺ガ加ﾡナ ル土 挟=比シ 

道カニ大ナ リ シﾡ果ヲ得ク ッ。

I) Iottger, P. & Klitsch,: Uclerdicwichtigsten physikalischen Eigensclaftendes schweren lodens in 

natirlicher Iagerung. Torstw. Zentralbl. 49. Ju. t927. S. 7。5.

之 二 対 シ licler-Chatelan 氏ノ容種ヲ以テ比較スベキナツ トノ主張 

到 シ Kattgen 氏ノ、更 二 容積率 = 依 ル比ﾡ = 於 みe同様ナル結果ヲ得タル 

コ トヲ 発表 シ 而 シテ 土ﾡ細織 ノ ﾡ和〜I = 粒子徑ノ*的 配分ヲ 知ル ノ 

ミ キ テノ、不充分 二シテ 寧 口 容 種 的 二見 クル 土壌 ノ 實 積 ノ 大 小 關 係 = 依 

ルヲ適常トシ之卜空数量卜、正確=到照シ得ラルベキモノナツ トナ セ 

ッ.m シ ラ容積的 = 見 テ容水量 ト 土墳 ノ T積 ト ヲ 到照ス ル = 性土ﾡ ノ 

場合〜 賞積量 ノ小ナルモノ 叩 チ空数量ノ大ナ ル土塊 ガ権 シテ大ナ ル容 

水量フ示ス但 シ場合空察主 ト シ ラモ管征ノ モノロッ 成立セモ ノ 

ナ ル 砂土 ノ 場合 = ハ 土堺 ノ 實積ノ大ナル ニ從ヒ 粒子 ノ 接ﾡ面 ヲ 大 

スルョ ト =因ッ"容水量ヲ大ナラシムルモノニシヌ趣ヲ興ニセルト 

コロ アリ.要 スルニ 土壊組織 ノ型粗人 土堺 ノ 宜積量延 ラ容 水量 ト ノ間 

= モ 麻接 ナ ノレ關係 ノ認メ ラ ルル = 對 シ ﾡﾡ土 ノ 合量ト ノ間 ニ之ヲ 

認メ難シ ・ナセ ッ本試験=於> e 土壌竹: 比較ノ上二士壌 ノ T積量卜 粗 

粘土 r ノ 關係 ヲ 求メ 型ﾡ性列断 ノ登象 トナストコロアリタ 九

C. 容積比T

容 積 比 正 卜ﾡスル普 通 見掛上ノ 比重 ・調 、ルルモノニシテRamann 

氏(oi)ノ 定義二則 リ 全乾狀態ニ於ケル土壌ノ ー定容積ノ 量 ヲ 同容積 

ノ水ノ :币: 必 =到比シタルモノ トセッ。

維楽 細粉 セラレグ ル金載土堺 ヲ ﾡ量機 = 探 リ 其兩景 ヲ 容税 = ラ 

除シクルﾡ価ヲ以ラ示セルモ之"原細織ヲ金ク彼域セ ラ レタ土堺= 

到スモ ノ ニ シラ 自然状態ノ土規=ﾡスル容積比重 ・全ク趣ヲ興= 

シT際=適合セザル敷 価 ナルョ トノ、明瞭 ナリ。即 チ Ramann 氏 他 ガロ ﾡ 

法ヲ探用セルモ此ﾡﾡヲ避ヶ ン ・ セ シ ニ 外 ナラズ。

Kopecky 氏 (1914) 、征 5.ocm-S.ocm ニシテ 容積7occ - 20occ ノ 网 筒 ヲ 使 

刑セ ル ガﾡ果ﾡ或 ﾡノ 多ク混在セ ザル土堺 ニアラザレ充分ナ 

納度 ヲ得難シ トナセり.

I) Ramnnn, E.: Todenkunde. 3. Aufl.Ierlin.I9tI. S. 3I7.

2) Kopecly, J. :Diephysikalischen Eigcnschaften des lodens.Intcrnat.Mlitt.Bodemnkde.4. Bel. 1914. S. I3S.
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Burger 氏 J、役IO.6cm,75I I.4cm, 積 100Occノ 位 ヲ用ヒ シニﾡシ本 飛 

験二於テ商す Io.ocm, ﾡI1.3 cm, 斷 面i 私ioocm, 容 私ooocc ノモノト 75 サ 

5.。 cm,征II.3 cm, 断 面 積Ioocm, 容 積 5ooccトノ2ﾡヲ使ﾡセッ前 者 ハ 石 磔 

ノ多キ處乃玉ﾡ根ノ 密-変延セルﾡ=於テ掃 入 二 際 シ 不便 ヲ城 ズ ル 

= 卜多キニ反シ後者著シク簡便ナル照ァ リ タ ッ.

然り ドモ Tmnka 氏ノ如*ロﾡ法=依リ子ポム ル容積比T = 〜絶ﾡ 

ニ 誤差 アルモノ トシテ 非難七 シ ガ理曲 ト シ ラ 土ﾡ面 = 垂直 = 冏箱 ヲ 

挿入スル= ト 困難 ニシラ 圓 筒内 ノ土堺面 Iﾡノ外殺トー致セザル= 

ト 及 ビ間ﾡ門ノ 土墳ガカ ヲ受ケ ﾡ療セ ラ ルル熱果細継 ヲ 破以 シ延 テ 

質積量=ﾡ化ヲ楽スョ ト ヲ界グク ッ.mシテ之ヲ遵クルタメ ニ優述← 

ル 如 ク 止:ﾡﾡ 中 ヨ ッ適常ナル 小 拠ヲ選ビ之フ rooC- ・o3C = テ全統シ液 

状バラフイ ンロ=ﾡ f シ ア * 被 映 ヲ 作成 ス.t 際 容 積 -就キ ハ 考厳 

フﾡフ 必要 ヲ認メ ズ.m シ テ 唯浸ノ 前後 = 量 ヲ 測定 シ盤 ヲ 知 ッ 

ク ル 後 小 塊ヲ特殊ノ装置= ・ ッ チ水 中 二入レ除セ ラ レ シ 水 ﾡ ヨ ッ 

間 接-ﾡ 積 比 重 ヲ知ルカ法ヲ 主 張 セシナッ常 初本方法〜 u 筒 法 = 比ﾡ 

シ 容積比重小ナルベシ トﾡ想セ ラ レシ ガ t T、大ナル 結 果 フ 得 ダ 

ッ恐ラク Trnka 氏ノ方法金ﾡノ状態ロ ッ出殺スル=反シ m ﾡ法 ハ 飽 

和状態ョ リ 出務スルﾡ果容積=於 前 番、必 ズャ小=シ 後 者、大ナ

ベクに ラ前ネノ容 積 比 印： 後番ノ容 ﾡ比 = 比較 シ大ナル 結 果 

ヲ招キシモノニシテス雨番ノ 間 ニモー得一失ノイスル= ト ヲ 知 ッ 得 ベ 

キナッ。

本 試驗 ノ加ク 自然状態 ノ儘 ナル森林 土地 フ 到象 ト ス ル場合、他和ﾡ 

態 乃至 八 其ニ 近キ土 域ノ存 ﾡ 期 * ラルベモ紹 到統 燥ノ状態=ア

土 ﾡノ出現殆シ ドﾡ 想シ難シ ト ス ノレ 根 據 ・ ッ Wﾡ法フ寧"適 常 ナ 

ッ ・ﾡ祭シ本試験二於テ探用セッmシラー Trnkea 氏 ノ 非 始 ス ル J = 

到シ 殿操作上=注なシ 町及的挑除 スル=努メク ッ.

D. 容 水 祭

容 水必ノ 定義 ニ 關 シ ティ、各 學者 間 ニ於テモ 解稲W ◆ナソ。 ﾡ=ハ

ミ然株ジルク とビ主 二明世 ノ 清艮 上 森林土ﾡ トノ BB 係 三野スロビ 69

Ramamn f (1911) ノ 定 義 =ﾡ水分 ヲ持シチ之ヲ ー定期間滴下 スル= 

トナク保布 スル 土域 ノ能カナリ トシ之ヲ炎示スルー 全乾 七 = 到ス ル 

乃 至 〜 特積百分ﾡヲ以テ示スモノ ・セッ所 ﾡ Puclner 眞 (1917) ノ稲ス 

ル岡 水 = 和常スルモノニシテ 固 着水又吸着水 (lenetzungswasser) 及 ビ 

E管水 (Kapillarwasserod. Porenwasser) ト ニ 画 別セ ラ ル。

Stebutt 氏 (193O)→、吸 ﾡ水性ﾡ上ョ ッ見テ水 和 水 (Hydratationswasser), 吸 

湯 水 (hygroskopischeWasser) 及 ビﾡ ﾡ 水(Quellungswasser) ノ3者=画分七 ラ レ 

普通 土墳情= 出現 スル温度 ノ 變化I チ 透 通洪 發及 ビ植物根 二 映ルリ 

等ノ現ペ=コリラシテ 土堺盤 ・ リ 分離シ得ザル状態 ノ 水み ナットセ 

り.m シラ之 Stebutt 氏 ノ稲スル死水=相常スルモ ノ ニ シテ 植物 生理 ノ 

上ョッ見子非 ィ 効水分=ﾡス之=反シモ管水植物盤= 吸 收 可 f ノ 狀 

態=存ス ル有効水分 ナリトス。(Ramann 氏=ョレバ hygroskopische Wasscr, 

Haftwasser,Kapillarwasser 及 ビ Senkwasser ト ニ ﾡ 別 セ ラ ル)

シテ雨ネが土 ﾡ 中=於ラ企=最高ノﾡ態=充塞セル所間他和ノ 

映態ヲ稲シタ 普通 ニ 最大容水 トセ ラルルモ ノニ シテー般 =容水量卜 

シラ取扱 → ル ル 〜此 容水量ノ意味ナリ。

1験室内 ニ於テ 人エ ニ 依 y 細粉 ラ レタル土城ノ容水量 ト 自然 組織 

ノ盛-於ケル土ﾡノ容水量ト ノ間 -〜本質的=相違ノ存スルe ノ ナリ。 

Schibler 丧 (1S38) ノ如キ 時 計皿 上 二 供 試 土 ﾡヲ探ッ油 水 シテ 飽 和狀 態 

ト ナシﾡ除ノ水ヲ滴下流出セシメ シ後ノ保行 水 みヲ百分ヲ以

シみ容水量トナセ y。Mayer 氏 (1S74) 二 ば レ バ 小 メ絶封 容 水 量卜最 

大 容 水 卜=ﾡ 別 シ 土墳 ヲ ・mノ長ノ硫子管=充墳シ水ヲ以ラ他和 

セシメ北 75cmノwsサノ 部 分=於ケル容 水 ﾡ ヲ以ヌ最小ヌ絶封容水 必

I) Ramann, E. : Bodenkundc. 3. Aun. Terlin. I9II. S. 336.

2) Puhner,IL.: Untersuchungen iibcrdic"Wnsserfiihrung"dcs lodlens. Internat. Nitt. Bodenkdc. I. Bd. 

19II. S. 99.

3) Stebult, A.: Lchibuch tier allgemcincnJodenkundc.lcrlin.I93O. S. II4

4) Schiibler, G. : Grundsatze der Agrikulturchcmie innilerer Iezichung zu land und forslwirtschaftlichen 

Gewerlxen.l.eipzig. IS38.

5) Niayer, A. : Ueberdns Verhalten erdartiger Gemische gcgendas Wasser. Ianlwirtsch. Jahrbuichcr. 3. 
Bd.IS7. S. 753.
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トナ ツ.北定現今 ニモ 賞ﾡ室 内 於テ 探用 セラレジジアソ。 

lriggs 及 ビMicL.ane 氏ノ如キハー 般 = 比 ﾡ シ 得 ノレ 絕 到的 数 価 ヲ 得 ル = ハ 

遠 心 分 離器= ヨ ッ み水分ヲ離及セシムルヲ適常ナ ッ ・ 間 へ ッ.

Schumacher 正 (r864) = ・ レ合型 的ノ 容 水 量 自然 狀 態 位 ノ 組 縦 フ 

保ッ土堺=就キテノ ミ 決定 セラル ベキ モノ ナリ ト主ﾡセッ。

著※ ノ 知レル範岡 -タ 回竹法 = 依 ソ 初 メア 自総状態北値 ノ ﾡ織 - 

於 ラ 土ﾡ ノ 容水量 ヲ 測 定 セ ル 〜 Heinrici (1886), Ramarn (1888) ノ 兩 氏ナッ 

ト ス デ之ヲ 1行 上 構 締=研究セル Kopecky 氏 (19r4) ナ ル ガ 氏 =依 レ 

バ ﾡﾡ法=リ土堺ヲ探取シ之ヲ水浸法= 依 リ テ飽和後 位mt =於 

24時間流下状態 =量キ 非毛管水 ノ 大部分 ヲ 滴下 セシメク ッ.ペ レ ドモ之 

ノ、常時無風狀態二 シ み且ッ外気皮 ノ他和状態= ァルト* =於 ハ其 

目的 ヲ達 シ得ぺ キモ 若 シ氣温源度及 ビ条流ノ 継化著 シ*場合〜 森散作 

用増進シ共ﾡ果-著シ*影響ヲ招クﾡ7 九 Burger 氏 ハ Kopecky 氏 ノ 24 時 

間ヲ 採用 セル ニ 對 シ 他 カ ・ 時間 放ﾡセルモ ノ =就*試験セ ッ.此北 比 ﾡ 的 

短時間 =ポテ充分透通水ヲ流出セシムルコト不可能ナッ ・スルモ姫 

留 ス ル水分量 クノレ ャ 決 シラ 多 暴 ニアラズ シテ 試験 目的 ノ上= 、充分預 

期ノ成織ヲﾡグベシ ト ナセ ッ.氏ノ方法ハ 叫 締 法 = 依 ッ 土ﾡ墳ヲ探 取 シ 其 

儘現場 ニ於テ 水槽中 ニテ 24 時間 飽和 セル後 ・ 時間途通水ヲ商下シ和量 

シ後段ノ 操 作ノ、實 驗 室 二 訳 ソ 之ヲ 細 粉シテ tooC-120°C ニラ 量ノ価 ﾡ 

=述ス ルﾡ範燥シ金靴量卜他和量 トノ 差 二 to/.oc。 ヲ乗ジテ 容積求 

トナシヌ塗靴ニテ除シテ10○ヲ乗ジタルe ノ ヲ以T量 ト ナセ ツ。

此方法、ﾡ來農林土ﾡ ノ 理単性研究 -於チ多 ク 採用 セラレ 農地土堺

I) Schumacher, W・: Die Physik dles Todcns.Jerlin.I864.

2) Heinrich, R: Ucler PriifungderBodenartenauf Wasserkapazititund Durchluiftarkeit.Iorschgn. Gcl. 

Agrikult.-Physil.. 9. nd. 1886. S. 259.

3) Ramann,E.: Untersuclungeniiler\Valdboden.Forschgn. Gel. Agrikult..Physik.II.Id.1888. S.299.

4) Kopecky, J.: Die physilkcalischen Eigenschaftendes Bodens.Internat.Mlitt. Bodcnkkdc.4.I.I9i4.S. I38.

ミ然ニがクと ど まつ N 同ノ徜&l•森林史芈 トノ関係 =？！ スル研究 7I

1) ") 4)
ノ I ニテ NitzsCh1(I925,1927),Jlohml(I929), Pieper(1929) 氏 等,林地 土壊 方 

面i ニラ Nemec 及 ビIvapil 氏 (1925)他 二 依 ッ ラ賞行セラレタ ッ。

Ramann 氏(o11) 、別=均包水量ナルモ ノ ヲ唱へﾡ用上=重要ナ ッ 

ト t ッ、横生 ノ 活動開始期 ニ入リチ・ッ第1同ノ降雨後大同ノ 降雨 

ﾡ土堺ノ 保有スル不均水み量ヲ定業セルモ ノ ナ ッ従e ヲ降水量 

=Mジ テ量的=容水ョ ッ 多 衆 ナル= トアッ 得 ベ ク 軍 - 固 着水ノ ミナ 

ラズシラー部透通水ノ合 行 ヲ環祭セルモノナッ本 來 透 通水ナルモ ノ ハ

ズ シ モ全是ガ滴下流失 スノレモ ノニ アラズシ チー部土城面 ノ ﾡ散作 

用等ノ開係 = テ 粒子間 ヲモ管 作用= びリ上シ 生理的 有効 水分 ト シ テ 

利用 セラルル ガ放 =植生= ハ I 要ナルモノ トシチ氏此種ノ水み 測 定 

ヲM用上意深キモ ノ ト ナセ ッ然レ ドモ Puchner 氏ノ設=ﾡへバ水分 

決シテー定ノモノ ニプラズ シテ 外部催件 ノ 如何=ロリラ變化シ易 

*タメ 大略 ・ 近似数価 ヲ以テ 滿足スベ キモノ トナ セ ッ.m シラ氏〜若シ 

包水量 ヲ 比較 セントセ 量大包水 ニ ル ヲ ーﾡ適常 ナリトナシ 即 チ 

標雪後或 /、連続降水後 ニ於 ケ ル土壊 ノセ水量=相常スルで ノ ヲ影グタ 

ッ然レ ド モ T際上ﾡ ノ 如 *状態=アルモノ ヲ 多ﾡ探取 セン= 卜〜困難 

ニシテ結局1験室内ノ操作ニロリラノ ミ得ラルベキモノナツ トセり.m 

シチヌ Scluibler 氏ノ如キ之ヲ量大容水量 卜稲セルモ Burger氏〜之=到 

シ Nayer 氏 ノ 所間ﾡﾡ容水ノ 如ク 人工的作公 =ナルモノ トシヲ 實用 

上 二ノ、除 ソ 重要 ナラ ザ ノレ モノ トナセリ。

元楽容水量ナルで ノ 、物型的量= シ み客土境=就*型路上恒数ナ

I) Nitzsch, W.: Zustandl und Veriinderungder Suulsturdcs Ackcrlodcns.\iss.Veroff. Sicmens-Konzern. 
4. ld. 2.Ht. 192S. S.75.

2) Nitzsch, W.:]ic Bezichungen wischen Bearleitung, Strukturund Ertrag des Ackcrbodens. Wiss. 
Veroff. Sicmens-Iにonzcrn. 6.ld. I. Ht. 1927• S.1.

3) llohm, G.: Studien iiber dic Iinwirkung von Bcarbcitung und Pnanzenwaclstum auf \asserfiihrung 
und Durclliiftang des nntiirlichen lodens. \iss.Arch.Landw.I.lBd. 1929. S. 642.

4) l'icper, G.: Ier Iinfluss der Iockerungaufdic Wasserfuhrung und Durchliiftng verschicdener Boden. 
\Viss. Arch. Iandw. I.ld. 1929. S. I6I.

5) Nemec,A・ & Kvapil, K. : Studien nber einigc physiknlische Eigenschaften der Waldboden und ihre 

Beziehungen zur Iodenaziditit. Zeitschr. f. Forst-u. Jagdw. 57. Jg. 1925. S. 540.
6) Namann, E.: Podenkunde. 3. ull. lerlin. I9II. S. 339.
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ベキモノナ ツ.即 チ 土展 ノ水ニ對スルー定比 ナリ ト 解料ス ペ キモ ノナ 九 

唯毛管引力= a ッ 保 持 * ラルル水 分 =シテ非毛管 水 除外セ ラ ル 

ベ*ヲ原 則 ・ス総レ ドモ 事實,、決 シラ 理 想的 ノ 結 果 ヲ 得 モノニラ 

ズシテ土ﾡノ細織状態ノ 如何 =伏り松ック 透 通ノ 速度 二 遅速 ヲ 生 ズル 

ノ 結果 容 水 量卜調フモ TF包水量=該 當 スル傾向ヲ認ムベキナッ. 

Kopecky 氏ノ如キ e全ク疑惑ヲザマザル容水ノ 決 定 方法ナルモ ノ 求 

メ ﾡ クシテﾡ局色 水 卜同意義ノモノ= 肺 スベシ ・ナセ り。

nlohm (1929), Pieper'(1929) 兩 氏 ハ 水校法= 依ル 測 定自然状態 ノ 土 城 ヲ 

對象 ト ス ル場合不適常 ニシテ少ナク ト e地下水i上 ノ 土墳 =就チノ 

ミ適用セラレ普通地下水面 ・m以上ノ土ﾡ府=就* テ〜適セザルモノ 

・ﾡセり.』チ 本方 法 二 依ル ト キ容 水 八 大 = 過 グル ト 謂 フニアソ。

wollny 氏ノ如キ 最小 容水 呆 及 ビ最 大 容水 祭 = ﾡ 別 シ 又 Blohm 氏 ('927)
ノ如*モ Mnyer 氏ノ極小容 水量 又絶 對 容水 飛 -数ヒ 野外=於 m
筒ヲ土堺中= 掃 入 セ ノレ 後 平 均 5oocc ノ 土 堺=釣シ tooocc ノ御合=水ヲ 適

高袋証 二 依り ﾡ注レ位24時間放ﾡ y ラ 後聞崎中ノ 土壌 - 就 キ 測定 * 

ル容水i ヲ水ﾡ法=引ツ測定セ ル容水-封シチ 最大包水ﾡ トシラﾡ 

用上=利用セ y。
4) の) の) 7) S),、共 他 Mayer(I87+), Klenze(I877),WVollny(I885), Puchner(i9l 1), Zimnicitnann (1928)

I) Dlohm, G. : Studien aiberdie Iinwirkung von lenricitnng und Pnancenwachstum auif WVasscrfulrung . 

und Durchluiftung des natuirlichen Iodens.\iss.Arch. I.andw.1.Idl.1929. S. 642

2) Picper, G. : Der Iinnluss 4lcr Iocktcrung aufdie wasserfiilrung und Durchluiftung verscilicdener Ijodcn. 

Wiss. Arch.Iandw. I.Pd. 1929. S.161.

3) Ilohm, G.: Dcr Einfluss derlodenstrukturaufdic physikalischen Eigenschnftendes lodcns・J.andwir- 

tsch.Jahrbiicher. 66.1x. 1927. S. 147.

4) Mayer, A. : Ueberdns Verhalten erdartiger Gemische gegendas Wasser. Iandwirlsch. Jahrbuichcr. 3・ 

Ta.1S74. S.753.
S) Ilenze, V. : Untersuchungen nberdie kapillnre Wasserleitung imloden unddie l:apillare Sitttigungska- 

pazitat desselben fuir Wasser.Iandwirtsch. Jahrbiicher. 6. Pd. 1S77. S. S3.

6) Wollny, E. : UnlcrnuchunRen Uber die Wasserkapazititderlodenarten.lorschgn. Cicし. Agrikult.-I'hysik. 

8. Bd. 1885. S. 177.

7) Puchner, II.: Untersuchungen iiler die 44Wasscrfahru!ii：n des loden*.Internnt. Mlitt.ljodenkdc.I. ld. 

I91I. S. 9り.
8) Zimmennnnn, Fr. : Der Einfluss verschiedenen l'orenvolumcns (verschicdlener Strulctur) auf die grosste 

und kleinstc Wasserkapazitat verschiedenartig xusammengeselzter Boden. Inaug.-Djssert. Halle. I928.

ミ然株三ポケンとどきつ戦樹流具卜み株士状上 ノ關係=覺スル研究 73

氏等 ハ 何 ・ そ試験精果 ・ り地下水面 ヲ上府=岡タル= 應 ジ チ T際保持 

セ ル水分 ノ 少量ナ ル1 發表 シ Burger 氏等= 伏ッ ラ 行 レ シ水浸法 

ノ白然状態=が子T際上量で山現率大ナルセ水ヲ去ル= ト 遠キ 

ミ 寧 ・水注法= 伏 ラズシ ラ適常斐置 二 依 リ 表而 脣 ョ り適常ノ水分ヲ流 

注シー定 時 間 經 過セル土境= 就 キ 測 定セル水 分ヲ以 容 水 飛 =代フ 

ベキモノナツ ・主張セり。

然v ドでﾡシラ水 浸 法 ガ 非難セ ラ ルル ハ 農 地 土ﾡヲ 目 的 ト ス場合 

=多クシテ森林土墳ノ如ク 農 地 土ガ= 此ﾡ シア 寧 口他和状態 二 近キ傾 

向 ル場合ノ多キ ヲ認ムルモ ノ =到シテ写"水注法ヲ可 ト スル 事 情 

モ認メ ラルルナ リ。

岡ロy 本試験 =於1一 ○年生稚樹 ヲ登象トシ主ト シ チ上府 ocm 
範叫ノ土堺府=就*考祭セン ト スルモ ノ ニシア 水浸法 二 依 ル容水 

質際 ノ状況=見子適常ナッ ト、稲セラレ ザル そ土境性本楽ノ比ﾡノ上 

-価敷ヲ 得ル 目的ヲ以チ 水注法 =映ッ 容水量 ヲ 測定ス ル ト 同間=一面 

Ramann 氏 ノ 唱 フル包水量ヲ 比 被スル意映=於 植生期中 - 定 期間 ヲ量 

キ ラ(降雨 ア » タル場合之ヲ考厳シチ陳機= 測定時期 ヲ 愛更ス河及的 

同時 =試料 ヲ探及シ 時 ノ 合水量 ヲ測定 シ商※=ﾡ *那學性 ノ 比地校研 

究ヲ試ミタッ。

容水量ノ示方法=隅シラ 、な積及 ビ重量率 ヲ以ラスルモノ ノニ 

方式 ア り.北前式=就*チモ種々諭識ノ ァルト =ロ -シヌ初メ 容積率 ヲ 

主 張 セ ル 〜 Mayer (1874) -シチ 横 物、 所 要水分ヲ L堺 ノー定 量 ヨ ツ 

扱 収 セズ シテー 定容 積 ヨ ソ探ルト ノ見解=基ヶ ツ之と卜同一 意見 ヲ 布 ス 

ルモノニ Klenze,Wollny, Kopecksy, Fauser, Burger 氏等 ツ。

llohm 氏 (1926,1927) =依 レ植物=ﾡ取セ ラルベキ 水分幾カ ノ

1) NInyer, A. : Ueber ds Verhnlten erdartiger Gcmische gegendas Wasscr. I.andwirtscl. Jahrbiicher. 3. 

1x.IS74. S.753.

2) llohm, G. : Einnluss der lodenlearbcitung auf dic Wasserfulrung des Bodens. Kuiln-Arch. I2. Bd. 

I926. S. 32+.

3) Blohm, G.: I)er Jinfluss der lodenstrukctur auf diephysilsnlischen Eigenschaltcn des Bodens.Iand- 

wirtsch. Jnhrbiicher. 66. Iki. 1927. S. I4+7.
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掘探七 ラレタ ル土壌容積ノ 合水 ヲ以テ標準トナシ強ク 寧 ロ根系ノ 

座延 ・ル会 止城府ノ 合水』ガ標準ト ナルペ キモノナッ ・稲七 り最 =等 

ﾡ=水みヲ保持セル土ﾡガーカ緊硬=シチ他ガ〜ﾡﾡナ ル状態 = 於 

ラ同ジクー定容積ヲ占イスル場合之ヲ容種卒ヲ以子炎示スル ト * ﾡ 

修 ナ ル細織程小 ニシチ黙硬ナルでノ程大ナルベ*ナ ッ従ヒ み農地 土堺 

=於ラ耕転 ・ ﾡ果多ノ水分ヲ保持スルモノ トセ 共 多 ナルな義 )、 

T量率 ノ考祭ヲﾡッニアラザレ 会 = 丁解不 可能 ナルヲ 主張 シ 農 地 

土ﾡ=就キ耕転ノ程ヲ興=セ ル土堺間ノ 合水i ヲ 比ﾡ スノレト キ 容積

率ヲ以テシアノ、明瞭ナル區別困難ナリトセリ。而シア冊組緘堅二シテ乾 

様セル土城ノ 合水i ・耕転ヲ充分= 加へ細織ﾡﾡ = シラ適河ナ ル土堺 

ノ 合水 ト ヲ容積本= 依ッ 比校 スルトキ 略等量 フ示スモ 1f上前ネ 

後者=比シ植生=及ボメ生型的効果=於子著シク不良ナルベキ〜 選 係 

= ﾡ カラズ シア 事實 トハ 矛盾 スノレト コv ァナ ッJ=又 Tit = 依ル 

場合モ比 近ヲ異 ニセ ル土ガ ヲ 此ﾡ スルト キ 、4 =過説ノ 存在 ヲ ﾡ想セ 

ラルルモノニシテ Wollny(1885), Stoklasa 及 ビ Docreii (ro26) 氏等ノ 如 キ 、比 

双ヲ異 ニ セル 異種 ノ土 壌ニ 對 シ.テノ、寧 口 容 積率 = 依 ル比桜 ヲ 推 ﾡセり。 

勿 論客種 ト 雖 モ Dlohm 氏ノ說 キシ 如ク決 シテ 土ﾡﾡ合水 ノ正確ナ

比率『〜、ﾡシ難ク 即 チモ硬化セル土ﾡ = 於 ラ 眼 商s ノ合水ヲ表示 

スルコ ト トナレナリ。

KloePPeI 氏 (!93○)正 確 ナル 表示 方法 トシテ総 容積 對 ﾡ 積 率 依 ラ ズ 

シ テ 實積必對容積率 ニ依ッ示メベキョトヲ提唱セッ。

即チ

G...............................  乾燥 L球ノ量(gr)

w............................... 水み量(gr)

1) Wollny, E. : Untersuclungen uber dic Wasserkapazitit der liodlenarten. Torschg".. Gel. Agrilkult.- 
Physikに.. 8.Id. ・885. S. 177.

2) Stolslasa,J.&Doercll,G.:IIandluch der biophysikcnlisclicn und biochcmisclien Durchforschung des 
Bodens.lerlin. 1926. S. 79,

3) KlocPpel,R.:Untersuchungen dcii Einflus3s verschicdlener Benrbeitung auf die Struktur uiki die 

Wasserfuihrung cine3 Ackcerbodens. Wiss. Arch.Landw. 3. ld.I93o. S. 465.

V ...............................  V 容積( 上壌 + 水 + 空 氣)

トスレバ

容石市水)........-99

T.(水) W・10o 

G-

容積率(水) W・Ioo・G G 
a水)V ・WV・1oo-V

G
V

・IOO................乾 城 土:堺 ノ 容 税 比
・ 水 染 =マ許消ルー.o。

ナ ツ。

木 式 = 依 ル 合 水量ノ 表示iooccノ統 燥 土堺 ガ幾許cc ノ水みヲ 保 布 ス 

ベ**卜間フ 意 味 ニシテ 前過ノ 如 ・ 量率及 ビ容積求欄 互 ノ 非業→ 自 

然 氷 解メベシ ト稲 ソ。

要スル= 比及 ビ細織 ノ 變化 = 應 ジ癖水量 ヲ 容積求 ・ 量率 ト = 依 

リ み示ス場合シテ用者同ーノ経迫ヲ持シナ移動セズﾡヒ ターガ的 

= 何 レ = 依披 スベキャ t場合 =適Mシテ列ﾡスベキモノ ナルベシ。

llolm 氏 ノ 抗 議 主トシラテ農 地土ﾡ = 於 テ比ノ 松 シテ 同ーナルヲ 

前提 ・ シ 唯耕転 ノ 利ル =Mジラ 變化スル理學性ノ 此桜 ヲ 到象 ト スル場 

合=シテ勿諭比ヲ興=セルモ ノ =到シテ之ガ映陥ヲ認メタ ッ.

本讃験地土ﾡ ノ 如ク 比並 = 組織 ノ決シテ同ーナラ ザル 場合年 P 
比及 ビ細級 ノ 4微 二 應 ジ チﾡ化 シ 兩者 ノー致 シテ 推移セ ザル ト コ ロ 

=各土壌間ノ 4 興性ヲ 桜 シ 得 ルモ ノニ シテ 本試験 二於テ目 的 ニ 

鑑:用者ワ 俳川 シ 到照メ= ト ・ナセり.

E. 空 数 駅

空数量 ト 土ﾡ ノ 自然細織 ノ依 ニポ> Tﾡ量 二伏ッ充ﾡセラレザル 

L堺ヤノ空数ノ 絶 ニシ ラ 1験室内 ニ 於 テ 粉末状 =ナセル土堺 ノ空数 

力;： ヲ意味スルモノ ニア ラザルナ ッ。

自 然 組 ﾡ ノ儘ニ 於 テ空球 品： ヲ 測 定セル Ramann 氏ナルガ氏 m 筒 法
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ヲヒ シそ合 水 全 統 ﾡ 及 ビ眞比 T、20 gr -30gr ノ 試 衆 a リ 測 定 シ 

之ョ 容積比重 ヲ算出 シ空数ﾡヲ 定 セルﾡ= 知ル ・コロナリ。

Kopccky, Albert 再氏モ Ramann 氏ノ方法=キ試ﾡ七 ッ.Engler, Burger 兩 

氏、Iooocc ノ四筒ヲ以テ自然 組 ﾡノ僅=於ケル土壌ヲ採取シ之ヲ現 場 
・ ・

ニポ mi 綺ノ 僅水ﾡ中 =シ え他和シクル後 Ramann,Kopecky 氏 等ノ方 

法トナッ 金試量 = 到スルを靴 フ 求 メ i［接金試= 到 ス ル1積 

量ヲﾡ定シ之ヲﾡﾡ容積ョ リ 控除 シテ 空皴呆 トナ シク ッ.

(1ooocc-土城ノ T 積)9 =空数 (%)
1バー

即 氏→容水 ﾡ=到スル主 ﾡ卜同ジク 価 力 20 gr - 30 gr ノ全載土堺コ 

ッ 容積止 ヲ 推算スル コトノ代リ= 金試量ノ 金ﾡ量 ・ ッ i接 = 決定 

スベシ ・主張セ 九本試驗 ニ 於 テノ、Burger 氏ノ 方法 二基 キ實 驗セ ッ。

Albert 氏ノ如キ空ﾡ 眾 ヲ以テ地位究定ノ標巡=スベシ ト主張セシ 

ガ蓋シ空察 ノ 大小 二 呼 應 シラ 容 水 量 及ビ容氣 飛 ガ 移 動 ス ル 精 果 ヲ 認 

メタルガ放ナルモ Mitscherlich, Kopecky,lurger, Nemcc 及 ビKvapil,llohm, 

Pieper, Kloeppel 其 他諾 氏ノ研究 結 果 二 依 レ バ 空 吸 ノ 大 小 二 順 ジ ァ 常 二 

容水量ノ菱化ヲ 招迷スルモ ノニ アラズ シテ寧 口 土域ノ 細織形態 ノ 如何 

=依ッ空数ノ 種ﾡ が毛管状ナル ト 或→然ラゾルト=ッ ク著シク※興 

ヲ生ジ延ラ容気ヲ左右スルョ ト ヲ立ﾡシW=空察量ノ ミヲ以ラ地 

位列定ノ標準トナスノ危険ナルヲ界ゲタッ。 •

F. 容 条 品

抜=間フ容氣量卜Kopccky 氏 (1914) ノ定義=依ルモノニシテ m チ 土 

墳ガ最大容水量ノ 限界他和 * ル・状態 = 於 テ ﾡ空気 ヲ以 充壇セ ラ ル 

ル空数 ノ大*サヲ意映メモノナ ツ.本定義 =見 容氣量ナ ルモノ 、容 

水量ノ場合 卜同ジク空数ﾡノ絶ﾡ価-i接開係スル e ノ = ア ラ ズ ・ 

毛管作用ノ支配下= ァル空吸ﾡ=ﾡ接ナル影響フ行スルモ ノ ナ ッ。

I) Kopecly, J. : Die physikalischen Eigenschaftendes lodens. Internat. Nlitt. lodenksde. 4. Bd. 1914・ 
S.138.

然林 =於ク ルとどま つ税樹ノ清 卜 森林土. 境 ト ノ 隠任=討 ス ン研究 77

本間戚=於テ

1 + w +L=V

但シ R................土壌 ノ實積果

w.................他 和狀 態=於ヶル合水 量

L.........他和状態=於ケル容気量

V.................m簡ノ 容積

式=ﾡ*容氣ﾡヲ算出セ y.

Burger 氏ノ主張=依レー定ノ方式ヲ ﾡ扱ト シ 各項 ノ 加 = 映ツ 3 

出 スル場合各項 ノ 誤差率 2 %- 3 %以上 =及ブトさ 不可 ナッ トセッ. 

從 e み場合20gr-3ogr ノ 少試量-ﾡ算山セル土域ノ 賞積量=伏ル 

ト ・ 、ﾡ遂求 自然大 ナッ トシ 實驗敷ヲ舉ゲテ 論議 セリ。

wiegner氏 、直接ﾡ 気 ﾡノ 測 定方 法ヲ 紹介 セ ッ要価、回ﾡ ヲ 水 槽 中 

ニ入レ他和セシメタル後共 W ﾡ ヲ 水中 =於み全= 水 分ノ 流失 セザ ル 

狀態 二 封価 シ取 出 シ ラ ﾡ量シ次= ・時間水み ヲ 滴下 シ 透通水 ヲ 流出 セ 

シメ唯毛管水ノ ミ ヲﾡ留セシメシモノヲﾡ量スルトキ両者ノ重差ハ 

非モ管水ノ 量=シ 間接 =之ヲ以 ラ容気量=ﾡ然ス モノ ・認ムル 

モノナリ.北方 法 ハ 直接測 定法ト シラ便 利 ナ ル ガ 如 *eT際上 叫衛 ヲ 24 

時 間水中=世キ テ全空 数ヲ 完全 二 水 ヲ以チ 充實セ シムルコ トノ、不可能 

ニ シテ 且ツ 水中 ニ 於 テ ﾡ簡ヲ水ョッ 金= 封鎮映態 ニナスョ トノ、甚 シ 

ク 四強 ナ ルﾡ作 ナル ベ シ.特 = WL粒細繊 ヲ品スル土堺ヲ以 シラ他和 

t ラ レタル際ﾡ状 t ナ り容易=叫ﾡョ ッ厩スル不便ア ッ。lurger氏 ノ、 

間 接 法 卜直接法トヲ 比較 セルガ松シ ラ後者 ノ、前 者 二 比 シ 數 値 大 ナノレコ 

トフ示セ ッ唯直接法負 ノ容氣ヲ示ナ ザル便利 ナリトス。 ・

II. 透通 水

土堺 ノ 透通性ノ 如何〜 容氣量及 ビ容水ﾡノ上=極メラ帝接ナルﾡ係 

ヲ シ土ﾡ理学性列定上Tﾡ因子ノ ーナッ。

ﾡ通性試験 ニ 對 シア ハ常初實驗室内 ニ於 ナー定容器 二 充填セシ 試料 

=就キ行レタ ッ例～ バ 腐 植 ﾡ粘土 及 ビ 土墳 粒子ノ大小石 ﾡノ混 和量
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等 =ﾡズル透通 ノ 試 驗 ハ 特 = Niayer (1S74),Wollny(1S97-1S9S) 雨氏= 依 リ 

ラ行レクッ。Nlitscherlich氏 モ 人工 的作 公 ヲ 加 ヘシ土ﾡ=就キ 常 = 水 位 

ト ﾡカト ヲー定=七 ル 水 柱ヲ 裝 於 シ 測定と ッ。Kopecky 氏(1914)二至 チ 

初メ ラ型論的=モ ﾡ用的 = モ 正確 ナ ル諭ﾡ ノ下=ﾡ行セラレタリ氏〜 

土ﾡ ノ 途通性 自然映態 ノ位=於 研究ス ベキモノニシア 殊 二 比戦的 

ノ 成績 ヲ得ントセ 常 =他和状態=於ラ行フベキ= ・ ヲ 主張 * ッ シ 

ラ氏賞用 的 方面ョリW ﾡ少ナク トモ 4ocmノ深サマデ掘 入スル= ト 

ヲ 理諭上布製 セルモ ノ 所面積 =開シテ 、何等論ズル ト=ロナカッ 

キ シア 氏ノ 試驗成秋 ナル モノ ニ就キ4=報告セ ラ レタルモ ノ ナ シ.氏 

八 高 サ rocmn, 断 面i 積ocm ノ土堺柱ヲ通ジテ24 時間 中二 透 通 スノレ 水 分 

ヲ以 開係的透通性 ・ナシクッ.

自然 組織 ノ儘 二於チ 土坡 ノ 透通 性 ヲ 試 ﾡシ務炎セル、］crlkmann 英 

(1913) = シ テ 氏Kopcclsy 氏式山 簡 ヲ 探川 シ 3cm ノ深= 叫ﾡラ 折入 シ 

之 ニ 灌水 シテ 水面 ガ 4cm 下スル=災セ シ 時 間 ヲ 透 通 速 度 (Lcitungsgcs- 

chwindigkeit) 卜 稲 y 草 原地及ビﾡ楽 地 土 ﾡ ヲ比較セ y.

Engler 氏 (99)〜 ﾡ多ノ森 林 土 ﾡ 若 シク〜開 放地 上 壊 二 就 キ二 様ノ 方 

法 二依リ途 通 試験 ヲ 實 行 七 ツ共一方法 → 商サ 12.1 cm, 徑 15.2 cm ノ 鋼 似 製 

ﾡﾡヲ深 i..I cm ﾡ 拓 入 シ 2000 ccノ土ﾡヲ包合セシ ». シラ之ヲ引出 

シー定 品ノ 水 ヲ 油 注 シ 最後 ノー 滴 迄 流 出スルニ要ス ル 時間 ヲ以テ 表示 

* り本方法ノ 特 微 ハ常 二水位ヲー定=保持スル必要ナ* コ トナ ッ.然レ 

ドモ所間自然状態ロりみ離セシムルグメ自然細城ヲ幾分タッ トで破 壊

I) Mayer, A. : Ueicr dns Verhaltcn erdartiger Gcmischc gcgen dns Wasser. I.andwirtsch. Jahrbiicher. 

3. Bd.1S74- S.753.
2) Wollny, E. : Untersuchungen uiberden Einflussdler Stcincaufdie Truchtynrlccitdes Iodens.Iorschgn. 

Gcl. Agrikult. ・Physik. 2o.Bd.IS97-・898. S. 363-
3) Kopecky, J.: Die physikalischen Eigenschaftendcs lodens. Interat. Mtitt. Fodenkdc. 4.Jid. ror4. 

S.13S.

4) Berkmann, M. : Untersuclungen Uber den Einfluss der Inanzenwurzeln aufdic Suruktur des Jodlcns. 

Internnt. Mlitt.Iodenksdc. 3. Bd. 1913. S.1.

5) Ingler,A・ : Unlersuchungen iibcrden Finflussdles Wildes aufden Stand der Gewiisscr. Mlitteilg.d. 

schwciz. /entrainnstalt f.d.forstl. Vcrsuchswescn. r2. Iid.rolo.

然=於ケ ル と どま つH ノﾡ ト 森上ガと t ノ休=対 スン研ビ 79

ス ル粘果組到価トシチノ 正確 ヲ 期 ス ル上二 不利 ヲ発レ ズ唯比較試験 ノ 

場合M川上利 ナルモノ ト ス他 ノ 方法 ハ 叫ﾡ法 = 依 ラズ 直接土展面 二 

一定量ノ水ヲ 流注ス ル= 卜= ッ 透通水並 = 表面 ヲ 流出 ス 水分量 ト 

ノ 比 ﾡヲナセモノナリ。

Burger氏 ハ 高ッ i。 cm, ﾡ 両i 税ioocm ノ Wﾡヲ完全=地 中 = 押 入シ共上 

- 高 ッ tocm ノ 水柱 フ シ 金ノ定を= 途通スル時間 = 依 ッ チ透通性 

ヲ 比 桜 セ ッ.場合土ヲ他和セシム目 的 ヲ以テ400 cc ノ 水 ヲ 流 

注 e ッ.良 好 ナル 理ﾡ性ヲ行スル場合"均 2分 時 二 iooocc ノ水分量ヲ 

途通セル成 統ヲ示セッ。

Kopecky 氏(1914)=(レ 土ヲ他和状態=ナサンガタメ ニ24 時 間 

継ﾡ的 -流水スルヲ要ス ・セシモ T験上良好 ナ ノレ 现學性ヲ打 スル森林 

土球 ノ 場合、常 初 ノ ・ Iy 間 = 2020 cc - 3030 ccノ水ヲ流注スルコ ト トナ ル 

ペク 而 シ み之ヲ継績スル場合終=土堺ヲ 泥 澤 化( Vcrsch ぼ mmung) セ シ メ 

チ 試料ノ 性質 ヲ袋化スル渋ァ ッ蓋シ 途通性ノ 如何〜土墳 ノ他和態 - 

Eルニ及 ビ空坂 ノ 狭小 ヨ ッ ポル影響 引ツモ写"土堺粒子間ノ通路又 

孔数等ノ ﾡ 次泥浮化セラルル= 卜=因ッ ラ受クル影響ﾡカニ大ナ。

lurger 氏=レ バ 理 學 性: 良 好 ナル森林土堺ハ I 20 cm ノ 水 柱 ヲ 価 力 30 

分 間 以内 ニシテ 透 通 スペシ ・ナセ ッ.之"ﾡ モ ・ 200 mmノ 降 水 飛 ニ 相 當 ス 

ルモノ ニシラ極メ テ例外=ﾡシ普通ノ場合 最 大降水 衆 ・難 モ1日 

均 roomm前後 ナルヲ以テ 途通性讃験 =於チe 1ocmノ水柱ヲ以ラ透通所 

要 I I1>1 ヲ 比 ﾡ セだ分= シ ラ 必 ズシモ Kopccky氏ノ稲ス ル 飽 和状態=逆 

セシ ムル必要ヲ認メザルナ ッ。

又 Kopecky 氏 ハ I tノ断面積・途通性トノ 開係 =就> 別 = 論 議 

セゾリシ 賞駅 室 內 =於人 工的 =細ﾡセ ラ レタル 土 堺 至近ク耕 

転セ ラ レシ加ﾡナル細載ヲ行スル土堺ノ場合ﾡ>要ナ 間 ﾡナラ 

*然 レ ドモ 森林土壊 ノ 場合多種 ノ ﾡ物根系或微小動物 = 伏 形成

1) Kopecky, J. :Dic physikalischen ligenschaften dcs Bodens. Internat. Nitt. lodcnkde. 4. Bd.I9I..

S・13s.
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セラル通路又孔殺等ノ存在ノ極メ み多ヲ想係ス ト *叫ﾡ断面 

積 ノ廣狭 如 何途 通性ノ上=大ナル影春部ヲ興フル=ルベ シ等 ノ 通 

路又孔数多 ク ノ 場合傾斜セ ルモノナルフ以 山ﾡ所面税ノ 災薩ナ 

ル程土城中=於 ケル透水ﾡノ切所セ ラルルﾡ多ク 反 對 = 断面税ノル 

大ナル程 共 切ﾡセ ラ ノレ ル和及少ナ キ 理 ナ ッ.袋= 於 テ 森 林 土 ﾡ ノ 場合 〜 

性質上袋地土境 ・ﾡナッ 透通性ノ 決定一府困難ナノレモ ク ア 九唯比較的 

断面積ノ大ナル小 ナルニ比シ幾何力賞状=近似セルモ ノ ニシテ要 

関係的数位ヲ以み満足セザルベカ ラ ズ。

ヌﾡ筒 入 ノ 深度 =就* >考祭スル= ﾡ論上深 ノ 加 =ﾡ一般 

二通路メ孔ﾡノﾡヲズル トト モ=之ヲﾡﾡスル= ト 多 キ ガ 故 - 透 

通 性 湖大不良 ト ナルベ シ シ テ 若 シ途通通性 ヲ 防段 的 = 比ﾡ セントス 

ル場合上ﾡマ ッ 土壌 ヲ 逐次 掘採 ス ル ガ & =通路、孔数 上 部 ノ 封 縦 

七 ラルヲﾡレ難条 結果 透通 緩慢 ・ナ ッ眞ﾡノ 透通性 ヲ 知 ル = 卜〜、至 

難ナッ。

大世=於う透 通 性 容 気 量= i 行 シラ移 動 スルヲ普 通 ・ スルe a 情 

二依ツ チ必ズシモー致セザル= トアッ。BurgerS(1929) ノ 試験 成 績 = 於 

うモ報告七ラレシトコロニシヌ本試験二うモ亦ﾡ例ヲ見ルト=ロ ト 

ス.

G. 地 下 水

土 ﾡ=図り形成セラ ル ル 不透 水H ハ WL = 締土ノ場合= 於 テ 比ﾡ 的 淺 

所=出現スルモ ノ = 限 ラ ズ砂 Lノ 場合 卜ﾡ:e 履之ヲ見ルトコロナッイ 

此 不透 水 川砂 Lﾡﾡ 上ﾡノ変互 沈 積 =因ル場合=モ形成セ ラル ル ト 

コロナル ガ是 ハ 純 締ナル地 質 學 的成 因 =鳳スルモ ノ ナ ッ不途 水 ﾡフ殺 

見スル深サー定セザルモ普通 数米=及ブモノ トセラ レ,m シテ該府ノ 

上=漫透シ 集積 * ル遊離水 ヲー般= 地下水 卜ﾡセラ ル(深ﾡ = 出現 ス ル 

artesische Gewisser =鳳メルモノ ・〜 u 別セ ラ ル)。 概シテJ地 下水ﾡ ノ

I) lurger, Ii. : Ihysikalische Eigenschaftenvon Wald-und Freilandboden. 3. MLitt. Annalcs d. 1. Station 

然林三於ケンとどまつ雌樹ノ清卜森林土り上 ノ関係三登スン研究 SI

深所 = 出現 スタメ 表府土壊 ノ 合水量 ノ上= 特 = 大ナル影響 ヲ 及ギ 

サ ザ ル ベキナッ (但 シ下部泥ﾡノ場合 、例外トス) シ テ Stebutt 氏 (1930) 

= 依 ・ 普地炎下I m 以上 ノ 水位 = ラ 、モ管作用 =* 地表 = 高 

スルョ ・至難ト セラルルト = " ニシラ従ヒ テ 幼齢 稚樹 ノ 生理的 關係 ノ 

上 = it校著 シ4影響ヲ及ボサザでノ ・認 メ 得 ベ シ.

然 ・ ド モ 土堺用 Im 以上 -モ述ス ル場合〜 履表用 = 近接シ 不透 

水用 ノ 形成 セラルル= トナ シ ・セ ズ.北不途水府上 =集積セ ル水 ヲ Ste- 

butt 氏、地下水 卜 別 シ ア 表 面 水 (Oberwasser) ト稱セ ッノ 如* 不 透 水 

用 ・ 形成 コン等。土康學的意義並二植物 ノ 生型的事情 ョ り考祭シ T 

要ナル影響ヲ及ボスモノ ・フベキナリ表面水ハー般=湯潤気候帯二 

見 ル類 型的ノモノ トセラレ所 m 灰 色 土堺 ノ、表 面i 水作用ノ結果ナツ トセ 

ラルルナ ツ。

要スル= 表面水地下水 = 比 シラﾡカ= 地米 = 近接シ 形成セラレ 

シ不途水府上=於 ラ 遊離水 ノ ー噂的集税 シラ成ルモノ ト考フベキナリ.

本讃験地 、ﾡ積府 = 誌 シ土堺ﾡ深ク局部的 = 土塔形成 ノ 過程 ヲ興= 

セルモ ノ ァ ッ.mシラー般=水位ノ表府=近* r賞 ロリ見チ 炎面水 二 類 

スル ・ コ ▽ナシ トセザモー面漂白作用ノ著シカ ラザル黙=微シ之ヲ 

地下水 ト 見ル ヲ 至常ト ス ベ シ本試験地 ヲ 通ジ水位深ナ ・m 以内 二在 

ノレ ヲ以テ 之 季節的 = 確樹 ノ 生理的 關係 二及ボス影春メ妙ナカ ラ ザル 

e ノ ベ* ヲ想に季節的水位ノﾡ化ヲ 各試験地 =就キ 調在比桜 セ り.
・

第三節 試験T行 ノ Af

森林土ﾡノ 理學性 ハ 同一林地 内 ト 雖 モ局部的 -千迷高 別=シナ僅々 

・m ノ亜離=於テ 兩 者 ノ間 -新シ*差災ヲ認ムル= ト稀ナ ラ ズ本 試験

とど つ確ﾡノ 存績、消失 ト 土堺性 ト ノW係ヲ比桜研究スルノナル 

ガタ * =各試験地内 =存績清央ノ 經過、ニ於テ最モ代表的ナ ル価所ヲ選 

ビタリ(1929年 二5 箇所宛, 1930年 二2 ﾡ所宛)。

Federale d. Recherches Forestieres.I5.T.I. F.1929. S. 5t. I) Stclutt, A. : Lchrbuchder allgemeinenlxdenkunde. Berlin.193o. S. 124.
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A. 土堺探取方法

試料 ノ 採取 1、1929 年二於テ。 - 10 cm, 193○年 ハo—— 1ocm, 20-25 cm,4o 

-45cmノ各府=就キ行へ y。

最初地炎 ヲ ﾡ税 セ ル雑及 ビ地ﾡﾡ物 ヲ 1除 シ次= ﾡ葉 ﾡ植用 ヲ 除 

去シシテ土ﾡ面ヲ露出セ ノレ 後 高 サ 5 cm 及 ビiocm, 断 面i 積 to。 cn, な 積 

5oocc及 ビIooocc ノ 鋼俊製叫位 ヲ 押 入 シア 試 料ヲ採区セ ッ但 シ 表 用 o - 

rocm 二到シテI929及 ビ1930 雨年トモ高サ tocm ノ 仙筒ヲ使 用 セ ル ガ 深 

サ rocm 以下=レバ粘土分多ク細級堅= シ テ使刑上不便ナルヲ以テ 19 

30 年=於テ 20cm 以下=到シ テ 商サ 5cm ノ ﾡ筒ヲ 使 川 セ ッ.筒ヲ 土ﾡ 

中ニ挿入スルニ 常 ツ 1929 年 = Burger 氏等ノﾡ行セシ 如 ク m ﾡ上=木 

製 ノ當木 ヲ於キ 木槌 ニア 打込 ミ タルモ細繊ﾡ=過グ場合、振動ヲ 奥 

フルョ トﾡキ=四 ッ テ土ﾡノ自然細織ヲ破城スル炭ァ ッ シ 故 = r93o 

年 = ハ 可 及 的探 収 時 期 ヲ 降 雨 後 上堺 ノ 比ﾡ 的 柔 軟 ナ ル I 二選ビタ ッm 

シ ア 入後回ﾡヲﾡ= 出 シ ノ 下殺 = 沿 ヒ 観利 ナ ル刃 = テ 附番 

セル土域ヲ切ﾡシ上端=上童 ヲメ下端=、目 ノ 細 カ キ( t cn 20目) 

金刷ヲ常子之ヲ Jﾡ製ノ 架臺 = m*上フ益=チﾡに第・同ノ 研 ヲ 

ナシ次プ20-25c 及 ビ 40-45 cm 兩 ノ 土 堺 e 此 順 序 = 採取ス又 同I 

二 化 學 性 試驗 ノ 試 料ト シテo-1ocmﾡノ土ﾡヲ探取 ッ。

第 ・ 同 研量 後下 蓋 ヲ除* 静 t 皿 中二 m キ ﾡ = ※ 水シァ架楽ノ上 端 約 

2cm ノ 商サﾡ水面 ヲ達セシ .土堺ノ 吸水ﾡ態初期 =ポ 急速 ナ ・ バ 

時 ◆流水シテ 水 而 ヲ常= 原 位 ﾡ=保ク シム.然レ ド モ 漸 次 吸 水 弱～ッ殆 

ンド水面ノ位電=變化ナ*=至ッ み北催放置シ ﾡ水『 ・ y 24W 間後 = 

於 チ " 計皿中 ノ水ヲ除キ共 位 2 時 間 放 m シチ毛管 水 以外ノ 水みヲ 透 通 

滴 F セジメ 後下 遊 ヲ覆ヒ 第 2 囘ノ 稀 並ヲ行フ第2同ノ 利 朵 ノ終ルﾡ、 

特 =回筒ノ取扱= 注 意シ内容土ﾡノ紅織ノﾡ動ヲ極力避ヶ ク ッ.

C. 實 驗 室内二於ケル操 作

第 2 同ノ ﾡ量後 土壌ヲﾡﾡ=入レタ ル位験室 ニ搬入シテ 山付コ ソ

然林三がク と と どきつ監樹ノ流具卜秒林士ﾡ ト ノ四係三野スン研究 S3

摘 出 シ 室 内 =ポチ統堺 セ シ ム.時 « 量 ヲ 測定 シ約3 ヶ 月 後重量 =殆ン 

ド菱化 ヲ見ザル ・*ヲ以テ 氣乾狀態 ト 番位セ 九魚乾後'近氣乾燥器 = テ 

tioC-12o'C =熱シ金靴玉ﾡヲ決定シタル後ビンセッ ト ヲ以テ土ﾡ中ノ 

根 ヲ み 離 シ乳=入レゴムﾡヲ以テ 崩 解 シ 2 mm 目ノ簡=通ジ礎卜細土

・ =分離七 りポ及 ビﾡ= 對 シテ〜再 ビ金靴量 ヲ測定シ細土更= 

Kopccky 氏ノ改良 iﾡ 汰 分 析 法 -伏リ之ヲ細別セ ッ。

D. 地下水 測定

特 = 試驗地中 稚樹 ノ 年満清失 ノ 經過 ノ上= 特徹 ノ※シなI,III,IY,V 

フ選ビ地形 上 代 表 的 ナ ル位 m = 於 テ 縦 5o cm, 横 5o cm ノ 正方形 ノ穴ヲ垂 

商=地炎 ・ ッ 深 ・coem 迄掘鑿ス不試驗地 ・ モ林土分多堪ナルガ透通 

性ノ 不良 ナノレ 箇所 ニア ソア ハ 炎面下1oocm 以 内ニ於 ナ旣二 透通困難 ナ 

ル ﾡ ル ガ 如 *そ利度明確ナ ラ ズ シラ概ネ ro。 cm 内外=述ス レベ 

何レノ 試験地 -於ラモ 透通性極 メラ不良ナル=鑑ミ ioocm ノ深ナニ於 

チ 止メタ ッベノ 上部 傾斜セ権査ヲ以 延 = 周 W=土ヲ盤 ナ 直接 

降水 ノ注入及 ビ地炎引 リ ノ 流入 ヲ 防止スシ テ地炎面・ ッ 停滞 水位 迄 

ノ 座 離 ヲ 別 =紫mセル日盤柳=依ッ ナ ・ 選 ・ 度讀定シ之ヲ以ナ大凡二 

ポ ケ ル地 下 水 位 バ 愛 化 ト 不 做 シ 比ﾡセ ッ。

r. 透通性測定

各試験地 -ポ 4価所至 5ﾡ所ヲ選定シ高ナ tocm,所面積'cocm ノ 

鋼 銀 製 ロ 筒 ヲ 地 中 二折入シ上=同ジク 商サ t。 cm, 所 面i 積 Ic。 cm, 容 積 

rooocc ノ Wﾡヲ冊* 下部 胤 筒 ト ノ 接合部 ニゴムンドヲ緊着セシメ水 

ノ漏 防 止 ス次 デ100o CC ノ水ヲ 手 早 ク ﾡ 注 シ 共 水ノ上 部間 筒ョッ全 

部 透 過 消 失スル瞬間=於ケル新過間間ラ「ス ト ップウ* ッチJヲ 以テ 測 定 

スル=トニョリテﾡ通 性 ヲ 比 ﾡ← ッ。

次 デ再 ビrooocc ノ 水 ヲ 流 注 シ 之 ガ 消 失 時間 ヲ測定シ以下3,4,5同 卜同 

様= シテ 聡績讀定セ y.

但シﾡ水ノ 際血接衝撃ノ タ メ土壌表面二生ズノレ泥溶化ヲ 可及的避ク 

ル 目 的 ヲ以チ土堺面=金綱ヲ置ク トトモ= 流 水.. ロ ﾡノ壁=沿ヒチ行
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F・ 計 算 法

一般計算法 ヲ 試験地 I ﾡ土 ノ 例 二伏ッ ラ示ス。

a. 探取間 ノ 土ﾡ量

採 取 ﾡ ノ 土 境 用 ボノ、採 取 時 土 壊 ヲ充堺セル I 簡f量 ・ ッ Wﾡ量 ヲ 

控除 シ ナ ﾡ出 *.

採 取 時土 ﾡヲ光堺セル 期 筒元....... r915.00っ gr
山 仙 ノ カ.. ・...................... 5/1 5.000 gr
roooce ノ 探政時 ノ 土堺

I9I5.o0Ogr - 545.030gr = I37o.00ogr
b. 他水時 ノ 土ﾡ量

飽 水 時 ノ 土 城 飽 水 時土堺 ヲ 充 堺 北 ル 回 筒 ョ リ ﾡﾡヲ

控除シテ算 出 ス。

他 水時土 ﾡヲ充墳セル叩ﾡ....... 201 5-000 gr
叫筒ノ 量......................... 5+5.ooogr
rooocc ノ 他 水『ノ 土ﾡ 旗 量

2oI5.ooogr - 545.OCOgr = I47O.0OOgr
e 土墳ノ金ﾡ

土壊全體 ノ 全靴量................. rol2.166gr
ﾡノ全靴 駅......................... 26.456 gr
ﾡノ全統 :........................  ○.03o gr
細土ノ傘統重

IOI2.IO6gr -(26.456gr 十 O.000gr)= 985.7IOgr
d. 採取時及 ビ他水『 二於ヶ ル土城 ノ 合水量

採取 時 及 ビ飽 水時 ノ土堺合水量各ノ場合=於ヶ ル土ﾡ量 ヨ ッ に 

全統土境量 ヲ 控除 シ 7 算出 メ.

.. 採取時ノ合水知

探取時ノ 土ﾡ量 .................. 1370.000 gr

然林=於クルとどまつ樹ノ清1ﾡ林土状!1ノ閉係=討スン研

企 上:ナ堺 ... 1OI2.I66gr

»5

採 取 II ノ土IOoOcC ノ合水

137O.030gr - IO12.166gr = 357.S34gr

2. 他水ノ 合水

他水ノ 土堺

全 乾 土 煥 朮 飛

飽 水 l ノ 土ガIOoocc ノ谷 水 呆

147O.00Ogr - IOI2.166gr= 457.S34gr
ﾡ 水ノ 容 種百 分 ド 及 ビ fi量百 分 率

1000 cc ノ堺ノ他 水 I ニ

百み分ヲ算出スルニハ

全土 ニラ除シ ICO
即 チ

I.

ポケル谷 水 飛 ヨ

前者 三 0.1
ヲ乗ジテ算 出 ス。

ﾡ水 ノ ﾡ積百分

457.S34*O.1=45.78%
容水ノ 量百分

457.834→IOI2.166* ICO=45.23%
細土ﾡ及 ビ根ノ眞比

細土及 ビﾡ ノ 眞比

14/0-000 gr
IOI2.I66gr

ツ 容水 ノ 容積百分率及 ビ

ヲ合水ホ二乘ジ後者ノ、之ヲ

細土及 ビﾡ ノ 其比比ﾡ ヲ 使用 シ 30み間※熱シ 合布と ル空ダヲ

排除シタル 後 清却 シラISC=至ツ

同 ノ 平 均 數 ニ 依 ル

タル ト キ和量シテ 測 定と 九秤量 ハ 2

比ﾡ及 ビ水 ノ 朮飛

(I 円) 76.882 Sr
ii. 企乾細土ノ量

(I 同) 4.785 gr
・"・1ll. i 十 ii

(I円) 8I.667gr

(2回)

(2 )

(2)

7O.049 gT

4.785 gr

74.834gr
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然林=於ケンとどま曜樹ノ長Iﾡ林土ﾡト ノ関=到スル研ジC S7

iv. 細土 及ビ水ヲ充七 ル 比 ﾡノ m 飛

( I 同) 79.789 gr ( 2 同) 72.955 gr

V. iii - iv

(1同) 1.878 gr (2円) r.879gr

vi. 細 土 ノ票比T

細土ノ眞 比 T ハ 供 試 細土 ノ 量 ヲ同容積ノ水ノ =ラ除セル 価 J 

チii ノ数位ヲ v ノ=子除セルモノナ ッ。

即 チ
(1回) 2.55 (2円) 2.55 (卒均) 2.55

ﾡノ眞比ﾡで同様=シク算山セッ.

2. ﾡ ノ具比

根 ノ 眞比 市 ハ Hartig 氏 ノ T験 ﾡ 値 1.5G ヲ採 刑 ス。

g. 土 堺 ノ 積量

土堺ノ T積企就ヲﾡ比= ラ除シチ算出 ス。

I・ 細土ノ容積

細土 ノ全 乾 量.........................985.7r。 gr

細土 ノ其比 重........................... 2.55

細土 ノ な 税

985.7r。 →- 2.55 = 386.553 CC

2. 根ノ容石

根ノ全統重T ..................................................................... 26.456 gr

ﾡノ県比量 ............................. 1.56

根ノ容積

26.456 キI・56= I6.959cC

3. 土ガノ賞ﾡ量

土 墳 ノ 實 積 〜 細 土ﾡ 及ビ根ノ 容 積ノ和ナ ッ.

即 チ
386.553 CC 十 0.000 CC 寸-IG.959 CC = 4O3-513CC

h. 土堺ノ賞石

ioooce 中ノ 土堺 ノ 賞積量 = ﾡ =0.1ヲ乗ジみ算山 ス.

I. 細ノ容積百み求

3S6.553 *o.t= 3S.70%

2. ﾡノ容石百分率

16.959 *O.1= 1.7O%

3. 堺ノT種

土堺 ノ T 税 細土ﾡ 及 ビ 根 ノ 容 種百 分 ノ和ナ り.

J チ

38.70% + 0.00% + 1.70% = 40.40%

i. 空数及 ビ空数百み

制 筒 容 税roooce ・ ッ土堺ノ T ﾡ量 フ 控 除 シラ算出 ス.

即チ

IO00.03Occ - 403.5I2 cc = 596.4SS cc

之ヲ空数ノ百み率=換算スル=〜ﾡ。=o.. ヲ乗ズ.

J チ

596.48S X 0.1 = 59.656

j 容 氣：ft

W ﾡ内 ノ空氣 空ﾡ・ ッ 飽 水 I ノ 合 水量 ヲ 控除 シテ •算出 ス.

1000 CC 中 ノ 空ﾡ並 .....................  596.488cc

他 水 時 ノ 合水 .......................  457.S34cc

tooocc 中 ノ 空氣量

596.4S8 CC - 457.834+cc = ・3S.654cc

空気ノ 百分率即 す容氣』い、空荣知= 悬 =o.. ヲ乗ジァ 算出ス。

J チ

138.654 *O.!= ・3.S7%

kに.. 土境ノ眞 比 朮

土ﾡノ眞 比 、北全統量ヲ 實 私 ニラ 除 シア 涼 出 ス。
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土ﾡノ全靴 .................... IO12.I66gr

土 城ノ 賞ﾡ量 .....................  4035 I 2 CC

土城ノ眞比

IOI2.I66 - 403.512 = 2.5 I

I 容積比重

容 積 比 面!ooっ ccfノ土ﾡノ全化量 ヲ ・oo。 ニラ除シテﾡ山>。

I チ

1012.166 + fOOO = I.OI

m. 土城中=於ケル容氣 到 容 水ノ 比 率

土城中=ポケル 容 氣 量 對 容 水 朵 ノ 比 率 〜 容 氣 夂 ヲ 容 水 二/ 容 積 百 分

ニラ 除 セァ 値 二 Io。 ヲﾡジテ算 出 ス.

容気量....................................13.87%

容水景容積百分率 .......................  45.78%

土 ﾡ中二 於 ケ ル 容 須労 容 水ノ 比 率

13.87 + 45.78 *1O0= 30.30

第四節 試驗 成果 ニ 對 スル 考察

優過セル如ク本試験各試験地土堺間ノ 特異性 ト 稚供ノ 存頼消央ノ 

關係 ト ヲ 比ﾡﾡ照 シ其結果 = 考祭 シラ之ヲ 施業上 = M用 セシトスルモ 

ノニシテﾡヒ 之 ガ比較 各試験地 I = 於 ヶ ル全般的 特徴 ヲ 誠ル 目的 

上供試価所= 對スル各試驗成果 ノ 移動範闘 e = 其平均値 二 依 ルフ以チ 

充分ナッ ト 思惟 シ以下便宣略炎= 第 *比戦 スルョ トトナセリ. (附 表 第 

5, 圖 版 XXI 塗 照)

A. 容積比

土ﾡノ型 4 性 ヲ支配スルラュル催 件延み容 積 比 =影 響 シ 就 中 

眞比求 ノ 大小及 ビ土域ﾡ織ノ 差興 =ロッ テ菱化スルモ ノ ト ス同一容積 

ヲ充墳スルニ石礎ヲ以テス土ﾡ=比シ 腐 植 ロヲ多 量 -合有スル土 ﾡ 

ノ 容積比 ノ 小 ナルコ ト又同種ノ 土ﾡ ニシチ細織ノHﾡナルモ 、共

ミ然トニポケンとどまつ理樹"清兵上森林士リ上ノ関係三野スシ研究ビ S9

Bナルモノ= 比 シ な積止ノ 小 ナル= ト 明瞭ナ ッ普通 = 自然細ﾡ ノ 僅 

ナル土 ﾡ-ポケル容 種 比 .、Atterberg 氏(1912) = ( レ I.5一1.S, ﾡ 横 土 ノ

場合=ハ o.5-0.6 ナッ トセラレ 又Schucht 氏(193o) = 伏 レ 1.2-15 ノ 問 = ァ

リ ・ 稱 * ラ ル.從 ヒチﾡ =等量 ノ 場合ヲ 地像スル ト ・、ﾡ粒質ﾡ物質

= 到 シ 容積 ニ 於テ 3 倍 ス ベ シ.』チ若シ 土堺 ガ 4 % ノﾡ粒質 ヲ 合布 ス ル

場合 腐 横 質卜ﾡ物皿 ト ノ容積止I:S =逆スル理ナ ッ.

今各試験地 = 就 *1929 年及 ビ'930 年 = 於 ケ ル試ﾡ果 = 伏ッ 容積比 

T ヲ 比 ﾡ ルニ交ノ如シ。(圖 版 XXII 姿 照)

第42表 容 私 比 近

・ V !
1I

0 ー・ I。 cm o.95 0.93 O.Gt 0.89 O.6I 0.90

2o - 25 cm 1.35 1.t O.79 1.27 O.7+ I.4o

4O - 45 cm 1.as I.32 1.01 I.42 1.25 1.4o

即 チ 上表 ニ 依 Y 各験地 ヲ通ジFヨ ツ 深 ヲス=件ヒ 容積比 

:近 ヲ 加 ス.是松 シ テ 米府 深府 =比シ 細継 ノﾡﾡナルヲ示スモノナリ。 

次 = 各試験地 = 就 ・ み比桜 スル= 確ﾡノ 績清失 ノ間係=於 テ劣ル IIL

V=がチ 4 = 容積比 は ノ小ナル原四"主ト シナ層植質ノ合行量ノ大ナ 

ルコ トニ 蹄 若 スル モノ ナリ。

lurger氏(1922) ノ賞験成都 =見ルモ 地位 ノ上= 容積比ガﾡ =標ﾡ卜 

ナラザル= トヲ知 ル チ liren ノ土堺地位第 ・位 5至第2位=ﾡシ 

Zofingenノ土ﾡ第3位=ﾡメルモ容 積 比 正 ヲ 比較 スルト *後者ハ 却 

ッ テ 小 ナル結果 ヲ示セ ッ ・ シ原 因 ヲ後者ガﾡ葉ﾡ林地= シテ色=加 

腐植 質 ノ 堆 種シッッアルﾡ果ナ ッ トセ ラ レタ 九本 試驗 ニ 於 ケ ル稚 樹 ノ

I) Atcrlerg,A・: Die mechanische Iodenanalyse und die Klassifikation dcr Mineralbodien Sclwedcns. 

Internat. Mitt. Iodlenkcde. 2. Id. I9t2. S. 32S.

2) Schuachb, F,: Gnndziigc der Iodenkunde. lerlin. 1930. S. 101.

3) lurger, IL. : Physikcaliscle EigenschaftenderWald.unIrcilandloien. Nlitteilg.d.schweiz. Zentralans-

talt f.d. forstl. Versuchswescn. 13. Jd. 1. lIt. 1922.
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績清失 ノW係=ポチモ同様ノ 結果 ヲ示シ寧。年積比正ノ 小ナル土ﾡ 

=於テ成 ﾡ ノ不良ナル T ヲ 得火 ッ。

B. 空ﾡ

森林土ﾡ= 於テ大ナ ル空ﾡ量フ示スモノ、概レテ J地位 良 好 ナ ト稲 

セラルルト コロニシテ Albert 氏ノ如キ ノ、特 =主張スル ト コ ロ ナ ッ総ル 

= Burger 氏反ﾡ=地位 トー致セザルTヲ報ジ ラ 例 へ 7 lilgen ノ 良 

好ナル採伐林土墳=於テ空数量63%ナル=到シ劣等ナ ル原地 土堺 = 

於テ却ッテ空ﾡ量ノ69%ナル結果ヲ示セ ッ但シ此空ﾡ量ヲ毛 管性ノ 

モノニ 就 キテ 見ルト キ 押伐林土堺、空数量40% 二 達 スルニ 反 シ立原 

地土境～61% =述* y.北ﾡ、前※他和状態= 於 テ 尙 23% ノ 容気i 

ヲ示スニﾡシ後者僅力=8%-過ザル= ト フ示スモノナ 九之 二 依 

ッ ラ見レベ Albert 氏 ノ 主張 ノ 如 ク 空数量ガ40%-50% ノ範山=述ス ル 

・キ森林土ﾡノ氣性充分ナッ トスル設=必ズシモー致セザナッ。 

但シ氏ノ試験〜、飛砂地=到スルﾡ果ナルヲ以テ之ヲ本試ﾡ地ノ如ク ﾡ 

植質=ﾡム土城ノ 場合 二ノ、適 用上大 イ =考厳ヲ要ス〜キﾡ-述ベ 

ルトコロナ九

今 各 試験 地 二就キ 1929年及 ビI93o 年=ポケル 試 感 結 果 - 依 ッ 空 吸 量 

ヲ 比較 スルニ 次表 ノ 如 シ。(団 版 XXIII 塗 照)

第 43 表 空 吸 飛 (m%)

然林二がクとどまつ世i清具卜森林士四卜関係三型ス可究 9I

果ヲ示ス ト覧モ之ヲ質的=おﾡスルトキ"腐植質ヲ多量合有セルタ 

メ 之 ガ 吸濕ノ 納果勝シ年 ・モ管作ル=姫な水ヲ 以>墳塞 セ ラ ル種 

類ノ空数=和常スべキモ ノ多キヲ想像セシムルモノ ア り空数量ノ大小 

ト 地位 卜〜 ﾡﾡ行 スベシトナス Albert 氏等ノ設 ガ必ズ シモ常ヲ 得難 シ 

トセ ラルルト コロ ナルガ本試験=於ケル確樹ノ存績清央ノ 起遇ノ上= 

e順位ガ空数ノ大小 ・相ﾡ行セザル1ヲ得タ ッ。

要メル =空数量 ノ 球 的 関係 ガ正要 ナル ニプラズ シナ 土壊ノ 組織 狀態 

- 茶 ク 質的 関係 ノ如何=因ルベキモノ ニシテ空数量ヲ以テ土挑ノ 理駅 

性列断ノ因子卜見ル〜、唯加ﾡﾡ及ヲ知ルーﾡ準 ト シテ適用 シ得ル範四 

= 過 "ザル ベ シ.』チ 著者 ノ 主眼 セシトス ル土堺細繊 =基ク 空数並ノ 質 

的 狀態 ノ 4悩 =伏り容 気量封容水量 ノ比率 ニ 及 ポス 關係 ヲ 考察 スルト 

キ ニ於テ空数ノ其個ヲ知ッ 得 ベモノ ・メ。

C. 器械的分析

土J細繊 ノﾡ糧卜 空ﾡ量 ノ大小卜 、本試験地 ニ 於 ラ 何 レモ 實際 二 竝 

行メル ト = ロナルガ介之ヲーカハ Albert 氏ノ主張=ﾡ ヒ 混在 セル 粗 粘 

土 ニ 型 キヌーカ Kottgen 氏ノ 主張 ニ 做 ヒ土壌 ノ實積呆若シク "量 

= 基 ・ 各 ガ本試験地 ノ 土堺ﾡ織 ノ ﾡ加 二及ボ* 剛係 ヲ 1929 年 及 ビ1930 

4 ノ 試験ﾡ果 ニロリテ 比ﾡ到照 スル= 次表 ノ 如 ン. (附表第6,図版XXIV 

參 照) .

陰追 1
I ロ N V ロ

O - IO cm 62.13 63.07 73.22 64.42 74.31 64.14

20 - 25 cm 48.6+ 5o.74 6S.or 5t.G9 69.86 47.28

4O 一 45 cm 52.13 4897 62.0S 46.78 51.82 46.9s

即 チ各試感地ヲ通ジ深及ヲ増ス=従ヒ空ﾡノ少スル傾向ヲ認メ 

得 ベ シ.次 = 各試験地間 ノ 比較 ニ 見ル ト キ 、横清失 ノ 紙過不 良 ナ ルIII, 

V ガ 空ﾡ量大= シラ共良好ナルe ノ却ッ ラ小 ナルノ傾 向 ヲ認メラ 前 項 

ノ 容積比 ノ 比較 ノ 場合 トー致 セ ッ益シIII,V空察量=ポチ 大 ナ ル結
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第 44 表 土規細械ノ堅糧卜土ﾡノ質種 

及ﾡ土 品 ト ノ W 係

試 I I ロ V n

土!T i(«r) 949.9S1 93t.93S SSS.97 6oS.Gss 902.S77

り1式硫量 (co 379.63S 370.371 26S.564 356.991 257.S2+ 35S.905
o一I。 cm 体士Ti料 (の) 52.53 45.57 4303 4+.6 3S.s2 5O.77

I 2 5 4 G 3

(+( 量(«o) 67+.4S! 656S55 392.707 G34.922 371.742 702.436

" ・伝表(cc) 256.840 246.350 1599SS 241.6m 150.797 263.Gぷ4
" "

j粘土加加率(%) 0S3G 56.t3 69.79 G5.27 69.89 72.63

2 3 5 4 6 ・
は/R量(m) 638.496 660.217 503.746 709.266 625.679 69S.S52

" |賞成量(c6) 239.292 255-122 189.429 2G6.IoI 240.S62 265-304
40 - 45 cm - 咕土朮加率(%) 8o.2S 539s 76.35 G4.6S 65.66 78.0o

5 3 6 I 4 2

a. O - io cm ﾡ

本ﾡ ノ比較=於 、細織座加順位 土壌 ノ 量並 二 Tf種量ノト会 

クー致スルヲ見 然 レ ド モ 粘 土 ヲ以チ比ﾡ スルトキ → II 〜、45・57 

%=シラ第3位ナ=ﾡレ 細織 ノ ﾡ加順位 ・リ見レ 第 2位ヲ示ス.

b. 20- 25cm

本ﾡ=於子 前用 ト 同様紅繊 ノ 区加順位土ﾡ ノ 量並 = 賞f積ノ 

共 卜全クー致スルヲ 見ル総ル = 粘土量率 ヲ以 比ﾡ スルト*→、V〜 

69.89% ニシラ第2位ナ=到シ 組織 ノ 堅粗順位 ノ、第 6位ヲ示 ス。

C. 40-45cm用

本用ノ 比ﾡ 二於 ク 前用 ト 同様 =細織ノ 整加順位 土墳 ノ 量並 = 

T種量 ノ 其 ト 大ﾡ =於テ ﾡ行ス ノン ヲ 見ルペ レ ド e ﾡ土量= 依 リ テ 

比ﾡスル ト キ → IV 〜 64+68 %=シラ第5位ヲ占メ I〜 8o.28 %=シラ第・ 

位ラ示スモ 細紀 バ 堅和順位 ョ ッ見レIV第 r位ニシチ I第5位ヲ 示

。
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以上 二 依 ソテ見アニ 少 ナク トモ 腐植質 二富 ム土壤 ニ 於 テノ、Albert 氏 

ノ 主ﾡセ ル ガ如 ク 細織 ノ曜机ノ 定= 、粒子征ノ配み率ヲ以みスル 

正 確ナルモノ トナシ 難キ ヲ 知ル ベ シ。

姓=III,Vガ容種比空数量 ノ 此桜 ・ り著シク ﾡﾡナル精果 フ示スー 

面i = 4 合布 ス ノレ腐植質 ノ 氣象的剛係 -ﾡジ 不断 ノ 膨張收縮 二 因 リテ 生 

ズ ノレ 土 壌 中 ノ艦隙 二 歸 スノレト = "少ナカ ラ ズ然 モー面=於子構池ノ 

上 =土城粒 子 ノ勝着状態 ヲ想ノ、シム ノレ モノ ァ リ 子恐ラク之ﾡ質ﾡ植 

質ノ存在=ﾡク現象ナベシ。FEhrenberg 氏 (1922) ハ ﾡ質ﾡ植 質 ガ少ナク 

・ モ 細土 =-作シチ 担 ﾡ代 ヲ奥へ終=帯土=近似ノ性ﾡ=菱化セシム 

ル ノ 事•實 ヲ設*又 Delrendt 武少ノﾡ植ﾡ卜ﾡで細砂。リ ナ ル土ﾡ 

ヲ ﾡ洞 ナル状態=於極メ テ 納着化スル= トヲ報ジ Rosenow 氏 モ 腐植 

m2.5% ノ 合イ〜細砂= 對 シ納質 ノ 4性 ヲ奥フルー充みナル量ナッ ・稲 

セ ッ.共 他 Senit (1SG7), Frankeae 氏 等 ノ如 キモ 旣ニ银 驗 的 = 同 事 實 ノ存在ヲ 

認メシトコロナリ。

D. 容 水 ﾡ

旣二 述べ クル 却ク 地位 級ノ 判定 因子 ト シラ Hoppe 氏 ノ如ク容水量ヲ 

界グルニﾡシーガ=年"容水症ヲ排シヌ容氣量ヲ主張ス lurger 氏 

一派" ッ テ所說一定 セ ズ本試験 =於テ 人 稚樹 ノ存ﾡ清失ノ 經過 ト 容水 

量ト ノ開係ヲ明ﾡナラシメントス。

4各試験地 = 就 * 1929 年及 ビr93o 4=於ヶ ル試験精果 = 依ッ 容水量 

ヲ 比ﾡス ル ニ 次表 ノ 如 シ。

I) Ehrenbcrg, P.: Dic Bodcnkolloidc.Iresdenund I.eipzig.1922. S. 124.

2) Vgl. Ehrenlbcrg, P. : I922. (1) S. I24.

3) Vgl.Ehrenberg, P. :,1922.(1) S,I24.

4) Senft, I.: Steinsclutt und Erdbodcn. Berlin. 1S67. S. 31S, 3r9.

5) Vgl. Ehrenberg,P. : 1922.(I)S.I24,12G,I27.
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第 45 表 容 水 是 ( %)

I V

( 率 
。 — 10 cm ,

5t.3S 52.07 ro4.S3s 54.82 99.35 52.91

ﾡ 税 率 48.19 4S..6 639o 47.72 59.72 47.77

(量率
20-25cm-

32.71 3390 78.76 38.45 &o.16 30.70

# ﾡ 率 44.Ii 44.53 G1.86 4S.S2 5786 43.12

/T 及 率 
40-45

3863 34.65 5357 32.34 39.69 33.17

49.20 45.76 5395 45.55 49.67 46.23

J チ 上表 テ 依ソ 容水量 ノ順位 ヲ見ルニ 存ﾡ消尖 ノ ト 大隅 二 於 テ 

逆相開ノ 傾向 ヲ示セ り.特 = 存 績 消失 ノ 經過 ニ於テ劣レ ルI,Vo-0 

cm用 ノ 容 積率6o% 内 外ヲ示セル=到シ 存 績 消失 ノ 良 好 ナル新過ヲ示* 

IV,VI ニアッラ 48%以下 ヲ示メ。

普通 客水量=影響スル → 粒子 徑, 組 織構 造 及 ビル張 性 物質ノ合 行 ノ 

如 何=因ルトセラ ル粒 子 徑 二 就 キテ 見 ルニ 共诚 ズルニ 從ヒ ァ 比面 ヲ 増 

大 シ同時 =毛管現象= 關係 スル接ﾡ職ヲ 加ス ルﾡ果容水量 ヲ介大ス 

ベク次粒子ノ細繊構ﾡ=シテ W粒若 シクハ 网 粒組紙 二因ッ み求シキ 

送興ヲ生ズベ シ普 通 = 容 水 ハ 空 数 卄： = ﾡ 行シテ 常 = 増 減 ス ル ガ 如 ク 

考へ ラルルモ 此 事 タ ルー定体件 内=於テアリ得べキ= 卜-シテﾡ局 

空ﾡ量ノ大小ョ リ モ▽ ﾡ的 關 係=影響スルト コ ・大ナ ッ.』チ2種 

ノ土堪 ガ ﾡ = 等 飛 ノ空数量ヲ示* トスルモ非毛管空数多= シテモ管 

空数少ナル場合然ラザルモ ノ =比シテ 容水量小 ナル理 ナ ッ.要スル
1

ニ Mitscherlich 氏 (1920) ノ稲スル 如 ク 容 水 : ナルモ ノ 空ﾡノ 大小 ニ ノ 

ミ依 ラ支配セラレザル= ト 明 ラカ ニシテ lurger 氏ノ如キモ空ﾡ ﾡ ノ 

大小共モ ノ ガ直接容水量=影響* ズシ テ空数 ノ 種ﾡ形態及 ビ配列 ノ 如 

何 二因ルモ ノ ナノレヲ 報 ぜリ.

本試験=於テ III, V J、偶 空 ﾡ 大ナルト トモ=容 水 祭 モ之 ・ﾡ行シテ

大二 シテ 即 チ 土堺 ノ T積量小 ナ ル =拘 ラ ズﾡ水量ノ大ナル 、Kottgen 及

I) Nitscherlich, E. A・ : Bodcnkundc ftr I-and- und Iorstwirte. 3. Aufl. Berlin.I92o. S. I7. 

ビ Klitsch 氏 (I927)ぐ ノ稲スル 如 ク 腐植 質ノ存在二起因スルモノ トセザル 

ベカラ スニ 又雨 試験地 = 於 ヶ ル正量求 ト 容積率 トノ 遂數ノ他試験地 = 比 

シ※シク大ナル= ・モ ﾡ植 質 合 布ノ大ナルヲ映スルモノ ナ yA植 

質 ノ、水 = 對 スル吸着 性ノ大ナルト トモ ニ 膨張 ニ 伴 ヒテ 空 影ヲ狭 小 ナ ラ 

シメﾡe み非モ管空数ヲモ管空ﾡ=袋ジーﾡ容水量ヲ大ナラシムル結 

果 ヲ誘 殺スベ シ.介 次 表 = 抑 グルWVollny 受 (1S97)ノ 試 職 結 果=見ルモ此事 

Tf ヲ 推 知 スル=足 ル。

土 機補颊 4 水 量 (年 ﾡ %)
i

火1 量 小
w 植 74-59 5535

祐 土 sS.n 53.19

石 英 砂 37.62 33o4

m シ う容水火測定常 ノ氣温ノﾡ化因 ツ ヲ移動ス ル"理論上 

認メ ラ ルル トコ・ナルモ llohm 氏等 ノ 研究 = ( レ ﾡ化極 メ 徹少 

=シラ 発ﾡ映盤 ノ限界=馬* ル程 ナルヲ示セル ガ本試験 =於チモ 斯 

ノ如*見地ノ下=気温=ﾡク變化ノ況比校セザル= ト トセり.

以上=依ッ ヲ考祭メル= III,V、融雪又降雨期=際シ過他和状態- 

ア場合合有交 氣量量 小= シラ地温亦低* ヲ発レザルベク延ラ従 

生物ノ繁殖及ビ機能ヲ著シク審シ波=ﾡ位分解ヲ シナ級慢ナ ラシムル 

傾向 ヲ示メベキナリ。Wollny氏、培養植物 =依ル試験=於テ或範闘ﾡ→ 

土旗 ノ 合水量 ノ 加 = 件=収穫ヲ 増大 スノレモー度 典範 国 ヲ趣過ン水分 

停滞 ノ微候フ示ス ト キ 穫 ノ少スル事1フ撃グ容水量ノ約60%程 

度 ノ 合水量 ヲ以テ量モ適常ナッ トナセッ。又 Burger 氏 e 森林土ﾡ ニ於テ 

炎ﾡ○-rocm - 於 ケ ル容ﾡ率 = 伏ル容水量 so% ヲ趣過スルト キノ、旣 

= 靴拠炎化 ノ 現象 ヲ 起 シ植生 =有志ナッ ・ﾡセ ッ.勿論水 ノ ー定量以

1) Iにottgen,P. & Klitsch,: Uclerdic wicitigsten physikalischcn Eigenschaftendles schweren Bodens in 

natiirlicher Iagerung.Torstw. Zcntralbl. 49. Jg. 1927. S. 7o5.

2) \ollny, E.: Lic Zersctzung der organischen Stoffcunddie 1 lumusbiklungcn. Hcidcll)crg. 1S97. S. 246.

3) Vgl. Mitschcrlich, E. A. : lodenkuude fuirLand-und Forstwirtc. 3.Aufl.lBerli.192o. S.175.



96 北海道林業試験場報告ﾡ 十 二 ﾡ 然 林=燃クルとどま つ樹 ノ耐 ト 探林士.契 トノ 期係 二封 X ン研じ 97

上ガ植生=封シ有害ナソ トスル要スルニ 須量ノ不足二ﾡスルモノ 

=シラ若シ水溶培変=於ケル 如 ク換水ヲ前提トメル 場 合自 然趣 ヲ 

興=スベシ。

要スル =本試験 -於子稚樹ノ な績清失 ト 容水量 ト ノ 剛係 寧 ・ 逆欄 

關 ノ現条ヲ星シ 4= III,V =著シヲﾡe 得 ク ッ。

E. 合 水 t

Ramann 氏ノ稲スル包水量〜 容 水 量 ノ 如ク 常 數 ニアラズ シア 李 節 的 = 

變化ス ベキ 性質 ノ モノニ シテ rf上植物 ノ 生ﾡ的 開係=大ナル影響 

ヲ行スルコ トニ鑑ミ0一 tocm =於ケル季節的= 見ル谷 水 量 = 就 キ 

・9j。 年之ヲ 測定比ﾡ t y.

各試驗地八氣候的又ハ地理的二見テ相近似スルモノト認メ植生活動 

期間 各月 2同宛同 時 = mi 法 = 依J土墳ヲ採取シチ合 水 量 ヲ 測 定セッ。 

勿論地表 二 到達スノレ降水好或ハ地表 ヨ ッ ノﾡﾡ量、林み構成状態ノﾡ 

異 ニ 依 リテ 相違 シ從 ヒテ 合水 配ノ 差異、北を部 ヲ土ﾡノ 理化 學性 = 歸 

シ難ク更=容水量 ト 合水 卜必ズシモ i 行的W係フ示サザル= ト ヲ 

前提 ト シ 直接合水i =就*變化ノ 紙迫 = 對 ス ル比ﾡ ・ ッ ﾡ樹 ノ 存績 

消 失～ノ影春ヲ知ラ ン トスルモノナ ッ.mm シラ士 堺届 位 ノ 特 f=因ル地 

下水 ノ 昇降 更 = 府植 質及 ビ材土等 ・ 水 - ﾡスル特性 ・ リ 見所間行効 

水 分 及 ビ 非 打 効水分 ト =分チ比ﾡセ ッ。

今 各 試驗 地 二就キ ・9304F=於ケル 測 定 結 果=依J合 水 量 ヲ 比ﾡ ス ル 

=次ﾡノ 如 シ。(圖 版 XXV 会 照)

第 46 表 合 水 址 (化%)

ル 11
I 11 ロ v W

fit k1 量 率 Tt担 安秋中 J国申安武率 Rlt単「成率

I 45.I5 43.30 46os 4399 Cs* 50.20 4o 4t.70 6S.6: 40.90 4t.5t 3S.9O

'1 15 45.55 45.6o 37.25 39.30 6o.0o 44.IO 46.99 40.6o 62.32 41.2o 36.44 36.30

・
I 4+5S 42.So 32.St 33.70 44.76 32.90 30.03 3t.30 54.55 37.0 3t5S 3o.70

t5 36.47 35.6o 2S.13 3o.5o 47.S3 36.5o 33.26 30.6o 51.90 35.40 29.46 30.70

I 27.So 26.30 23.06 24.5o 4S.S7 36.So 29.6I 2S.9o 57.50 36.40 29.21 28.60

I5 2I.co 2I.00 22.OS 22.50 37S6 29.50 24.47 2+30 45.2+ 29.0O 2ふ3S 2430

I 3I.37 29.30 2S.S2 29.20 59.42 4I.CO 32.77 33.30 57.9t 39.50 3t.so 32.70

1 16 23S5 23.c0 2395 2530 5t.37 35.50 23-46 20.70 45S 29.70 22.21 21.50

。I 6 4O.00 +O.6o 3S.5s 43.6o 69.7I 49.55 40.63 36.0o 61.3o 40.40 41.33 4O.SO

91 15 29.6S 2S.5o 4O.St 4C.co 5556 4o.5' 39.II 3S.So 59.09 39.00 35-S9 35.00

(I93o. 定)

上炎= 依ソ 容積 ヲ以比桜シ見ル5月 I 日 ニ於 テ V I,IL,IV ニ 

比シ小ニシテ同月15日 =於ラIII,VI=比シ小ナッ夏=6月 ・ 日= 

アッ テIIII,IIa ッ小=ヌV I コ ッ小=同月15日ニアッ ラハVハ 

I =比シ小ナ ッ。7月及ビS 月 =至ッ テ III,V、他試験地 -比シ大ナ ッ.降 

ッ テ9月 6 日=V〜III,VIョ ッ 小 =同月15日 =於テVヌII ヨ ッ 小 

ナルヲ 知 ル ベ シ。

娘=容水量 ト 合水量 ト ノ 關係 二 就 キラ 考楽* ル =前番大ナルeノ 〜 

概シヌ後番モ亦大ナルヲ像ﾡセ ラルルモ 此 開 係 〜常 =成立スベキニア 

ラズシテ前者ノ常 ﾡナル= 對 シ後番ﾡ製ナル ガ故 ナ ッ.』チ 合水量 = 

W係 スル 因子 ハ 土域 ノ 理化學性以外 = 林分構成映態 ノ 特微例 へ 樹種 

勝齢及 ビ林木ノ 配量載地彼粒物ノ 種題格葉ﾡ植ﾡ ノ映態等=ﾡク途 

水蒸散及 ビ保水等 ノ 欄 互明係=因 テ 差異 ヲ 來 シ容水ノ大ナルモノ 

ニシテ却ッチ季節的=靴燥状態ヲ量スルトトそ=ヌ反到= 小 ナモ 

ノ ニシテﾡ河状態ヲ示スモノ ア ッノ如クシラ 容水 コy見著シク 

大 ナ ルIII,V ガ合水量 =見テ必ズシモ常=大ナ ラザラ 認メ得ベキナ y. 

N チ III,V、他 試験 地 二 比 シ 容 水 景 大 ナルニ拘ラズ5 月 以降 6 月中 ニ 於
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テ合水少ナキ 傾向 ヲ 示 ス』チ 雨試験地気象的 因子 ノ菱動二 関ル谷 

水i ノ菱化大 =シ 乾漏 ノ 愛化 =於ラ新シ* 傾向 ヲ ・示ス ルモノァリ. 

7 月及ビ 8 月ニ 於テ 側合水量 ノ 最大 ヲ示ス次炎=於見ル 如 ク 6 

月I 日-6月 I4日並= 6月21日一6月30日 III ニ 於 ア 合 計2..3 mm, 7月 U 

日一7月14日並= 7月22日一7月31日間 = 於 ラ合計8o.. mmノ降水ア 

ッ シクメ本奈容水ノ大ナル=悲ク結果=シテ若シ降 水 暈 ニシテ 更 ニ 

多量ナ ッ シ場合・ 府 舎水 址 = 加 フ迷シ 他 試験 地 ノ上=ﾡカ= 出 ズ 

ルトコロアルベキナッ。

第 47 表 降水及ビ殺 (JLmm)

/

F 、 ﾡ5前j
3 4 5 6 7 s

1
at

・
降水量 一 — — — 0.0 36 — — O.2 5.7 9.5 ...

ご a袋量 67 u.6 3s 5-1 3.o o.5 39 3.2 1.7 1.4 40.9

・
降水量
独量 3.0

o.o

2.6 4.2 2.6

I.9

1.2

5.7

1.9

0.0

2.3

5.7

2.9

o.3

0.8

0.0

2.S

・3.6

24-3
}-'o7

6
・

「水量
※役量 5.7 4.7 4.6

0.1

47 69 6.2 4.3

2.4

2.8

2.7

3.2

○.7

4.1

s.9

47.2
-43

—

・
降水量 — O.I 2.0 2.0 ・ — ・ o.3 8.2 12.6 卜-236袋量 44 24 3.o 28 6.o 49 3-5 3.I +.2 1.9 36.2

・
降水量 一 o.I 7.1 3.0 7.0 — — 0.0 I7.2

-227※独量 5.2 46 4.0 1.8 I.4 o.6 55 6.2 6.o 4.6 39.9
7

・
降水量
森袋量

一
54 4.7

2.5

4.1

04

5.2 o5

・

6.3 4.2

IS

2s 5.5

0.0

5.1

4-7

49-8
}-45..

(

8 く ・
降水量 
殺

t4.0

I.I

264

5+

o.o

5.3

0.0

5-5 5.4 55 5.t

34.5

1.6

2.3

44

・

46

77.2

439
}+333

( 降水量
蒸袋i 4.2

I.7

I.4

0.0

52 59 5.5

o.o

3.4

I.I

39 5.5 5.3

99

+6

12.7

44.9
}一32.2

叶
降水量
港我量：

o.4

2.7

23.0

0.3

28.I

o.2

22.9 

・
'5.r

2.2 2.9

33.1

2.4

39.1 2.5

I.3 2.s

164.2 

t4S
}+1494

プ
(

・!
降水量

狂品 3-4 4.0

o.6

2.2

5o

2.5

0.0

3.2

O.I

33

0.0

3-7

o.I

2.9

O.4

2.7

6.2

30.3
一 a..

(I93O.測定)

要スルニ IIl,V/ 如 ク合仃腐植質ノ 多景 ナツ土垠,、降水景 ノ ー定量以 

上=アルt *合水北加シー且統機期=合シ層権ﾡガ統燥状態=至ル 

ト キ ハ 抗 吸 濕 性 ヲ星シ却ッチ 降 水 飛 ノー定 以 下 ニプ ノレ 場 合 二室 口合 

水 ヲ 小 ナラ シム ノレ 素因 ノ 年在 ヲ想係セ ラルルナ ッ.以上ノ 傾向〜後設 

スル4生理的行効水ノ 此ﾡ=がテ モ知ル ・=vァッ ラ腐植分解ノ上ニ著 

シキ影響 トナ ッ ラ現ルベキモノ ニシテﾡヒテ Wollny 氏 (1S97) ノ稲フル 

所福 腐 植 分 解 = 對 ス ノレ 因 子 間ノ 最 小 及 ビ最 大 パ 法 則 =支配セラルト 

= ロ アルベキナ ソ。

更=III,V土 堺 中 二次表=示ス 如 ク他 試験地=此シ 虹 蚓ノ 校心 數 著 

シク少ナな事 、又ﾡ償験地 土堺 ガ 氣象 的因子ノ變動=因 ル 乾濕 ノ 變 

化 = 於 テ他 試験地 二 比 シ大ナ ル傾向 ヲイスル=トヲ祭知セシム 好例 

タルベシ。

第 4S 表 蚯 蚓 松 こ、数

我喩地 I I ロ n
匹 55 34 7 22 5 36

問ﾡ(所ﾡ G4 70 S 6s 71 ss

I m2 ﾡ 匹 ﾡ 3S.r9 21.59 3.99 I43S 3.I3 1S.IS

〔(I5cmン〕

從 來 虹 労ノ桜思卜 土 壊 理化 学性ト ノ係二就キテ → Parwin 氏 以來 各 

學 者 二 依 ソ テ諭識セラレシトコロナル ガ 就 中 Arrhenius 氏 (192r)、PH= 6 

以下 ノ土ﾡ=於テ ハ ﾡ心ノ困難ナルヲ報ジタ り然レ ドモ Ramann 氏(1899, 

'9t1)ノ 試驗 = 依 レ 酸度 ノ 如 キ、除 ッ 影響 セズシテ 寧 ・土墳ノ 靴源程 

ノ極端=變化セザル= トヲ 以テ 蚯蚓 権 息 ニ對ス ル 必 須 ノ 條 件 トナシ 

ク ッ.4各試感地土墳ヲ通ジ何レモ PH =6以下ナ ル事賞 ニ 想 到スルトキ

1) Wollny, E. : Die Zerselzungderorganischen Stoffe unddie Humusbildlungen. Heidelberg. 1S97.S. I4+

2) Arrlcnius, O. : Influencc of soil rcaction on earthworms. Ecology. 2. Vol. I9r. P. 255.

3) Ramann, E. :Anzahl undlcdcutung dernicderen Organismen in Waldund Moorlxklcn. Zeitschr.f. ドorst-

u.Jagdiw. 3.. Jg.IS99. S.575.
4) lamnnn, E. :Rcgenwtimer und Kleintiere imdcutschen \aldbodcn. Intcrnat. Mitt.Bodenkdc. I. Pd. 

rotl. S. 13S.
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Ramann 氏ノ設ョソモ III, V一般=他 試 職地二比シ 乾 ﾡ ノ菱化対シ 極 

端性ノ存ス= ト ヲ想像シ 得 べ シ。

本調在 ヲ行ヒ ・ル ・930年F〜、氣候比較的順和ナ リシヲ以子 以上 ノff 
ヲ敷字的=明示シ難* ト = p ァルモ 偶 1928 年 ノ 如 ク著シ キ乾 燥=遺選 

セ ル場合 ニアリラハ III,V ノ統燥程度皮 ガ他試験地 =比シ恐ラク大ナルベ 

キフ疑 ズ.即 チ 該 年度=於ヶ ル 稚樹ノ 長=及ボセシ影響ノ著シキ= 

微スルそ知ルベキナ ッﾡシテヌー旦降水ノ多 必 ナ ル 年 =合シラ反 

到=過ﾡ状態ヲユスルニ至ベキ ヲ モ 推知 シ 得 ノレ ト コロナ 九 (第25 表 

參照)

F. 委測係敷ﾡ = 生ﾡ的効水

土 ﾡ ノ 保 有 ス ノレ 水 み中 吸 着水土 ﾡ = 確T =緊ﾡシ土堺中= 出 現 ス 

ル源度 ノ 變化 =Mジナ 移動 セ ザル ヲ普通ト ス是死水 ノ名稲ノ生ゼシ所 

以ナルベ シ之 二反シ毛管水 横 物 ニ依リ 容易 二 振取セ ラルル 水 ナルヲ 

以み雨者ノM 別ノ、土壌性 ・横物ノ 生理的現象 ・ ノ上=大ナルな義フ 

布スルモノナリ。

Dojarcnko 氏(r95)〜吸着水ヲ 2倍シラ之フ死水トナセ ッ普通 吸着 係 敷 

ノ 測 定- Briggs 及 ビ Shantz (19'1), Mitscherlici(r92o),Hilgard 氏等ノ方法ア

モ便r上近似数 ヲ ﾡ 日的=於> 土堺 ヲ 同一條件下 = テ 氣統ﾡ態 

トナシ (Briggs 及 ビ Shantz 氏=依レ 7ダF ノ他和空生氣中=於チ量ノ価 景 

=逆* 放m ス) 'O5C = 加熱 シ 価量=至ル=及ビ之 氣ﾡ量 ョ ッ 

控除シ共ヲ以テ之二代フル場合7 ッ。

本試験-於子死水ノ意義=*キ表係ﾡヲ以子代用スル= ト ・シ 

Jriggs 及 ビ Shantz 良(19mノ實驗式ヲ 採用 セ ッ。

I) Iojarenlko, A. G.: Contrilutiont。 the stuidyof soil aeintion. Bull. o. t. NIoscow Agricult. Inst. 1915.
2) Briggs, L. J. & Shantム, H. L..: A wax scnl method for determining the lower limit of available soil 

moisture.Jjot. Gax. 5I. Vol. I9II. P. 2ro.

3) Mitscherliclu,正. A. : Iodenlkuindc fur Iand-undrorstwirte. 3. Aun. Berlin. 1920. S. 76.

4) Vgl. Wiley, W. : Principles and practice of agricultural annlysis. I. Vol. Soils. Easton, Pa. 1926. 
P. 338.

5) Briggs, I.. J. & Shantz, H.I.. :The relative wiltingcocfficients fordirerentplants.Ilot. Gaz. 55. Vol. 
I912. I. 229.

送測係ﾡ=全水(g氏)-2
2.9O

之・ ッ外ﾡ川 価 価 ヲ 事 實 =比ﾡスル目 的 ヲ以テ Briggs 及 ビ Shantz 氏 
ノ試験納果 チ送 側係鉄〜 殆 ン ド植物 ノ 種ﾡ如何 = 關係 ・ズシテ" 

土堺 モノノ性質 = 因 ッ >菱化スル モノナッ ・ノ見地=ﾡ*便上た 

う もろこしヲヒテ測定セ ル菱測係ﾡ卜比ﾡセ=北迷僅少=シチ本 

試験 ノ 如 * 比ﾡ ヲ目的トスルモノ= 對 シテM 刑 上 交 當 ナッ ト認メラ 

レグヲ以み前式 ヲ 採刑 シ 果 - 依 リ 比被 ヲ試ミタ ソ(第五章第五 節 

参 又 Gump 弦 (1913)ノ 如 *T用上近 似数 ヲ得ルタメ="土堺ノ 氣 乾 

状態= 於 ヶ ル水み ト ﾡ権質 ト ノ 此率 ヲ 以 テ菱測係ﾡ ノ 権ﾡ ト シ 合水量 

ト 表 関係敷 トノ差ヲ以 生型的有効水 卜ﾡ倣セ ッ。

ﾡ=確ﾡノイ繊消ト ノ関係ヲ知ノレタメ ・930年各試験地○-omﾡ 
ノ 土堺=就キ 表調 係ﾡヲ 測 定セシニ大ヲ得タ ッ。

第 49 表 0-IOcmﾡ上ﾡノ係数 (%)

I I a V ロ
率 1I.59 1O.45 25.06 Io.;S 10.42

率 1o.19 S.9o 16.II 9.27 I4.97 9o5

間 上炎=依ソ 茨ﾡ係数 ヲ 容積率二 就キ見ルニ III,V,I,IV,VI,II ノ 順 

位ヲ示シ 存ﾡ清央 ノ 艇過= 於 み歩ル e ノ 大ナル装測係数 ヲ示ェッ.

更=合水量 ・ﾡ測係数 ト ノ遊ヲ生ﾡ的有効水 ・不ﾡシ之ヲ次炎=掲 

ッ。(WI版XXVIな照)

1) CrumP, W. I.: Notes on waler-content nd the wilting-point.Thce Journal of Ecology. I. Vol. I9I3. 

P. 96.
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第5○表 生理的有効水 (m化%)

(193O.illご)

川 ロ
I

朮信率 朮故中1存出率 耐率'制率 量 *隊率 ・fit守成ポ 币:朵率 *被平

! 1 3356 33-t1 36.50 3500 4t.7S 34.09 3362 32.43 43.91 2593 31.c9 29.5

5 1 I5 33-96 35-41 26.8o 30.40 34.94 27.99 36.2! 31.33 37.61 26.23 26.02 27.25

。! I 32.99 32.61 22.36 24.So «970 16.79 19.25 22.03 29.84 22.13 21.16 21.65

"1 I5 24.8S 2541 I7.6S 21.6o 22.77 20.39 22.48 21.33 27.19 20.43 19.o4 21.65

I 16.2I 16.11 I2.61 15.6o 23.S1 20.69 ・ss3 19.63 32.79 21.43 1S.79 19.55

'1 I5 9.41 to.S! 11.63 13.6o 12.8o 13-39 1369 15.03 20.53 I+.03 12.96

。! I 19.78 19.II 18.37 20.30 34.36 24.89 21.99 24.03 33.20 24.53 21.oS 23.651 16 I2.26 12.81 13.50 16.4o 26.3t 19.39 12.6S 11.43 1S.77 I4.73 It.79 1245

・」 6 28.4I 28.13 34.70 +.65 33.44 29.85 26.73 36.59 25-43 30.91 3t.75

I5 1S.09 18.3t 30.36 3t.Io 30.50 24-40 28.33 29.53 3tず 24.03 25.47 25.95

ピドジゲクとどまつ Ciげート登士ントビ保ニュ?リビ IO3

製化ス ルﾡ果 ヲ 得 クリ出 ニ 於子III,V、氣象的回子ノ變動 二 因 ソ 所謂生 

理的 乾燥 ノ 現象ノ 他験地 =比シ却ッ み履著 シ キモノ アルコ ト ヲ 推察 

セシムルト=ロアッ み地確樹ノ績清失ノ 經過 ニ於 ナ劣ツ主要原因 ノ 

ータルヲハザルベ シ.

G. 飽 和 農

各び験地土墳=就4算上ノ統加映態 ヲ 他和皮容水量=到*ル生型 

的効水 ノ 比及 ビな水 二 到スル公水 ノ 4)- 依 ッ チ 止越メル ト

....(B)IOO合水必 
容水 止

今介 I930年ニ於ケ ル各ﾡ地 ノ粘果ヲ次=グ。 (ﾡ版 XXVII 及 ビ

生理的布効水土ﾡガ他和状態=近キ場合政テ間題 ト スルニ足 ラ 

ザルモ之ヲ 季節的合水量 =*比較スル場合=上炎ノ如ク 各試驗 地 

各特徴 ヲ示セッ.

4容積率率 ヲ以テ 比ﾡス ニ5月 I 日=於V量モ小=5月15日及 

ビ6月 I 日=於テ III, VIIIa ッ小ナッJ=6月15ロ=ア ッ テ IIr, 

V〜共= 他試験地 ・ッ小=7月 I 日=至リテ初メテ II,V〜、他試驗地 ヲ 

凌ﾡスルモ同月 15日 ニ再ビIII ハ II,IV, VI=V〜 IV, VI =比シ小ナ ル 

ヲ認ム.8月 I ロニアリラ7月 I 日=於ケルト 同様II,V〜他試験地 ・ 

ッ大ニシテ同月16日ニアリラモ III,V〜、IIヲ除ク他試験地コ ッ大ナ ッ. 

9月 6 ロ=至ッ ラ再ビIII〜、IIg ッ小=V、最小ヲ示シ9月 15日=於ナ 

ハ 111, V ハ II, IV,VIg ッ小ナルヲ認ム。

ヌ重率 ノ 比校 =ロ ルで略同-ノ 紙ﾡ ヲ認 得 ク ッ.

以上ノ粘果ヲ統合スル=容水量ノ大ナ I,Vガ容水 ノ 小ナ ル他び 

ﾡ地=シ生ﾡ的有効水ノ比ﾡ=於大差ナノ ミナラズ季節的=見 

ルトキ (特 二6月至7月ﾡ・小 知 ナルヲ 知 ソク 九即 チ 生理的 有効 水 

ト 看做 スベキ 水分ハ 必ズシモ 容水 ト 試行セ ズ土堺性 =Mジ 季節的 =

XXVIII 送
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第5r 他和

於 ケルとど まつM樹ノ清I森林士ザトノ明係ニ討スル研究 IO5

(m位 %)

n H

1 I ロ

A D I A

求量率 率 il判 守弑率 病紙;. シ；… Tit担 1 X弦甲

1 6145 6S.o7 82.6S 89.02 7t.15 79«3 9t.52 993s ; 4.6o ' s0s3 71.36
5 1

t5 62.19 72.8o 83-+t 9375 52.24 6S.73 72.6t 88.85 37.jo1
64.05

6 J 1 6o.+t 67.04 8Sn.6s 87.99 4359 56o7 63.96 76.19 21.03 27.84 47.7s

"1 I5 45.56 52.24 66.78 73.19 34-46 48.75 54.S3 6S.96 2+3 33.8! 5t.06

I 29.68 33.12 5o.91 5+o7 24.58 35.27 +.95 55.39 25.42 3.3 52.17

'1 I5 17.23 22.22 3845 43.17 22.07 30-75 43.04 5o.S7 13.66 40.42

s J I 36.22 39.29 57-44 60.24 358! 45.90 s6..s 66.o2 36.6s 41.28 6ふ4
16 22.45 26.34 1 43.67 47.29 26.32 370S 46.69 57.20 2S.o9 32.16 54.8+

6 52.02 62.52 7325 $3-47 54+.85 78.45 75.20 98.58 47.67 54.47 7+42

'1 I5 33-13 37at 54-35 5S.59 59-18 70.3t 7955 9o.+ 32.56 40.46 59.ふ

(1930. 政ご)

V 1

A 1 A 1 A B

#H中 件破率 Jit担, *祺率 ■弑率 3 i担 *n率 T量l判 弃談用

S325 0.33 71.S9 S4.96 92.4+ 47.39 ・4G6.17 74.06 7aSs co.69 co9s Su.os S7.22

73.13 69.29 69.45 S9.9- 90.8 40.59 46.71 G7.26 7336 50.79 61.10 7I.13 81.39

5+.56 3QS4 44 5746 c93 32.21 39.1 5SSS 66.06 +I.30 4S.5+ 61.64 6S.Ss

6o.53 3.02 47.2S 63.64 c7Ss 29.35 36ぷ 56.02 630ふ 37.17 4S.5+ 57.5t 6s.ss

G1.o3 36.03 4352 56.66 64.07 3539 38.16 62.06 G+.St 36.6s 43.Ss 57.02 6-.13

4.92 26.2o 33js 46.ぶa 53S7 22.16 a 9 4ぶ3 51.64 25.29 3+.t9 45.64 54S

67.99 42.0S 53.27 62.7I 73S- ミ5.Ss 436 62.5o 70.33 4..5 5303 6t.49 733-

58.87 24.26 25.34 +9 45.S9 20.26 26.23 46.9ふ s2SS 23oI 27.91 4335 4S.2I

S2.17 57.12 59.26 77.75 79-So 39-49 45.ss 66.16 71.94 6o.34 71.19 so.6s 9t.S

67.18 5+.21 65.46 74-S4 s6.ot 37.tI 42.79 63S 69.4+ 49.72 sS.s 70.06. S

即 チ 上 ニ 依 ツ 容積率 ヲ 以 テ比校スル ニ5月I 日同 月 I5 日, 6月!日 

及 ビ同月I5ロ=於 (A)及 ビ(l) ノ何レモ III, V ハ 他讃験地 =比シ 小 ナ ル 

ヲ示セリ唯7月I日=至リテ(A)=就キIII〜、Iロッ和大トナッV亦IIIロ 

リ大トナレリ。(1) 二就キテIII、I,IIa ッ大トナ ッV=於テ大ヲ示 

セ リ。7月15日ニアリ テ(A)=就キIIIﾡ小ニシテVIョ ッ大ナルノ ミ。

(D)=就キテIIガI ロッ大=V亦IIIロJ大ナルノ ・ナッ。8月 ・ ロ= 

ア ッ テ(A)=就キ III,V共=Iョリ大=シ (B) =就キ子モ亦商番卜e 

= I, II ・ リ大ナ りJ=8月I6日 =、(A)=就*II〜、IIフ除ク何レノﾡ験 

地ヨッモ大ニシテV〜僅カニIVョリ大ナルノ ミ ナリ.(B) -就* ァIII 

最大ヲ示レV〜IIV,VIロ ッ大ナ y.9月 6 B =、(ヘ)〜、5 月至6月 ノ 

ﾡ果 卜同様=シテ III,V 〜 何 レ モ 仙試験地 ・ッ小=シ (1) =就*e 

雨者IVヲ除ク他試験地ノ何レ ・ リ 小ナルヲ示セ ッ.9月15日 =於

(A), (B) ・そ= I ヲ除ク外何レモ III,V ・ ッ大ナルフ認メク ッ。

次= ヲ以テ 比較スル場合モ 亦 略同ーノ紙過ヲ認メタ ッ。

ﾡ = 於テIII,V ノ 飽和度 ガ他験地土 ニ比シたナル、7月及ビ8月

Hニ於テノ ミ ニシテ他ノ季節二於う二小ナ ル 傾向ヲ記ムルト ゴ 

・=レチ4= (A) ノ 比較=於 ア 山著ナルヲ 知ルベシ』チ 兩 試験地土ﾡ 

、他びﾡ地 = 比 シ相到的 =ゆﾡ状態-ッ ト 謂ヒ得 べク 假 ニ 合水並大 

ナ ッ ト スノレモ 之ヲ 植物 ノ 生理的 方 面 ヨ ッﾡ祭メル ト キハ 効果的 ニ 微弱 

ナッ ト 考察セラルベキモノニシア概シテ融雪 期 乃至降雨 期 ニ際シ 其 容 

水ノ大ナル環 シ 兄 ルモ 過温ノ 状態 フ呈 スペ キモ ー旦 乾燥期 二 遭遇 

スルニ 及べ ハ•合 水 必 八 大ナ リ トスルモロ非効水分二ﾡスルモノ多 

ク 小 實 却ッテ 生理的 乾燥 ノ現条ヲ出現スル傾向ヲ認ムベキナ

i. 地下水

1929 4II 月 至 193! 年 2月= 至ル各験地 ノ 地下水位提化 ノ 経路 ヲ 

示セ 炎ノ 如 シ。(図 版 XXIX 送 )
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第 52炎 地下水位 (mcm)

4 月 11 I ロ V JJ I V

4 70.o 83.o 55.o 86o ( 7 6so 1coo 55.o 6o.o

T T 11 5+0 s6.o 59.0 86.o 6S.0 too.。 I 57.0 62.0
1【

18 78.o St.o 61.o 86.0 71 2I 700 59.0 G5.o

25 31.0 69.0 3t.0 37.0
1 28' 68.0 ICO.O 46.0 62.0

1929 2 26.0 5t4 285 29.o 3t.o 77.0 39.0 39.0

9 340 63.o 34.2 3t.5 II 36.0 9I.O 42.0 43o

I21 16 36.0 6o.o 3t.0 30.0 S
・s 37.0 100.0 36.0 47.0

23 26.5 59.0 3.5 300 =5 10.0 29.0 10.0

30 320 70.0 330 330 I 15.0 36.0 250 I7.0

8 29.0 5o.o 330 230
6 3t.o 7t.0 32.0 33.0

36.o9 IS 7S.0 44.0 40.0
13 3t.o 730 3+o 350

48.0
20 30.0 74.0 3..5 35.5

22 41.0 S9.0

76.0

48.o

29 33.o 42.0 4o.Q
27 29.5 730 30.0 3+o 1930

3 31.0 71.o 34.0 370
6 25.o 52.0 32.0 3t.o

1 to 34.o 735 36.o 39.o 10
I3 36.o 8o.o 450 42.0

2
1 I7 36.0 730 335 37o

2o 4O.0 100.0 490 49.0
1

24 35 70.0 32.0 350
27 43.0 100.0 5t.o 53o

3 37.0 67.0 30.0 3t.5 3 2S.o 56.o 29.0 30.0

10 330 61.0 27.0 29.0 11
1o 36.0 8o.o 4t.o 36.0

3 I7 9.5 36.o I7.5 15.2 I7 37.0 82.0 350

24 195 40.5 24.0 250 24 20.0 47.0 2S.o 2+0

1930
3 95 31.0 2t.o 13o I 30.0 72.0 46.0 30.0

7 5.o 26.0 16.0 9.0 S 28.0 6S.0 30.o 30.o

14 2G.0 39.0 330 27.0 12- I5 28.o 70.0 3.o 30.0
r

21 3t.0 49.0 350 28.o 22 33.0 75.o 36.0 34.0

28 63.0 350 34.5 29 33o 78.0 3t.o 3t.0

5 5+.0 30.0 30.5

5
I2 G2.0 32.0 32.0 5 30.0 75.0 330 33.o

19 790 43.0 39.0 14
12 3t.o 74.0 3+.0 35.0

26 80.0 4O.O 39.0 19 30.0 76.o 35.0 35.0

2 87.o 4G.O 46.0
I93!

26 32.0 77.0 34.0 35.0

9 90.o 46.0 4G.0 2 32.0 77.0 33.0 33.0

6 16 1c0.0 49.0 51o 。| 9 3t.o 73.0 32.0 330

23 Ico,O 5t.o 54.0 1 16 35.0 77.0 36.o 34.0

30 1co.o 530 57.0
1

25 34.0 8o.o 37.5 37.0

然林=於ケルとどまっ和樹ノ清卜森林土ﾡト ノ関氏=討スル研究 IO-

モ管水上ノ 實 状 〜、常然土ﾡノ構成映態及ビモ管極ノ如何=依ッ テ 

興ナで Stebutt 氏 (193o) 等ノ稲スル如ク統験上ロ り見テー般=略 5ocm 以 

Pナッ ・メルトネIIIノ如*植生治動期中4月功至5月以外権* 

効師離以下 ニアルノ ミナ ラ ズ水位袋動 ノ ﾡ遊モ亦他試験地 =シチ大 

ナルT少ナク トで統堺期=於ケモ管水供給ノロ滞ナラザルモノ 

アルヲ推知スル ト = p ァルナ ッ.特= III V 卜共=土堺 中 =小ﾡ阪多キ 

コ トそ毛管現象ヲ叫却メルノ 原因タルヲザベシ。

要スル= I,V就中地下水位 ノ 常 =量価ナ ルII〜、統堺=際 シ 生理的 乾 

堺ノ現条ヲ現ス傾向ヲﾡ像七 ラルル ト = "ナ ッ。

土 ノ 透性〜挑用 ノ 構成狀態, 深 淺, 土域粒子徑 ノ範用化學的組成, 

ﾡ葉ﾡ権用 ノ性質 ノ 交』及 ビ地ﾡ粒物 ノ 和類等多種ノ 開係因子ノ 綜合 

影響=支配セ ラルルで ノ ナ り.本試験ニラ r93o 年«試験地=就*自然 

ﾡ態ノ位=ポ 可及的期 ヲ等シクシチ之ヲ測定セル= 次表 ヲ 得 タ ッ。

第 53 表 透通性

秋ﾡ追 I n II

(平均I 何」I応E I

2 网レ ,

(不 均
3
・ほ。

/不 均
5 同 1 d1 ドし HI

r'4w"
2'2o/-I'I5"/

3'28"/
5'o"-1'5o""

4/32〃
6'2o"-2'1o"/

5'zo""
7'25"一2'32"

yos"-:4s"

I'56/-1'1G/^

4'33〃-2,35〃

7o4"-3iz" 
s'sr"

9Is"-33" 
a'se"

・'so"-'os"

3I" 
39-22"

4" 
1/2o"/-35"/

r4o"-4"
1/o7"

・4ゲ-so"

1/29" 
a'I2-1'o5" 

ざ3a" 
yoy-t'ss"

3c" 
ぶs-"-239" 

ys" 
4a5"一ぶco"

sss" 
・47"一ぶの"

t's""
・'47"-53"

2'42"/
ぶ39"一I'3" 

ts"
4'20-2'o5"

339"
5'o7"- 2'16/ 

ys" 
5'3o/-2'16""

1/25"/
Yg,—プ 

ぶs"

プ40"一312" 
プぷ" 

t1'35"-4o6/" 
ro'oa""

・sso-sss"
5 5 5 5 5 5

上ニ依ルト キ調査 ノ 全間 ヲ通ジ IIIi ニ地下水位ノ低ヲ示 即 上衣二依レ バIII,V他試戦地 二比シ 透水少ナル ノ ミナラズ

セ ツ。 I) Stclbutt, A. : Iehrbuch det allgemeinen Todenkunde. Derlin.I93o. S.124.
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流水同ﾡ件フ共程モ亦小ナル傾向フ認メ得ル ナ ツ 即 チ 雨 試 

験地〜、他び験地=比シテ棋系及ビ微生動物等= ヨ ッ み形成セ ラルル孔 

数概レチ少ナレ ト スルでﾡ横質 ノ ﾡ張事縮= 原因 シテ 橋成 セラルル 

小ﾡ欧ノ多キ=四ルモノナルベシ。

普ﾡ容水量ノ大ナ土城ﾡ毛管征以上ノ空数少ナク』ッ勝ﾡノ タ メ 

空数微究七 ラレク採ヲ受クル粘果白然途水当度ノ低下ヲ認メ ラル 

ル ト コ P ナルガ此現象必ズシモ絶封的ノモ ノ ニア ラズ,lurger 氏ノ如 

キ他和状態乃至之=近似ノ状態下=於テ空ﾡノ狭究=因ル影響比 

較 的 少 ナク 寧 口 多 景 ノ水み=因ル空ﾡ面ノ泥寧化=起ﾡスベシ ・主張 

セ 九此見地 二 從 へ III,Vノ 如 キ 祐土分少 = シ子ﾡ植ﾡ多量ナル場合 

、流水同ﾡ=伴泥寧化ノ 程度他試験地 =比シ小ナル理ナ ッ是N チ I, 
V(特 = III) ガ本楽客水量大ナ ル = 拘 ラ ズ仙び験地 =比シ流 水同製 ノ 増 

加 = 依ル透水逃度 ノ 運ﾡ ヲ誘致七 ザル型血 ナルペ シ年水量大 ナ ル土堺 

= シ ラ透通性良好ナル 例Jurger氏=仏ッ 子モﾡメ ラ レタルトコ 

・ナッ.

唯技=考厳ヲ要メベ*透通性卜ﾡ気量ト ノ開係ナ ッ.purgerf(ro2o) 
一般=透通性 ・ﾡ氣量 ト ノ相亜 行 スノレヲ 認メ之 ニ基 キ >途水 時間 測 

定ノーﾡ意義深*= ト ヲ主ﾡ七 九即 チ透性ノ良否=到シ み空数量ノ 

大 小〜必 然 的 條 件 ニア ラズシテ寧ロ非毛管性空数ノ作刑=影響ルル 

モ ノ ト シﾡヒ ヌ容条氣量 卜ﾡ行的=ﾡ化スルモ ノ ナノレガ 故 ニ 土 ﾡ 理 學 性 

ノ菱移ヲ列定スル場合容気量ノﾡ分明M= ナ ン難*場合= e途通性測 

定=り日的ヲ述シ得ベシ トナセ ツ然レ ドモ氏ノ 試験 セ ル ハ 粘ﾡ土 

単=シチﾡ横ﾡノ谷行微量ナ ッ シﾡ山ヲ認ノ得ベク4之ヲ本試験地内 

III,V ノ如キ 腐植 質ノ多 駅 ナル=スレ 用 *間ノ情 ニ 著シキ 相違 ア 

ルヲ認メザルベカ ラ ズ介 Stebutt 氏(1930) ノ 設=ﾡ～ル張水吸ﾡ性大 

ナル肥質物多土 堺程 多=保セ ラ レ程 度 、ﾡﾡ土ﾡ=U著- シ

I) Turger,II.: Ilysikalische Eigenschnften von Wnl.lund Ireilandboden. 3. Mlitt.Annalesd.l. Station 
Federale d. Recherches Torestieres.I5s.T.I. F.1929. S.5t.

. 2) Stcbult, A・ : J.ehrlbuichdler allgemeinen Bodenkunde.lerlin.193o. S. 115.

テ泥ﾡ地:堺 ノ 如 キ ハ 種ノ 40%-SO% ヲ リ スルモノ ナルヲ知レ 

ッ.』III,V=がみ年氣量 ト シ み見ラルﾡﾡ阪=相常スで ノ=シ 

み他〜、勝ﾡ水=ﾡルモ管性空殺=袋ジ恐ラク水ヲ以みだ塞セラルル状 

態ノモノ ・定セラルルでノニシチ後記な気量ノ比較=於知ルト= 

・ ゲルベシ。liurger氏ノ所設=到シ概ネ同種ノ土規=就4 ラ 試驗 セル. 

Wicdemann 氏 (1924) ・- 部 ハ lurger 氏ノ設ヲ認メ タルモ微細ナル砂土ノ 

場合 ニノ、透通性 ト 容氣 ト ハ 必 ズシモﾡ立行シテー致セザル例外ヲ報ら 

Hilf及 ビLicc(1o:3)亦開係 ヲ認メ シ ガ是抗吸性ノ 現象 =因ルでノ 

ナ y.
Albert 及 ビIuther 氏 (1908) =岐レ途通性ﾡ粒ﾡノ影響=負フ ト = 

・大ナッ トセラレ又 EEhrenberg (192:), Puchrer (1S96, 1923) 雨氏モ 乾燥期 ニ 於 

ケル層権ﾡノ著シ抗吸温性フ認メ空気=登ス吸着力水=釣スル 

eノ コ ッ通力=ﾡカナルヲ究メﾡ植ﾡ=因ッ透水ヲﾡ止七 ラルルョ ト 

ヲ怅ゼ 九此 場合合セル空氣量大ナルモ透通性極メテ不ナル結 

果ヲ星スベキナ ッ.』チ透通性空数量ノ大小以外二ﾡ植ﾡノ影響如何 

-ルモ ノ ・ セ ラルルナ ッ.然レ ドでﾡノ如◆現象ﾡ植ノ統燥状態 

- ァ ル場合 =於ョンッ著シ ク本試験 ヲ 施行七 ル I93o 年ノ如キ 化堺激烈 

ナ ラズシテ合水量ノﾡ量 ヲ保行セル場合=於テ"ﾡ著ナル影響ヲ示 

ッザルモ 1928 年Fノ如*靴燥著シキ年=於テIII,V 他試験地=シ 乾 

媒大ナ ル コ ト 第 代 表季節的令水加 ノ 變化傾向 ・yJル モ弥究 ・べキ 

ト コ ・ = シナ 從ヒ みﾡ柚質抗吸濃性ヲ現シ水分管福止ﾡ的大ナ

1) Wiedemann, E. :Fichtenwachstum und lIumuszuistand. Arbeiten a.d.biolog. Rcichsanstalt f.L.and-u. 

Iforstwirtschaft.I3. Ild.I. IIt.1924. S.I.

2) 1(. II. & I.iese, I. : Zur Tragcder Suubbenrodungauf"Talsandboxlen. Zcitschr.f. Forst-u.Jagdlw.

55.Jg. 1923. S.545.

3) Albert,R. & t.uther, A. :Iiologisch-chemische SuudieninWaldbodlen.Journ.f.Iandw.56.Bd.19oS. 

S3t.

4) Ihrenherg,P. : Dic Iodcnkolloide. Dresden und Icipzig.1922. S. 257.

5) Puchner, II. : Ueber die Spannungszustiinde von \asserund l.uft im Ioden. Torschgn.Gcl. Agrikult.- 

Physik.1o. JM. 1S96. S. I.

6) Puchner,II. :Todenkunde fiir Iandwirte. Stuttgart.1923.
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ﾡ欧ヲスルモ大部分ノ土ﾡ品、ﾡ拠映態少ナク ・で効水分=熊 

乏ヲ迷シ終= ハ生理的乾燥 ノ 現ﾡ ヲユシ延子 確ﾡ ノ 存績消失 ノ上=著 

シク影響ヲ奥フベナ ッ.北T〜、III,V=於 ケ ルﾡﾡノ 株ひ状態= 基 キ 

み考フで推知シ得ベキト=ナリ. (第48炎象!)

J 容 氣 量

CE過ノ如ク lurger 氏 ハ 気候 ﾡﾡ=地理 的開 係ヲ同ー ト セル前提ノ下 

=森林土墳-到ス地位決定ヲ容水ﾡ=空ﾡ量=ル〜 事實上不適 

常ナッ トシ主トシテ表府土域ノ 容氣量 ノ多少=仏ルベネ= トヲ 主弘 e 
ッ.

NEmec 及 ビ Kvapil 氏 (1925) ノ如キモ 林木 ノ生長催件ト シテ 土ﾡ理4性 

中4=容氣量ノ著レ*影響ヲ報ゼ ッ.

Kopecky 民 (1914) e容氣ノ極ノみ要ナルヲ設ヶ ッ.仙シ氏ノ研究

主 ト シテ農業植物=Wスルモ ノ ナルガ牧地=ポ ハ 容氣量 6%以 

下=至レ ハ◆酸性草本類繁殖 シメ農地土域=シテ ﾡ楽ﾡ栽埼地 ナ ル場合

少ナク トそ容ﾡ」0%-20%ヲ必要ト シ若シ6%以下ナルト キ、携 

水エノ必要ナルヲ報ビり.

Mtscherlich 氏 (1920)→植物ﾡ ノ 呼吸作用 = 空気()ノ必要ナル= 卜、 

常然ナルモ北所要量タルヤ常=所=Mジ みﾡ足シ得 ラ レ且ッノ如 

何=マル攻穫上〜ノ影響明ﾡナラザル程=従ノモノ ト 考察 シ満 

シ 然 ラザル モノ トセバニ水中=ﾡ解セル空氣=ノ ミ 依 據 ス ペキ 水溶 

栽培 ノ場分植物 ハ 全然 法正ナノレ 發達 ヲ ナス =至難ナルベ* ナ ッ ト e ッ. 

而 シナ 氏 ハ 寧 口 土城 中二 充分 空東ノ 存在 セザル 場 令•嫌 氣 性 細 商i ノ 繁 猪 

=ﾡクﾡ粒み解ノ不良ヲ界グ北納果生戯七 ラルベ◆各和ノ 遊離融 ノ植 

生=有害ナル1ヲ強調セ ッ.

以上〜何 ・ e 卒条量 ノ 多少 ガ植生發育 上直接 乃至 間接 =大ナル影
I) Nemee, A. & Kvapil, K. : Studien tiler cinige physiknlische Eigenschaften der Waldboden undihre 

Beziehungen xur Jodenaziditnt. Zcitschr. f. Torxt-u. Jngdw. 57. Jx. 1925. S. 54o.

2) Kopecky, J. : Die physikcalischen Iigenschaftendes Iodens. Internat. Nlitt. Iodenkde. I.

S. 13S.
3) Nlitscherlich, E. A. :Dodenkunde fur Land-und Forstwirtc. 3. Aun. Berlin.192o. S.159.

ﾡ件三於 と 二ま つ血根 ノi卜書件土ﾡトノ関係三野スル研究 I

響ヲイスル= ト ニﾡ着メルモノ ナ ッ。

本試験-於チ前述ノ如ク政み地位定ノ主旨=悲カズ主ト シチ稚 

樹 ノ存績 消失 ノ 經過 ・ﾡ氣量ト ノ 關係 ヲ究メ ン ・ス.

今各試臟地二就キ ・9294及ビ19304ド=於ケル試験精果= ・ ッ 容氣量 

ヲ比ﾡメルニ 大 ノ 如 シ。

第54求 容 気 泉 (J位 %)

戦追 .」」 ロ V

o一1o cm 13.4 14.91 9.32 16.70 14-59 16.37

20 - 25 cm 45* 6.21 6.16 2-S; 12.00 .I7

4O 一 45 cm 293 3.21 S.13 1.22 2.15 O.70

上表 二 依 ツ ル ニ容気各試ﾡ地 ヲ通ジ ー般 ニ 表脣 ニ於 ア 大ニシ 

テ深ルニ及ブ ニ従ヒ次ﾡ滅スル傾向ヲ示七 ソ.

4介主 ト シ み確樹ﾡ系ノﾡ張セルo-iocmH=城◆之ヲ 見ルニ績清 

失ノ紙迫良好ナル I, IV,VI之=反t ル III,V =シ大ナルヲ知ルベ v. 
然ル ニ 20-25cm及 ビ40-45cm用 二至レ 前削係 ハ 相反 シIII,V大置 二 

於 テ 他び験地 =シ大ナル傾向ワ認ノ得ルノ ・ナラ ズ深皮 = 件フ選設 

求で亦少ナ *ﾡ向ヲ示セ ッ.さ1f、後述スル ト = ・ ノ上ﾡ木=城*III, 
V ノ 生長 及ビ 形質 共ニ概 シア 良好 ナル =ﾡ開スルモ ノ ナルベシ.

要メル=炎ﾡ○- iocm 範 例 =於>空数及ビ容水北ノ大ナ III,V ガ 

年氣ノ之=反スルリﾡ=因ルﾡ植質脱張ノタメ本楽ノ非モ管性空 

数ヲ細後ナルモ管性空数=ﾡゼシムルガ散=シみ是所試験地ガﾡﾡ多 

ク非モ管水ノ比ﾡ的多* ヲ想係セシムル=ラズ容条量ヲ小 トスル所 

以ナリ.

更=容気必ズシで常=酸量 ト ー致スルモ ノ = ア ラ ズ.最 = III,V 
容氣量 =於子著シク僅少ナラズトスe 北氣温及 ビ 気艦等 ノ 變 

化=Mジ み容場=調節セ ラ レザルノ映態=ア ッ み川 チﾡ植質ノ膨張= 

基 キ空氣 ハ 空域 内水分ノ城充二 因 ッ チ封価セ ラ レ 擁 散困難 二 陷 ッ水分
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ノ良ク空数ノﾡ二沿ヒ テ移動スルニ到シ須池ノ新隣代謝二ﾡ大ナル 

ﾡカ ノ 数化 ヲ耍スベ キナ y.

wollny 氏(1897)〜、ﾡ ﾡ 物 = 高 * ル 壊 ハ 自 然 狀態 ニ 於 チ 内 飽 和映態= 

ク岡ク ル合水量 =於み優=通気不能ナ ルff フ謎メタッ.

此等ノﾡ係、確供ノ生理的方面-大ナル地響ヲﾡスト トモ=X権 

み解ヲ誰濡七 シメ 間接 = 審 ナ を 結 果ヲ典フルモノナルベシ。

尙 HI,Vガ下府 =至ルニﾡヒ 他試験地 = 比 シ な気i ノ球・大ナルヲ示 

スﾡ植ノ少二因ルト = "砂ナカ ラ ズ.之 ガ 上ﾡ木ノ生ﾡ 的 關 係 = 

及 ボス 影響 ハ 透 通性 ニ菸ク 養料 ノ 供給 關係 ・相ﾡ み極メ み災ナル 

モノ ・調ヒ 得 ベ シ。

ﾡ=於テ Kopeciey, ljurger 或 → Antonin 氏等ノﾡスル地位 卜 なﾡ ト ノ 

隅係、稚樹ノ 満清 ノ上=モ が略同様ナ ルW係ヲ示スモIノV二 

シ テ容氣小ナルニ拘ラズ試消ノ紅過=於ラ優レ ル 小 實 ― 面年 

氣ノ ミ ヲ以テスルモ列定シ得ザル= ・ ヲ示スモノナ ッ。

k. 容 兼加 對 容 水景比率 (L/w)

容 水ノ大小又容氣ノ大小ノ ミ ヲ以テシテ 何 レ モ 稚樹 ノ 存 績 

消ノ経ﾡ卜明Mナル開係ヲ袋見シﾡ ・=ロ ト 益 ンﾡI= 正 

負ノﾡ係ヲ持シ相ﾡジチ變化スべキ性ﾡノ e ノ ニシァー方ガ極ぬ=大 

ト ナ レ他ガ極端=小ト ナルベキモ ノ ニシテノ如キ状態二於ケル 

植生へ ノ惑影響推シ チ 知ル ベ シ。想 フニ 兩者ガ 適切 ナノレ 平 衡 關係 ニア 

ル コ チ換言ス レル空数ヲ構成スルモ管空数 卜非毛管空察 ト ノ配 

合止 ガ適常 ナ ル映態= ァル*否" ガ寧 ・ 大 ナ ル契機 フナスベなナッ.

以上ノ見地ロ ッ各試験地 間 =就キ IハwV ヲ 比 ﾡメル=次ノ 如 シ。

I) \ollny; ド.. : Iie /crsctoulingdlerorganischen Stoffeunddic Ifumuslildungen. IIcidclberg. 1S97. S. 256.

第:55 な到な水比4 (LハV)

試喩地 I N

o一I。 cm 2S.93 30.96 144.59 35.00 2.4 34.2S

2o - 25 cm 1o.2s 1ぶ:94 995 sSs 20.86 9.6S

4O 一 45 cm ss 7.19 15.o7 a65 4.34 ・.o9

炎 二 H/W ガと どまつ 稚村ノ 試消尖 ノ艇迫ヲおﾡスル上=災ナル 

指針タルベ4=ト ヲ提叫スルでノ =シ 以下LハV ト 確樹 ノ 試清央延 

テ 、林型 =及ずス係ヲ究明シﾡ用上ノ価位ヲ知ラントスモノナリ.

L. Lハ ・とどま つ確樹ノ 存績消失勲 = 形質 ト ノ側係

と どまつ確樹ノ 存 績 消失蚊 = 形皿 =ﾡスル各試験地間 ノ遊興=叫 

興メル量城凶子ノ特興性〜ﾡり土挑関子=止〜 ラズ氣象因子性物因子 

及 ビ北他諾囚子 ノ ﾡ合納果 = 伏ル 書引校タ ズ然 ・ ドモ旣述ノ 如ク氣 

象凶子ノ 各試験地 間 ニ 於 ヶ, 差異 タル ヤ 生少量 ッ 幅。 ニシナ 共 關係 ヲ 

明示 シ難 キニ 反 シ 土堺四子 客試験地間 =劇然タル迷興ヲ示レ就中 

L/w ハ 順位的9 =見タルと ど1っ 確樹 ノﾡ清失ノ起過 ・極メ チ良ク 符 

合セルヲ認メク ッ益=於 み本ﾡ子ガ如何 ナル程度 二 とどまつ稚樹 ノ存 

繊清及 ピ共 形質 ノ上 二相関 スルャ ニ就キ 以下順ヲ逐 フア 比較考察 ス 

べ シ。

と ど*つ確ﾡノイ試W係ヲ各試験地-就見ル=大米ノ如ク高次ノ 

年齢ﾡ試 シ得 ルI.II =シナ IV, VI之= 亜II,V 、○4生以上 ノ 稚 

ノ殆ンド存試セずルヲ認メタッ。(第三章第二節參照)

本結果 二 依 レハ•各試驗地 トモニ少ナク トモと どつ稚樹ガ役生後IO

第5 5»表 ( 木)
ﾡ樹4B ロ __ V

・-54 cos 952 152 1,S3ふ 340 2,49S
1 - 1o4 Sto I,o5t 157 ・,9oS 340 2,625
II4一 295 6 〇 6 1 4
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年以内二於テ殆ンド消長ヲ決定セラルルモノナルョ ト ヲ認メ得べシ。 

由求本び験林=於 と どまつ根系ノ分布土墳性ノ林土ﾡ=高 ・細 

継校 シテ墜ナル=*極メチ 用 = 彼見スル ヲ 常態 ト ス.幾 多 ノ風倒木 

、該事1ヲ示スモ ノ ニシチ ・930 年5 月 2 日東市暴風雨=四 ッ殺生シタ 

ル 1,11,111 附近 ノ風倒 とどま つ壯齢樹 り 本 = 就 *細映機ノ 厚 ッ ヲ 訓定 セ 

ル = 56.7! 士 1.47 cm 二週ギザルコ ト ヲタッ ク ッ。

又 Moorど(1922), Hil7(r927) 氏 等 二依リ 林木 ノ 場合 ニ於ナ 細根 ,、概 シ テ地 

炎府=量そ多ク分布ス トセラルル1=徹スルモ土ﾡノ最表府ガ幼齢 

確樹根系 ノ生活ﾡタルノ ミ ナ ラズ母樹= ト ッ みモ量で要ナルﾡル 

ヲザルナ ッ.

今0-10cm,20-25cm,4?-45cm ノ3ﾡ=就キ I-/W 3 ッ見テ何レノ府二 

各試験地 間 ノ 差異及大 ナノレ ヤニ就 キ偏正 ヲ求ム レ 次炎 ノ 如 シ。

第 57 表

土 切 ぼ o一1ocm 20-25cm 1 40-45 cm
...- - ---- - -- ---------- ・ --------- ----- - ------

・ 宏 士6.96 +409* +0

即 チ ○-1ocmH =於み北処モ著シク之ロ y見み該ﾡガ各讃験地 

間=がヶ ル確樹 ノ 績清央 -現レク ル特製性=至大 ナ ル 關係 ヲ 有 ス ル 

= ト ヲ察知 スペキナ

姓=が o年生以下ノ 確樹=就*績数 ト o-tocm府ノ L/w ト ノ 

関係ヲ見ル=大図ノ如シ。

第 2 岡 L/W卜 稚助存績數 ト ノ門係

本岡=依ルニ L/W 曲線 ト 稚樹ﾡ山線 卜傘夕菜行シ正ノ開係ヲ 

示 ス. チ幼齢確ﾡ○年生以下)ノ 存績土墳因子中特 = L/w =正比シテ 

締接ナル隅係= アル1Fヲ明W=炎示スルモ ノ ナ ッ。

更=之ヲ 5年生稚樹ノ ・928 年ロッ r930 年=至ル3 ヶ4間=於ケル 消 

央率 卜 o- rocm 用 ノ L/WV ト ノW係ヲ見ルニ大ﾡノ如 シ。

1) Nfoore, B. : Ifumus and root syslems in certain northeastern forests in relation t。 reproduction andcom- 

petition. Journ. Forestry. 20. Vol. 1922. P. 233.

2) : Wurzclstudicn an \aldbiumen. IIannover.I927. S. 62.
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上図テ 依 ルト キハ 兩 ll 線 ハ 傾向全夕逆 比 ノ明係ヲ示 ス.』チ 5 年 生 

確ﾡノ清失 〜 Lハw ノ大ナル程小=小 ナノレ 程 大 ナノレヲ 意 味 スルモ ノ = 

シ>幼飾確ﾡノﾡ失が L/W卜極ノ み黙密ナルW係= ァ= ト ヲ知ル 

ナ ッ.

共 = 轉 P テ 'o4生以上ノ確ﾡ=ﾡ◆考祭スル場合 t/w 以外=他 関 

子ト ノ相ﾡ進スル 納果 稍 情 フハ=スル=至ルモノ アルヲ 知 ルベシ. 

即 チ 當 該 確樹概シレIII=多ク Iv, VI=ﾡ少= I,V=寧。ﾡ無= シチ 

之 ヲ IW ニ 對 比 スルニ in, v ニ於ナ 、iカルル ト コ ・ ァルモ L/w ノ大ナル 

IV, VI ガIW ノ之ョ リ小ナルI,II=比シ紙 ﾡ 却 ッ小ナ ル ハ - 見 矛师 

ノ成 ナキ 能 ハ ズ.

ﾡシ桃齢。 = 104以上 =至レ 上城理學性 パ 適西以外 = に生機能 

ヲ 充分 皴ス上 ニ必要 ナル 他 因子 ノ 作川 之 = 伴 ハザル 環境 ニ 於 テノ、漸次 

共存績數ヲ減少スルニ至ルモノト考察スペキナリ.而シナー度上府木級 

二逆シ充みﾡ光受ノ可能ナル場合〜 IIL,V= 見 ル ガ 如ク深 叶土 ﾡ = 於 

ヶ ル I/w ノ良好ナ ル 状 態 卜 ﾡﾡチ却ッチ生長無路=優ル ト コ p ア ル、

然ニがクとどまつHBノi清具卜秒士り卜 .II7

後述スルトゴロナ。

稚樹 ノ形ロ= 關 シ 各試驗通 =ッ み量で多クスル5 年生確樹但 

シ 調 式 常 I = 於 テ ハ 5 年 生 トシ ナノ 生長 ヲ 開 始 * ズ)ヲ 到象 ト シ調花七 

ル納果 ハ 既 = 記述 セルト コロ ニ シナ 4之 ガ精果 ト LハV トノ 關係 ヲ見ン 

ト ス。

i 來 確ﾡ 形態ノ貴否=剛ス ル 列別、ダ四難=シテ特=天然林=於 

ヶルで ノ 、間地-於ケルで ノ -シチ 環境 因子間 ノ福湎 現象ノ上ニ愛 

化著シクﾡヒ み北適ﾡ=ﾡク形態ヘノ影響間地等=於ケル熱果卜 

異ナル ベキ モノ ノ アルハ 考慮セザル ベ カ ラザルト コロナ ッ従求此種ノ 

間研究=於子精細ナルで ノ ニ 乏シク 就中天然生稚樹ニ 關 スルモ ノ =

ッ テ、殆ンドナシト間フで可ニシみ又間地試験=伏ルモノ ・難で 内 

隔々 タルヲ 免 レザ ルノ 觀 ア ッ.

ーニ ノ例ヲグルニ Hesselman 氏 (I926-1927) ハKiefer 及 ビ Fichte 等二x 
キ 土加 ノ 硫化作川ノ証盤ナルニﾡに ナ 上長 生長,死 長,葉 數乃至 根 系發達 

ノ大ナルヲ認メ タルガ他方 turger 武 (1930)〜 各種 土城 二 4種ノ葉樹卜 

3種ノﾡ 葉 樹 トヲ 植栽 試驗 ノ ﾡ 果ﾡ料成み=高メ ル 土垠程 葉 數 ヲ減ジ 

根 系 發達 ノ小 ナルコ ト ヲ報 ゼリ。勿論 兩 者 トモ 間 地 試驗 ニ 依 ルモ ノニ シ 

ナ其試驗要做及ビ操作ノ上二相違ノ難ァランモ全ク相反セル結果二達 

シタ ッ恐ラク環城凶子ノ和剛叫係=ﾡシ受ケタル人公的 制 限ノ特具ナ 

ル 場合 ニ 於ケル 現象 ト 見 ル ペク 何 ・ e it チ = 探川 シ難キモ ノナ九更 二 

又地上樹ﾡ ・地下樹盤 ト ノ 量 ト 土壌性 ト ノ 關係 ヲ書ゼモノニ 

Schwar2 (1892), Tucker 及 ビ Seel horst (1S98),佐 藤 義 美 (1929). Burger(i93O)氏等

1) IIesselman,H. : Studien ullberdie Entwkklung der Nadellaumpflanze in Rohhumus. Nlitt. a.dL. forstl. 
Versuchsanstalt Schwedens. 23. IIt. 1926-1927. S. 4I2.

2) lurger,II.: Ilolzarten auf verschicdenen lodenarten. Nlitteilg. d. schweiz. Zcntralanstalt f. cl. for*tl. 

Versuchswcsen. 16.ld. I. lit. 1930. S. 49.
3) Sclwarx, I. : Ueler dlen Einfluss dles Wasscr-und NnhrstofTgchaltes dles Sandlodens nuaf dlie \urzelcn- 

twickelung von Pinus silvestris tin erstenJahre. Zeitschr. f.lorst- u. Jagdlw. 24. Jg・ Iぶ92. S. SS.
4) "'Tuckcer, N. & Seclhorat, C. v. : Der Einfliuss, welchender Wassergehalt und der Rcichtumdles lodl- 

ens auf die Ausbildung der Wurzcinund der oberirdischen Organe der lfaferpilanzc auslllx:n. Jouirn. f. 

l.andw. 46. ld. 1898. S. 52.

5) 佐確共:えぞまつシ然山新上ノ礎要作卜北ﾡ川.北大ﾡ【日林研究無六・ 第6ﾡ・札幌.I929. I.196.
6) Burger, II. : 1930.(2)
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ッ北等ノ 論設若 シ ク 、試験ﾡ果 = 依 ・ 土堺 ガ養料及 ビ水分 =富ム場 

合概シ ア ﾡ量 ヲ改ジ従ヒ 量止大 ・ナ= ト ヲ認メタリ然レ 

ドモ此等ハ何レモ闹地若シクハ實驗宝内 ノ納果= シ み前同様天然生ﾡ 

樹ノ場合チ=探刑スル= ・難シ ・スベシ。

次=根系ﾡ・ り確樹ノ形態並=量 =剛シﾡゼラレタルモノフ見 
1ゝ 3) 3)

ルニ就中 Hilf(I927),Fabricius(I929), Clements, Weaver 及 ビ Hanson (I929) 氏 等 

ノ如*〜 Kiefer, Tanne, Iarclhe,luche, Eiche 及 ビ t他 ﾡ 葉 ﾡ =就*根系就 

ノ少ナキ モノ 程各部分 ノ後述貴好ナルヲ認メク ッ.該ﾡ果 天然生確樹 

=W ス ル比較考祭 ノ上=m示ヲ興フル= ・多カ ッ キ他シ 本 結果 モ 整清 

操作ノ上=立証セラレシ= 卜=和意スベキナリ。

之ヲ要スル= 以上諾氏 ノ ﾡ究 セシ ト n ロ 絶み環城四 子ノ上= 或制 

限ヲ加〜ク ル緒果 ニシ 本試験=於 テ 得 クルﾡ果 ト--- ド =論ジ難ク 

殊 = ﾡ種 ヲ票=セ ル黙= 於 ア 1然 ッ ト スペ キナ 九然 レドモ 各試験納果 

ヲ締合シラ 確樹盤 ノ 各部分= 於み後述血好ナルモ ノ程立地的=好催件 

ヲ附典セラレタルモノ ト考祭スル概シテ至常ナルベ シ.即 チ 此 傾向 ハ 

本ﾡ在=於みポメ タル確樹ノ個置北=就4地上樹置 ト 地下樹ﾡ 卜 

ノ ﾡ書堺ノ 相關關係 ・ ッ見ルモ 介 カルルトコロナ り.J チ 大米 ノ 

如 シ。

第58炎 地上樹ﾡ勢地下ﾡﾡノ絶ﾡ統堺量

ニロﾡ関W 係
改輸追 I I U m V|W
即«ﾡ +o785+o07 +o3n7too8s +o4"7+oc79 +o554+oc06 +o.527+oc09 +0.741 ±0.33

以上ノ見解=な形態間在ノ納果ヲ此ﾡシ各部みノ微述ﾡ態ヲ見

1) HTilf,II. If. :Wurzelstudien an Waldhmumen.ITannover.I927. S. 84.

z) Fabricius,L.. : Forstliche Versuche. VII. Neuc Versuchczur Feststellung dss Einnlusses von Wurzelwe- 

ttbewerb und L.ichtentzusdle*Schirmstanlesaufden Jungwuchs.Forstw. /entralll. 5I. Jg・ I929. S. 477・

3) Clements, F. E.,Weaver,J. E. & IIanson,II.C.: Plant compclition. Anannlysis of communityfunc- 

tions.Washington.1929. P.I54.

ドニがクンとどまつilトオリ上 保三ッで明二 II9

ニ VI,IV,V典 好ニシテI,II之ニ 亞 ドIIIモ不 典 ナソ・ H/W ノ順位二 略 

一致スル ・="=シ テ即チ tハwV ノ大ナル土堺=がケ確樹〜、形態で

良好ナ ルﾡ逆 ヲナセルヲ 推知 セ シ ム,即 チ 確樹形態 ノ 主変業 タル幹長, 

幹額量葉長を葉ﾡ主机長第 ・ 次側根全長及ビ第 ・ 大側棋ﾡ=問シ各 

試験地 =於ケル此等ノ 指ﾡ ト o- tocm用 ノ IハV ト ヲ 比ﾡﾡ照 ス レ 次 

圖 ノ 如 シ.

第 4 圖 LハV ト 確樹形態 ト ノ 關係

上 ILI IV V VI

X

サ
サn

全
生*
 1

*1

(りゃ"1o{T

次側根企炎 よ

本 結果 二 依 レバ 明瞭 ニ L/V ・確樹形態ノ主要楽 ・正ノ ﾡ係=アル 

コ ト ヲ知ルモノナ ッ。唯VI,II= 比 シ L/W 著シク小ナル=拘ラズ形態 

ノ可良ナルフ認ム然レ ドモ V 、絶到統燥 二 就 キテ 見" ニ 著 シク輕 

クﾡ的=般羽ニシチ形ﾡセサルョ トヲ知ルベ シ菱 シ V ガ 1928 年 ﾡコ

ソ 1930年F=至ル稚村消間査=於テ消ﾡノ 大ナ ツ シ賞ハ之ガー
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面ヲルモノナリ。(第三章第二節彝照)

又確樹盤 ノ 絶ﾡ堺iノ 指製 ・ o-tocmHtノ L/Vト ヲ 此校到照 * 

レバ大ﾡノ如 シ。

第 5 図 L/W卜確樹組ﾡ縦機トノ関係

本 図l 二 依 レ バL/W ガ稚村 ノ 個f ニ 對 シ正ノ 關係 ヲ示シ L/W大ナ 

ル土堺=於ケル稚樹、概シ=於テモ大ナル= ト ヲ明示メルモ 

ノナリ.

以上確樹 ノ 替失並 = 形態ヌ ト L/w ト ノ 比止校納果 ・ 9 幼部 

期=アリ L/w =極メラﾡ接ナルW係ヲ持レみ作川スル= ・ヲ購明 

ニナ シ 得 クルナ ッ.mi シテ特= ○年生以下 ノ 確樹 =ﾡスル 存試清失 ト ノ 

關係 ハ 及 モ緊盟 ニシテー 般 ニ 耐 蔭 力 大 ナリ ・セラルとどつノ幼前 

期=於ケル清『生死、題 リ み土挑因子中L/ ノ適否ノ上=イスル= ト 

ヲ明示スルモ ノ ナ ッ。

然件 三ポクと どきつ樹具上表供土ﾡ トノ関低三到ろウ研究 _ 12I

独 二 叙上 睹 表ノ 結果 ヨ ッ ・ ー0年生確樹ノ績載5年生種樹ノ 3 ヶ 

4間ノ率並 = 54生確樹側ﾡ ノ 絶玉卜 LハVト ノ ﾡ開係ﾡ ヲ求メ 

一括ス レ大ノ如ク ニシ テ如上ﾡヲ充み立証メルニ足ルベキ ナ ッ。

第59表

要 ポ 相 日 係 It

・ー0年和樹/PH証t 十 O.833 土 0.0S5

5 4i世 ノ 3 ヶ年W=於ヶ ル前央料 - c.9St 土 0.011

54単関NMノ営R量 + O.769 土 o.113

M. H/W ト 林分橋成状態並 二地徴植物 ト ノ剛係

土展因子 ノ 差異 ガ林木 ノ 形質及 ビ地被植物 ノ上= 炎示セ ラレ延子地 

位級=』同ヲ生ズ主ﾡタル= トハ 周 知 ノ 導ポ=シチ I チ Cajander 氏 

一派=依 主明セ ラ レ且ッ近 I Kotz (1929),WViedemann(r929),Nerz (1929), 

4) 、 5
Hartmann(I930),Krucdener(I930) 氏等=依 テ成記セラ ル ル Waldtypen, Flor- 

entypen 若シクハ lestandtypen ノﾡ組テ此ﾡ=ﾡセ ラルベシ然レ ドモ 

改間 旭=Wレチ〜 内4後 ノ 神細ナ ノレ試験研究 二俟 ッ = 卜必要 ナルヲ以 

テ 本項 ニ 於 テノ、上記植生調査 ノ 結果 ト 土ﾡ型學性 ト ノ 關係 二就キ 考察 

セントスルモノナリ。

土垠理學性中 L/w ガ最主要ナ 要楽 トシテ とど ま つ確樹 ノ なﾡ清失

及ビ形質 ・極メ テ密 ナノレ 關係 ニ ァル= 卜、U=知ル ト = ・ ナ ッ.4各試

脇地 =就* I./w ノ 各ﾡ間 =ポヶ ル袋化 ヲ 偏差 二 依 ッ テ 比ﾡ スル= 次炎

1) Kotz, ド. : Unlersuchungen iiber Waldtyp und Standortslonitat der Ficlhte im slchsischen Errgcbirge.

Ailg. lorst- u. Jagd Ztg. 1O5. Jg.1929. S. 4I, 81, 121.

2) Wicdemann, E. : Die ertragskundliche und waldbauliche Iirauchbarkeitder Waldtypen nach Cajandcr 

im snchsischen Erzxgcbirge. Allg. Forst- u. Jagd-Zg. 1o5. Jg. 1929. S. 2+7.

3) Nlerg, : Untersuchungcn Uber die lraucllarkeitvon IlorentypenimRiescugclirge. Allg.Forst-u. Jagd- 

Ztg.1o5.Jg.1929. S. 344-

4) Ilartmann, ド. K. : Ueber Doden- und Vegetationsklimax,\'ald. und lestandestypen.Forstl.Wochenschr. 

Silva.18.Jg.I93o. S. 4t, 49.

5) Kruedener,A. v. : Zur Frage der Waldtypen. Ei nc vorlitufige Detrachtung. Forstl. Wochenschr. Silva. 

1S. Jg.19jo. S. 297, 305, 3t5.
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ノ 如 シ。
・

第6o炎

戦迫 i n | 『|▼|"

個 996|ェ 'oc。 I + a3 キ t5s + 87s | 士 ・3s7

上表=仏レo一 45cm用ノ範四=於變化大ナル 〜、IV. VI=シテIL,I 
之=亜" V,III 小ナ ッ本粘果〜第6図=伏ッ 子モ明ﾡナル ト = ・ ニシチ 

即 チ IV, vi、上ﾡ(○-iocm) -於チ極メ テ好ﾡ件ヲ示セルモ深皮ノ 

加=件ヒ登激=不良 ト ナルヲ知 ル。

第6M Lハノ深度=(ル袋化

府 ニ 於 ナ経化少ナク 寧 口 好適條件 ア 保 テノンヲ 知ルモ ノ ナ ツ・該 W係 目 

総各び験地上林木ノ生長及ビ形ﾡノ上=で影響メル ト = ・ナカ ラ 

ザモ ノ アルベク之ヲ 外形的 = 比較ﾡ祭 スル=I,II ハ樹高,直 徑共 = 小 

ナルで樹皮加剛=レ老齢ナル=到レ II,V、樹 m,it 種共=大ナルで掛 

皮未グ 粗剛 ナ ラズレナIII=比レみ幼齢ナ ッ.又IV〜 in =接績セ ル林分 

ニシテ形ﾡ=相通ズルト コ v アッ,VI ハ ﾡ 皮 粗 剛ナ ラザルモ 樹 s,it 役 

然 ・ケルとどまつH樹ノi清長卜ﾡ林土ﾡこトノ問係=スン研ジじ I23

共二稲小ニシテ概シテ耐者"前2者ノ中間二版スルモノ ト間ビ得べ シ。 

即 チ 第 13 表 ニ 於テ知 ノレ 如クI.II生長不 f,IV,VI ハ 中,IIL, V、央好ナ 

ルヲ宛は得クリ.(第二章第二節参照)

想 フ = 土壊 因子中林木 ノ生並=形ﾡ=影響スル主タル要業従ポ 

、一般=土ﾡノ化=地タ発林戯分ノ問係=跡セ ラレレト=ロ= 

シ み本讃験= テ eI,Vガ発材寄積=於子他試験地=勝ポg ッ 効 

果ノ大ナルヲムル=著ナ ラ ズ.内上記 ノ関係〜ﾡ物界生競ノ 結果 

=負1フ ト コ pe少ナカ ラザルベク I チI,IIア至VI、立木本ﾡ=ポテ 

I,V至IV=ﾡスルガ放-地上樹ﾡノ ミ ナ ラ ズ地下樹品=於 e竣守 

ﾡシクﾡe み之フ以み前番ノ生長並=形ﾡガ後者ノ北=シテ歩ルノ 

一原四 ・e認メ得べ◆ナリ.

要スル= 本納果III,Vガ母樹ﾡ系 ノ 發達及 ビ生週的作用 ノ上= 然 

I,II =シ 好適 條件 ヲ保証 シ 又 土城 ノ化學性引 リ見テ 養料 成分 ノ優 

・ル ・相俊チ み林木ノ生長ﾡ=形ﾡノ上=良効果ヲ奥へ延み釜積ノ大 

ナルベキヲ定セシムルモノ ア リ.

今 蓄間 二就キ 比較 スノレ二 次表 ノ如 シ. 但シ材積ノ算定、中島廣古民 

(1930) :森林 立木材積 表： -ﾡヶリ.

第 6I 表

(T 1/4 ha 常)
J チ上=依ル= III, V、I,II乃至VI=比ﾡシﾡ積ノﾡカニ大ナル

状 験 地 0 " 1 m

(木 ﾡk 
とどまつ

l材積(「m)

14S

9t.69t

125

S7.016

78

118.352

18

r37.17S

62

II9.694

I47

1o3976

axur ・

・材諾(「m)

27

5.188

2S

I4.673

23

18.311

3

0.099

34

I4.915

42

6.a4=

/ ﾡk
計 1

175

96.S79

I53

Io1.6Sり

1OI

・36.663

103

137.277 134.609

189

Iro.2IS

I) 中鳥惘 斉： 森林立木材談表 • 東京.193o.
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Tヲ示ャ ッ。

斯シテ LハV =隅スル各償験地 間 ノ差異 ハ 林分構成 ノ上二 4微 フ炎示 

スル=至ルベキナ リ,旣說 ノ如ク I,II5至VI近似シテ押伐林 型(A 型)= 

類スルニ 到 シ III,V 亭 ロー齊林 型(B 型)ニ 近似 シ IV ノ、雨型 ニ 各加通ズ 

ルトコロアルヲ示セJﾡシテ 各林型スIハV トー脈ノ調係ヲ 保持 ス ノレ 

ト コ p ア り.』チ比較的表府=於テ LハV ノ大ナルI,II乃至VI等 =A型成 

tシ小ナル III,V=B型ノ成立セルョ ト ヲﾡムルョ ト是ナ ッ。

ﾡフ ニ表ﾡ土ﾡ=於子型4性ノ 貴 好ナルﾡ果主ト シテ環城 四 子(4特 
= 条象四子)ノ 變化 =ﾡシ 土ﾡノ統ﾡ 二 對スノレ制節適順ニ シテ 極端 ナ ル 

参化ヲ 誘致 セザル 勲二 麻着スル コ ト ナ ッ従e み天然=下種ﾡ生後ポダ 

幼齢 二 屬 スル期間 -於>北ﾡ弱ナ ル 諾器 富(4 = 根 系)= 對 シ 機 械 的若 

シ クノ、生理的 二蒙ル 障吿ヲ 拒止 セ ラル〜 シ.拡 =於チ(設ノ 如ク後継稚 

ﾡノ存績率ヲ高ムﾡ果 トナ リー両 地和 的 因子封： 二 気象的 囚子ノ 好適 

ﾡ 件 卜ﾡﾡズル場合袋助成セ ラ レ後績的 =更新行 レ所 間押 伐 林 型 ヲ 

出现スルニ 至ルベ キナ ッ.』チI,II至VI等=於チ 局所的 =枯及ビ風 

倒等ノ 随時税生 = 基 キ気象的 關係 ニ 好適催件 フJフル=至ッ ンﾡ=於 

ヌ特=本型ノ代的ナル見ル ト コ ・ ト ス。

之 = 反シIII,V炎ﾡ土墳 ノ理學性適常ナ ラ ゾル納果気象的ﾡ子ノ裁 

動=件フ 乾濕 ノ 愛化著シクﾡヒ 後艦確樹ノ 存績 ヲ 印書 スル=及 ビ後 

績的=更新ノ玉難ナルヲ想シムルモノ ァ ッ テ恐ラク自然的乃至人公 

的タル 間ズ林み構戯状態 ノ 平衡 ガ戦和 二 破壊 セラレ ﾡ果ﾡナ 

クトモ 炎ﾡ土堺 ・ ﾡﾡ性 = 好轉 ヲ招 好適 ナ 地表面 ノ出現ス ル場合 

槪 シアー齊 二更 新 ノ行ノ、ルノレ モノ ・Jセ ラルルナ y.
地被植物 ガ客試験地間 =於ラグ明ﾡナル交興ヲ量セル= ・〜、第二 

=於チ色=設クトコロァリク y.』チI.II =於 、小形ﾡ 植生植物夕 

ルなち女んねんすぎ,うめがささ う,こいちや く さ う,じん2 5 いちゃ く さ 

う,つるあ り どう し及ビ»ほばの』つびぐら等=高 ・つる あぢさ o,ル・ 

はがらみ及ビつなう る し等ノ旅本ﾡ著シク地上ヲ知仰シﾡ=常繰ﾡ葉

パ ゲクウと 生 土 つ 18 ロノ:•)： 上 ﾡ土四上 型優三? 研ビ 125

ﾡ木m(みや* しきみ及ビ2 ぞゆづ り は等汲ピ乾地性喬木頫稚樹 ノ 繁生 

セル= 反シII,V=於 テハ 羊歯類中 を をめん ま, じふ もんじ しだ, みやまべ 

にしだ及ビしらねわらび等著シク祭茂シてんなんせうかほ うばゆ ら,ゆ 

S ざ さ,は うちゃく さうほあ女どころ及ビ»ほばなえんれいさう等ノ 

大形多4生*加ﾡ多 ニシ 藤本類林木類及 ビﾡ木ﾡ確樹 ノ僅少ナ 

= 卜=於みリラカ=ﾡ側フ認ノ得ルナ ッJ=IV〜、II=通ズル和類 = 高 

・ ・難で他方III -多 小形腐植生植物 ノ逃出ヲ認メ VI I,II=極メ 

み近似セ ル和 ﾡ 多 シ•此 等ノ精果、ﾡ々 ノ植物=ﾡスル性質=問シタ衛 

誠ル能→ズト 難で外ﾡ上前ギ=ﾡスルゃ ノガ極メラ繊弱 ナル ニ反 シ 

後※ ノ 4ホ= ﾡﾡナル ・ ッ 土ﾡ型學性 ニ 關 シ殊 ニ 土堆 ノ 乾濕 ノ變化和

第 7 図 LハV卜地ﾡﾡ物出現種ﾡトノW係
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度=和ﾡ深キモノ アルヲ祭知セシムルモノ =シテIハV ト 對 照 シナ 甚 ダ 

注査ヲ悲クモノナリ。

更 = 旣述 ノ 如ク各び験地 間ノ 遂興 ガ地ﾡ植物中*ﾡ及 ビﾡ木ﾡ ノ 

出現種ﾡノ上=於テ明示セ ラルル ﾡ = 關 シ LハV ト ノW 係ヲ見ル=の7 
図ノ如シ. (第二章第三節參照)

該図-伏レ 立本ﾡ ノ出現種ﾡ L/V =逆比ノ傾向ヲ示セル=反シ 

ﾡ木ﾡノ北正ノﾡ係= ア ッ.』チ L/V大 ナル= 件に本ﾡノ 出現種 

ﾡ少シﾡ木ﾡノ北加スルョ ト ヲ示スモノ ニシ是亦植生遷移 

ノ上二そﾡグ注定ヲ表クモノ ア り但シIV=於み本ﾡ=問スル関係 ガ 

著シク具ナルﾡ-北べタル如ク該 林 地 地床=於子刈ﾡ及ビ抵起等 

ノ作業ヲ受ヶ所間抵ﾡ=四ル種ﾡ加ノ緒果=外ナラ ズ.即 チ地ﾡ植物 

ノ 種類並二種類敷 ト Iハ トノ 問係ﾡ雑多岐ナル森林地ﾡﾡ物土ﾡ 

理ﾡ性二Wシ或範町ノ指示ヲ奥フル= ト アルヲ知ルベャナ ッ。

第五飾 送測係ﾡ測定 = 關 ス ル讃験

A. 目 的

本試験=ポテlriggs 及 ビ Shantz氏 ノf験式= ルﾡ果 ト ホ: 接試験 二 

依を モノ ト ヲ比ﾡ シ以ラ本試験ノ 目的上 ニ著シキ支障ナキ 限リ TFﾡ式 

算出ノ 便 二 依 ラント シ 6 試験地 土堺中特 = 性質上相ﾡ ノ著シ*I, III 
商試験地土境 =就*チ之 ガ止校讃ﾡ ヲ行 ヒシ モノ ナリ.

萎凋係數 二 到スルﾡ楽 ノ 研究概要

Sachs 氏I859年始メテ 3種ノ土堺=就*なこヲヒ 表測讃ﾡヲ 

試ミデ'9r年以來Briggs 及 ビ Shantz S'(io'r,ro12,1913) = 依 ッ 精 締 ナ ル
I) Snchs, J. : Ieticht ullyer dic physiologische "Tatigkeit ander Versuchsstation inTharandt. Iandw. Ver- 

suchst. 1. IM. i859. S. 203.

2) Brigg*,I..J. & Shanlz, II. I.. : A wax scal method fordctermining the lowerlimit of available soil 

moisturc. Pot. Gnx. 51. Vol. IoII. I. 21o.
3) Iriggs, I.. J. & Shantz,I.I..: The wilting coefficicnt and its indircct determination. Tot. Gaz. 53. Vol. 

I912. P. 20.

4) Priggs, 1- J. & Slantz,II.I.. :The relative wilting coefficients for didcrcnt plants. Ilot. Gaz. 53. Vol. 

1912. P. 229.

5) Triggs,L..J. & Shantz,IL.L.. : Dierclativen welkungakoemixientenverschicdcner Pnanzen.Flora.ros. 

Id.19t3. S. 224.

然林=於ケ ルとど まつfLむノ清 ト 森林北ﾡ ト ノ間係 ニ ス ル研究 127

TTﾡ フル& ビー新 ヲﾡケソ・

lriggs及 ビSlantz氏、植物 ノ 永久表測 ヲ 定義シ テ萎週 セ ル葉部ガ水ﾡ 

氣=仏ッ み殆ン ド飽和 セル空氣中二 放般セ ラルで土堺=水分ヲ奥へ 

ザル限り同位セザル如*映態ナッ トシ植物ガ 永久表 測現象ヲ示セル ト 

な=がケ ル土堺ノ 水み量 ヲ 土堺ノ 金従量百分求 =W ッ示セルモ 

ノ ヲ菱測係製 ・定義* り従e みﾡ密ナルな味=於テ〜永久表測ヲ示ス 

場合ノ水分〜ﾡク 非効水分ナ ッ ト ハ a e ﾡ 〜.氏20種 ノ土堺=就キ 

・c。 種 ノ粒物 ヲルヒテ 試験 * ル ガ此場合異種植物 ヲ 同一土堺 = 生 セ 

シメ シ ニ 何 レモ 婆 湖 係 敷ノ略 同ー ナルコ ト ヲ設メタ 九然 ルニ異種土壊 

-於ラ〜暇令同和植物=ルで著シク欄ﾡレ ・ %-17%ノ 遊』ヲ示セ 

yJ堀 ノ細クレテ 植物 ノ 種加 ニ 依 ル婆調 係數 ノ 差異 ハ 士塊 種預 ノ共ニ 比 

シ極メ テ小ナ ッ ト ノ見解=*土ﾡノﾡﾡ性ヲ礎 ト シ 實驗式ヲ 創案 

セリ.

又 Shive 及 ビLivingston 賞(94)八 永久義 測ノ場合土堺計=残和メ"水 

分 ﾡ R作川ノ ﾡ弱 二 依 リテ 異 ナリ 照 難强 キ 乾燥策中 ニアリチ日阪 

ノ a 度 高*氣市ロッ装測係数〜大ナッ トナ セリ。又 Caldwell 民 (1913) e - 
般 -数測係ﾡガ気象因子 ・ﾡら ア變化 スルノ 1f例 ヲ示 セリ.

本 試驗 ニアリ チ可及的同一ﾡ件ノ下=ﾡ則シ土ﾡ性ノ 交県=ﾡク 

装測係ﾡ ノ 従化 ヲ 比桜.七 ントスルモノナッ.

C.試驗ノ方法,経過及ビ結果

本讃験 ノ 方法 ト シ 著番 lriggs及 ビShantz氏 ノ 探用 * ル封銀法 ヲ 参 

岡シ常初博厳製ボ ッ ト ニ之ヲ施セシモ換氣ノ不良 ・水分ノ 停ﾡ ト → 

根部 ノ敗ヲ招致シ場タメ之ヲ 素ﾡ ボット=改メタリ.

4試ﾡ ノ 方法, 經過及 ビ納果 ヲ 概述* =次ノaシ.

a. 試驗期間

I ) Shive, J. W. & l.ivingston,l.E.: The relation of atmospheric evaporating power to soil moistuire 

content at permanent wilting in plants.The PIant World. I7. Vol. tot+.P. 8u.

2) Caldwell, J. S. :The relation of environmental coniditionst。 the phenomenon ofpermanentwilting in 

plants.Physiol.Res. I. Vol. 1913. P. I.
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I930 年9月24日一 同年!I月 I7日。

b. . 試験崎所

北 湖 道 林業び験場 附 ﾡ 温 室.

試験期 間 =於ヶ ル温室内 ノ 気温源度及 ビ殺 ノ 如 シ。

第62 温内ノ過ﾡ圧及ビ役

ロ 氣 温 j CC) 源 度 (2%) ﾡ 磁 量 
(mm) ル “ 1 (C)

海,度1(25) 1 残 (inin)
24 20.0 39 2.4 22 20.0 70 34

25 2I.5 54 2+ 23 2S.o 44 3o

26 225 67 2.0 24 29.0 43 3.!

9 27 25.0 61 1.8 25 3o.0 49 3.2

28 2355 60 ・3 26 235 s6 1.0
1O

29 19.o 6o I.5 27 I5o 56 0.8

3o 20.0 57 35 28 19.0 45 1.7

29 Its 5t o.3
I

2

27.5

19.0

44

6o

2.7

o.8
3o I5o 5t 2.2

3 235
31 I45 6o 1.6

4 27.0 49 2.4 29.o 3 t.5
5 25.o 54 2.0

2 16.0 77 o.6
6 3t.5 5o 39

3 3o.o 41 2.7
7

8

30.0

34.0

47

34

4.0

4.3
4 32.0 2S ・.7

9 28.o 44 43
5 2so 34 I.5

IO 28.0 42 4o
6 18.5 34 1.2

IO II 230 56 1.0 7 285 37 1.6

12 170 ss 2.0 8 21.0 43 I.+

I3 23.0 37 2.3 II 9 26.0 52 1.7

I4 23.0 43 2.0
•

1o 3+.o 34 2.2

I5 26.o 40 ・ 1.8 II 19.0 4I o.9

28.0 47 3.0 12 25.5 29 I.3

17 24.5 33 2.4 I3 I7.0 3 ・.+
18 22.0 55 2.t t4 29.0 3s 1.9

19 235 53 2.0 I5 2+.0 35 I.5

2o t7.o 45 1.6 16 so 45 o.5

21 32.0 40 3.0 I7 19.0 45 I 07

C・ 供が 材

・. 稲 子

北湖道林ﾡび験場林内農地産な うもろこし種子.

2.ボット

楽焼権木= シ 上 面i 径2..5cm,下 底 徑 16.5 cm, 商5 サ 13.0 cm, 内 容 積 3500
CC-  3900 cc。

3.土 堺

I,III 二於ヶ ルo- tocm用 ノ e ノ = シテ之ヲ充み漫和シ供試ボッ ト ニ5 
Ng宛ヲ探 リ 商び験地 ト e番 5 個 ト シ容水ノ so% ノ水ヲ 均等 二給セ 九 

d. 掘 種

r930 49月24日各ボッ ト -供試種子○粒宛ヲﾡ種シ表面 ク 統化 燥 

土ヲ以チ破種七 ッ.

e. 折和後 =於ヶ ル鈴水殺芽並= 生状況

毎 ロ 午前○l各ず ッ ト ノヲ訓定セ ノレ 後播種常時 ノボッ ・ヲ 

示ス迄 給水 セ ッ.

商讃験地土墳卜でﾡ和後5 日目一6H目ロyﾡ球ヲ始シ7日日一

8 II 日=於殆ン ド之 ヲ先了セ ッ単商服地土加 卜 e ・ 粒宛不袋球ノ 
・

モノアリタッ。

なうもろこしノ生何レe ﾡ 大良好ナ ッ シモ土堺 別 =北ﾡヲ興 

- シIII:ガ=於ケe ノ ハ I 土サノ=比シ試ﾡ定了=至ル並生長新 

シク良ﾡナルヲ認メク り。

f 給水 ノ 中止

掘 種 後42日目 即 チ校球開 始 後 35日 目 乃至 36 日目 ニ於テ 給水 ヲ 中 止 七

I チ 同日 供試植物 ノ師長ヲ 測定比較セル ニ「土城ニ 於 ケノレモ ノ

均 29.3cm ナルニﾡシ III土堺ノ ハ 36.I cm ヲ示セリ。 lriggs 及 ビ Shantz 氏

・) Iriugs,L.. J. & Shants,l.L.. :The relative wiltingcoeficientsfordifferentplants.. lot. Gu.53- Vol.

1912. P. 229.
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(I912) ニヨレ 校状態 ヲ七 ル過地性及 ビ化地性加物 ヲ川ヒテ 求 

* シ菱測係ﾡ〜略同一=レみ状シ子粒物ノ和加レク 〜 に 生長状態 ノ 

相違 二基 や 變化 ヲ示スモノナラズ トナセ ッ.。 ッ テ 本盛 =於>e 以上 

ノ 如ク生長映態 ヲ』=セルモノヲ川ヒ 此ﾡ * y.
g. 給水 中止後 ニ 於 ケノレ 永久婆 凋 ノ現象

給水中止後 4ロ日= 至ノレ迄ハ 雨状.験地土地 ト e 供試植物 = 愛化 フ 認 

メ得ザリシモ5H日=リテ 下部業 〜多少姿測ヲ示シ 8 日目以後=至 

ッ み北税度=ﾡノ傾向ヲ認メク ッ.但シ 前記 期 間］ =於テロ 中ノ ミ= 

シテ翌例同復ヲ示セ ツ.然二1I日日=於子翌制=及ブモ同復ヲ説メ 

ザル =至ッ クルヲ以テ 盛製容器 二水▽充シ 上部 -架変ヲ作 ァ供 

試ボッ ト ヲ併証シ日光ノiﾡヲﾡﾡシチﾡ度ヲ加セルモ何レで芸測 

ﾡ態ヲ同復セザッ シヲ以 テ之ヲ 永久萎湖 ノ時期 トナ セ ッ但シI 堺= 

於 ケノレ 供試 植物」、 山土塊 ノ北=北シ永久表測-逆セ ルI間ノ 多少早* 

ﾡ向アルヲ認メクルそ芝』少ナカ ッ キ。

h. 共 後 ノ間 益 結 果

t. なうもろこし各災楽ノ微地比桜

4各ボッ ト =於ケルなう もろこし二就キ地上部分及 ビ地下部み , 各 

要米測定 ノ粘采ハノ 如 シ。

然三がク とど まつHビi清具卜林士匹 と ノ .係 = 裁 研究

第 63 表 2うもろこし符要※ノ比校

I3【

ット A
B 6 E G 

11
I 
J 平 均

W 異 (em)

T 均

電 m

ロ
I
ロ

チ
36.2

33-5一2+.0

4S.o-27.o

29.7

375

3S.0-2+.0

47.0-27.0

2S7

35-9

3S.0--0o

43.0-32.o

30.4

345

3+.0-2+.0

3S.o-32.o

29.4

364

3+.0-2+0

45.0-30.0

293

如

i大H (en)

・・
1
ロ
I
ロ

33.7

333

4S.o-15.0

4;.0-20.0

40.1

331

5S.o-15.o0

45.0-24.0

4S4

3+3

67.0-21.o

54.0-22.0

3s

267

59.0-20.0

3S.0-19.0

390

36

5S.0-19.0

42.0-20.0

399

31.7

酔*部 I
ロ

0.6

1.6

1.0-O.+

2.2-1.0

o.s

】ぷ
i.o—0.5

3o-1.3

O.S

1.2-0.5 

35-1.。 1

09

I4

I.5-O.5

2.C-I.2

O.S

1.3

1.0-0.5

2S-Q.6

o.s

1.6

生1T量t 

(gr)
u 部

T 均 1

純例1

I

I 
・

・

2.6

3.0-10

45-1」

・
2.4

1.9-0.5

3.5-1.7

1.3

'7一oS 

45-I5

1.2

2.6

2.0-0S

3.2-2.0

I.4

2.1

2.0-O.3

3.0-1.2

I4

a4

mt

* w

I
a

2.2

4.2 

36-1.5 

6.7-2.6

2.t :

4.2 ,

2.9-1.2

5.5-31

2.I

4.1

2.7-1.3

S.o-2.5

2.2

+0

35-1.3

5.2-3.2

2.1

34

3.0-0S

5.8-1.9

2.1

4.0

" ド * "1 :
9

9

IO

IO

1O

IO

。
'e

9

1°

4

49

即 チ 上表 ニ 依ノレ ト *地上部分ニ ツ テ III土堺 1土堺=比シ新 

シク良好ナ ッ(旧版XXXI参照。又地下部分 =就キテ 見ル = I 土堺 =ポヶ 

ル 場 合 、北J 表面 及ビ 鉢 ノ 内 側 =沿ヒ 袋述 貴 好 ナノレニ 對 シ HI 上 ﾡ ノ 

場合極メ テ均等=ﾡ 張 シ 特 =土 ﾡ 表 面i rocm 以内=良好ナ リ *。

2. 永ﾡ測係ﾡノ測定 

地 ド部 分 ノ役 達 と 良好ナル2- iocm二就キ供試ボツ ト ノ中央部二
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於約 togr宛 ノ 土堺 ヲ探り之ヲ ﾡ量管 = 入 レi ヲ 型定セ ル後走奴死 

ﾡ器=依ッ roo'C-to'C =加熱シﾡ量=並セ シ メ 永久表測間=於ケル 

合水量ヲ 求メ み之ヲ該土ﾡノを化量= み除シ永久数測係数 ・ シ天 

二示セッ。

第64 永交調係数 ()

* ッ 卜 A
B

C 目 G 
H 3

I 1336 1I.99 1383 12.63 1..64 I2.G9

1 26.25 2+52 2348 20.I5 20.7t 23.02

>. 前 記委測係数 卜Briggs 及 ビ Shantz 氏賞ﾡ式 依 ルモノトノ比校

I, III 雨 試驗 地ノ o-ocmﾡ-於ケ土ﾡノ容水 是 =非* lriggs 及 ビ 

Shantz 氏 ノ實驗 式ニ ・ ッ テ婆湖 係數ヲ 算定 セ シ=第49表ノ如ク Jit 中 

ニチI土堺-ラ〜 ・..59%,III土堺= テ ハ 25.06% ヲ得ク ッ.4之ヲﾡ=求メ 

シ 永久萎 測 係数 ・到照スル= I土堺=アッ タニ者ノT験式=伏ルe 

ノ稲小=シラIII土ガ=ア リ テ之=反スルﾡ果ヲ得 九此 相違 二就キ 

考奈スルニIII土ﾡ=於ケルなう もろこ しノ校述前遣ノ如ク地上部み 

及 ビ地下部分共 =極メ ナ良好ニ シテ 從ヒ み根系= 依ル水分 ノ ﾡ収証盤 

ナルタメ自然抵抗力大ナル=到シ I 土堺=於ケルモノ之ご劣ッ ポ 

ダ有効 水分 ノ存 在ヲ 豫想セ ラルル= 拘 ラズCE=永表測ノ 現象ヲ見グ 

ルモ ノ ナルベシ。

mシテﾡ方法=依ル表 消 係ﾡノﾡ I土堺=テ ハ i..o%6, III土 携 二テ 

→ 2.04 %ニシテ Priggs 及 ビ Shantz 氏書ﾡ式=ルモ本試験ノ 目的、略 達 

シィべキモノ ・認メ之ヲ各試験地土ﾡ=適川セJ.但 シ 本 試驗 中 4 ニ 困 

ﾡナ ッ シ〜供間植物ノ 永久装測『期列定 ニシテ 之ガ住少 ノ 課証で納 

果=及ボス影響極ノテ大ナル、論ヲ依タザル ト コ P ナ ッ.

勿 書a Caldwell, Shive 及 ビLivingston氏等= 依 レ バ 表 測 係 敷ハ 氣 象 因 子 ノ 

菱化=依ッ チモ迷』ァ ッ ト セ ラ レ 又 同一土地 ニ 於 ケノレ 異 林 植物 ニ就キ

然=がケルとどまつゼノi清卜森林状ト ノ問係=ﾡスル研こ I33

試験セルIiedgcock 氏(1902) ノ精果=児ル ト *植物ノ種ﾡ=ﾡジ ラモ非

効水介=交興 ッ ト セ ラルルモー般= Briggs 及 ビ Slantz 氏ノ主張ノ如 

ク土ガ作ニク袋化ノモ効果的ナル認メ ラト =ロ ニシチなう 

もろこし=依9 テ 測 定 セ 菱測係ﾡガと どまつ確樹ノ 場合 ・全クー致 

メキeノ ト、間ヒ難シトスルモ少ナクトで此等ノ結果〜とどつ稚 

樹ノ 永久義問 ・ﾡ行的剛係= ァ 9 >III土ガ I 土境二比シ非有効水分 

多量=シチ 生理的 を堺出現 ノ可能性大ナッ ・m= 得 ベシ催ヒチ 績 

清 失=及ボス影響ノ大ナル認メ得べ ト = p トス.

第六ﾡ拘 要

・) と ど*つ確樹ノ績前央ノ4県性=ﾡ*選定セIII,III,IV,V, 

vI ノ 6試験地 =城* 自然細繊 ・ 儘 =於ケル各土ﾡ ノ ﾡみ性 ヲ 比ﾡ試験 

セ ッ。

2) 試驗 ノ 目 的 主 トシテ・ ー04生確樹 ヲ 討条 ト セ ルW係上炎財 

。 - iocm ヲ主トセルe 内 20 - 25cm 及 ビ4o-45 cm ノ兩府二就 キ比ﾡ試験 

セ ッ.

3) mt法=償ッ土堺ヲ採収シ現場ニア水校法=収り他和状態トナ 

シ研量後 ノ 挑作T験室 =み行 ・(土ガ ノ T積量 +水分容積 +空条特積 

= m簡容積ノ 關係式二 ﾡ キ 土壌性 ノ 各要楽 ヲ誘導算定セ y.

4) 容積T表府・ y深ル=及ブ=随= み大スルﾡ向7 ツ.0一 

・ocm用 =ポヶ ル各試験地間ノ比ﾡ 〜主ト シみ合ﾡﾡ置ノ多少二 依 

y I,II, VI, IV. IH, V ノ 順序二減ズ.

s) 空察炎ﾡ引 ソ 深 府 ニ及ブ ニ筋ヒ 誠小スル傾向T ソ.0-1O 

cm用 =於ケル 各訟験地間ノ此校=ク主トシナ 合ﾡ権質 ノ 的剛係 

二基 ヤ V,III(74.319%6-73.22の),IV,VI(64.429%--6414%),II,I(G3.07%-62.13 

)ノ順F= ラ Nズ.

1) IIedgcock, G. :The rclation ofthe water contentofthe soilt。 certain plants, principallymesophyle*. 

Ilot. Survey of Nclraska. VI. Sxudies inthe Vegetation ofthe State.II.19o2.P. 5.
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6) 土堺細ﾡノ堅糧土 堺ノ賞f 積ノ大小二相 關 シテ和 粘 土 合 イ 

ノ多少 ト ハ必ズシモー致セズ。

7) 容水i〜谷ﾡ位ﾡノ量的問係=量で著シク左行セ ラレo-0 
cm 府 二就キ 容積率 二 依 ル 比 岐=ポ II, V (6390 % - 5972 %,1, II(8.9 % 
一48.16%»VL,IV(47・77%一4772のノ順f ヲ 以 み散ズ之 フ 量= 比較 ス 

ル ト キ特ニ HI, V ハ 他試驗地 ト 較差著 シ.

8) 季節的合水量ノ各び験地間=於ケル比ﾡ= ア リ チ癖水量ノ大 

小卜 常 = ﾡ行 * ズ除 = 5 月及ビ6月 ノ 乾燥動 ニ於ナ 、ﾡ水量ノ大ナル 

IIL, V少i= シテ年。統堺スル領向フ示 .

9) 。 - 'ocm土ﾡ ノ芸測係ﾡ=ﾡ*容ﾡ市フ以> 比ﾡ ル= I,
V (IG.I! %- 14.97%) 大ニシテ他 (1o.196-8.90%) ノ範四=アリ テ 間］ 

ニ殆ン ド大送ナ シメ量率=就 キテ同一傾向フ認メタ ッ.

1O) 生理的行効水不節的合水 ト 行 スt堺期 5月及ビ6月=於 

ナ 特=III,V〜他武験地 = 比 シ少ナ ッ.

11) 他和ヲ比ﾡメルトキ III, V、7月及ビ8月=於大ナルノ ミ= 

シチ他季節=於ラ〜小ナ 傾向 ァ リ ラ 相對的 ニ 他試驗地 二 比 シ 乾燥 

程度大ナルヲ示。

12) 地下水位ノ校=於クIII〜、常-他試験地-比レ低ク特- 5月,6 
月,7月及ビ8 月 、5ocm - roocm ノ深= アル=討シ他試ﾡ地iocm ー 

7ocm ノ深度=アッテ各偶 I =大ﾡナ シ。

13) 途通ノ止桜=於クlII,V〜、他試験地 ・ ッ概シチ血好ニシクユッ 

流水同ﾡ= フ 所要時明ノ 漸増車モ少ナ シ.4 =II二於テ著シク t仙 

殿 地 間 二、大ナ ル ※巣フ認メ ズ。

14) 透通性ノ良否卜 容条 ト ノ 関係I,Vノ 例 コ シ 見テ 必ズ シモー 

致セ *.

I5) 新気ﾡ→炎ル▽ り深財=及ブ=随にﾡ設 *.0-tocmH ニ 於テ各 

試験地 ヲ 較ス ル = IV,VI(r6.7o%- ・6.37%), II, V (14.9* %- ・4.59%),I,III 
(r3.94%-9.32%)ノ順= 減 *。

特 二 水 ノ A位 卜型ナソテVガI=比シ大ナ ル結米 ヲ示 セリ.

而 y み用 =-至ル=随ヒ概レテ 改順位、逆ﾡスﾡ向ヲ示メ.

16) IハV〜 o- tocm用=テIV,VI(3s.o。 - 34.2s %»11, I(3096% - 28.
93 % VI III (24.43 % - ・4.59 刖ノ 順序 ヲ以テ 減 ズ.

深ﾡ=至ル=随に該順位、逆村メルﾡ向ヲ示メ.

第七節 納 論

・) 容 ﾡ止 、小=空数 ﾡ 及ビ容水〜、大ナル=相ﾡら み地位級ノ 

高位=及ブシ トセラルル設本び験=於ヶルとど女つ確樹ノ語消 

失 ノ 観迫 ノ上= 寧 ・逆札側ヲナシナ 容積比 ノ 小 ナ ル程ス空窓量及 

ビ容水ノ大ナ 税(I.V) 却ッチ 順位 =ポ 価下ス.以上 3要楽ノ大小 

、ﾡ位分解 ノ級3=呼ﾡレﾡ権ﾡ合ノ多少= 密接 ナノレ 剛係 ヲ ィ* 

ルモノナリ。

2) 容気ヲ以子地位級ノ列定回子トナス記、確樹ノ新清失ノ上 

=で適川セ ラ レラ概シみ確樹ノﾡ清央ノ艇ﾡ=於み優ル程容氣大 

ナリ然レドe 一面確樹 ノ 粒清尖 ノ統ﾡ=於み優ル I ガ V ニ比 シア 容 

氣 ノ小ナル粘果ヲ示シテ必ズシで常=容氣=ク列定ノ常ヲ 得ザ 

ル場合ナ シ ト セズ。

3) L/V 、で確樹ノ ﾡ清央 ノ 順位 卜 ﾡ行 y ナー致ス ルョトヲ明 

示セ り要スル=空数ノ形態=於>モ管性空数至非モ管性空数ノ配ﾡ

土堺型み性ノ良否ヲ定スル上=要トナルナッ本び験=於テ IV, 
VI、34%以上 = シチ高位I,II 、31-28%= シチ ・位, V, III 256以 

ド=レナ 低位 ヲ 示 シ確樹 ノ 績清失央 ノ 順位 ト 定を= 符合* ッ.就hIIl〜 

I5%以下=ア ッ み量で不良ヲ示セ ッ.

4 ) 1/w ノ 適 否( 小)、跡着スルト=v合 ィl 怖 質 ノ 的 至 的 特 

は=関係セルモノニレチー面ﾡ位み解ノ級登=ﾡﾡズルモ ノ トス.

5) ﾡ札質ノ水二ﾡスル吸着性若シク〜、抗リ泌性ノ大ナ ノン 結果 ハ 合 

ﾡ権置ノ多少=Mジ チ又科節的公水ノ上二特県性ヲ示メ原因 ト ナ
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ツ 自然L ノ 小ナル土堺大ナル土堺=比シ テ須象要米 ノ 登化二件 ヒ 

乾温ノ 較差著 シﾡ向ヲ示ス=至り生理的=城根械的=で幼齢確樹 

ニ及ポス 障害大ナノレペキナ ッ.

6) L/W ノ小+ル土ガ大ナル土ﾡ=比シー般-表測係ﾡ大=シテ 

生型的効水少ナ 九從 ヒ テ 氣条要楽ノ 愛動 =* 確樹 ノ 生理的化燥 

ヲ招ク傾向亦大ナ ッ.

7) L/wV ヌ確樹ノ形態的剛係ノ上=正ノW係フ持シ影響レ Lハw 

ノ大ナル程形態的側係=於テモﾡシみ優ル傾向ヲ示セ リ.

8) 地被植物/、IV ノ 大小 二相應 ジテ 和ﾡノ上= 4は ヲ示シ LハV 大 

ナ ル株地 二概り み般弱 ナ ル 小形腐植生草本類多 キニ 對 シ LハV 小 ナ ル 

林地二〜ﾡﾡナル大形多年生本ﾡ多 シ.且. ッ立本ﾡノ 出現 和数 L/W 

ノ大小二逆シﾡ木ﾡノ出現種ﾡ正比 ノ関係ヲ示セ ッ.

9) 林型 ト L/w ト ノ 間 =-版ノ相通ズル ト = p ア ッ ナ概 シテ 揮伐 

林型=近似セルe ノ、比被的炎府土堺=ポケル I/wV ノ大ナル地=- 

林型=近似セルe ノ北小 ナル地=構成セ ラルル傾向ヲ認ム。

・o) 上H木ノ生長及ビ形ﾡノ比校=見" ト キノ、稚樹 ノ場合 ト 情 ヲ 

異ニスルモ ノ ア ッ み寧・深府(20-45cm) =於ケル LハWノ大小=影 御 セ 

ラルル ト コロ アルモノ ノ如ク IIt,V 二於子モ良好ナル紙過 ヲ品七 ッ。

之ヲ要メル=と ど*つ確機(!- to年4生)ノ 績消失 ノ 經過,形質又,、地 

被植物 ノ 種類上用 母樹 ノ 生長形ﾡ若り ク 〜株型 ノ如今何レモ L/W ト 婦 

接ナ劇係 ヲ冇シ之 ヲ以ア 土墳ﾡみ性列定指針 ト シ ア M用上各種 ノ 

面=光分価価アルモノ ト間フベキナリ。

第六章 土壊 ノ化學性 =削スル考察

各試驗地間 ニ 於 ケルと ど* つ天然生幼齢確樹 ノ 消長 二現レタル 特典 

性ノ原因ヲ土ガノ化ﾡ性ノ比校二就*お祭セ ン トス。

第一節 旣往二於ヶル林木 ノ化學成分 二封スル

要求度 = 間メル研究概要

及撃植物=比シ林木ガﾡ料=討スル要求比較的低シ トスル設ョツ 

itチ=土ﾡノ雅林成分、林木ノ生長=Mシ決レヌ重要タ ラズトWフ= 

非ズ要、ﾡﾡ前除 ッ =土ガノﾡ料成み=ﾡスル期待ノ大ナニ選"他 

ノ要囚子=負ン ヲ等剛= 附 シタル傾向ヲ認メ 得ル ナ ッ.即 チ等 

ノ 研質成分 ノ存ス ル土堺ニ シ テ 林木 ノ 収穫 ノ上二 差異 ノ存 スル コ ト 

常二見ラルル ト コ ロ ニ シ テ之ニMシ 各ﾡ者間 二我炎セラレタル意見多 

シ就 中 Vogel 及 ビ Sclneiderhshn 氏(1912)、ﾡ等ノ養料成分ヲ 合布 スル砂 

土=就キテ Kiefer ノ攻穫等級ヲ I-IV =ﾡ分シ得ベシ トナ シ又 Schoenberg 

氏(r9ro) モ甚シ クﾡ料成分= 映乏セ ザル土墳ナル ニ 拘 ラ ズ水分 ノ 供給 

不光分ナル粘果著シク林木ノ攻穫ヲ被ジ賞質的二地位V級=低下セ

T ヲ示セ ッ査シﾡ4性 ノ適否卜ﾡ呼ﾡシみ始メみﾡ料ノ効果ヲ全フ 

メベキ T ヲﾡフト=・アルベ シ雀求林木 ノ 生 =ﾡス ル土墳所合 ノ 

主要養料ト シァﾡ〜 ラルルe ノ =、研究*= ・ ッ 多少 相異 ナ ッ Schatze 

氏 (1869, ・871) 、ﾡﾡヲﾡ質発料小第 ・位=推シ次=石灰ヲ影グ加 

或利及=収穫=比例シ苦土及ビW述殆ン ド開係スルト = "少ナシ ト 

ナセリ. Meister 眞 (19つ5) モ 同 ジク 燐酸 ガ林木 ノ生 長ニ 對シア 主要ナル 因 

子タルョ ト ヲ界ゲ, Ebermayer 氏 (1876, ・882) 、森林土ﾡノﾡ慰ナ原囚ヲ 

主 ト シテﾡ酸及ビ空素ノ供乏=跡シ,Vater ﾡ (19o9) 亦 Kicfer 及 ビドichte 林

・) Vogel, V. r. K. & Schneidcrhohn, IL. : Verwitterungdcr Mlinemliencines Nlarkischien Dulnensandes 

unter dem linlluss der Waldvegetation. Intemat. Alitt.Todenkde. .Jl. 19I2. S. 0・

2) Schoenlerg, W.: Ueber den usammenlang zwixchen Ertragslcistung und IodlenbeschafTenheit bet der 

Kiefer. /eitsclr. f.Iorst-u. Jagdw. 42. Jg. 191o. S. G49.

3) Schuitzc, W.: nezichungen zwischenchemiscler Zuxammensctzungund Ertragsfuhigkeit des Waldbodens. 

/eitsclr.f.Iorst-u. JaKdw. I.Jg.1S69. S. 50O & 3. Jg・IS7I. S. 367.

4) Nteister, G. : Die Stadtwaldungenvon Ziricl. 2. Aufl. Ziirich.19os.

5) Ebermayer, E. : Dic Resnminte lchre der Waldstreu.lerlin.1876. S.103.

6) Elermayer, E. : Naturgcsetzliche Gnndlngedes Wald.undAckerbaues. Ierlin.1SS2..S.797.

7) Vater,II.:Das /ulangen der Nnhrstoffe im Waldbodcnfuirdas Gcdicihenvon Kiefer und Fichte.Thar.

forstl.Jalrtaich. 5o.ld.19o9. S. 2iふ-
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地 二於ケル室素及 ビ購酸ノ 缺乏 ヲ 認メ針葉村純林地 ノ概シ 役選 ナ ル 

コ トヲ設クトコロアリクリ。

期 ノ 如 ク 林木 ノ生長=登レﾡ楽並=ﾡ酸ノ要性ヲ設カルル ガ森林 

土ﾡノ場合=此等ノ紛訳主 ト シ チ機物質=仰グで ノ ナ y.Weink- 

aur氏(19o)〜、艦植化作用ノ不良=ﾡク商設空素ノ積ガ林木ノ空素養 

料ﾡ取ノ上=及ス不利ヲ主張シ Wiedemamn 氏 (1924)、不充分ナ ﾡ化 

作用 ノ詰果 ヲ以テ Fichte ノ 生長 停止 ノ 原因 トナ シ 又 Albert 及 ビ Luther 氏 

(9o8)〜、硫化作用ノﾡ度卜地位卜〜、ﾡ行スルモノナリ ・設キ Weis氏(ot 

○)亦林木生長 卜硫化作用 ト ノ間 =ﾡ接ナル 剛係ヲ認メHessclman 定 (1928) 

、土ﾡ中ノﾡ化作用ノ強度卜 Kiefer ノ天然更新トノ締接ナル隅係ヲ認 

メタッ. Nemec 及 ビ Kvapil 氏 (1927,1928)〜、土 壌 腐植 中ノ 大部分 ノ寃 素 人 複 

ﾡナル形態ヲイレ水=不泳性ナル空素化合物=ﾡシ植物= ・ ッ直接ﾡ 

取セラルル主ナルモノ等ノ内水=可ﾡ性ノモノニﾡズシテ之 

腐植 化 作川 ノ 良好ナル場合=生成セ ラルルモ ノ ト ナ シ從ヒ テ林木ノ生 

長上 二大 ナル 影 年ヲ有 スルノ、 腐 植中 二 合 打セ ラルルネ空楽 ノ多少・ ッ 

で寧。ﾡﾡノ分解紅地ノ良否如何=ﾡスベキモノ トナセ ッ.

以上= 映ッ 考縦ス ル ト キ 林木生長 ノ 上 =主要ナ ル養料 トシチ認メラ 

ルノワノ、窒素若 シクハ燐酸 ニシ ア 就中林木 二 容易 = 攝取セ ラルル空楽 

腐植 化ノ 狀態 二 負 フト コ ロ 至大 ナリ トセラ ル本 ニテ特=と どまっ 

天然生確樹 ノ 年績清央 =見ク ル特県性 ヲ 登象 ・シ之卜 以上 ノ 如 キ 主要 

1) Weinkkauff, O. J : Ilurnus oder Streuzeraelzung ? I'oratw. Zentralbl. 2.. Jg. 19○o. S. 456.

2) wicdernanm, E.: Ficlitemwnclhsttim und Humusxuistnnd. Arbciten .d. biolug. Rciclsanstalt.f. Iund- U. 

Foratwirtschaft.13. Id.t. Ht.192+. S.I.

3) Ailbert,R. & Luther, A. :lliolosisch.chemische Studienin Waldloxlcnu.Joauirn..f. Iandw.56.Id.190S. 

S. 347.
,) weis, Fr. : Ucbcr Vorkommen undJildung tier Salpetersauire im Wald-und Heidclodlen. Zentrnlbl. f. 

Bakteriologic. II. 28.Ti. t9io. S.434.

5) IIessclman, H. : Versumpfung, Rollumus und Waldbau in Nordschweden. ドorstw・ Zentralbl・ 5O. JE・ 

19zs. S. sco.
6) Nemee, A. & Kvapil, K. : Ucberden Einntuss verscllicdleneT Valalhextande aufdlen Cehall und die 

llildung von Nitraten in Waldloden. Zeitschr.f.Forat.u. Jasdw. 5り.Jg. 1927. S. 32!, 355.

-) Namco, A.: Unterauchuungen alerdie 1fuilizicrung von Waldlumu. eilsclir. f. Forst- u. Jagdw. (x.
' Jw 1928. S. 385,471.

然=於ケルとどまつ提樹ノ清」卜森林土ﾡトノ側係=討スル研ビ IO---------------------- ・ "

発料トノ間=於ケル間係ヲ符試ﾡ地土ﾡ=就◆特=ﾡ植述=合セ ラ 

空素北他ﾡ融等 - ・ ッ み比ﾡ考祭セ ン ト ス.

第二節 ﾡ 植

林木二 依 ソ 容場 =ﾡ政 セ ラ ルルﾡ素ﾡ融他虫等〜、横物性並=動 

物ﾡ神 ノ分解= 依 ッ テ 生成 * ラ ル土ﾡﾡ権 ノ映態-負フト="大 

ナノレノ、前述語氏 二依リ み認メ ラ レタル ト = ・ ナ 九今各試験 地土城ノ腐 

植化作川 ノﾡ羽 卜ﾡ植ノ態並=空素楽ノ合量等=就キ試験シ之ガと 

どま っ稚樹 ノ存魂消失 ノ継遇 ト ノ関係 二就キ 比較考察 セ ン ト ス.

供び土堺び、理學性試験=使ルノ試料卜 同時=位量 =於>表府 

・oem ノ深サ=到ル土ガヲ探ルシ 山楽得ル限ッ 粒物棋等 ノﾡ物ヲ除去 

シ之ヲ氣状態=到クレメ 後事 ビ細ルトナ ・ル粒物棋等 ヲ 除去 シナ 細 

粉トナシ 2mmノ簡ヲﾡセシメ之ヲ転校戦= 貯殿 シ以下ノ 各試験=使 

川 * 九又腐植 ノ定景 ニ 際 シア 、可及的末分解映態=ル粒物根等 ノ 除 

去ノ 目的フ以み再ビo.5 mm ノ簡ヲ通過セシメタルモ ノ -就キ試験ヲ行 

へ ッ4各訟験地二就キ土堺ノ均熱損ヲ比使スルニ炎 ノ如シ。

第65ﾡ ﾡ熱損 (乾土 中) (m %)

I 、1 J*_
不 均 65s 7.32 9.2o I5.93 o3

7.87-6.11 7.49-7.2! 1S.4S-1307 IO.6S-7.72 22.90-13.64 I1.52-S.56

上炎二 K レ III,V土堺他 ニシﾡ熱尖をキ結米ヲ示七 ソ・

然 ・ ドで均熱損失量=伏ッ ナ ﾡ欄 ッ 定衆 シ 得 ザル 場令即 み地 ノ 如 

クを多=材土みヲ合イメルe ノ ニア ッ テ粘土分中ノ粘品 水ノタメニ 

ﾡ植ノ上=不正確ナル精果フ示スで ノ ニシラ Keilhack (1922)、堺土 

-テ均熱失量ノ /.i堺士 -ラハ /3,拉士 ノ場合=、I/2 、ﾡ品水 = 

ﾡ常ベゃモ ノ ト シ府ﾡヲﾡ正スル災アルヲ認メタ ッ.依 ッ チロtチ=

I) Kcilhack, K. : I.chrbuchder praktischen Geologie- Sxultgart. 1922. S. 5+1.
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此方法 = ・ ルﾡ果 ヲ以チ 土ﾡ中 ノ ﾡ粒量 ト ナ ス 不適常 ナルヲ発レズ 

ﾡ=於大二改良ク p - ム酸法=ョ ッ ﾡ航量 ヲ求メタル=大ノ如 シ。

第66 ﾡ粒 (乾土中) (m化%)

氏 略 追 I a

平 均 3.70 350 15.69 4.79 I4.52 67s

四 5.52-1.80 3.95-2.96 I7.62-I2.IO 5.29-4.30 21.1o-I2.4S 9.S7-5.20

上表 二 依 レ ﾡ植 III,V,VI,IV, I,II 土堺 ノ 位 ヲ示シ ﾡ黙 

ノ 順位 卜略一致セ り総レ ドモ in, v土壌 以外 ノ他び験地土ガ=於う 、ﾡ 

植量均熱失量 =比レ著レク 少ナルヲ示セ 九是前述 ノ如ク I,V+ 

ﾡ以外ノ他試験地土堺ﾡ土分多ク且ッ畑ﾡ量乏シ キ = ・ a e ノ ナル 

ベ シ。

Springer 賞 (1928) 、ﾡﾡヲ分ﾡシナアルカ ッ =不ﾡ 性業 w 性,可 溶 性 ノ 

モノ並=水=可ﾡ性ノ モ ノ ト =分チヌ Oden 贡 (r922) 、アルカリニロッ 

出七 ラ レタルﾡ植酸ニシヌ酸ニテ沈殺セザルモ ノ之ヲ フルド酸 ト 

稲シ酸=ラ沈設ゼラルルモノ更=之ヲアルコール=溶解メルモノ ト 

然ラザルモノ ト=分チ前者ヲ〜マ ト メラン 酸後 者ヲフウムス酸卜呼べ 

ッ更 =之フ み解過程 ・ ッ 見 ト キ 同氏酸化作用 =依 テ ﾡ権酸 フ 

ル#酸ノ 中間 ﾡヲﾡ子ﾡ酸卜水トニみ解スルョ トヲ認メ Stebutt 氏 (1930) 

で亦ﾡ植ﾡ初期ノみ解過程=ﾡシフルﾡロ リ 高次 ノ 分解過程 

=ﾡスルモノナリト稲セッ. .

以上諾氏 ノ設・ッ 腐植酸中酸 二 可溶性 ノeノト 不締性 ノeノトノ量 

的比校ﾡ権化 ノ 毎過 ヲ 推察 ス 上 = 参考トナルベモノ ・ 忠権 シ 4 

% アンモ ニア 液 ヲ以テ 腐植酸ヲ求 メ之ョ ッ Oden 氏法=ョ ッ み※権酸ノ 

みﾡ定量ヲ行〜ルニ 結 果次炎ノ如 レ.

, sprinzer, U. :pie Ieatimmnung der onanisch,en, inabckondcre aerhuminaierten Sul,stan in noden. zeit- 
schr. f. Pnlanzenerahruing, I川ingung u.Bodenkundie.Teil. A. II.Tid. 192S. S. 313.

2) Ouen, S. : Dic Ifaminasiuren, chemiscle,physilcalche und bodenkundliche Forschumngen. 2. Aunl.(Son- 
derausgabe auis Kolloidchcmische Ieihefte.II. Fd.) Iredlen und Ieiprig.1922. S. 45.

っ) Steluatt, A.: Iehrbuch・der allsemeinen Todlenkundle. Berlin. 193o. S. 151.
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第 G7 表 靴を土中ノﾡ植酸並=ﾡ植酸中酸=可済

性並=不ﾡ性府植酸ノ的比ﾡ (m%)

氏 臨 岫 1 1 V

a単。
T 均 a8o 2.9o 767 310 6.S: 4.45

配 m 36S-1.66 340-2.0 S.5o-6.25 335-2S5 7.50-G.05 6.36-356

T 均 1.29 1.11 4.99 I.4- 449 263

(花 に hう1 2.00-0.65 I.24-O.SS 5-55-4.15 1.45-1.ぷS 5.So-335 304-0.96

フウムス T%/ 3S66 65.19 45.99 G5.oG 40.03
(MrHra1 統 W 54.44-39.39 4S.S6-33.oS G6.4o-G3SS 5o.So-4t.t9 7S.37-52.66 4749—2742

プ ルル2」 不 1 55.9 6t.34 34St 54.01 34.40 59.97
(MHRa)1 純 1外 6o.6t-45.5G 66.92-5t.14 36.12-33.6o 5S.St-49.20 47.34—21.63 725S-5a5t

fグ:I) プ ウムス間一OdMen 法ニコル商二不性ノフ ウムス商なニヘトメワンナGム岬ﾡ酸

2) フルョ・K一 Oaen J法 = a ルR=可 ノf依Ka

上表 二 依 Y バ化土中酸 =不添性ノﾡ酸 Il,I, IV,VI,V, III土堺ノ順 

Fヲ以み加 シﾡ植ﾡ中ﾡ =不性ノ ﾡ権酸II vlliv, v,n［土炭 ノ 

順 ア以テ 加 セ 九而 シ ア ﾡ植融中酸 =不な性 ノ ﾡ粒融量1,I,IV,VI 

北 堺 ﾡ 互 間 = 逆価 少ナルe in. V土堺〜他=比シ著シク多量= ン >約65 

%プ示セ九

ル ノ 如 ク III,V土堺植酸中酸= 不ﾡ性ノﾡ植酸=ﾡスル物ﾡ=高 

ヨ ﾡ - 可溶性 ノﾡ横ﾡ量 =乏レ 納果 ・J見> 前過謝氏 ノ 設=従〜 

他 試驗地土屈 二 比 シア 腐植化作用 緩 幌 ナベシト推祭セラルルト=ロ

ルナッ。

然レドモ Waksman 氏= ヨ レ森林土墳=於テﾡﾡヲ アルカ ッ = 定 

スル不正確ナッ ト セラレ且ッアカ リ、ﾡ権酸ノ ミナ ラズ他ノィ 

機物質 ヲモ溶解 シ來ルコ トハ幾多學皆二 ・ ッ チ示ナレタル ト コ ・ = シ

メフル ボ破等 ノ 如 ・水性物皿～、常 -生成セ ラ レタル揚 所 二 停止 ス 

ルコ トナ キハ 明瞭 ナノレペ キナ ル期 ル見地=於 前iy 試験粘果ョ ッ直エチ= 

符試験地 土境 ノ 腐植化作川 ノ 如何 ヲ 路ズル〜、交常ナラザト=ロァル 

べ シ。
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Waksman, Tenney 及 ビ Stevens 氏 (I928) 森林版ﾡヲ(Iセルロ ー ズへ ミ 七 

ルロー ズﾡ肪及 ビﾡ等(2)分解 ノ稲四難ナルッ グ= ン,条 チ ンク ンニン及 

ビﾡﾡ(3)根ﾡみ解過和土損後生物= ・ リ ア 合成 セラル 等 パ 細 

胞 物 質機 ﾡ艦 機酸及ビアンで=ア等ノ如*生成物=分ﾡシﾡ植 中 * 

ルロ -ズへ ミ 七ルロ -ズ及ビー テルアルコ ール=可ﾡ性物ﾡノ多量 

= シテ ッ グ= ン様物質ノ少量ナル北ﾡ植ガ未み解ノ植物性獲神ヲ合 

スルモノ ト シﾡﾡ化作用ノ不充分ナルﾡ果ナ リ ト e ッ.mi シ ア 同氏等 

= 依 レ～低位泥ﾡ地=於テ 機物ﾡ ノ 分解比ﾡ的 カ ナル 結果腐植 

中 セル ロ -ズ全=み解シへ ミ セルロ -ズー部分在シﾡ白ﾡ 

加スルモ高位泥ﾡ地=於ラ分解不光みナルﾡ果セルロ -ズ及ビ〜 

ミ セルロ ーズ残シ振口ﾡﾡ的少ヲ示スモ ノ ト ナ セ ッ。Nemec'氏 
(1929,1930) 亦 Fichte 並 = Kiefer 林地=於ケルﾡﾡ化作川=Wシ試験 シ 

ガﾡ果 アルョー ル及 ビベンゾール= 可流性物質 ノ量卜 過酸化水素法 

= ・ルﾡ植化皮 ト ノ 間 -一定ノ側係シアルョ ール及ビペンゾールニ 

可ﾡ性成分多量ナル然ラザルモノ = 比 シ 腐植化度低ク ﾡ権化作用 段 

俊ナル=トヲ認メクッ.

以上 ノ如ク 土堺中= 殘存 セ ル生物遺盤 ノﾡ神ヲ c知物質 = み側定量 

シ 火 性 質 並 二 飛 的 關係 ョ りﾡ植ノ状態ヲ知ッ延>ﾡ 植 化作用ノ 如何 

ヲ知ルコトガ前過ノ訴力法=比シ適ﾡナッ ・ﾡセラレシヲ以 wakに- 

sman, Tenney 及 ビ Stevcns 氏等= ・ ッ テ提叩セ ラ レタル方法=*各試験 

地土堺ノﾡ植ヲ分 割 定セシ=北 結 巣、次ﾡノ如 シ。

I) Waksmnan, S. A., Tenney, F・G. & Stevens, K. R. : The role ofmicroorganismsin the tmnsformation 
of organic malter in fore#t soils. IEcology. o. Vol. 1928. P. 126.

2) NEmec, : Peitrte zur Kenntnis der chemischen Vorx:itnge lhei (ler ITumuieractzung im \'alde. 
Forstw. entralll.5t.Jg.1929. S. 9o.

3) Nemec, A. : Unterauichungen iiber die chcmiachen Vernunderungen der oranischen Sulstanzen hei der 
nntiirlichen /ersctzung dcr Ifummusauflagenin W Alden i. 'Teil. K. : Verainderungen des Pentosangclaltes 
und der Ntenge dcr Extrakktstofle. Zeitschr. f. Planzenerillrmng, IDiingung u. Todenkunde.Teil. A. 1S. 

Iu 1930. S. 65.
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第 6s 表 有 機 成 分 (土城府権Ioogr中) (R位ep)
略追 1 ! v_J

*- テル可流4I o.s6s 1.106 I.555 0.805 0.704

a水可清作物I 2.292 3.2:3 5.777 6416 5oss 5-462

アルコール可i油4I 3.05o 4.71S 5-577 3450 5.236 3S5+

ヘミセルローメ 5.732 6.u6 S3s 375o S77t 5.947

セルI-メ .... 4.tt 6.166

・ グ=ン様物1 45.959 ++G79 34u 4-300 39.545 44-537

36.343 29.247 23.3SS :95St 1S36 3j.177

上炎依レ III,V土堺他 ニ 比 シ 腐植中エーテノレ及 ビアル コ ール可 

溶性物質 ノ 合多 シ.交 = 温水可溶性物質 ニ就キ考察スルニ 本物皿 = ﾡ 

スルモノ〜ィ機物質ノ 分解ノ際後生物= 依り プ 近 チニ 描取 利用 セラレ 

消失スペキモノニシナ從ヒテ 協 植中 共土レ、腐植化 ノ 進展 ニ 伴 ・設少ス

ルモノ トセラ ル.而 シテ本試験ﾡ果ロ り見ル ト *IV土堺量多=シナ 

II,VI, V, II 土規之 =亜"I 土ﾡ少 ヲ示シーーテル及ビアルョール可 

溶性物質 ノ順位 トー致 セ ズ.然 レドモ IV, VI 土堺ヲ除ク他試験地土ﾡ= 

就 キ 比較 スル ト キ I,V土ガ 商裕卜で=I,II土ガ=シ多量ナルヲ知

ル ナ ッ益シIV,VI土堺ノ温水可ﾡ性物皿 ノ 順位 ガーーラ 及 ビァ=ー 

ル げ性物質 ノ北 ト一致 セザル ハ 雨 試驗地 土ﾡ ノ ﾡ化ﾡ性 ノ他卜興ナ 

ルモ ノアル ニ因ル ベキ ト ・モ=本試験地土墳ノ如*粘土み=ム土堺 

ニアリラ〜粘土ガ温水ト トそ=定セラルベキ物ﾡ小=ジ迷ル粒果 

=ﾡ回メモノ ト推察セラルルナ 九

次=行機物ﾡノみ解=際シ分解容以ナッ トおヘラルルセルローズ及 

ビへ ミ セルロ ーズ=就キ見ル= III,V土堺〜夫々 セルロ -ズ+Igr及ビ 

6.166grヲ合行スル=反シ他試験地土域全ク之ヲ合イセズシ テ エ - テ 

ル及ビァル= 一 " 可溶性 物質 必 ロ ッ条知セ ラルル根物質 分解 ノ 進 沙 

程度 卜略一致スルョ ト ヲ認メ得ルナ ッ.〜 ミ セv -ズノ合布並=於

、III,V土ﾡガ仙=比シ多クセルロ -ズノ場合 ト 全ク和 等シキ 関係 ヲ 

示セッ。
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ﾡ植ノ形成=登シ主要ナル役割ヲボズベシ ・お祭セ ラルル ッ グ= ン 

様物ﾡ=就*見ル =III,V土堺他=比シ少量=シテ振白質亦前番 ト 同 

様ノ精果フ示セJﾡシチリグ=ン様物ﾡ〜機物ﾡ分解ノ地属ト トモ 

=性ﾡ分解=ﾡシ抵抗性=高ム 納果ﾡ次船位・小=集ﾡレメ振口質〜 

速力 ニ土壌微生物工 ・ ッ 分解セ ラルルモ同『=後生物= ロ ッ テ合成 

セ ラルル粘果ﾡ位中二集積スル=至ルモ ノ ナ ッ=セル - ズノ如キ 

容易=分解セ ラ ルﾡ水化物 ノ 土壤中 =多=スル場合=〜、土城 

微生物ハ之 ヲ少活源 ト シ更 ニ又生跄構成材料 ・ シ チ 利刑 シ 土ガu4 ノ 

可ﾡ性ﾡ業化合物ヲ ﾡ取 シ以テ 生盤振 白 質 = 愛成 メ ル は -振白ノ 

土ﾡﾡ植中=於ケル合自然加スルe ノ トセうル

以上 ノ如ク艦位中ノ各機物ﾡヲ分劇定量セ ル新果 =城◆見ル =II, 

V土ﾡ他-比シ生物道ﾡノみ解=際シ少スベシ ト認メ ラルルエー 

テル及ビアルコ -ル可性物質並=セルロ -ズ及ビへ ミ セルロ -ズ多 

量=ユッみ解ノ粘果増 加 ノ領向アッ ・認メラルルリグニン様物質1並 = 

蛋 白質寧▽少量ナルヲ知 得 ルナ 九全 此等ノ 結果 ヲ Wakesman 氏等ノ 

所說二從ヒテ 考察スット キ III,V土ガ、他 = 比 シ 腐植化 作川 稍緩慢 ナ リ 

・m ・得 ペ シ。

NEmcc 及 ビ Kvapil 氏 (1927) = 依 ・ 土 堺 中 ノ大部分ノ空 素 ハ 技 編 ナ ル 

形態ヲィシﾡ物= ・ ッ み直接ﾡ取利川セ ラルル主ト シテ北水流性ノ 

モノニﾡ"ズレ之 ﾡ位化作用ノ逃カナ ル場合 =於生成セ ラルベ 

キモノナッ トシ火 Waksman 氏=依レ 土墳中 = 未分解 機 ﾡ素化合物 

ノイ在スルト キノ、可溶性 窒素 ハ 不溶性 ノ菌融蛋白質 二愛化 ・後此等振 

白ﾡノみ解ニロリチ再 ビT w性空楽ノ出現ヲ見モノ ・ナシ t他 多 数 

學者モ亦同樣ノ 見解 ア 保持 シ新ﾡナルイ機炎楽化合物 ノ 存 =・ル w 

溶性富素ノ 土壌中ニ 於 ケル消滅ヲ 認メク ッル ノ如ク土城ﾡH卜林木= 

直接攝取利川 * ラ ルル可溶性窒素化合物 ト ノ間 =-、極メテ 締接ナ ル關

I) NEmee, A. & Kvapil, K. : Uelerden Einflussverichiedener\'aldbestainde aufden Gehalt und dic lildung 

voa Nltraten inWaldboden. eitschr.f. rorat-u.Jagdw. 5o.Jg. 1927. S. 321, 385.
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係ノ存在スルモノナ九

大=全空楽及ビアン®=ア態空業ヲ各試験地土ﾡ-就4定量セル= 

北納果大炎 ノ 如 シ.内硫破ﾡ各償験地土堺 ヲ通ジ 何 レモ 定知的 ニ 認 

メ得ずッ シ ヲ以テ全室素,、ケルダール氏法,アンモニア態富素八酸化苦 

土法ニロッテ定セy。

第69ﾡ 全空米ンモニ態空楽及ビ炭※ﾡ

試 ・ 地 I I ・ "_______・ 1

シで=ァはは米(
(IOOgrIl) ・ 

(mg)

T 均
0T

o.7s
1 J 1

O.550 O.296 0.570 o.36s

範 m

T 均

o.2+2-0.091

94S

II.960-7.475

o.695-0.344 o.344-0.24; o.66o-o.453 o.6o-0.242

I6.445 13-455 1お.49S 15.100
J 1

19.435-I4.950 I..950-11.96023.92C-IO.166 I9.736-I1.96o

・・*ッ/ ・ ・・・

9.046

9.S69-7.177

ンe=T米(
(父武分ポ

ボ 均 4.96o 

G.790-3.S4s

5.752

s.251—4.147

316 457 336

+34!一3-449 4.S34-4.341 4.28S-1.6oさ
4.137

4.94S-3.265

企a米 
(MHg分中) ) 

3) ।

T 均 

ﾡ m

5.359

5.S53-4.642

5.597

6.7S7—5.217

3.4+36 7.296 4o4t

4002-2.S44 S.oSS-6.503 5.03S-3.0o5

6.119

S.112-+i4I

炭 ド 判』

(G/ぶ) I

T 均 io.6( 1o.6 16.2 9.3 14-7 Io.5

ia.2—0.9 ・a.5一S.4 20.0-12.5 9.9-S.7 1S.4--11.2 138-S.2

上炎=依レ ハ♦乾土中 ノ 全ﾡ楽III,V土堺二多 ニ・IV,VI 土堺之=亜 

,I,II土堺=少量= シ テ統士中ノ ア ンe = ア態空素亦同様ノ精果ヲ示 

* リ.然レ ドそ金ﾡ楽中ノ アンモ=ア態ﾡ楽ノ比率、I,II土堺ガ仙=比 

レ大ナ yノ如ク複ﾡナル形態ヲィス ・考へ ラルル空楽ノILV土堺= 

多* ナ ルノ、前述 腐植 化程度 ノ 相違 ヨ リ シテ容易=推祭セ ラル ベ シ.* ニ 

ぬ業N=就*考祭スル= III,V土 ﾡ パ 如 ク 腐植 化 作川 緩慢 ニ シラユッ全 

ﾡ素中複雑ナル空素化合物ヲ合イスル土ガ=ア ッ ァ、1+7以上ナル= 

到 シ 他 M験地 土墳何レモ ro.6 以下示セ ッ. Russell 氏 (1927)、未耕地 

土堺ノﾡ業率ﾡク ﾡ地 土堺ノ北〜狭シ ト シ,Sievers 及 ビHoltz 氏 (1926) 

〜ﾡ女地=於>、秋よﾡ奈ヲ示スコ ト稀=ンみ北原因フ魔*状楽求

1) Russcell, E. J. : Soil conditions andplant growth. 5. Edit.london. 1927. P. 29o.
2) Sievers,F. J. & Hollz,H.F.: The significalnceofnitrogen in soil organicmatter relntionslips. Wash. 

gr. じxp. Stat. lull. 206. I926.
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ヲ 冇スル植物帳殘滓 ノ 繼績的堆積 ト士堤 ノ 等物質ノ 分解 =鉛レ 不適 

常ナル粘果ナ ソ ト シヌ三宅峠次i池田1商氏でﾡ求ノル * 、分解不光 

分 ナル艦植ヲ 合イス粘果ナ ベシトセラレ 著裕 ノ 試験結 果卜良クー 

致スル ト = ・ ナ 九更 二 腐植 化 作用 ノ緩 慢ナ リ ・認メ ラルルIII,V土ﾡガ 

全窒素 中二 複雑 ナルﾡ業ヲ多量=合イ* ル貼Namec及 ビKwpil氏 ノ試 

験精果 ト ー致スル ・ラ・ナ ッ.mレ ナ腐植化作用 ノ 4=III.V土堺-於 

級慢ナル〜低過ノ如ク用試験地土墳ガ他=比シ季節的合水量ノ製化大 

ナル領向 ヲ ィ シ統恒 ナラザルノ 結果微生物 ノ 繁殖 ヲ叫止シ延 機 

物質 ノ 分解 二 支障 ヲ禱致 スルニ ョルモノナルベシ。(第元第四節袋照)

以上ノ緒果ヲ各試験地=就* と どはつ確樹ノ就清失ノ 紙過=到常 

シテ 考察スルニ次ノ如 シ.即 チﾡ位ノ 多ナルIII,V土城 と どまつ確樹 

ノ 横清尖 ノ終遇 ニ 於ナ劣 九腐植 載 ノ 中位 ナル Iv, V1城優 ノ メ植 ノ 

少並ナルI,II土墳中位ナ り求業求〜 IV,VI土ﾡ狭ク I, IIﾡ之=Hi" 
IlL,V土ﾡﾡ シ.更 二 乾土中 ノ 全窒素 ニ 就 キナ ハ I,V土堺=多 =,IV,VI 
土堺之=亜",III土堺=少量ナ り.を土小ノ ァ ンモ = ア 態 窒素 モ亦乾 士 

中 ノ金空素卜規ヲーニスルモを空楽=到スルァ ンe = "態ﾡ素ノ合 

有比率→前二*ノ開係 ト全ク 相反 スル 傾向 ヲ示シ 全 窒素 ノ 多少,ァ ンe 
ニア態空楽ノ全空素=釣スル合比率ノ 大小ﾡ植量 ノ多ﾡ並=状率 

ノ廣狭卜とどっ 稚樹 ノ 績清失 ノ艇過ト ノ間=→、自ラ 締 接ナル 関係 

ノ 存在 y 認ノ側ルナ ッ.

第三節 m換性ﾡ並=イ「効態い融

各種ノ製ﾡ並=伊ﾡ ガ粒物 ノ生長=T大ナ側係ヲイスル〜、取チ拠 

言ヲ要セザずル ト コ ・ ニ シラﾡヒ み北林木ノ生長=及ボス影響=就* テ 

、(=幾多ノ4番二収ッ 示サレクルト コャナ ッ.商 シ テﾡ求土堺情 = 

イス ル位物委料 ノ 量的關係 ノ決定= 、ﾡ虫酸 ヲ以 土堺 ヲ ﾡﾡシ 

解 シ來 レ ルモ ノ ヲ以テセルモ茲ニ 溶出 セル 土堆成分 - 近接 植物 ノﾡル 

利川 = 適切ナ ルﾡ物発料 ヲ 指示メ ルモノニァラ ザル ヲ以ナ 土初合間
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=保持七 ラ ルル カ或ハ弱酸可溶 パ 土地成分衆ヲ以ナ考察ス ヲ至常卜 

スペ シ.鼓 ニ於 テカ 強 型液 可溶成分 ノ定量=代フル=W換性ﾡノ定量 

・崩酸可ﾡノ備融ノ定 ﾡ ヲ以 ナシ 前 者 ハ kelley 及 ビ Brown R (92り)法後 

ポ Konig 及 ビHsenbiumer 氏 (1924)法= ・ ッ ナ 測定 シ 之ガと どはつ確供 

ノ繊央ノ紙遇 ・ ノ係ヲ各償験地土堺=就な此止ﾡ号条七 y ト ス.

4Kelley及 ビBrown氏法 ニ ・ リ 測定セシﾡ換性盛非量ヲ示セ大炎 

ノ 如 シ。

ゆ5 70 米 投代監及ビ吸収モラレシンモニ

(統土 1oogr中)

ﾡ増 I I ロ

m換代
田 拓

t.まl

ma 化 な/ (ドe.O) 1

部 』
(AIn:Oa)1

不 奥』
(CaO) 1

T 均
範 W

T 均
加 W

ポ 均
品 限
不 均
ﾡ W

T 均 1

電E m

T 均 :
範 m

T 均
範 m

O.O12

O.03G-sI 

o.ooS

0.01 2-*P

O.042

o.o;o-0.022 

o.tio

O.143-0,062

o.o3S

O.O4S—0.023

0.026

0.033-0.021

0.019 

o,026-0,0I2

C.O17

O,03G-sP

O.012

C.O24-sP

o.o32

O,040-0.023

Oc97

O.I33-0.066

o.o3s 

o.052-0.026

°e25

o.029-0.021

O.oI7

0.019-OQ16

»

sP一P

sP-SP

O.O22

0.025—0.0»

o.ass

O 一....。 分t

sP

P一P 

sP

"PーP 

0.019 

○.027-0.012

O.135

O 1 ...。 I T A

SP-SP 

印
P一P

0.022

o.o4o-sP

O.445

0.5S4—0.343

oe76

o.0SS-O.071

oo35

O.045-0.029

○.022 

o.029-0,ot9

ミP--SP 

sP

P一P 

o.oss 

o.065-0.042 

o.r4s 

o.15t-0.136

o.054-0.036

O.025 

o.026-002+

0.019 

0.020-0.01S

(g)
*・ト " ・» ・®* ・yト

ハ ハxみ» 土』 
(NIrO)1

加 n』 
()1

・・・トン
o.067-0.039

T

O.035-O.03

002o

o.o25-c.oI6

0.044-0.040

O.021

0.026—0.016

o.01!

o.o1 2-0.010

リ&kセゥレシ( ブアンeニア・ 
(NIli)(mg) I

T 均
注 I

183.294

190.736-
109.722

176.504

1S3.0.4o-
169,72S

270.747

342.784-
229.842

179.712

1S3.040-
176.3S

402.3S4

495.872一
333.27S

192.244

199.674ー・
1S7.362

上表 二 依 レ I川I,V土ガ 他 ニ 比 シ 置換 シ 來 レル アル カ ツ性監遊=高

・ e ﾡ土及 ビ酸化盛少 ニ シナ 使 カニ 跡 ワ示ス=ﾡ" ズメﾡ ッIv
1) Kelley,W.I. & Irown, S.NL.:Replacealle lases in soils. Cal.Agr. Exp. Stat.Tech.Paper.15.192+.
2) Konig,J. & Hasenlaumer, J. : Die Ermittelung des Duingungsbcduirfnisscs des Fodlens. Zeitschr.f. P- 

anzenemahring u. Diingung.Teil.B. 3. Id. 192+. S. 497.
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土ﾡノ特例ヲ除キテ流代モ的制係=於テ泰土及 ビ酸化ﾡ ニ 商 

似セ ッ.土堺=吸攻セ ラ レシアンモニア量=就キテ見ル=III,V土城、他 

二比シ著シク多量ナ結果ヲ示セ y。Kclley 氏=依レ h 性土挑= テハ 

m換性盛ﾡノ常量 ト 吸攻七 ラン シアンモニ 常量 ト ー致 シ酸性土堺 

ノ場合=ﾡ出七 ラルル設換性鹽基ニ款, アル ・ - ッ ・及ビ流ノ常量 

ヲ加フレ吸攻セラレシアンモニアトー致スベキモノ ト七 ラ レ,m 

シ 唯北間幾みノ 芝ァ リ ラ吸牧セ ラレシアンモ=アノ ﾡ常量ガﾡ換性 

随並 = 誠,ア ョニウ及 ビi市俺 ノ 旭常ノ 総和 ・リ大ナ ル場合 ァ ッ 

之ガ益三宅雌大及ビm町以価男氏 (1927) t他多数み者ノ賞家納果= 

見 ル二 土 展 複合 體 二 吸 看 的 二 詰合 セル 水素 イ オン ノ鹽化 ア ンで=ア液 

ト ノ接ﾡ後盛溶液ノ明4 オン ト 設 換 演出 セシ ニ ョルe ノ ト セ ラル。

仍 ッ 4各試験地土ﾡノ mt換七 ラ ・ シ盛ﾡ ノ ﾡ量 ト 吸 收 セラレ ン 

ア ンモ ニ ア ノﾡ常量 ト ノ間遊=就*被ス=次ノ如シ。

第 八 表 m換性盛及ビ吸ﾡセラレレ 

ァンモニァﾡ常量 .

1) 三宅大及ビ町以リ: 北i湖道=ポケル所請噴質ﾡ性土ﾡノ仕状及四=就 (第一報).土ﾡU料 

ﾡ. 第I名. 第 2 號• 1ジ7・ .I.

池 ・ I I ロ N
導

V

アル ミニウム」 不均 O.707 1.021 — - —

(A1) 1
純m 2.121- 2.121一 ■ ・..
平均 0.277 o466 一 — —

(Fe) 1
範W o.83一 0.907- ・ ・

ンカン」 T均 1..93 O.902 o.639 o.549 O.629 1.463
(NIn) 1

電回 1.974一0.620 I.128-.0.648 o.705-0.564 0.761—o,338 1.128- 1.758—1.1S4

カルレウム T均 3920 3 4 1o.t12 4.812 16.03O s..oS

(Ca) 1 am 5.c96-2.21o +747一2.353 '3.29S-S.342 4.S4S-4.776 20.820-12.22S 5.283-+.849

マグネシウム」 T均 1.918 1.902 2.428 2.084 3.804 2.232
(ME) 1

ゐ 2.382-1.41 2.580-I.290 3.324-1.928 2.154-1.9S5 4+366-3524 2.080--1.786

ナト▼ウム! os3 O.8I5 1.o59

1.129-1.0cQ

o.675 1.129 o.8o4

(Na) 1 範mmI I○65-O.677 o.936-0.677 o.843-0.516 1.452-0.936 o.834-0.774

I49然林=がクル とどま つ批樹 ノi 卜森土ﾡ トノﾡ係=討ス ル研- ==-------------------、マ-

V

・い"I
o.4to

055:-0.:54

ox

c.403-0.339

0431

o53-033?

o..ぷ

o.254-0.212

o.473 

o.615-0.403

o.4o2 

o.424-0.3So

・ I
9:6

IC.OS2一7.S5

Sos 'の

9.+9+-S.3341S.766-12.3t4

935

9.402-9.312

22.067 10.011

27.253-1S.219tO.504-9・569

吸セラ レン」 

デシ®ニア (N)

不均 ・o..ss

Io.596-S+:9

9790 ・sa.

to.16S-9.429 19.043-12.769

9.984

IO.16S—9J99

2:356

27.54S-1S.52I

1o.6So

[I.O93-10.4c9

・ { T均

砌制

oois

1.575-0.56

o.Si。 o.37o

t.o95-0.674 0.455 一。” 7

O.627

o.766-0.ドS;

o.2S9

0.302-0.2;0

o.G69

0.840—0.576

上メパレ III,V土堺"他 = 比 シ 間迷小ナル ヲ示シ兩試驗地ノ土壌 

被 合體 八 璽建 ニロリ吸着的=他和=◆状態=於みなスルモノ ・認メ 

得 ラル ルナ ッ。

又明可府ノ効態ﾡ酸量-就◆止校ス=次炎ノ如ッ.

第7:炎 ・%ﾡﾡ酸可流性ﾡ融 (乾 土 18gr 中)cRno

略 地
______丿

V ロ

不 均 S7 7+ 3t.4 s.2 16S II.3

電 圃 12.1-5-1 1o.2-3ぶ S5-4-I6.5 S.2-S.2 29.S-I2.I 235-5.t

上炎依レ 有効態ﾡ酸 IIl, V, VI,I, IV,II土堺ノ 順 二 減少 シ特 

=III土ﾡ他=シ著シク 多 飛 ナルヲ知ルベシ。

ﾡノ 如クIII,V土挑ガ他= シ置換性蛆基並二吸收セ ラレシアンで= 

7量=富:ユッ m換セ ラ ・ シ 鹽基 ノ ﾡ常量 ト 吸收 セラレ シ アンモニア 

ノﾡ常量 ト ノ間ﾡﾡ少ニシテイ効態ﾡ酸ノ 多ナル、唯=III,V 卜他試 

験地 ト ノ 間 二重育セル植物中特ニ分解容易ナルペ ・本加 ノ量的遂興 

ノアルニロルノ ・ナ ラス•土壊ノ 季節的理學性 ノ提化二供タ チ 腐植化作 

刑求シクﾡ害七 ラルル 粘 果分解ノ進沙セ ザ ル ﾡ 植 著 シク集積シﾡ植= 

釣スルﾡ植酸ノ比少ナクタメ =吸収作川=Wﾡメべ*土ﾡ複合盤、 

t ヲ大シ保イセルﾡ 並 ニ 燐酸 ノ、離 脱消 失ヲ免 ルニ ョルe ノ ナル
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べ シe
以上ノﾡ果=ﾡヒ午試験地=就*と ど1つ確掛ノな績清央ノ毎ﾡ ト 

土堺ノﾡ換性ﾡﾡ並=イ効態ﾡ融量ト ノ剛係ヲ此校考祭スル=次ノ如 

シ.』チとど* ○確樹 ノ 存績清失 ノ統ﾡ=ポ 先ルI,V土ガ〜 mt換性ﾡ 

ﾡ=高 ・且ッ効態ﾡ酸多 =中位ナルI,II土ガﾡ換性ﾡ=乏シ 

クユッ ィ効態ﾡ酸少量 =優ルIV, VI土ﾡ ニアッテ IV土堺 = 除外例 ア 

ル eﾡ換性ﾡ並=イ効態ﾡ融I,V土堺 ・I,I土堺 ト ノ ・・間=位ス 

* ノ 傾向 フ認ノ 利ルナ ッﾡ e テ m換性盛並 = ィ効態ﾡ酸 ・とど1 
つ確樹ノ存績清ノ紅迫 ト ノ間 = ハ 明酸ナ ノレ 關係 ヲ示サズシ み土堺枚 

合置ノ主要成みタルﾡ植=支配セ ラ レ自然量小位ナ ル 試 験 地 土堺 = 

於 テ 行績清失著シク優レルノ精果ヲ見ル=至ッレでノナルベッ.

第四節 遊離融度並= m換性酸皮

土ﾡ酸度 ト 植物分布 ト ノ関係優=Wherry'(roi8),Atkins(192t),Arrheniu 
(I922), Konigy Hasenbaumcr 及 ビ Kroger (1922), Salisbury(I922,I925),Kurz(I923), 

8) の) 1の)Olsui (1923). Ch<xlat (1924). Zlatnik (1925) 氏等ニ依リ ラ研究セラ レシ ト コ ロ ニ

I ) Wherry, E.T. : The renctions of oils supporting the growth of ccrtain native orclics. Journ. w'asl. 

Aad. Sci. め. roIS.P.5S9.

2) Atkins,W・R. G. : Relation of the hydrogen ion conccntmalion ofthe soil to plantdistrilaition. Nature. 

1oS.I92t. P. 8o.

3) Arrhenius,O.:lodlenrenkction umnd Panzenleben.I.cipzig.I922.

4) Konig, J.,Ifasenlaumer, J. & Krger,E.: Einntisse auf die Dildung <lcr Ioxicnsaurc. citsclr. f.Pn- 

anzenernnhruing u.Duinguns. Teil.A.I.Id.1922. S. 3.

5) Salisbtiry, E. J・: Stratification and hydrogen-ion concentrtion ofthe soilin rclation to lenching and 

plant succcssion with special reference t。 woodlands."The Joumal of Ecology. 9. Vol.1922. t'. 22o.

6) Salialuiry, l.J.:The incidcncc of speciosin relation t。 soil rod ion. The Joumalof Fcology.13. Vol. 

1925. P. t49.

7) Kur, 11. : Hydrogen ion concentration in relation t。 ecologicnl fnctors. Iot. Ginx. 76. Vol. 1923. P. 1.

8) Olen, C. : Studlies onthe hydrogen ion concentrationof the soil and its significance to the vcgctation, 

cspeciallyt。 thc naturaldistributionsofplants. Coinpt. rend.'rav. I.alorat. Carlslerg. 15.Hic. 1. lit. 

192j.

9) Chodint, F. : Ia concentration cn ions hydrogene du sol ct son importance Poir Ia constilution des for- 

mations vegetales. Iiss. Geneve. 1924.

1o) /iatnik, A. : Ics associntionde la vegetation des Krkonose ct le PII. Pmg.I925.

シ 子就'Olse"氏樋物 種畑二版ジ酸ノー定限外門二生育スルモ 

ノナル= ・ ヲ袋セ ッ.

又粒物ﾡ子ノ袋ﾡ卜土ﾡ反ﾡト ノ 関係 ニ 就 キテ ハ Fischef(r9o7).Hioagl- 
and (1917), Salter 及 ビ Mcllvainc (192o), Hixon (1920) 氏等=伏ッ タ 研究 セラレ 

シガ等諾氏ノ 研究納果 ヲ統合スル=校ﾡ酸ノ 可 ナりﾡ◆ 範岡 二 

於子可能= シチ本楽をナルﾡ球能カ ヲイスル和子特=酸 ・袋ﾡ 

ポ ト ノ 間 =ﾡ接ナ ル 開係ヲ認メズトロフニアリ然レ ドで税ﾡ後ノ生長 

ニ 關 シ テノ 酸度 トノ 關係、自ラ別種=シァ Jone(1o2o), Bryan (1922). Salter, 
Hixon 氏等生長=剛スル酸度ノ範四殺ﾡノ場か=比シラ狭シ トナ 

* y.
4二林木ヲﾡ象 ト シテハ 未ダ 充分 研究 セ ラ レタルモノ ヲ知ラザルモ 

概シテ森林土ﾡガ農地 土 堺 =シテﾡ度 商s クユッﾡノ如*土堺=於 

林木ノ正常ナル生長ヲナス1a り考祭シテﾡ度ノ影春、農撃位物= 

於ケルョ ッ モ軽度ノ モ ノ ナルガ如ク Iengler 眞 (1930) モ之ヲ認メ Schmidt 
氏 (192う) 亦 Kiefer. 及 ビFichte ノ種子袋芽=際シ ァルカ ッ 、之ヲ量モ縦 

影スルで酸ﾡシク商さ = ア ラザル叫 り良業権物ノ種子=比較シ 

利ル頼後ナ ッ ・設ヶッ.

ノ如ク 土墳破度 ノ粒物 ノ 生長 =及ス影響=就よク種々設カル 

" ト コ ・ ナルで此等→主ト シテ本ﾡ並=農業植物ヲ登象 ・セルe ノ 

ナヲ以=各試験地土規-就*遊離酸度フャシヒ ド。 ン極=ロ

1) Fischer,A.: II-und OH-ionen als Kcimungsreize.Ier.d. D. bot.Gcs.25. Rd.1907. S. ioS.
2) Hoagland, D.R. :The effedt of hyarogen and hydroxyl ion concentralion onthe growth ofIarley 

seedlings. Soil Science. 3. Vol. t9t7. P. 547.

3) Salter, R.NL. S Nlcllvaine,T・ C.:E(feei of renctionof solulionon germinationof secds and on grow- 

thof sccdlings. Joum. Agr.Res. I9. Vol.192o. P. 73.

4) Ilixon, R. Nl.: 'The cffects of the renction of a nutrient solutionon germination and the first stages of 

plant growth. Nled. K. Vet.Akad. Nobel-Institute. 4. Vol. No. o.192o. l.1.

5) Joffe, J・ S. : The influenceofsoil rcactionoathe growthof alfalfa. Soil Science.1o.Vol.192o. P. 301.

6) Bryan, O. C. : Effect of diffcrentreactionson the growth andnodule fonmationofsoybeans. Soil Science. 

Vol.192z. P. 27..

7) Iengler,A.:Walulau auf okolosischer Grunalnge.lcrlin.193o. s. 1 So.

8) Sclnmidt,.R. : Rektions Empfindlichkeit von. Kcimling. roratarchiv.5.Jg.r9zり. S..
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ツ 電索的ニ, 又次換性酸度 ヲ盛化加里法二 引 リ テ測定 シ之ガ とどまつ稚 

勝 ノ 存績消失 ノ経過 トノ 関係 二就キ 此ﾡ考統セ ン ト ス.

今各試験地土城 二就*各3 同測定 ノ均ﾡヲ 抑 グル 二次表ノ如 シ.但 ・
シ遊離酸度 PH ヲ以チ示メ。

第73 遊離酸度(PH)及ビ置換性酸度

地 I ロ V 切

・I
T 均

品 回

4.7

5.0-45

47

4.9-4.4
川

5・2一+9

4S

4.S-4.S

so

5.2-4S

47 

+8-4.G

m換権|
T 均

範 回

159

6o.9-+.2

257

51-3-4.2

26

3.0-2.1

7.

7.8-63

2.3

3.0-I.S

3S 

6.9-2+

上炎就キテ見ルニ PH 各試坂地土堺 間 二大 差 ナシ トﾡモ III, V 土 

壊/、 他 二 比 シ 稍 高キ 結果 ヲ示セ ッスm換性破ルI,II 土ガ高ク III,V 土 

規低 シ. チﾡ植化作用刑級慢ナ ッ ・認ムベ *III,V土堺、然 ラ ザル他び 

験地土墳= 比 シ PH 高ク m換性ﾡ皮低4 ﾡ果 ヲ示セ ッ.地』チ前過 ノ a 

ク III,V土ガ 他=比シ土ガ複合盤ノﾡヲ以み他和セラルルョ ト多ク 

吸着的=精合セル水楽イ オン 少 ナキ 結果 二 外 ナラ ザ ルペ ン. (第六第 

三節塗照)

以上 ノ ﾡ果 =ﾡに 各試験地 ニ就キ とど ま つ確樹 ノ 績清央 ノ紙ﾡ卜 

土墳 ノ PH 並 = 換性破ル ト ノ關係 二 就 キ考察 スノレニ と ど1 つ私樹 ノ 

イ績清失ノ統過ノ歩んIII,V土ガ然ラザル他試ﾡ地土境=比シ PH商高 

ク m 換性融皮低キ粘果ヲ示シ北 間 =年"相反セル傾向ヲ認メク ッ.mシ 

テ Hesselman 氏 (1925,1926-r927)〜、更新ノ 優良 ナ ル 土 堺ノ酸度然ラザ ル 

土堺ノ北=シル高* 小 實 ヲ認 メ Wense 氏 (192う) モ野外土墳及ビ森林

I) lIcssclman,HI.: Studien 叫lher die I『umtsdleckcdes Nadelwaldcs, ihre Eigenschaften und deren Al- 

hangigkeil vot,WnldlbaiL. Mlitt. u.d.foritl. Versuichsantnlt Schwedens. 22.IIt.1925. S. 508.

2) IIeaselman, I.: Studlien tiler die Entwickclung der Nadelbaumpfinnze in Rolhumus. ゝlitt. a. d. foratl. 

Verstchsanstall Schwedens. 23- Ht.I926-1927. S. 412.

3) Wense, H.v. d. : Iichtemwachstum auf alten Feld-und Waldboden der sltchsischen Stantsforatcn. zcit- 

schr.f.Iorst ・ t.Jagdw. 6f. Jg. I929. S. 7, 65.

土堺ニポテ 土 ノ酸 樹木 ノ健全ナル生長対シテ大ナル影奮 

ヲ及ボサズトmヒ Sclaile 忘 (1928) が泥ﾡ地 ニ於テ PH 3.67 -至ッ テ始メ 

み樹木ノ生長=影響ヲ認ム ベシトナセ 九以上説述セ ラルト="=ﾡ 

*杉統スルニ少ナク ト で本試験結果ガ示ス土堺酸ノ範W=於チ〜未 

"と ど女つ確ﾡノイ繊清失ノ統ﾡノ上=役然タ影響ヲ示サザモ ノ 

ト J 惟 * ラルルナ ッ.

第五節摘 要

1) 改良クv -ム酸法=マ ッ テ定量セラレタルﾡ植量 IIL, V, VI, IV, 

I,Il 土ﾡ ノ 順U子 ヲ以チ 減少 シ特 ニ1"V土地 ニ於 チ 腐植 二 高 ・ﾡ果ヲ示 

セ ッ.

2) Oden氏法 ニロJﾡ植ﾡヲﾡ=可済性ノモノ ト然ラザルモノ ト= 

分割定量レ比等ヲﾡ権ﾡ卜到照ス =前番 I,VL,I,IV.I,V土規核番 

J、I,V,IV,I,VI,II土ﾡノ順ヲ以み誠少フ示セ ッ.

3) Waksman 氏等ノ方法= ・ ソ 腐植中工ー ラル及ビァル= -ル可流 

性 物 質,温 水 可溶性 物質, へ ミ セルv -ズ,セル" -ズ,ッ グ= ン様物質並= 

蛋白質 = 就 キア分割 定 加 セル ニエ ー テル及ビル= - ル可ﾡ性物質〜 

I,V,II, IV, VL,I土ガノ 順 ヲ以み設少レ又温水可流性物質明Mナル 

粘果ヲ示サザッ シ ト 雖モ IV, VI 士 壊 ヲ除キ ナノ、m, v,I,I土ガノ順庁ヲ 

以 ァ 減少 セ ッ.益シ IV,VI ガ斯 ノレ 除外例 ヲ示 スニ 到リ シ---方ﾡ試験地 

ノ土堺理化4性ガ他試験地ノ ト相興ナル ト = ・ アル=因ルベキ ト ト 

e =他ガ本試麻地土ノ如ク林土み=高。土墳= ァ ッ >ﾡ土ガ温水 

ト ・そ=定量セラルベネ物ﾡ中=ジ楽ル=因ルモノ ・推祭セラルル 

ナ り.=へ 5 セルv -ズ及ビセルv ーズ=就*テ比ﾡス=前*V, 

I,I, Vh,L,IV土堺ノ順チヲ以み設少ン後ポ III, V土墳フ除◆>金ク

t ズヌ ッ グ ニ ン様物ﾡ及ビ振白質=就◆み、前者〜I II, VI, IV, V,

1) Schaile, O. : Iodenkundlich.chemische Untersuchungen im Mfoor des Ntooswnldes lei Freihurg unter 

hexonderer Ierticksichtigung der aktiven Azidita (PHAVcrte). Forst w. Zentralbl.5o. Jg.1928. S. 4S.
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III土堺後 I,VI,IV,II,III,V土堺 ノ 順 ヲ以ア 減少ヲ示セ ソ。

4) 靴土中 ノ金究素 V.III 土規二 多 品: ニ シナ 以下VI,IV,I,II土堺 ノ 

順序 ヲ以テ 減少 シ 乾 土中 ノ アンモニア態究素略同様ノﾡ果ヲ示セル 

で企空索中ノ ァンで= ア態ﾡ素写。III,V土城=少量= y み仙他ハ v1, 

IV,I,II土挑ノ順 ヲ以テ増加セ ッス硫酸態究楽各ﾡ験地土堺 ゥ 

何レモ跡ヲ示メニ過ベザッ キ.

5) 炎業〜、III,V土ﾡ=夫々 ・62及ビI47 ヲ示シ他試驗地土展ノ、何 

レ e 10.6 以下ヲ示セ ッ。

6) 電換性ﾡ二就キ Kclley 及 ビBrown 氏法ニコリテ 比較 セ ル =II,V 

土堺べ他=止レチ多量ニッ吸ﾡ七 ラ レシァ ンe = アﾡ常ﾡ ・m換也 

ラ レレ曲ノﾡ然 ノ菱=於 山, v土堆 ハ 他-比レク小ナ ル納果 ア 

示セy.

7) 効態ﾡﾡヲ ・ %ゆ脇法= ヨ ッ み此継セル= III, V, VIII. IV, II 

土ガノ順ヲ以子設少レIIV土ﾡ他=比シ多量ナ納果フ示セッ.

8) ﾡ離酸度ヲ電条的=W換性ﾡ皮ヲ曲化加皿法= ・ リ み比ﾡセ ル 

=IIV土挑他=此止レ PH 請ク 置換性酸度低キ 結果 ク示セ ッ.

9) H【,\•土埃 ガ他 = 比 シ 腐植 二富 ミ 且 ッ 腐植化作用 劣 ッ 炎業中ルク 

横雑ナルﾡ楽化合物ヲ多量=合イスルWﾡﾡ地土堺 ガ 季 節 的合水量 

ノ裁化著シ * = ・"モ ノ ナルベクメ -土堺複合眼=高 ・ m換性盛ﾡ 

並=イ効態ﾡﾡノ集積多ク PH 高クm換性ﾡ皮低◆精果フ 招 ポセルで 

パ ・推縦七 ラルルナ ッ.

第六節# a

・) ﾡ情量 =従*符は験地土墳ヲ此継スル=と どま っ 稚樹 バ就 

失 ノ紙過 ニ於ヲ 劣 ルモ ノ多 =優 ルでノ之=亜 ベ小位ナルモノ少 ﾡ ナ 

y従e と どすつ確例ノ 績清央 ノ無ﾡ〜ﾡ位ノ多豪= 關係 シ ﾡ位量 

"位 =年スバ場合=於夕之艇 過 A 好ナ ッ.

2) ﾡ植化作用ノ級慢ナル試験地土挑、然ラサルモノニ比シとど+

然体三ポクウとどきつi『よ上社サ士リ上ノ関任三型ク研生 • IS5

つ確樹 ノ a清央 ノ 転ﾡ= 於>歩おレリ継ヒ? ﾡﾡ求〜とどつ確ﾡノ 

試清央 ノ統当-於 テ劣ル試騎地土壌二 廣ク,中位 ナル eノ之= 亜べ優

ルeノ狭 キ 納果 ヲ示セ ッ.』チー般 - ﾡ権化作用= シ ア ぬ素求狭 キ 

場合=於 と ど1つ確樹ノイ績清央ノ統ﾡ良好ナ y.

3) 靴を上小ノを空楽並=アンで= ア態窒素ニ就キ各試験 地土塊ヲ比 

使メル=問者卜でとど女つ確樹ノイ績央ノ紅ﾡ=於み歩ルゃノ多量 

=優ルモ ノ之=亜 ベッh位 ナルモ ノ少並ナ ッ之=反シ全空素中ノ ア ンモ 

ニア態空索、前二*ノ場合卜剛係をクﾡ反セル領向ヲ示セ ッ.』す一 

般 二 乾土中 ノ全窒素少 ナク 全窒素中ノ ンモニア態築業ノ 合止率率大 

ナル場合=燃みとど女つ確併ノ績清央ノ紅良好ナリ.

4) m換性盛並=イ効態ﾡ酸=就◆各試験地土ﾡワ止校メル=と 

ど は つ確樹 ノイ績清失ノﾡﾡ=於み歩ルモ ノ多量 二小位 ナルe ノ少量 

-優ルeノ ハ t小.間 -位メル印 向 ア诏メ 得 べ ・』チ 凝換性 鹽基並 = 仃 

効態ﾡ融 ・とど* つ稚樹 パ 存績消失 ノ 艇過 ト ノ間 - 〜、明M ナルW係 ヲ 

認メ得ズー=層植 ト と どまつ職樹ノな績清失ノ経ﾡ トノ 關係 ヨソ シ 

み招ポセ ラ レタル結果=外ナ ラザルベシ.

5) pH 並-の換性融及=城◆各び験地土墳ヲ比被スルニ前〜と 

どはつ確樹ノイﾡ清央ノ経ﾡ-旅>歩ちルでノ=高ク優ルでノ= 低ク後 

米分ルモ ノ =低ク優ルモ ノ近似シみ之=亜 ベッh 位ナルモ ノ高 シ』チ

= m換性融度 、本讃験範岡 ノ般位内=於ク〜とど女 ○確掛ノ 存 

航清央 ノ艇ノ上=明歌ナル側係ヲ認メ得 *.

以上說述セルト = ・ ニ従にﾡ植並-ﾡ料戯分t と ど*つ確掛ノﾡ 

t央ノ新ﾡ ト ノW係ヲ各試験地土墳=就◆止校考縦メル=校レみﾡ権

小位 - ・ み炎楽本災 ク統土 ノ 金築素少量 二 全霊素 ニ對ス .アン モ 

ニア態築楽ノ合行比率大ナル賞験地土墳=於と ど*つ確樹ノ績清 

失 ノ艇ﾡ良好ナルョ トヲ認メ得ベク m換性並= 行効態城酸及 ビ

mH 並 二次 換性 酸度 ハ 本試驗 範 闘 ノ 数位内 -於>〜と どは2確掛ノイ 

ﾡ清ノ無過 卜明MナルW係ヲ示サザルナ 九而 シア 又 腐植 址 中位 ニシ
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テ 炭素率狭 キ試験地土堺" H/W大ニ然 ラザル試験地土規 L/WV ノ 小ナ 

ルコ ト ヲモ知リ得ルナ リ。

技=ポ 以上 ノ 比較号統 ノ 船果 ヲ 締合* ル - LV卜 腐植 パ 晶並 = 共 

性ﾡ ト ノ間=極メテ 密校ナル開係 ノ征ヲ 推知 シ得 ベ ク更 = ﾡ植 ノ 

量並=北性状ノ相並延? 各び験地土墳間ノ性状=遊具ヲﾡレ終=と 

ど女つ確ﾡノイ試清失ノﾡﾡノ上=T大ナ影響ヲ誘致スル=至ッ シ 

モノ ト 推察セ ラルルナ ッ。

第七章 結 論

と ど女つ幼齢椎村ノ秋消ヲ左右スべキ主変素=シ テ優=各 

章ニ於テ說述スルト コ ロ ア ッ ク ッ然更新天然下種= ヨ ッ後継樹ノ 

成立ヲ目的トス"以上幼齢推榭ノ存箱消失ノ純過八該更新ノ成否ヲ決 

スル上=T大ナルW係ヲイスル1=鑑:本卒=於チ試験ﾡ果" ッ之 

ガ天然更新=及ボメ岡係ワ本道天然林ノﾡ映-到常シと ど+つ天然更 

新法ナモノ ノ本道=於ケルﾡ楽ノみ野=言及スルト =v デラントス.

本試验ニ於ナ環境因子トシテ 登象 ト ナセル主要楽氣ﾡ ﾡ子(条混,地 

温n及ﾡﾡ北ﾡ北及ビ土ﾡノﾡ化4性ナルガ知象因チノ 比桜= ア ッ 

ラ仲短日月 ノ紙ﾡ= シタ殊= 各試験地間ノ差興=見ルモ僅少=且ッ 

個々ノ間 = 順位的 二そK々タル材果フ示レ 細ﾡ的 = 確樹ノ なﾡ消央 

ノ 4興性 フ列定ス ル程度 -述* ズスﾡ楽町側 セ ラル!ﾡ量=就◆ 

見ルモを光量ノ 2%一4%ノ範W=ﾡシ之ッ ・'93o 4以求間地=於み木 

製庇蔭格子及 ビ布强庇蔭枠ヲ川 ヒ 3 年生と どま つ稚樹 (賞成花” 植栽シ 

試ﾡセ 緒果生活ﾡ件 =ﾡス ル量適 ナル光量 306-67% =達セル 

實 = 比 シ(附 炎第7会 照)逃 ダ微址 ニ 過 ギチ玆 = 現 レタル 差異 ヲ以地 

亦稚樹 ノ 存績消失 ノ特興性 ヲ列断スル=分ナ ラ ズ然ル -土墳ノ ﾡ化 

4性ノ比ﾡ=現レシ粘果ﾡ接=確樹ノ存ﾡ清央ノ順位 ト 關係 ス ル ト

_然体ニポクルとどきつ切"i上そ体土りトノ関係三対ス研生 I57
= ・ フ示レ殊=那4性=がみ締氣量 ・容水量 ト ノ不衛開係 ノ適否=負 

フト="著シク 容気品: 御容水飛比率 (LハV) ノ大ナモノ小ナルモ 

ノ =レイF試清ノ統ﾡ=がみ優ルノ ・ナラズ確ﾡノ形質-がみで権 

シ テ 良好 ナル結果 ヲ 得 ク 九又化學性 二見ル ト ・ 、ﾡﾡ化作用ルノ 緩急及 

ビ北性状=影響レ延み土ガ小=積セル艦植ノ多ﾡ=大ナル剛係ヲ 

シﾡ位ノを量=ﾡ"タル土〜、少ナル土ガ=比シ績清失ノ起過 

-於>劣ルノ ・ナラズ又確性ノ形ﾡ=於テモ松レチ不良ナルヲ知ッ得 

ク リ.

以上 ノ ニ1 ヲ ー括考宗スルニ畢竟腐植 ノ 多=集積 セ ル粘果一 

ケ=容水ヲ大ナ ラ シメ他方=容氣ヲ小ナ ラ シ ムル傾向著シク従ヒ 

テ Lハw ヲ 低下 スル結果 =至ルベナ ッ.』チﾡ権化作用ノﾡ過ガ自然 

I/V ノ上=粘果ト シナ 示 サル ル 可能性 ヲ想フ ト 天然生と どま つ 稚樹 

ノ存紙 消失 ノ上二 正要 ナル要素 ト シ L/w ヲ舉グベキ モノ ト 思惟 セラ 

ルル ト コ P ア ツ.大=堺中ノ硫酸ﾡノ如キﾡ跡ヲ示スノ ミ ニシチ各 

試験地土墳間=交』ヲ認メ 難 ク又全窒素, ア ンモ=ア態空業置換性ﾡﾡ 

及 ビ効態ﾡ酸 ノ量ギ ・ 存績消失 ノ 海地 ノ 劣ル試盛地 土塊 =於み却 

ッテをナル結果ヲ示レ酸ノ商低ノ如*で 存績清央 ノ順位=到シ 

一定ノW係ヲ示サザッ キ.

以上 = ・ ッ 推定ス ル = 天然下種 ヲ 主順 ト シ後継確樹ノ消長ノ上=重 

大ナル契機ヲ有スル天然更新= ア ッ タ、土堺ノ型み性・ ッ 見 LハV ノ 

適否ヲ列定スルノ要ナル= ト ヲ知ルモノナ 九而 シア人工更新ノ 場合 

ノ、主 ト シナ 土埃 ノ化學性 コ ソ 見 ナ養料成分 ノ多 京二 ・ ッ適地ヲ選プ傾 

向 アルニ 對 シ 天然 更新 ノ 場合 ニア ッ 刑特殊ノW係=アル= ト ヲ知 

ルベネナ ッ.北tタルー面商更新法ノ到照 ト ナルベ*後継確樹ノ形態的 

ﾡ逢-そﾡ四スルト コ"ﾡナレ トセ ズ。

4棋系=就キテ比桜七 ン=天然生 確ﾡノ織羽 細 小ナル= 到 シ ・地 ﾡ 

生 i頑大ﾡ大ナル ヲ普 通 ト ス.本 試験地IV,VI =於ケル天然生 稚樹 ト 

味ﾡ一旧 ヲ締タ ルﾡ成ノ各4 年生 ヲ 選 ビ生長良好ナルモ ノ 30本宛 二
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就キ之ガ地上樹復 ・地下併盤 ト ノ絶到化拠重ノ比率ヲ止桜メル=次 

ノ如シ。

第 74 表

和1ノ 然生和樹 获 城 帝

担型をﾡ量
追上樹體 O.1269土O.c0I7 5.7523土0.1292

(gT) ﾡ下樹・ o.0216土0.0o0S 2.472S士O.0513

比 * 5.3338士0.12;6 2.3355士0.035+

即 チ天然生 稚樹地上ﾡノ絶対牝化燥 t 止 ガ地下樹置ノ 其 ノ 5.3338 

倍 = 常 ル=登レ発成 、カ= 2.3355倍=ﾡボズレテ 前 * ノ 半 バ = 滿 

タ ズ ノ如ク 根 系 = 現 レク 天然生確樹 ト 委版 ト ノ相逢土ﾡノ理 

化學性ニ基キ夫々特徴ジ示ス トコロア ルペキナ九即 チ土堺腐 ﾡノ分別 

緩慢ニシテ 廳 植ノ 推ﾡ量大ナ ル場合自然 LハV ノ低下スルノ ・ナラズ 

気象要楽ノ 變化 = 件 ・土ガノ 乾濕程度 ノ上二若 シキ差異 トナリ ア影 

響スベ シ,此 場作養成 曲 二見ルガ如 キ根系 ニ ア リ テ ハ 機様的 至生型的 

障害ニ對スル抵抗力大ニシア活着度ニ於テモ亦優勢ナルベクー度活者 

シテ生活催件ヲ確保メルニ至レﾡ植ノ如キ ヲ多 知 二 合打 スルモ 養料 

成分 二 豊 富 ナル 土展ニ 於ヲ却 ツテ 生 活 機能ノ充 T ヲ得テ 生 長 衆 でが州 

進スべキ ト = ・ アル=釣シ天然生確併=見ルガ如*ﾡ述ﾡ射ナル上= 

土壌表符 二極メ テ港ク 交延 セル根 系 ニ ア ッ テノ、機械的 乃至 生理的 障害 

=ﾡレ獲成前=レ盗力=彼以ナルフ発レザルベク北納果〜自然績 

消失ノ上=累ヲ及ギシ消率ヲ大ナ ラ シムル=ルベキナ ッ従ヒ テﾡ 

ニ 化學性 =見み優ルトコロアルで ﾡみ性 ニ 於 テ著シ ク劣ル 土ﾡ ノ場合 

=施業上ロリ見み天然更新不利ナリトセザルヲ得ズ。 ・

而 シ み横樹地林 ノ 場合 ハ 理學 性 ニ劣ル ・ = ・ アルe政 天然確樹 

ノ如クシク影ﾡメル ト ョ a ナク 化學 性 ヨ ッ 見チﾡ料成分=ﾡ高ナル 

場合字"良果ヲイルトコロ アル モノ ノ如シ。

4本道天然林ノ賞状ヲ大ﾡメル=概シチ傾科地ノ森林=於チ採役

会 二なクとビ 土つiバ上森件士ゲ上関保三型 ロビ 159

林 (用 理),部 it 緩 料地 乃至 平 Jn 地番ノ森林 ニ 於 テー 報 林 a( ﾡ型)ノ 

多 ク 構成 セラルルヲ 見ルト コロ ト ス.m シ ラ 前番 ニ 幼齢確樹 ノ 試 セ ル 

モノ 多*=ﾡレ後番-於子極メみ少飲至ﾡ無=近*状態ワー般ノ 

現象ト ス.本 現象クル午種ノ方面? ッ書誠セ ラルベキ勿論ナルで概シ 

み前者=脱スル地ﾡ、後ポ=ルスル地ﾡ=比シ北地勢的閲係又場石 

風化 ノ 経過 ・ ッ 想像 ス ル e-般的 = LハV大= シ テ 土ﾡ小ﾡ植 ノ 積量 

が少ナなﾡ向ノ存在スべキ ヲ認メ ラルルナ ッ.』チ土ﾡノﾡ學性=於 

適常 ナル 地帯 二 後ﾡ確ﾡガ後満的 =成立シ所間押伐朴型ヲ星ス=封 

シﾡ4性= 不適 ナ地ﾡ=於テ 縦令化學性 =見み委林成みノ受高 

ヲﾡ縦セレム ・難で後継確樹ノ替成立ヲ映◆採伐林型ノ構成=不適 

當ナルヲ示スモノナ り.』期 チ本道森林ノ野状=微スルモ天然生確樹ノ存 

績 消 失ノﾡﾡ 良 好 ナル地域一般-ﾡﾡノ増積徹量ナルカ若シク 風 

化程度 ノ進展 ヒル石ﾡルヲ炎用=多近=介スルﾡ=多 シ.北事 クル起 

シ LハVノ適常ナ ル 映 態=保イセ ラ ルル 熱 果 ナル ペク 特 ニ石 礫片ノ 多孔 

質ナル= ト 又ハ 多角状 ニシテ 表而積 ノ大ナ ル場合一府行効水分 ノ調節 

上 ニ ィr利 ナ ル精果 ヲ招クモノノ 如 シi シ テ ー面之 ヲ 化4性 -見此等 

ノ 土堺ﾡ植ノ 合行量極メ テ磁量ナル1 ヨ ッ 少ナ ク ト モ 各種ﾡ料ノ 

給源 ニ 缺乏 スル n 卜、地係=難カ ラ ズ。

以上=到ス反面=〜、神 沿川 地冊若シク、縦地帯=於うと ど* 

つ天然林 ノ成立セルヲ見ル で該林オノ ー林型 ニ 近 キモノ 多 キ小實 口 

ッ地フ=優過セル如ク恐ラク自然的至人公的タルヲ 間ズ件>勃税 

的 建革(主 トシテ 山 火,風、伊・選書等)= 囚 リ環境因子 ノ ィ機的不筒ノ ﾡ城 t 

ラレﾡヒテ 土ﾡ性 ノ上= 激變 ヲ※セル ﾡ果 ガ確樹 ノ 發生存績 ノ上二 

影響スル ト コ ロ ア ッ ターﾡ的=更新セ ラ レー面ルノ如*地ﾡノ格シテ 

養 料成 分 ノ 給 w= 富 ム開係卜ﾡﾡみ形ﾡノ 止 桜 的 良好 ナルー在 林型ノ 

構成ヲ見ルニツ シモノナルベシ。

近INallerf(1929) = ・ リ 天然生針葉樹朴ノ ーﾡ林型 ノ成口=城◆>

1) Nltiller, K.NL.: Auflau, WuchsundVerjtingungdersiidostcuropatischcn Urwuilder.llannover.I929. S. 2S3.
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Cermakに氏,(r91o)ノ採伐的更新設=到シ寧。勃税的變革=ﾡク ﾡ伐的更新 

設ノﾡ調セラルルガ如キ自 ラ青定セ ラルル ト = P ナシ ト セ ズ。

之ヲ要スル=少ナク トモ施業上二立脚シテ天然更新法ナルモノガ後 

継確樹ノ 存績清 ノ統ﾡ=至大ナル剛係ヲィシ特=本述=見ル所ﾡ押 

伐 林型ヲ以テ主ト シテ天然更新ノ到象トスル場合土ﾡノ型學性ノ上= 

最密ナ考祭ヲ加フルヲ以み節一ﾡトスネナ 九而シア兩更新法ノ施 

柔上ノ分野ニ係シ考察スを圾合微括的ニ倾科地帯ノ森林ハ天然更新法 

ヲ主ト シア沿不川地ﾡノ森林字"人工更新法フ主ト スル ヲ以イ利 

ナッ ト 結 紛セントスル モノナリ.
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Resume&

Durch diemitviclen Schwierigkeiten verkniipfte Erzichung der Jungwiichse Abies 

Mayriana, cine Hauptholzart Hokkaidos ist die wichtige Frage der Naturverjiingung 

in den Vordergrund gcestclltworden. leim bisherigen Jungwuchs war immer cinige 

Jahre nach der Kcimung ein starkes Absterbender Pflanzenwahrzunchmcn. Dic 

Ursache daftir wurde hauptsachlich von metcolologischen Griinden wie Lichtmangel 

erklart, aber es gibt in Wirklichkeit vielc Falle die sich mit dicsen Faktor nicht 

dccken lassen. Dic vorliegendc Arbeit untersucht die Grundc auf die Bodenfaktoren 

hin und zwar sind fur I-I。 jahrige Jungpfanzen Versuche angestellt die das Ver- 

haltnis zwischen Zuwachsdaucr und Vcrschwindcn der Pflanzcn angeben.

Die Versuche fandenimVersuclswvalde Noppor。 des Hokkaido-Gouverments statt. 

DerWald ist cin Naturwald von 3,427 ha Hiigclland. Die Holzarten setzen sich haupt- 

sachlich zusammnen aus Abies Mayriana, gemischt mit vcrschicdcnartigcn Lnubhal- 

zern. Zur Verftigung standen scchs verschiedene Versuchsnachen; von ihnen wurden 

Waldtypen,lodenflora und natuirlicher Zu stand des Jungwuchses Abies Mayriana unter- 

sucht, fernerdiephysikalischen Eigenschaften und chemischen Bestandtcile der loden 

gepriift. Dic Erfolge sind wie nachstchend vcrzcichnct worden.

1) Zuwachsdaucr und Versclhwinden der Jungwiichsc ist grosstenteils abhangig 

von dem in der oberen Waldbodenschicht cnthaltcndcn Luft- und Wasserverhaltnis; 

ergibt sich bei cincr Vergleichung der beiden Eaktorcn Luft und Wasser cin Gchalt 

von untcr 259%, so ist cin Vorwartskommen der Pnanzen unmoglich.

2) Dic Proportion der Luft- und Wassermcnge im Bodenisthauptsachlich vom 

Humus- odcr Lehmgchalt dcssclbcn abhangig, gcht dic Verwesung der organischen 

Substanz schrlangsamvor sich und ist zu reichlich Humus vorhanden, oder der loden

ZUwACIISDAUE YHISCII・ D SACI!AL.I"TAド )

tigen ljoden wird das Verhaltnis steigen. Eine besonders Starke Wirkung wild da 

crzielt, wo sich die lodenoberschicht aus Verwitterungsgestein, Kies oder ganz ver- 

laullcm Holze zusammensetzt; hier konnen die Pflanzlinge lebensfahig blcibcn und sich 

gut cntwickcln.

3) Grosse Quantitat vonim loden befindlichen Pnlanzennahrstoffenwic Stick- 

stoff als Ammoniaksalz, anorganische Salze, Phosphorsaure u. s. w. auch Sauregrade 

PH von 4.4-5.2 bringen fiir dic Lebensfiihigkeit und das Vcrschwindcn der Jung- 

pflanzcn keine besondere Wirkung. Unsere Versuche zeigen, dass dic wic oben angc- 

gebenen nahrungsrcichc oder wenig Saurc enthaltendenloden cher cine schlcchte Wirk- 

ung hervorbringen. UngefahrnachI。 Jahren scheint der Einfluss des Nahrstoffgc- 

haltes fiir das Leben dcr Pflanzcn von Ikdeutung zu werden. Es kann daher bchaup- 

tet werden, dass fiir die Lebensfahigkeit und das Verschw inden der I-io jahrigen 

Jungpflanzen dcr physikalische Zustand des Bodens cine wichtigere Rolle spiclt, als 

seine chemischenBestandteile. Nach obigem Untersuchungserfolg kann mit Sicherheit 

behauptetwerden, dass dic Einfiihrung einer Naturvcrjungung mit Abies Mayriana nur 

durch den Bodenzustand beurteilt werden kann. Ist Humus- oder Lehmgehalt deS 

Waldbodens gering, und somit die Proportion von Luftund Wasser gross, so kann 

cine Naturverjtingung von Abics Mayriana lcicht errcicht werden; dagegen in (Ien 

Waldtcilenw。 Humus oder Lehm rcichlich vorhanden,und I.uft-undWasserverhaltnis 

klein ist, wird die Naturverjiingung crschwcrt. Vonsolch cinem ljoden wie den 

lctzterenmit rcichiichcn Nahrstoffen konnte gesagt wcrclcn, dass hier durch kiinstlichc 

Anpflanzung aufnatuirlichem Wegc der Wald sich erfolgreich verjuingen liess.

zu lehmig, dann ist die Proportion dcr Luft-und Wassermenge cine geringe; hingcgen 
bei rascher Humifizierung und geringem Gehalt dcssclbcn, oder bci wenig lchmhal-
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附 表 第3 ﾡ続藤本類直任別調査衣 附 表 第54 地被植物調査表

2 a V ロ at(本數)

o.5 286 227 ・7S 787 5 299 1,782

I.o 76 (s 76 23 9 2 273

t.5 5o 3s 32 3 19 •55
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試 ﾡ
I ロ

D ド D K D K P

Nlalteuiccia orientalis いがん そ く 一 一 — 1 2

Iryopteris sctosa えざんま I 1 1 5 4 4

Dryopicris Inonlicoln みやまべにしだ — 一 — 一 3 2 3

Dryopteris dilatata var. dleltoidca しらわらび 1 1 2 3 4 3 5

l)ryopteris Nliqueliana tらしだ I 1 1 1 一 -- + 1

Lryopteris Phcgopteris みやまわらび 十 1 —

Polyslichumliraunii ほそんのて 1 1 一 —

I'olysticlum tripteron じふいんじしだ — — 2 5 2
Athyrium lilix-foemina

var. 1nclanolepis » し: — 一 — — 1 I

Athyrium pterorachis ッほ»し に I I

Athyrium inncrocarpum みやま いぬわらび 1 1 一 一 X 1 I I

lDinlazium Oldhami ほそばしけしだ + 1

l'hyllitis scolopendrium こ 1::わ:り — — — — 1 I — —

lilechanum nipponicum ししがしら +

lotryclnium Nlatricariae えぞムの わらび 1 1 — —

Itryclium virginianum

l.ycopodium obscurum
form. juniperioidleum

I.ycopodiun: serrn!um
var. 'Ihunbergii

xっの
iわらび 1:ちん んすざほ そ ぱ:うげし

1 1

3

1

I !

1

3 1 2

I

1 1

l.ycopo.lium clavatum ひかげのかつ ら I I 1 — — ・

binrrhema hponica :っの ひ ・ 一 1 — ... + 1

Carex atipata “ほかばずすげ 2 1

Carex breviculanis sulsp. Roylenna あなすr 2 ー・
Carex siderosticta var. bractcosa えぞか.さ う 2 I

Carex jponica ひごくさ 一 — — 1 1

Carex Nliyalei びろうどすu 2 ।

Symplocnrpus foetidus ざてんさう — — 1 一

Arianema japonica てんんせう — 一 — I I
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次 略
D K

8

D K

N V

D K D F P D K

Veratrum allum var. Iolclianum にいけいさ う 一 — — — 1 — X ・義 1 —

Hosta japonica var. coerulca ・にう し 一 1

I.ilium Glehni ほ う にり 一 —1 — — ・ X , 1 1 — —

Clintonia udemsis つにめおいと I 2 2 1 一
Smilacina japonica ゆ・ささ 3 2 2 5 一 —
Niaiantiemumn canasensc

var. kninitschaticlm まひづるさう 2 5 2 4 3 5 2 5 3 5 I

Disporum smnilncintt 5 ミりり 2 1

Disporum sessile tう5やくさ う 2 ・ 3 2 X 1 2
Polygonalum officinnle

var. NlaxiInoywiC/ll ほかまどころ — — 2 1 2 1 X 一
Polygonalum Insiantlaum みゃ+

4ろこリ — I 1 一 一 一 ' 一 —

l'aris quadrifolia var. olovala くるキにつ<Iに さ う 一 一 + 1 I 1 一 1 1 ।

Paris tetraphylla つ < さ う + 2 + 1 1 I + 2 + 1 1 I

Trilliumn kamtsclalicum ! ir な えたんいさ う 2 1 X 2 I 3 ・ 4 5 +

Trillium Smallii えんいさ う I 1 + 1 2 4 ・ X 2 3 +

Goodyera repens ひゅみやまう つ ら + 1 +
Coodycra Nlaximowicziana あけのし"すらん — + 1 1 X + I + 1 I I

l.iparis Kraincri ビが:にら さ う + ・I + 1 — — — 一 一 — —

Oreorclis patens こけいらん I । — — — — I 1 1

Calanthe tricnrinata さ るめんえびn .. .... ... I 1 1 1 ...

Cremastra appendiculata さ いばいらん 1 2 一 1

Chloranthus japonicus ひとり しづか — — — 1 3 1 5 + 3 1

Chloranthts serratus ふた り しづか K I 一 — X X

Iaportea lullifera むかこいらく さ — ・ — ・ 1 4 2 1 X 4 —

Stellaria media :ベ *- — — 1 1 一 — - ・ — 二

I'aeonia japonica しろばやましやくやく 1 1 — — — — I 一
Aclaea spicata var. nigra るたえム しょうま *.. — I 2 I 2 ・ 2 I 3

Cimicifuga yexocnsis えそしょうま I I + I 1 I I X 3 I ।

Aconitum yezoense えぞとりか小と — ・ — — I 3 1 1 —

Anemone Rracilis var- typica ひいらげ 1

試 ・ 1 I ロ V n

D D E D K D D K D K

nenione flaccida :りんさ う 一 1 2 一 2 3 一 —

Adonis amurensi* var. yezoensis サ くふく じミ う 一 — — X 3 1 1 1 2 一
Cauloplyllumtthalictroides るわえふほ:ん 一 — 一 + X 1 ・ ・ — —

Corydalis amligua えぞのえんごさ く 一 一 一 一 I 3 一 + I 一 一
Cardamnine dasylolx こんろんさ う 一 — X X + 4 1 I + 3 一
Tiarella polyphylla っ:やぐしゅ 一 — X X 1 2 3 + X X X

Geum jponicum だい :んさう ・ 一 一 ・ + 1 — * — I

Pachysandra terminalis ふつ3さう + X 2 3 2 5 2 5 2 s 1 4

Viola Selkirkii みや ま すみれ + 3 + X + 2 + 1 + 2 *
3

Viola grypoceras たちつほすみれ 一 I ・ 1 I ・
X I

Circaca alpin みやま:に六:て + X

I'anax repens と っにんじん — — — 1 3 I 1 2 2 一
Saniculn europacn var. clata う ま の力つに X I + X + 3 1 ・ 2 X 1

Oamnorhiza aristata や」にん じん + X I ・ I 2 4 X 2

Pimpinella calycina : ・ t り 1 1

Hleraclcum lanatum tうと 一 , 一 — ～ ■ 2 1 一 一 一
Chiinnphila japonicn うめがささう 1 1 2 I 1 1 — ママ — +

ryrola reirolia じんえう いらやくさう 1. 5 2 1 1 — 1 X I

Pyrola sccunda こいやく 3 う 2 : 5 一 一 * 一 1 ・ 2

Pyrola sulxaphylla ひとつぱ いっやくさう X ・ + 1

Crawfurdia trinervis つるりんだう 3 + ・ 一 1 X 一 —

Cmwfurdia P'uerygocnlyx その つるりんだう 1 I

Netaplexis jnponicn が が い い 一 1 — I I I ・ — + X

Satureia sachalinensis 
var. japonien 力やま:ふ*な — 一 — X I 1 + X

I'hryma leptostachya へどく さう + X 1 X I I + 2 + ' ・ X I

Plantag。 major var. asiatica サほにこ — — 一 一 + ・. 一 , 一
Asperula odorata くるまにさう + 1 1 X 1 5 I 5 X 4 一 1

hlitclella rcpens var,undulata つる力りどうし 5 X 1
Calium kcamtschalicum おほぱの 工

var. oreganum ふつむぐら 21 一 ■
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試 略
1 ロ I

D

1

E
v

D K D K D K D K D K

Galium pseudo-asprellumn " lx に の 
やへむぐら + 1 十 X + 2 + + 2 3

Adoxa Noschatellina ん」く さ う 一 一 一 一 2 4 2 X 5 + X

Gymnostemia pedalum わま らPづる 一 — — 一 X 2 X 1 — ・ ・

PeracarPa cireaeoides :にざ3やう — — + + X । I

Codonopsis uxsuiriersis に あ そ よ — 一 一 — X 1 2 I I X 一 —

Solidag。 Virgaurea あ3の
3りんさう

+ 一

Petasites jponicus ム 3 I X 3 I 2 2 I 2 1 I
Cacnlia auriculnta

vor. kamt*chalicn みみかう いり 2 | 1 3 X 3 X 3 I 2 — 一

Seneci。 palmatus んごんさう X X 一 — — ・ 一 2 X

Cirsium kamtschalicum 
var. Grayanum

まるの 
ひれ力ざみ + 1 一 — X 2 X 4 一 — + 2

Cirsium Weyrichii えぞ力ざみ + 2 X X ・ ・ — ・ I X — ・..

Picris japonica か うぞり + I + X 一

Taraxacum officinale var. lividum みやま:ん — — 一 ・ ・ + 1 — X I

Iactuca Raddeana やまにが 一 — 一 — 一 ・ I I — 一 X X

Hydrangea pct Maris つる力ぢさと I 4 X 4 4 3 5 I 3 4 5

Schizophragma hydrangeoides いが:らみ 2 ・5 I 5 I 3 I 5 X 4 2 5

Rlus orientalis っうるし 1 1 2 5 2 5 2 4 3 5

Celastrus articulatus つるういど3 5 ・ 一 — ・ X X ・ X 3

vitis Coignetiae やまだう I 3 X I 2 2 2 3 一 一 X 3

Actinidia argula さるし X 3 — — 1 I X 2 X I I I

Ceihnlolaxus drupacea var. nana 1 えぞいルがや — — 3 S X 4 I 4 5

Snsn paniculuta n 土 が りり -! — — — — 2 1 —

Sasa Chimakiasa らま3ざさ 3 4 — I I 2 2 2 X 3 ・

Ifydrangea paniculata のり のさ 3 1 I X — I ・ 一 ・ ・ I

Rulus phoeoicolnsius う らじろいら ご — ・ I

Rubts Kinashii くろいゥご
・ 1

Skcimmia Jponicn みや しさみ 3 ・ 4

laphniphyllumhumile えギゅっ り ば 1 1 3 3 4 X
・ 1 :3 一 — 3 4

尖 →がケルと ビ i つ部 桝 ガ HR k ﾡ Iノ関係=対ル研 15

址
I ロ v

D E D D K D K D F D F

llex crenata いっ I 2 3 + 1 I I — + 3

lvonymus alata var. striata こ まゆみ X 3 一 一 1 1 + I —

Evonymus sachalinensis むらさゝ 
つ りに な I X I X

Ieucothoe Grayam ひりの 一 一 一 一 — 一 X I 一 一

Oxycoccus jnnonicus あく しIに 1 1

Symploeos Paniculata さ ふ : ざ 一 — 一 — 一 + I 一 一

l.igitstrum yesoense え ざいほ : ・ 一 一 I • 一 一 I

Vilurnum furcalum じしかり 2 X 4 1 X I

Vilurnum Wrigltii みやまがまずみ 1 2

"Taxus cuspitlata い ち ゐ + 1 — 1 — ・

Alics Nlayriana とどまっ X 5 ・ 5 4 1 5 + 5 * 5

Carpinus coriata stしIr 1 1 一

Ostrya jnponica ・ s だ: 1 1 1 । — 一 + X 1

llclula japonicn し らかんに I

Inus hirsuta けやまiんの3 + I

(2uercus grosscserraln みづら 1 3 1 I — — 1 X X ・

Uius jnponicn か か だ い I 1 1 一 + I + 2 - _

+1UIus laciniata シひエう 1 1

Nlorus bomlycis Pまぐi 1 — + 1 ・
+ । —

Ce rcialiphyllum j poniciim か,っら + X

NIngnolia hynolcuca ほほの宀 X 1 1 2 — ・... . 2 I

Niagnolia Kobus var. lorealis ・代こょし I 2 1 1 I • 1 1 — I 1

Sorlus commixta *tかまど I 3 1 4 I 2 2 X । 1 2

Nticromeles alnifolia あづ3なし 1 3 X X — I I 2 X

Prunus serrulata var. sachnlinensis えぞやまざく ら + 1. I 1

Irunus Ntaxiiowiczii みや まざくら —i ・ ) 2 ・ ..
・

1 ・ — X I

Prunts Ssiori L う り — — I 2 I 3 X 2 1 X

Ntaacksia amurensis vnr. Buergeri いぬえんじ 1 1 I
-1

Phcllodendron amurense 
var. saclialinense

ひろのは: 1 — 一
・ X ・ 一 一 一
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氏 略 I ロ ロ 1 v
D K D K D E D D 区 D 区

Acer japonicum めいげつかへて I 2 I 2 2 1 一 一 1 1 I

Accr Palmalumn Pまいみv I 3 1 3 + 1 1 1 + 1 2

Acer pictuin var. Nono い:やかへて 1 । 2 ・ I I I
Acer NIayri 力 かい : P I 5 I 4 1 2 I 3 + 2 + 2

Tilia jponic しなの3 1 2 I — 一 I I 1 1 I 1

"Tilin ふTaximnowiczinna サ ほ Ir ざいじ 一 一 一 — — 一 I 1 ■ — 2 1
Kalopanax ricinifolium It り ざ り I 3 I 2 — + 2 一 一 2

Kalopanax sciadophylloides こしカら 1 3 I I 1
Cornus controvera 今3 + | + I
Styrax Obassin tく うんほく I 2

Traxinus longicuspis こIにのとりこ 1 I 2 4 一 1 I 一 一 + 1
Fraxinuis mandishuricn I 1 十 I + I I X + 2 一

附 表 第5 5 土壌理學性試験結果一覽表 (A - C)

個 杉 Dハ彼ﾡ度, KハHイナでス

A. o- iocm ﾡ

試 増 1
他水町イ T均】 1 14431.90O 1413.5co ・252.750 I366.15o I205.900 ・3So.sco

I565.c00- I537.00o- 127-.000- I52o.o0o- 1300.000-1156.0cQ I49o.000-
・T卜. ー・*4 1JW.CCC 121O.OCC 1222.000 1275.ocG 1302.0co

(gr) 金M| 不均 949.9SI 93I.9ぶS 613.75S sSS.9+7 6oS.GSs 9o2S77
範ma 1o45.0co- 1o36.oco- 659.332一 1oo5.00o- 720,000- 9sS.coo-790.0cq 767-53G 570.0CO 72O.00G 5o5.oco S4o.S62
T均 4S1.919 48I.s6t 6JS.99= 477.20ふ 597.2t7 477.623
範岡 520.000- 555.oc0- 690.0oo- 55o.coo- 745.0c0- 536.1oo-395.00x 442.17G 562.66S 430-+7G 54+5.3S4 430.954
T均 379.6ぷS 370.371 26S.564 356.991 257Sa+ 35S.905-ロレ (CC)1 純回I 419.679- 4IG.o64- 275.296- 403.614一 314.41o- 401sl3—321.212 305・424 26O.274 301.255 23O.594 322.0440

十- ガ / • = (oハ 3793 36.9S 26S3 35.6I コ5.7= 35.9o*** *
E

41.97-32.12
9S.3o

41.61—JO-54
9S5s

27・53-2G03
99.12

40.36-30.3
99.oS

31.44+-23.06
9S.So

4O.15-32.2I
998イ

・ **
+/ 99.6S-96.94

36Ss
99.70-95.94

36.15
99.4S-9SSs

2644
99.04-9S.16

3506
99.71-97.61

25.23
99.29-98.St

3528土 状 書判#成分 41.67-30.53 41.32-28.55 27・3!一25.73 40.06-29.8s 31.27-22.76 39.39-3t.SIサ** " ""
(%)| I.7I ・.7 o.Ss 0.92 t.9

根
'Iiter7 3.07一 O.32 4.05一 ○.22 I.Is- o.s3 I.Ss- o.36 2.39- 0.29 1.19- o.7!

1 ・・ーナtョ」 1 * 1.co 0-79 O.35 o.5t o46 0.59TrTいc11 I.70-一 O.21 1.99- O.13 ○.45- 0.22 O.97一 0.22 o.92一 o.1I o.73一 o.3S
, n 量 (of T均 6a.13 63.o7 73.32 64.42 74.31 64.I4

&mI 67.89-5S.12 69.46-5S.9 74.02-72.47 69.92-59.G64 76,97-6S.64 G7.80-5995
は知率｛ 不均 5.3S 52.07 1o4.83 54.S2 99.35 52.91

水 (9%) ﾡm 63.98-41.8o 57.81-44.95 I2I,O5-85.3+ 77.0S-43-7S147・53-SO.56 6I.Oo-47.G2
内硫料| T均 48.19 や・19 ©3.9 47・7ﾡ 59-72 47.77

電I 52.c0-39.50 55.50一+.22 G9.00-56.27 55.50-43.05 74.50-54.54 53.61-43.10
t 氣 量 (of 不均 

電Em 
T均

・ 1394
22て2.. GT2

14.91
17.88- 6.os

2.54
9.32

I6.2I- 5.○2
2.29

1G.7o
20.67一 S.2!

2.5n
I4.59

20.84- 2.47
2.3S

16.37
21.40- G.5I

2.53mt 2.53し 1 範E回I 2.59- 2.4S 2.6I- 2.4S 2.40- 2.1S 2.5S- 2.39 2.50一 2.19 
o.6t

O.72一 O.51
2.63一 2-38

H : JR) 電m 不均
Qs 1

1.o5- o.79
o.9s

1.04- 0.77
o.Gt

o.66- 0.57
o.S9

1.01- O.72
o.9o

o.96- o.84
4ttTIpkt/ 2o; 1 30.96 14.59 35.c0 24-43 3+2s

(I/W) 57.01-11.77 56.9S-1o.9o 28.80-t0.34 47ぶァーI5.9S 38.20- 3.3t 49.65-12.19
m 1 7 7

備 考 土ﾡIooocc=・テノ粒県ナリ
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B. 20 一25cm用
氏 1 ■ n ロ V

T均 895000 S79.500 702.cco S79.c00 661.000 91S,00o「水I1
W

9oo.cco- SS6.cco- 705.c09- 88o.coo- 695.ooo- 930.000-

+.
39o.oco 873,cc0 699.cco 87S.c00 027.COO 906.000

(gr) 全仰"| T均 G7448・ (56855 392.707 634.922 371.742 702.43G

№191
6S2.54!- 662.261- 392.SS2- 635S39一 424.61S- 713.524一

666421 651448 392.532 ・ 034.005 31S.86G 091.3S

T均 220.519 222.646 309.293 244.07S 289.a5S 215.5G4
f水時ノ合水に (gr1 ヘ7: 223.579- 223.739一 312.468- 245.995- 3oS.34- 21G.476-

217-159 221・552 306.II7 242.I61 270.382 21+-65!

不均 256.S4o 246.350 159.9SS 241.614 150.797 263.634土リ/項f北 (Ce1 「1 259,029一 219.31o- 1O2,014- 243.710-
239.5IS

16S.566- 26S.141-みビII
254.05! 2+3-359 157.961 133.027 259.126

4.。 / * * reハ) 平均 51•37 49.27 32c0 4832 3o.16 5a73
- 回 51.SI-50.93 49.86-4S.67 32.0-3t.59 48.74-47.90 33.71-26.61 53.62-51.83

T均 99.93 99s6 9977 99.92 99.76 99.89

土 範囲, 99.94-99.91 99.93-99.78 99.78-99.75 99.93-990.90 9977—9975 99.96-99St

x.a/ 均 : s'30 49.15 31.S7 48.25 3O.64 52.02-- 一
am 5I.72-5o.8S 49.6S-4S.G1 32.29-345 48.69-478o 33.57-2G.50 5345-51.79/ イ 

(%) R量州| T均 i o.oS o.s 0.24 o.c9 0.25 C.12

u! 紀m 0.09- O.07 0.22- O,07 0.26- o.22 o.1o- O.07 o.25一 o.24 O.19- O.0+

審値率1
T均 . O07 O.12 o.2 o.t2 O.10

紀m o.oS— o.05 o.I8- o.06 o.13- o.1I o.08- o.05 0.14— 0.10 O.I7- ©.o3

T均 48.64 50.74 6s.on • st.c9 (9.8G 47.2S空 ﾡ 2 (の)1 縫摘 49.07-48.20

32.7!

33.55-3t86

51.34-50.I4

3390 

3+o1-33.78

0S.42-67.0o

7S70

79.60-77.92

52.11-51.20 73.4t-66.3o 48.1S-4G.3S

pk(く)
朮量率1

不均
範I

345 
38.8o-3S.o9

sc..6

96.63-63.0S

30.70

31.05-30.34

a料| 不均 44.I1 

44.72-43.49
44.53

4+.75一44-31

G1.S6 

62.4リー(1.22

4S.S2

49.20-4S-43

57.86

61.63-54.cS

43.12 

+330-42.93

w 4 : 量 co
不均
純m

4.54

4.7!一 4.36

6.21

6.s9- 5.8s

6.16

6.38- 5.9

2S7

2.9t- 2.8s

12.00

12.22-11.7S

.7

5.25- 3c9

・ iL. ・ T均 2.63 2.6S 2.6 26 2.46 2.67

2.04一 2.62 2.73- 2.62 249- 2.43 2.65一 2.61 2.52- 2.401 2,67一 2.G7

1te 不均 ・35 1.3t o.79 1.27 O.74 I.O
TF T 純回 1.37一 I.33 I.32- I.30 o.79一 o.79 1.27- 1.27 0.S4— 0.64 1.42- 1.38

条T存水ﾡ|
(1ッ/W) 1

ポ均 ro.28 '394 995 5.ぷs 20.86 o.6S

砲m 1o.ぶ2一 9.74 14.72-I3.10 1o.4一 9.48 5.92- 5Sa 22.60-19.1 ・2.23一 7.13

ﾡ 所 2 2 ・

C. 4つ 一 45 cm 局
状 増 1 ロ n

i水叫| 小均 sS+sco Sり.ooo 773・5c0 937.00 S74oco 930.000

S98.coo-
371.0co

912.Oc0-
S6G.00o

7s5.000-
762.00o

966.coo- 
9oお.cox

SS5.coo-
365.00o

9+0.oc0-
9:0.000

UI
(gr) 全町 平均 6ぶ.496 66C.2I7 5o3746 709.266 625.679 69S,85=

66o.637-
616,355

075.557一 
(44.S76

si4.4s一
493.044

75l.79!-
606.741

63355:一 ' 
617.Sc6

721.0SS-
676.615

i水ロ～ ( 小均 246.0044 22S.78+ 269.754 227.734 24S.32I 23t.149

純回l 25:.645一
237・30ふ 236.443一

22I.12
270.55- .

26S.956
241.259- 249.44S-ご4ラ・19

243.385-
21S.91

土初 ノ TRi(ce/ T均 239.292 255• 22 1S9.+29 2C6.101 240.S6: 2653o4

岡 246.7S3-
23I.Sco

25S.359-
251・905

191.032-
1S7.S26

2SI.359 一
250ぶ4ふ 245.46S-

236.255
270,070- 

260.537

土ﾡ / 賞 ﾡ (o T均 47S7 5I.o3 3792 53a4 4S..9 s3oS

範隔 49 37-46.37 51.66-50.4o 3S.23-37.61 56.27-50.2o 49.to-47.27 5+02-52.13

__ ( T均 99.99 9995 99.S7 99.99 
Ico,00-99.9S

99.99 99.9S
1R量率

9995-99"s 99.99-99.9S 99.9S-99.9S土 範E回 100.00—99-97 99・96-99.93小均 47.86 so.oo 37.S3 53.23 4S.7 s3c6土 初
#M分ナ ギH料1

auml 49.37一46.35

—
51.65-50.35 3S.19-37.47 5G.2;一5o.1S 4.09-7・25 54.00-52.1I

(o)

山
mRi判 T均

範Ell

o.02

o.o3- o.co

O.06

o.07一 o.o4

°.14

O.22- O.05

0.01

0.02- o.oo

O,02 

o.02一 0.01

002

0.02— 0.02

審叫 T均 0.01

o.02- o.co

oos

o.o6- o.o

o.o9

o.4- oos

o.oI

o.oI一 0.00

oo2

0.02— 0.01

0.02

0.02- 0.02

量 (o T均 : sa.15 ・$97 62.os 467S 51.5: 46.93
<

53.63-50.03 49.60-4S.34 62.39-61.77 49.St-4374 52.73-50.90 +7.S7一459S

ポ均! 3S65 34.65 5357 32.3+ 3り.69 33-17

・ょュし」1 /oハ 月 41.32-359ふ 35.00-34.29 5455-52.59 36.19-28-49 40.01-39.37 3597-30ぷ6
1o ポ均 49.20 45.76 5395 45.55 49.67 46.23

範花 50.93一4747 47.29-44.22 54-11-5379 4S.25-42.S449.89-49.44 4.6S-437S

a(a ﾡ 2.93

3.16- 2.70

3a.

5-37一 I.o5

8.13

S.6o- 7.66
1.22

•55- o.S9

2.15
329一 I.oI

O.70 

2.20-:-)0.80

it 止 回靠
2.67

2.6S- 2.66

2.5り
2.62- 2.56

2.66
2.69- 2.6ふ a67

2.67一 2.66

2.6o

2.62一 2.5S 2.67一 2.60

1 ヒ n
ド均
範m

..as

1.2一 1.23

1.32

I.35- 1.29

1.01

I.o3一 o.99

1+2

I.50- 1.33

1.25

I.26一 1.24

t.4o

1.4一 I.35

(1) 1

均 
aulal

598

6.65- 5.31

7.19

I2.15一 2.32
15.07

15.98-14.I6

265
3.22- 2.08

4.34
6.65一 2.03

1.69 

5.o3--1.66

所 2 . 2 2 2

備 杉 土り 58CC 二以*デノ ﾡ県ナ リ 備 グ 土ホ 588 工秋キ アノ結果ナ V
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附 表 第 6 器械的分析結果一覧表

増 ロ ロ V

・ af
0 (%) ,G 砂(

平 均 ！祀 W不 均 1範 回
T 均従 回
T 均 :流E Wi

1S.9S 2S.32-I5.32
12.4613.50- S.75
16.04IS.50-I3.90
47.46 57.64-42.57

〇 - ioc
22.26 29.12-1S.35
16.6S 24.06- 8.25
Is.5o 21.25-12・34

s75-$oos

:m ﾡ
4S.os 31.80-2332
1o.7215.75一 6.92
1S.2r 23.c0-14.51

o.3ao,

27.653.75-22・29
o.ssI4.32- 6.co

16.6s30.25- 9.61
55.147O.12-47.0O

2S.1237.1o-20.02
11.7113.34一 7.So
21.3627.25-14.74
6t.1973.05-53-55

22.3 28.75—174 »
1t.2+15.22一 6.25

・s.s821.50—12 屮
49.246O.9-45・S7

ﾡ 土 co{ 不 均 範 W 52.53 57-43--42.30 45.57 49.95一42.20 43.03 5I.33-30.75 44.s6 53.00-29.88 3S.S2 46.45一 26.95 5o.77 54.13-39.O0
ﾡ試個 所 7 7 7 7 7

20一25 cm 届
n ・!

砂(%) m e{

ボ 44 葩 W平 均 総 回
T 均 範 同l
T 均

, 5.12 6.04-一 4.19
Iu.Sr 13-36-10.26
I4.72 I5.58-I3-86
31.65 , 33.13-30.16

3 864.37- 3.31
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然林=ポル とどまつ樹ノ清長卜ﾡ株士ﾡトノ関任=対スル研

国版説明

回版I 追形及ビ試験治Z口略地へ赤色Jテ示ス) 

回版II #Hでi..  (r9ぷo.5.30.撮逃)................試戦追I
国 版 in « hi Xi at... (9so. 7.3o. 費 ・)................ 改ﾡ追I
・版IV #8.. (1930.5.30.撮:助).................試監治I
回版V 林和 53 凯............. (193o.t..29.撮数).................改戦地"

・版VI 株ﾡが部............ (roぷo. io.3.撮戦).................試験地V
国版VII 林 树嘉典........... (r93o.to.3o.撮動)................ 試戦地"

回版VIII 上 胖木平而 岡...........................................試喰ﾡI
回版IX 上ﾡ木ﾡ面岡........................................... 試監追 1
回版X 上ﾡ木不画口............................................Y喩 持！！

回版XI 上ﾡ木側画ﾡ...........................................ﾡ地I
・版XII 上勝*T一 网.......•.................................. 験ﾡロ

岡 版 XIII 上ﾡ木側面旧 ......................................... 武会m 口

回版XIV 上ﾡ不I岡.......................................... 試瞼

・版XV 上ﾡ木側面N.........試喰追N
回版XVI 上ﾡ木面回...........................................映監増V
・ 版 XVII 上ﾡ木側M関 .........・................................ 試ﾡ増 v
回版XVII 上ﾡ木不日...........................................改歌地W
田版XIX 上岩木 側而 岡...........................................ﾡ地"

回販XX 土初ノ断面 

団AXXI 土仪中 = 於 クル 式 硫水" Aノ叩分映 ・(# ﾡ )A ○一I。 cm, 20一25 ci, 40 一 45 cm ノ 3ﾡノ止ヤ D o-1o cm ノ s ノﾡ
国 版 XXII ◆積止Tノル=ロ 世化映加

田 版 XXIII 空ﾡ量ノiル="ルﾡ化映加

回 版 XXIV 土セノa状的ﾡル分 ノル= ・ルﾡ分映 継(細 土=野ス 

ル重量ポ)

・ 版 XXV な水量ノ不節="〜ﾡ化映拠 A 種=コ〜場合 n mﾡポ=マル場ヘ

国 販 XXVI 生 理的効水ノや簡= ・ル健化状 況A 容状率=口ルg介 n mi=nル場ヘ

回 版 XXVII 生 ﾡ的 イ効水科や 水 量 比 率他 和座A)ノ ﾡ簡= ロルり 化



映

A #ﾡ中=コル場合

n Tiポ=n場合

・ 版 XXVIII な 水 量 コ 水量止 ( 和度ハ)ノ科簡= コル曜化状加

A #種報=ロル場へ

D 量 =ロル場合

ロ 版 XXIX 

回uXXX

it 下水 他 ノダ 箍 = ロ ルﾡ化映加

A 土ﾡ採ﾡ及ビ水川ﾡ....... (1930.G.ro.i: 製)

1 .........................上苦

I .............................ﾡ筒

ロ ..........  金柄

・ ........... 架 布

V .......................... 下盗

1 土ﾡノ他水m.....................(193o. 6. 1O.規 ﾡ)

田 版 XXXI ﾡﾡ係ﾡノ測定=川E "ル:う ・ろこ しノ袋ず後 35HI

日二 於 クル 登サ 状况ー.... (ro3o.i.. 4.i ・)

布.......... 状 險 地 I 土初=7セル e ・

左..........  M歌なロ北切=セルで ノ

K仪トノ尊保エら上準

I'. a-............ l'haellodleiidlron amurense var. sachalinetisc ・・・・ ひろにの 3 だ 

I'.Ss............. I'runusS:iori .......................................................... し う り

(2. c...............<uercus grosscserrala..........・.................. ・・み づ な ら

s. c............. ・Sorius commnixta......................................................なな かま ビ

•匚 C.................... 'Taxus clspidlata..........................................................................い ち た

T. j............Tilia jponiaa............................................................し な の 3

U. j...............Ulnus japonic. ........................・....................  あ か だば も

U. I...............Ulmus laciniata ....................................................... お ひ i う

備が: ポiﾡl及ビ側商i回hと どまつノ ミ ナ繰二不シ仙ハ微

ゲと七 リ・

側面i口l然ﾡ測所北面外円u y wガ〜zom ノ州 e ッ

Iノペルト トツン*グ トナリ.fシ【地Nノ s ハ試戦ﾡノ

ーボリカクグ別川リジlJ制ノICIノルト トンセク トサト V

回 販 VIII 一口版 XIX 内樹和名者ﾡ記ﾡﾡ明

A・..................Abics Mayriana ....................................................... と ど ま つ

Ae.s...............Kalopanax sciadophylloides................. ................. こ し ら

A.j..............Acer japonicum ....................................................... め いげつかへて

.Mt.............. Acer Mayri............................................................... お か い : や

A.P.....................Acer pictum var. Mono...........................................................い た やかへて

A. s...............AInus hirsuta var. sibiricn........................................や ま んの

M. ・・・・・Belula Nfaximowicxiana.......................................... う ざ い か ん ば

C. c...............Cornus controversn....................................... ・.....  ウづ

C.j........ Cercidliphyllum japonicum....................... ............... か・ つ ら

sa. ............lvonymus sachalincnsis ........................................ む ら さ つリ

F. 1.......... ・ Iraxinus loncicuspis ...・....................................... このと り こ

J. S........ Juzlans Sieholdiana ..............................................." Iに ぐ る み

K. r............... Kalopanax ricinirolium........................................... IX り ざ り

M. a. ............Nticromelcs aInifolia.............. ・・................. あ づ 3 4 し

N.h....................Nagnolia hypoleuen .................................................................I I の き

N. K. .......... Ntagnolia Kobus var. borealis ............................... 3 : こ よ し

().j........Ostrya japonicn ・・・・・.............................................. わ さ ざ
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